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  本电子书的封面和插图等图片，可能因版面调整或再版而有所变更。

  本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

  本电子书采用竖版表示，排版可能与再版书有所差异。

  本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

  此外，由于不同阅读系统的版本不同，章节标题可能会有差异。

  また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。

  本作品在正篇结束后，收录了角川BOOKS『我转生成最强骑士团长了。』（作者：酒本アズサ　插画：kodamazon）的试阅版。

  本作品は本編終了後にカドカワＢＯＯＫＳ『俺、悪役騎士団長に転生する。』（著：酒本　アズサ　イラスト：kodamazon）のお試し版が収録されています。
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  序章

  プロローグ

  　我被某人苦恼的呻吟声吵醒。我感觉到两股温暖。总觉得身体好痛。是因为没办法翻身的关系吗？

  　誰かの悩ましげな
    
     呻
    うめき声で目が覚めた。感じる
    
     温
    ぬくもりは二つ。なんだか
    
     身体
    からだが痛い。寝返りが打てなかったからだろうか。

  「唔唔唔唔……唔唔唔。」

  「にゅぬぬぬ……ぎゅぬぬ」

  「那是什么梦话啊……」

  「なんだその寝言は……」

  　我一边吐槽眉头紧皱，说着神秘梦话的红发少女，一边弯曲手臂轻轻抚摸她的头。于是，她紧皱的眉头稍微舒展开来。看来她似乎做了恶梦。

  　
    
     眉
    み
    
     間
    けんをぎゅっと寄せて謎の寝言を漏らしている赤い髪の毛の少女に突っ込みを入れつつ、腕を曲げてその頭を軽く
    
     撫
    なでる。すると、ぎゅっと寄っていた眉間の
    
     皺
    しわが
    
     僅
    わずかに
    
     解
    ほぐれた。夢見が良くないらしい。

  「呼……」

  「すー……」

  　和睡着了也很吵闹的姐姐不同，蓝发少女睡得相当安稳。她紧贴着我的身体，一脸幸福地沉睡着。虽然姐姐也是这样，不过光滑的肌肤和偏高的体温让人感觉很舒服。

  　寝ていても騒々しい姉と違い、青い髪の毛の少女の方は実に穏やかだ。身体を俺にぴったりとくっつけて幸せそうに眠っている。姉の方もそうだが、すべすべのお肌と高めの体温がとても心地よい。

  　实际上，姑且不论外表，她们两个都是成熟的大人。如果不是这样，这幅画面完全就是出局了。因为她们两个都是赤裸裸的。要是被人当场逮到，说「宪兵先生，就是这家伙」的话，我应该不可能辩解或解释吧。虽然这终究只是看画面的感觉。

  　実際のところ、見た目はともかくとして二人とも良い大人なのだけどな。そうじゃなかったら完全にアウトの絵面である。二人とも生まれたままの姿なので。現場を押さえられて「憲兵さんこいつです」などと言われた日には弁明も釈明も不可能であろう。あくまで絵面だけ見ればだが。

  「……起床吧。」

  「……起きるか」

  　虽然没有非得早起不可的理由，但贪睡也不好。首先得想办法叫醒用超乎外表的力量固定住我身体的两人，把她们拉开。

  　早起きしなければならない理由も特には無いが、惰眠を
    
     貪
    むさぼるのも良くない。まずは見た目以上の力で俺の身体をホールドしている二人をなんとか起こして
    
     引
    ひっ
    
     剝
    ぺがすところからだな。

  ☆★☆

  ☆★☆

  「早安……咦？」

  「おはようございま……えぇ？」

  　我好不容易整理好仪容，来到黑莲花——我们的母舰——的休息区后，船员们全都吓得退避三舍。

  　なんとかかんとか身支度を整えてブラックロータス──俺達の母艦だ──の休憩スペースに顔を出すと、クルー達からドン引きされた。

  　一头亮茶色头发，一脸困惑的女孩名叫蜜蜜。她是我的船上的第一位船员，也是优秀的操作员。虽然身高不高，但撑起衣服胸口的胸部装甲厚度堪比战舰。

  　困惑している明るい茶色の髪の毛の女の子の名前はミミ。俺の船の最初のクルーで、優秀なオペレーターだ。身長は低めだが、服の胸元を押し上げる胸部装甲の厚さは戦艦並みである。

  　其实她身上流着高贵的血统，但她本人似乎觉得无所谓，甚至觉得和我们在一起行动很碍事。不过事到如今，我也不打算因为血统这种理由就抛弃她。至少在她本人不希望的情况下。

  　実はやんごとなき血を引いていたりするのだが、本人は割とどうでも良いというか俺達と一緒に行動するのには
    
     寧
    むしろ邪魔だと思っている節がある。まぁ、血筋がどうのという理由程度で今更彼女を手放すつもりは無いが。少なくとも、彼女が望まない限りは。

  「你那是什么样子？」

  「どうしたのよ、それ」

  　一脸傻眼地向我发问的，是一位有着银色头发，以及从头发中伸出的竹叶形尖耳朵的美女。她的名字叫艾尔玛。是优秀的驾驶员，也是位阶为白银的佣兵。而且因为是帝国子爵家的千金，所以也接受了身体强化手术，是位兼具与纤细外表相反的臂力和运动能力的超级士兵。

  　
    
     呆
    あきれた様子で俺に問いかけてきたのは銀色の髪の毛と、その髪の毛から飛び出してきている笹穂形の
    
     尖
    とがった耳が特徴的な美人さんだ。彼女の名前はエルマ。優秀なパイロットで、
    
     傭
    よう
    
     兵
    へいとしてのランクもシルバー。更に帝国の子爵家令嬢ということで身体強化手術も受けており、細身の見た目に反した
    
     膂
    りよ
    
     力
    りよくと運動能力を併せ持つスーパーソルジャーみたいな人だ。

  　虽然胸部装甲的厚度完全比不上蜜蜜就是了。

  　胸部装甲の厚さはミミに到底
    
     敵
    かなわないが。

  「我好像做了一个恶梦。」

  「ちょっと夢見が悪かったみたいでな」

  　红发少女——缇娜从正面抱住我的身体不肯离开，我用左手扶着她的身体，右手轻拍她的背。

  　俺の胴体に正面から抱きついて離れない赤い髪の毛の少女──ティーナの身体を左腕で支えつつ、右手で彼女の背中をポンポンと軽く
    
     叩
    たたく。

  　她平常总是用假关西腔说话，是开朗的开心果，今天却从早上就做出符合外表的幼稚言行，让我伤透脑筋。顺带一提，她的外表或身高虽然像少女，该凸的地方却很丰满，而且矮人的肌肉和骨骼密度似乎很高，比外表看起来更重。

  　普段は
    
     似
    え
    
     非
    せ関西弁のような口調で話す明るいムードメーカー的存在なのだが、今日は朝から見た目相応の幼女めいた言動で俺を困らせてくれている。ちなみに、見た目というか身長は少女のようだが、出るところは出ているし何よりドワーフは筋肉や骨の密度が高いようで見た目以上に重かったりする。

  　在这种状况下说出这种话，她的熊熊臂力可能会让我的肋骨或脊椎陷入危险，所以我绝对不会说。我平常就有在锻炼，就算很重，这点程度也不算什么。

  　この状況でそんなことを言ったら熊めいた膂力で
    
     肋
    ろつ
    
     骨
    こつとか背骨とかが危険なことになりそうだから絶対に言わないけど。俺も普段から鍛えているから、重いと言ってもこれくらいなんでもないしな。

  「姐姐……」

  「お姉ちゃん……」

  　薇丝卡露出复杂的表情仰望姐姐缇娜。这位矮人少女——应该说女性，发色和姐姐缇娜不同，是蓝色，除此之外几乎一模一样。不过就算长相几乎相同，散发的氛围也截然不同，所以我不会认错。

  　複雑な表情で姉のティーナを見上げているのはウィスカ。髪の毛の色が姉のティーナと違って青いが、それ以外は
    
     殆
    ほとんど
    
     瓜
    うり
    
     二
    ふたつのドワーフの少女──というか女性である。まぁ、顔の作りが殆ど同じでも、
    
     纏
    まとう雰囲気が全然違うので間違えることはまず無いけれども。
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  　她的性格比姐姐要沉稳得多，但缺点是好奇心被刺激时容易失控。话虽如此，她和姐姐一样都是无可比拟的优秀技师，这点程度的缺点根本不算什么。

  　姉に比べるとかなり控えめというか落ち着いた性格なのだが、知的好奇心が刺激されると暴走しがちという欠点があったりする。とはいえ、姉ともどもこれ以上無いほどに優秀なメカニックなので、その程度の欠点なんて
    
     可愛
    かわいいものなのだが。

  「不介意的话，本人来诊察一下吧？」

  「よろしければ
    
     此
    この身が診ましょうか？」

  　库姬说着，像狐狸一样尖尖的银色兽耳抖动着，毛茸茸的三条尾巴摇来摇去，走到我身边。

  　そう言って
    
     狐
    きつねのように尖った銀色の獣耳をピクピクと動かし、モフリティの
    
     溢
    あふれる三本の
    
     尻
    しつ
    
     尾
    ぽをフリフリとしながらクギが俺の
    
     側
    そばに歩み寄ってきた。

  　她是韦尔萨鲁神圣帝国的人，为了跟随在她们国家被称为“落之人”的我，有时还会引导我，千里迢迢赶来的灵能银狐巫女。

  　彼女は何千光年も遠く離れたヴェルザルス神聖帝国の人で、彼女達の国で『落ち人』と呼ばれる存在である俺に付き従い、また場合によっては導くために遠路
    
     遥
    はる
    
     々
    ばる駆けつけてくれたサイオニック銀狐
    
     巫
    み
    
     女
    こさんだ。

  　她擅长心灵感应等干涉精神的灵能能力，而且在短时间内就学会了副驾驶员的技术。不仅是佣兵团中非科学方面的专家，作为克里希那的副驾驶员，她的存在感也在逐渐增加。

  　得意分野はテレパシーなどの精神に干渉するタイプのサイオニック能力で、その上ごく短期間でサブパイロットとしての技術すら身に着けつつある。うちの傭兵団における非科学方面のスペシャリストとしてだけでなく、クリシュナのサブパイロットとしても存在感を増しつつあるわけだな。

  　她所说的“诊察”，应该是用她擅长的精神干涉能力确认蒂娜的精神状态，如果可以的话就进行改善。

  　彼女の言う『診る』というのも彼女が得意とする精神干渉能力によってティーナの精神状態を確認し、可能であれば改善しようという申し出なのだろう。

  「等一下。关心船员的身心状态，不是我这个船医的职责吗？」

  「待ち給え。クルーの心身の状態をケアするのは船医である私の領分じゃないかな？」

  　最近作为船员加入我们的翔子医师，以船医兼科学家的身份插嘴道。

  　そう言って待ったをかけてきたのは最近船のクルーとして迎え入れることになった船医兼科学者という立ち位置のショーコ先生である。

  　她有着一头微乱的深棕色长发，比起时尚更重视舒适性的服装，以及披在身上的白大褂。这位女性的特征是那对将白大褂顶起，与蜜蜜同等级的胸部装甲。虽然她的出身多少有些麻烦，或者说有些特殊，但事到如今已经没什么好说的了。毕竟这个佣兵团的成员几乎都有隐情。

  　ちょっとボサついている長くて濃い茶髪、お
    
     洒落
    しやれより快適性重視の服装、その上に纏った白衣。そしてその白衣を押し上げるミミと同レベルの胸部装甲が特徴的な女性だ。その出生には多少厄介、というか特殊な事情があるということなのだが、色々な意味で今更である。それを言い出すとこの傭兵団に所属する人間はほぼワケありなので。

  　比如说，我是个不知道能不能称作人类，处于微妙界线上的异世界人；蜜蜜是古兰坎帝国皇室的血脉，勉强称她为公主也不为过；艾尔玛则是帝国贵族威尔罗斯子爵家的千金。

  　例えば俺は本当に人間と呼んで良いのかどうかも微妙なラインの異世界人めいた何かだし、ミミはグラッカン帝国の帝室の血に連なる、ギリギリお姫様と呼ばれてもおかしくない身の上だ。それに、エルマは帝国貴族であるウィルローズ子爵家の令嬢だしな。

  　虽然蒂娜和薇丝卡似乎没有什么特别的背景，但库姬在韦尔扎鲁斯神圣帝国的地位似乎相当高，被称作巫女。我推测库姬的出身可能也有什么隐情，但还没听她说过详细的情况。

  　ティーナとウィスカは特に特別な事情を有してはいないようだが、クギはヴェルザルス神聖帝国においては巫女と呼ばれるそれなりの立場であるようだ。俺はクギの出自にも何かあるのではないかと
    
     睨
    にらんでいるが、まだそこまで込み入った事情は聞いていない。

  　相比之下，蜜蜜是基于遗传基因工学设计的，拥有优秀头脑的试管婴儿，这应该算不上什么吧？虽然这么说有点那个，但和我与蜜蜜的出身相比，这根本不算什么。

  　そんな中で遺伝子工学に基づいて優秀な頭脳を持つように設計されたデザイナーベイビーであった、という程度の事情は可愛いものじゃなかろうか？　こう言ってはなんだが、俺とミミの出自と比べればなんてことはないように思えてしまう。

  　说到底，帝国贵族也会接受后天的强化手术，强化大脑的处理能力和记忆能力。两者之间的差别只在于先天还是后天，本质上并没有什么不同。

  　そもそも、帝国貴族なんかは後天的に強化手術を施して脳の処理能力や記憶能力を強化するわけでな。先天的なものであるかそうでないかという違いがあるだけで、本質的なところで両者に大した違いはないように俺には思えてしまう。

  「心理辅导不在医生的管辖范围内吧？主人，如果您不介意，就由我来处理吧。」

  「メンタルヘルスはドクターの守備範囲外では？　ご主人様、よろしければ私が対応致しますが」

  　梅伊不知何时出现了。她是高性能的女仆机器人——也就是女仆型的人形机器人，或者说是女性型的女仆机器人。而且她不是普通的机械，而是所谓的机械智慧。也就是说，她拥有高度的人格，就像AI一样。

  　そう言っていつの間にか現れたのはメイだ。彼女はハイスペックのメイドロイド──つまりメイド型のアンドロイド、もしくは女性型なのでガイノイド──で、しかもただの機械ではなく、
    
     所謂
    いわゆる機械知性と呼ばれる存在である。つまり、人格を有するほど
    
     滅
    め
    
     茶
    ちや
    
     苦
    く
    
     茶
    ちやに高度なＡＩみたいなものだ。

  　实际上，她们这些机械智慧虽然有『个体』的概念，但基本上是透过高度的情报网络，经常相互连接的群体，或者说是接近集合智慧体的存在。

  　実際のところ、彼女達機械知性は一応『個』という概念はあるものの、基本的には高度な情報ネットワークによって常に相互接続されている群体というか、集合知性体に近い存在であるらしい。

  　不管怎么说，她对我这个设计者兼购买者抱有绝对的忠诚，或者说是爱情，总之就是对我抱有类似的感情，是非常优秀的存在。她掌握了黑莲花的管理运行的全部，拥有超常的演算能力带来的电子战能力，以及甚至凌驾于动力装甲之上的战斗能力，是一位超级女仆小姐。

  　何にせよ、彼女は設計者にして購入者でもある俺に絶対の忠誠というか愛情というか、そういったものを向けてくれる、大変に優秀な存在である。ブラックロータスの管理運行の全てを掌握しており、並外れた演算能力による電子戦能力と、パワーアーマーすら
    
     凌
    りよう
    
     駕
    がする戦闘能力を併せ持つスーパーなメイドさんだ。

  　既然要做，那还是做「我所想的最强女仆小姐」比较好，于是我就用所能想到的最高规格的零件组装了全身，安装了所有技能，结果就诞生了她这样的存在。对我们来说就是鬼牌。

  　どうせ作るなら「ぼくのかんがえたさいきょうのメイドさん」が良いよね、ということで考え得る最高スペックのパーツで全身を組み上げ、ありとあらゆるスキルをインストールした結果が彼女という存在だ。俺達にとっての鬼札だな。

  　诶？她的容貌？她是一位留着艳丽的黑色长发，戴着下半框的红框眼镜的冷酷女仆小姐。身高和我差不多，胸部装甲虽然不及蜜蜜但还是挺大的。我的兴趣和爱好都满满地体现在了她身上。感情值接近最低值，爱情值偏高。冷酷系女仆小姐真不错啊。

  　え？　彼女の容姿？　
    
     艶
    つややかな黒髪のロングヘアーにアンダーリムの赤フレーム眼鏡をかけたクールなメイドさんだよ。身長は俺と同じくらいで、胸部装甲はミミには及ばずだが大きめ。俺の趣味と
    
     嗜
    し
    
     好
    こうをこれでもかと盛り込んでいる。感情値は最低ラインに近い値、愛情値高め。クーデレメイドさんって良いよな。

  「大家的关心和提议我很感激，但还是先观察一下……总之，就先别管她了」

  「皆の心配や申し出は有り難いけど、ちょっと様子見で……まぁ、そっとしておいてやってくれ」

  　其实，她从刚刚开始就微妙地加强了抱住我的力道。说不定蒂娜现在才在这个时间点上注意到周围的状况，然后开始猛烈地感到害羞？证据就是，当我试图把她拉开时，她的力气变得非常大。有点痛。

  　実は、さっきから俺に抱きつく力が微妙に強くなってきている。もしかしたらティーナは今、この時点で初めて周りの状況に気づいて猛烈に恥ずかしくなってきているのではなかろうか？　その証拠に、引っ剝がそうとすると、力がめっちゃ強くなる。ちょっと痛い。

  「……那就好。记得告诉她，不要把事情都闷在心里。」

  「……なら良いけど。あんまり抱え込まないように言っておきなさいよ」

  「Aye Aye，Ma'am。」

  「アイアイマム」

  　我向似乎察觉到一些事情的艾尔玛敬礼。总之，先去餐厅吃点东西……在那之前得先想办法处理这个缠人精。真是的。

  　若干事情を察した感のあるエルマに返事をして敬礼しておく。とりあえず、食堂で何か食う……前にこの引っ付き虫をどうにかせんといかんな。やれやれ。

  ☆★☆

  ☆★☆

  「所以，你因为梦到很多以前的事情，精神一下子变得脆弱了。」

  「で、昔のことを色々夢に見てメンタルが一気に弱ったと」

  「嗯，那个……是啊。」

  「まぁ、その……せやな」

  　一小时后。我总算把蒂娜拉开，把用餐厅的自动调理机弄来的早餐带到蒂娜和薇丝卡的房间，一边聊天一边和蒂娜两个人吃。

  　一時間後。なんとかティーナを引っ剝がした俺は、食堂の自動調理器で調達してきた朝食をティーナとウィスカの部屋に持ち込み、話をしながら二人だけで食べていた。

  　虽然我也有邀请薇丝卡一起吃，但她表示「我觉得只有两个人的话，姐姐和哥哥也比较容易聊各种事情」，于是让我们两人独处。真是个为姐姐着想的妹妹。

  　ウィスカも一緒にどうかと誘ったのだが、「二人きりの方がお姉ちゃんもお兄さんに色々と話しやすいと思います」と言って二人きりにしてくれたのだ。実に姉思いの妹である。

  「虽然这么说很不负责任，但我不是精神科医生，没办法进行专业的治疗。我能做的，其实也没什么大不了的。」

  「こう言ってしまったらおしまいだが、俺は精神科医でもなんでもないからな。専門的な治療とかはできないんで、できることと言っても大したことはないんだが」

  「你讲话真直接。」

  「身も
    
     蓋
    ふたもないなぁ」

  　蒂娜笑着说道，但她的笑容看起来有些僵硬。看来她真的被逼得很紧。

  　そう言ってティーナが笑うが、その笑顔はどこかぎこちない。相当やられてるな、これは。

  「安慰的话也没用吧？」

  「気休めを言っても仕方ないだろ？」

  「是没错啦。」

  「それはそうやな」

  「唉，一直说些废话也没用，我就直说了。不管发生什么事，我都会保护蒂娜，不会把你交给任何人。」

  「まぁあんまりグダグダ言っても仕方がないからズバッと言うけど、何があったとしても俺はティーナを守るし、どこかにやったりするつもりはないからな」

  「……你连发生了什么事都不知道，还说这种话？」

  「……事情も聞かずにそんなこと言ってええの？」

  「没关系。尤其是别人的生命，我完全不需要烦恼。」

  「ええの。特に他人の命に関することなら悩む必要は一切なし」

  「……这话怎么说？」

  「……そのこころは？」

  　蒂娜向如此断言的我问道，我耸了耸肩。

  　断言する俺にティーナはそう聞いてきたが、俺は彼女に肩を
    
     竦
    すくめてみせた。

  「如果要计较这些，我的手早就红透了。我可能已经把可能存在的受害者连同宙贼的船一起在宇宙空间炸得粉碎，我可没空去在意那些不重要的别人的生命。」

  「それを言い始めたら俺の手は既に真っ赤っ赤だし。居たかもしれない被害者ごと宙賊の船を宇宙空間で爆発四散させたかもしれないとか、特に大切でもない他人の命なんかいちいち気にしていられない」

  「话是这么说没错……」

  「それはそうやろうけど……」

  　蒂娜这次露出了苦笑。她似乎想说状况或立场不同。

  　ティーナが今度は苦笑いを浮かべる。状況というか立場が違うとでも言いたげだな。

  「总之，你不用担心。要是有个万一，就用那个……啊？」

  「とにかく何も心配するなってことだよ。いざとなったら例の……あー？」

  「利梅星系。」

  「リーメイ星系や」

  「没错，只要在那个利梅星系把医疗物资卖了，然后赶紧离开就行了。」

  「そう、そのリーメイ星系で医療物資をとっとと売っぱらってササッと出てけば良いだけの話だし」

  　说到底，蒂娜之所以会像这样精神异常，或者说受到伤害，是因为我们决定去她的“老巢”利梅星系。

  　そもそもの話、ティーナがこうしてメンタルに異常をきたしたというかダメージを負ったのは彼女の『古巣』であるリーメイ星系に行くことになった、というのが発端である。

  　在阿雷因星系，翔子医师办完乘上我的船的正式手续后，我们通过她的门路大量采购了高质量的高科技医疗物资。我们虽然是佣兵，但也会做些行商的勾当。虽然和佣兵行业不同，会被帝国征收规定的税金，但即便如此，如果能便宜地采购物资，那我们也不会特意放过这个机会。

  　アレイン星系でショーコ先生が俺の船に乗るための正式な手続きを終えた俺達は、彼女の
    
     伝
    つ
    
     手
    てで高品質のハイテク医療物資を大量に仕入れることができた。俺達は傭兵だが、行商人の
    
     真
    ま
    
     似
    ね
    
     事
    ごともする。傭兵稼業と違って帝国に規定の税金を取られるけど、それでも安く物資を仕入れることが出来るのならわざわざチャンスを逃すこともないからな。

  　然后，从蜜蜜的祖母瑟蕾丝蒂亚婆婆那里得到了各种情报，得知利梅星系正在发生某种瘟疫，我们为了大赚一笔而前往那里。在途中得知目的地的利梅星系是蒂娜的老巢，然后就到了现在。

  　で、色々とあったミミのお
    
     祖
    ば
    
     母
    あ様ことセレスティアばあさんから、リーメイ星系で何かしらのパンデミックが起こりつつあるという情報を得た俺達は
    
     一
    ひと
    
     儲
    もうけしようと向かっているわけだ。その途中で目的地のリーメイ星系がティーナの古巣であることが判明して今に至る、と。

  「哥哥，你至今为止有说过这种话然后迅速开溜过吗？」

  「兄さん、今までそう言ってササッととんずらできたことあった？」

  「……好了，趁热把饭吃了吧。」

  「……さて、冷める前に飯を食ってしまおうか」

  「哥哥？」

  「兄さーん？」

  「来，这是铁人做的美味饭菜哦？啊——」

  「ほーら、テツジンの作ってくれた
    
     美
    お
    
     味
    いしいご飯だぞー？　あーん」

  　我强行无视蒂娜的追问，开始吃早饭。虽然至今为止我都选择视而不见，但我想，我们十有八九又会被卷入什么麻烦事里。不管怎么说，蒂娜的心理健康才是最优先的。

  　ティーナの追及を
    
     無
    む
    
     理
    り
    
     矢
    や
    
     理
    りスルーしつつ、朝食を
    
     摂
    とる。今まで目を
    
     逸
    そらしていたが、まぁ十中八九また何かしらのトラブルに巻き込まれることになるだろうとは思っている。何にせよ、ティーナのメンタルが最優先だけどな。

  　总之，先向蜜蜜、翔子医师和梅伊确认一下防疫装备和黑莲花的防疫态势吧。毕竟要是停靠在发生瘟疫的殖民卫星，然后舰内也发生同样的瘟疫，那就太蠢了。

  　とりあえず、防疫装備とブラックロータスの防疫態勢についてミミとショーコ先生、あとメイにも確認しておくとするか。パンデミックが起こっているコロニーに寄港して、艦内で同様のパンデミックを起こしたりなんかしたらあまりに間抜けすぎるからな。

  ☆★☆

  ☆★☆

  　我把蒂娜交给薇丝卡，然后前往其他人聚集的食堂。接下来要开会讨论在利梅星系内的活动。首先，该在意的……是这个吧。

  　ティーナをウィスカに任せ、他の皆が集まっている食堂へと移動した。これからリーメイ星系内での活動についてミーティングを行う。まず気にするべきことと言えば……これか。

  「防疫装备没问题吗？」

  「防疫装備は大丈夫か？」

  「没问题！没有问题！」

  「大丈夫です！　問題ありません！」

  　面对我的提问，蜜蜜用鼻子哼了一声回答。这种微妙的对话让我有点不安。为了以防万一，我将视线转向翔子医师。

  　俺の質問にミミがフンスと鼻息を荒くして答える。なんだろう、微妙に不安になるこのやり取りは。念のためショーコ先生にも視線を向ける。

  「正如蜜蜜君所说，没问题的。除了贩卖用的物资外，我们自己的医疗物资也确保了足够的量，而且这艘船似乎也装备了完善的防疫设备」

  「ミミくんの言う通り、問題ないよ。販売用のものとは別に私達の分の医療物資は確保してあるし、この船にはしっかりとした防疫設備が装備されているようだしね」

  『关于舰内的活动，和以往一样没有问题。只是，在殖民卫星行动时请做好感染对策』

  『艦内での活動に関しては今まで通りで問題ありません。ただ、コロニーで行動する際には感染対策を行ってください』

  　不仅是翔子医师，梅伊也用扬声器回答了我。自己的话不被信任让蜜蜜君有点闹别扭，不过戳了戳她鼓起的脸颊，一边讨好她一边道歉后，她就原谅我了。

  　ショーコ先生だけでなく、スピーカーを使ってメイも答えてくれた。自分の言葉が信用されなかったことにミミがちょっと
    
     拗
    すねたが、膨らんだ頰をつんつんしてご機嫌を取りながら謝ったら許してくれた。

  「话说回来，蒂娜没问题吗？」

  「ところで大丈夫なの？　ティーナは」

  「大概吧。虽然不知道她的老巢到底发生了什么，但最终总会解决的吧」

  「多分な。一体古巣で何があったのかは知らんが、最終的にはなんとかなるだろ」

  「那，那就没问题了」

  「そ、なら大丈夫ね」

  　与其说总会解决，不如说我会解决。大概是察觉到了我言外之意，艾尔玛理解地点了点头。因为金钱、权力和暴力都足够充分，所以不管发生什么，大部分问题都能解决吧。当然，我丝毫没有打算因此而大意。

  　なんとかなる、というかする。そういった俺の言外の意思を感じ取ったのか、エルマは納得したように
    
     頷
    うなずいた。カネも権力も暴力も十分に持ち合わせがあるので、何があっても大概のことは
    
     撥
    はね
    
     除
    のけられるだろう。無論、それに
    
     胡座
    あぐらをかいて油断をする気は毛頭無いが。

  　说得极端一点，只要不让蒂娜离开船，就很难发生与蒂娜有关的麻烦事。为了以防万一，不光是蒂娜，不让薇丝卡也离开船的话就更让人安心了。虽然蒂娜和薇丝卡的头发和眉毛的颜色不同，但毕竟是双胞胎，长相非常相似。要是随便带着她们到处跑，可能会被误认为蒂娜染了头发回到老巢。这么一想，这次让她们两人在船上留守似乎比较好。

  　極端な話、ティーナを船の外に出さなければティーナ関連のトラブルが起こることは考えにくいし、念のためにティーナだけではなくウィスカも船から出ないようにしてもらえば更に安心だ。ティーナとウィスカは髪や
    
     眉
    まゆ
    
     毛
    げの色は違うが、双子なだけあって顔が
    
     凄
    すごく似ているからな。下手に連れ回すと、ティーナが毛だけ染めて古巣に戻ってきたとか勘違いされるかもしれない。そう考えると、今回二人には船で留守番をしていてもらうのが良さそうだ。

  「主公，恕我僭越……如果要以避免麻烦事为优先，那干脆不要去利梅星系不就好了吗？就算多少会损失一些利益，但还是在其他星系卖掉医疗物资比较安全吧？」

  「我が君、
    
     僭
    せん
    
     越
    えつながら申し上げますが……厄介事を避けるのを優先するなら、そもそもリーメイ星系に行くのを取りやめたら良いのではないでしょうか？　多少利益が落ちるとしても、他の星系で医療物資を
    
     売
    うり
    
     捌
    さばいたほうが安全なのでは？」

  「或许你说得没错，但身为医生，我还是希望把医疗物资送到正因传染病而受苦的人们手上。」

  「それはそうかもしれないけど、一応医者の端くれとしては今まさに伝染病で苦しんでいる人達に医療物資を届けてもらいたいと思うね」

  　对于库姬的意见，翔子医师苦笑着从职业伦理的观点反驳。库姬说的确实也有道理。话虽如此，从伦理的观点来看，翔子医师的意见也有道理。

  　クギの意見にショーコ先生が苦笑しつつ職業倫理の観点から反論する。確かにクギの言うことも
    
     尤
    もつともではあるんだよな。とはいえ、倫理的な観点から考えればショーコ先生の意見にも一理はある。

  　从赚钱和名誉，名声的角度来看，果然还是在利梅星系出售医疗物资是最好的选择。我们能赚钱，利梅星系的人们能得到帮助，把医疗物资运送到爆发危险传染病的星系这件事也会得到世间的称赞。作为公会门面的白金级佣兵做出这样的事情，公会也会给予很高的评价吧。

  　儲けや名誉、名声という観点で言えばやはりリーメイ星系で医療物資を売り捌くのがベストだ。俺達は儲かる、リーメイ星系の人々は助かる、危険な病気のパンデミックが起こっている星系に医療物資を運び込んだことを世間は称賛してくれる。
    
     傭
    よう
    
     兵
    へいギルドの顔でもあるプラチナランカーがこういったことをするというのは傭兵ギルドとしても評価が高いだろう。

  　买卖双方都满意，世间也满意，这就是所谓的三方共赢。

  　売り手よし、買い手よし、世間よしで三方よしってやつだな。

  「不过，虽然说是麻烦，但也不过是和活动范围只在一个星系的帮派或者黑手党发生纠纷而已。如果有人找茬，那我就用金钱，关系，暴力来解决」

  「まぁ、トラブルって言っても精々が一つの星系に活動範囲が収まるレベルのギャングかマフィアとのいざこざってところだろうからな。
    
     喧
    けん
    
     嘩
    かを売ってくるならカネとコネ、暴力の全てを使って解決するまでだ」

  「……看到你这样的言行，我果然觉得你是个佣兵啊」

  「……そういう言動を見ると、やっぱり君は傭兵なんだねぇって思うよ」

  「当然了。因为我是专业的」

  「当然です。プロですから」

  「我觉得你这时候不应该挺胸抬头」

  「そこで胸を張るのは何か違うと思うわ」

  　我自信满满地回答翔子医师，却不知为何被艾尔玛白了一眼。被贼人无礼相向就杀掉对方，这不就是佣兵吗？把帮派和黑手党当成和宙贼同等看待，好像有点不太对？如果对方是帝国臣民，就会牵扯到法律问题……不对，那些家伙都是平民，而我是名誉贵族，所以应该没问题吧？

  　ショーコ先生に自信満々で答えたら
    
     何
    な
    
     故
    ぜかエルマにジト目で睨まれた。賊に
    
     無
    な
    
     礼
    められたら殺す。それが傭兵というものでは？　ギャングやマフィアを宙賊と同等に見ても良いのかというとちょっと微妙か？　一応帝国臣民が相手となると法的な問題が……いや、そういう連中は平民だろうし、俺は名誉貴族なんだから別に問題ないか？

  「欸，梅伊。假设对方是帝国臣民，如果他们拿着武器袭击我们，那我们身为贵族，就算行使正当防卫的权利，把他们杀个片甲不留，应该也没问题吧？」

  「なぁ、メイ。仮に相手が帝国臣民だとして、武器を持って襲ってくるなら貴族の権利として切捨御免で手討ちにしまくっても別に問題は無いんだよな？」

  『根据判例来看，这么做没有问题。实际上，在古兰坎帝国境内，贵族籍的剑士偶尔会用这种方法，排除法律上难以取缔的帮派和黑手党。』

  『判例によれば問題はありません。実際のところ、グラッカン帝国内では法的に取り締まることが難しいギャングやマフィアを、貴族籍にある剣士がそういった手法で排除することが
    
     稀
    まれにあります』

  「那就好。既然如此，是不是也该和统治利梅星系的贵族打声招呼比较好？梅伊，有必要的话，你可以动用『保险箱里的东西』，妥善处理这件事。蜜蜜，你跟着梅伊，好好学习在这种情况下该如何应对贵族。」

  「ならよし。そうなると、一応リーメイ星系を統治している貴族にも話を通しておいたほうが良いかな？　メイ、必要なら『金庫の中身』を使っても良いから、良い感じに取り計らってくれ。ミミはメイにくっついてこういった場合における貴族への対処を覚えてくれ」

  『遵命。』

  『承知致しました』

  「好、好的，我知道了。」

  「は、はい。わかりました」

  　蜜蜜一脸惊讶地点头。咦？她为什么露出这么惊讶的表情？

  　驚いたような表情のまま、ミミが頷く。はて？　何故そんなに驚いた顔をしているのだろうか。

  「希罗，你突然改变方针了呢。」

  「ヒロ、唐突に宗旨変えしたわね」

  「啥？我可没改变什么。话说，改变方针是什么意思？」

  「は？　別に何も変えてないが。というか、宗旨変えって何のことだよ」

  「你不是一直避免和贵族扯上关系吗？现在却突然开始和领主打好关系，当然会让人觉得你是不是改变方针了。」

  「今まで貴族関係のアレコレには関わらないようにしてたじゃない。それが急に領主への根回しを始めるとか、宗旨変えしたのかと思われても当然だと思うけど」

  「是吗？我可没打算改变什么……我的座右铭是能拿的东西就拿，能用的东西就用。只是因为至今为止，都没有需要认真使用贵族的免死金牌的情况而已。」

  「そうか？　別に俺としては何も変えたつもりはないんだが……俺のモットーは
    
     貰
    もらえるものは貰う、使えるものは使う、だ。単に貴族の切捨御免の権利を本気で使うような事態が今まで無かっただけだぞ」

  　我也不是笨蛋，如果真的要用的话，至少会做好准备。

  　俺だってお馬鹿ではないんだから、いざ使うとなればそのための準備くらいはする。

  「原来如此……话说回来，我有点在意，金库里面装的是什么？」

  「なるほどねぇ……ところで気になったんだけど、金庫の中身ってのはなんだい？」

  「哦，那个啊。就是用来在进行不能留下证据的交易时使用的私房钱。击败宙贼后，除了赏金之外，还能得到各种战利品，其中有不少难以追踪来源且具有价值的东西，比如稀有金属之类的。」

  「ああ、それはアレだ。足がつくのはちょっと困るような取引の時に使うためのへそくりみたいなもんだな。宙賊を撃破すると賞金だけでなく戦利品も色々手に入るんだが、その中には足がつきにくくて価値がある品ってのが結構あるんだよ。レアメタルとかな」

  　说到这个世界的货币，就是艾尼了，不过这是所谓的电子货币，一旦进行交易就会留下完整的交易纪录。换句话说，虽然不至于到违法……但进行不太想公开的交易时，就会有点不方便。这种时候就轮到价值高昂的稀有金属或稀有物品派上用场了。

  　この世界における通貨といえばエネルなのだが、これは
    
     所謂
    いわゆる電子通貨というやつなので、やり取りをするとバッチリ履歴が残る。つまり、不正……とまではいかなくとも、あまり表に出したくない取引をする際には少々都合がよろしくない。そういった時に役立つのが価値の高いレアメタルや希少品の類である。

  　稀有金属正如其名，是即使放眼整个宇宙，产量也相当稀少的贵重金属矿石，工业价值非常高。具体来说，一块一公斤的铸块，价值大约是10万艾尼。换算成日圆就是1000万圆。来到这个世界时，多亏我身上有大量的稀有金属，所以不愁没有初期资金。

  　レアメタルはその名前の
    
     如
    ごとく宇宙的に見ても産出量の少ない大変に貴重な金属鉱石で、工業的価値が非常に高い。具体的に言うと、一キログラムのインゴット一つで
    
     凡
    およそ10万エネルの価値がある。日本円に換算すると１０００万円だ。こっちの世界に来た時にはそれが大量にあったお陰で初期資金に困ることが無かったんだよな。

  　至于其他稀有物品，就是所谓的珠宝饰品或艺术品，还有某些酒类也包含在内。只在精灵母星系李菲尔星系出产的精灵银，姑且也算是稀有物品。不过在帝国内似乎没什么人想要就是了。

  　他に希少品というと、所謂宝飾品や芸術品、あとはモノによっては酒なんかも該当する。エルフの母星系であるリーフィル星系でしか産出されない精霊銀なんかも一応希少品に該当するか。帝国内で欲しがる人はあまりいないそうだが。

  「为了以防万一，我才会把那些东西存起来。所以才说是私房钱。」

  「そういうのをいざという時のために蓄えているわけだ。だからへそくりだな」

  「也就是说，这是紧急时的资金来源，同时也是紧急时的贿赂用资金。这样真的没问题吗？」

  「つまり緊急時の資金源でありいざという時の
    
     賄
    わい
    
     賂
    ろ用でもあるわけだ。そういうのってアリなのかい？」

  「这倒也是。我们只是佣兵，又不是正义的伙伴或是纯洁无垢的英雄。」

  「そりゃアリだろ。俺達はあくまで傭兵であって、別に正義の味方とか
    
     穢
    けがれなきヒーローってわけじゃないんだから」

  「嗯，原来如此。」

  「ふむ、なるほど」

  　翔子医师似乎接受了这个说法，她点点头，像是在思考什么似地沉默下来。

  　納得したのかショーコ先生はそう言って頷き、何か考え込むかのように沈黙した。

  「主公，抵达利梅星系之后，您有什么计划吗？」

  「我が君、リーメイ星系に到着した後はどういった計画で行動するのでしょうか？」

  「首先移动到星系的主要殖民卫星利梅普莱姆殖民卫星，收集情报。嗯，主要殖民卫星利梅普莱姆殖民卫星十之八九是星系内的物流中心，所以应该会在那里卖货。」

  「まずは星系のメインコロニーであるリーメイプライムコロニーに移動して、情報収集だな。まぁ、十中八九メインコロニーのリーメイプライムコロニーが星系内の物流ハブになってるだろうから、そこで荷を売り捌くことになると思う」

  「我想也是。问题在于卖货的对象，最保险的做法应该是透过佣兵公会吧。我想佣兵公会应该也发出了委托。」

  「そうなるでしょうね。問題は売り先だけど、一番確実なのは傭兵ギルドを通すことじゃないかしら。多分、傭兵ギルドからも依頼が出ていると思うわ」

  「如果他们发出委托，那的确是最轻松的。虽然透过佣兵公会的利润会稍微降低，但麻烦事最少。」

  「依頼が出ているなら、それが一番楽ではあるな。傭兵ギルドを通す分、利益は少し落ちるが面倒が一番少ない」

  「虽然在市场卖货的利润比较高，但还是先透过佣兵公会比较好吧。」

  「普通に市場で売ったほうが利益は高くなりそうですけど、まずは傭兵ギルドを通したほうが良いですよね」

  「照规矩来比较好。」

  「筋は通したほうが良いわね」

  　佣兵公会的招牌要是无视利益优先的佣兵公会，那也太难看了。公会方面也不会坐视不管。毕竟平时也受了他们不少照顾，还是别砸了他们的招牌吧。

  　傭兵ギルドの顔が利益優先で傭兵ギルドをガン無視とか、あまりにも体面が悪いものな。ギルドとしても看過はできまい。なんだかんだで世話になってるわけだし、顔を
    
     潰
    つぶすのは良くないだろう。

  「佣兵这行的规矩比想象中还要多呢」

  「傭兵っていうのは思ったよりも
    
     柵
    しがらみが多いんだねぇ」

  「小兵也就算了，白金级的佣兵必须遵守与最高位相称的规范」

  「木っ端ならともかく、プラチナランカーともなればな。最高位に
    
     相応
    ふさわしい規範を示す必要があるだろ」

  「只是希罗在奇怪的地方特别认真而已」

  「単にヒロが変なところで生真面目なだけよ」

  「本人觉得这是件好事。不愧是主公」

  「
    
     此
    この身は素晴らしいことだと思います。
    
     流石
    さすがは我が君です」

  　哈哈哈，库姬真是个好孩子，会老老实实地夸奖我。相比之下艾尔玛就太别扭了。为什么就不能老老实实地夸奖我呢？真是搞不懂。

  　はっはっは、クギは素直に褒めてくれて本当に良い子だなぁ。それに比べてエルマの
    
     捻
    ひねくれていること。どうして素直に褒められないのか？　これがわからない。

  「总之，我们的方针是先前往利梅普莱姆殖民卫星，到达之后就收集情报并尝试与佣兵公会接触。之后再根据收集到的情报决定是否与领主接触」

  「とにかく、方針としてはリーメイプライムコロニーを目指して到着次第情報収集と傭兵ギルドとの接触を図る。あとは情報収集の結果に応じて領主にも接触するということで」

  「「「Aye Aye, Sir」」」

  「「「アイアイサー」」」

  　船员们回应了我的决定。

  　俺の決定にクルー達が返事をする。

  　那么，利梅普莱姆殖民卫星的状况如何呢？希望不要发生半数以上的人已经死亡的惨剧。

  　さて、リーメイプライムコロニーの状況はどうなってるのかね。流石に半数以上が既に死亡、なんて大惨事にはなっていないと思いたいところだが。

 
  ＃1：利梅普莱姆殖民卫星

  ＃１：リーメイプライムコロニー

  「好了，到了」

  「さて、到着か」

  　我们乘坐的黑莲花穿过五彩斑斓的迷幻亚空间，抵达了利梅星系边缘的星际航线出入口附近。由于星际航线出入口基本都位于星系的外缘，因此就算使用超光速驱动，黑莲花也需要花费大约两个小时才能从这里移动到殖民卫星和居住行星所在的宜居带。

  　俺達の乗ったブラックロータスが極彩色で彩られたサイケデリックな亜空間を抜け、リーメイ星系端のハイパーレーン突入口付近へと到着した。基本的にハイパーレーン突入口というのは星系の外縁部に位置するため、ここからブラックロータスがコロニーや居住惑星が存在するハビタブルゾーンまで移動するのには超光速ドライブをもってしても二時間ほどかかる。

  　虽然克里希那会更快一些，但只有它先到也没什么意义。

  　クリシュナならもう少し早いが、クリシュナだけ先に着いてもあまり意味がないからなぁ。

  「总之先准备好环境防护服，以便随时可以外出」

  「とりあえず出歩くのに備えて環境防護服の用意だけしておくかね」

  「是啊」

  「そうね」

  　有空闲的人员前往船舱的货物空间，准备了所有人的环境防护服。这是所谓的SF作品中常见的紧身防护服，虽然看上去很薄，但其实挺结实的。只要戴上附带的头盔，就能从病原体和有毒气体等威胁中保护自己。

  　手の空いている人員で船のカーゴスペースへと移動し、全員分の環境防護服を用意しておく。これは所謂ＳＦにありがちなピチピチスーツというやつで、見た目の割にそこそこに頑丈だったりする。付属のヘルメットを装着すれば病原体や有毒なガスなどからも身を守ることができる優れものだ。

  　乍看之下是充满复古未来感的低科技装备，但其实搭载了自动调整机构，能够配合体格完全贴合。除此之外，只要加上其他装备，甚至还能在宇宙空间进行船外作业，性能相当高。

  　なんだかレトロフューチャー感
    
     溢
    あふれる一見ローテクな装備なのだが、こう見えて自動調整機構を搭載しており、体格に合わせて完全にフィットするのだとか。他にもオプション装備をつけることによって宇宙空間での船外作業もできるなど、地味に性能が高い。

  「身体的线条完全显露出来了……你不觉得害羞吗？」

  「
    
     身体
    からだのラインがぴっちりと出るな……それ恥ずかしくない？」

  「不会啊，环境防护服就是这种东西……你倒是看得挺起劲的嘛。」

  「別に、環境防護服ってこういうものだし……随分と熱心に見てくるじゃない」

  　艾尔玛说着，用不悦的眼神看向我。这么一看，艾尔玛的身体曲线实在很艺术。整体上虽然纤细，但像是从腰部到大腿的曲线，还有胸前虽然含蓄却明确主张着自身存在的线条，实在是……很棒。非常棒。

  　そう言ってエルマがジト目を向けてくる。こうして見るとエルマのボディラインは実に芸術的である。全体的に
    
     華
    きや
    
     奢
    しやなのだが、腰から太ももにかけての曲線だとか、胸元の慎ましやかながらも存在をはっきりと主張するラインが実にこう……良い。とても良い。

  「呜呜……胸部的部分有点紧。」

  「うぅ……ちょっと胸の部分がキツいです」

  　蜜蜜说着，用指尖捏住紧绷的环境防护服的胸口部分。我看到这幅光景，不禁感谢神明。这是完美无缺的乳袋。波涛汹涌。有哪个男人能不膜拜这幅景象？不，没有。

  　そう言ってミミがパッツパツになっている環境防護服の胸元を指先で
    
     摘
    つまんで引っ張っている。俺はその光景を見て神に感謝した。完全無欠の乳袋である。ボインである。これを拝まずにいられる男がいようか？　いや、いない。

  「话虽如此，我倒不介意被我看到，但要是被其他男人看到，我可是会很火大。所以你就披上这个吧。」

  「とはいえ俺が見る分には構わないが、他の男に見せるのはあまりに業腹だな。ということでこれを羽織るように」

  「哦，变色龙恒温斗篷啊。」

  「ああ、カメレオンサーマルマントね」

  　这是之前在布拉德星系购买的温度调节功能和光学迷彩——虽然还不到那种程度，但这件斗篷拥有相当出色的迷彩功能。记得当时好像被说成是浪费钱，不过它屡屡派上用场。在没有使用迷彩功能时，它就是一件迷彩图案不显眼的斗篷，但只要发动迷彩功能，它就会如同其名，像变色龙一样配合周遭环境改变图案和颜色，融入风景之中。

  　前にブラド星系で買った温度調節機能と光学迷彩──とまではいかなくとも、かなりの迷彩機能を持つマントである。当時は無駄遣いとか言われた気がするが、度々役に立ってるんだよな。迷彩機能を使っていない時はヘックス柄の目立たない色のマントなんだが、迷彩機能を発動させると名前の
    
     如
    ごとくカメレオンのように周囲に合わせて柄と色を変えて風景に溶け込むことができる。

  　只要穿上它，我们家的女性成员外出时就不会暴露在无礼的视线之下。

  　こいつを着れば外出時にうちの女性陣が
    
     不
    ぶ
    
     躾
    しつけな視線に
    
     晒
    さらされずに済むというわけだ。

  「主公，装备增加的话，出入时的灭菌处理不会很麻烦吗？」

  「我が君、装備が増えると出入りの際の滅菌処理が面倒になりませんか？」

  「会吧，但考虑到这是为了预防麻烦，我觉得成本很低。」

  「なるだろうが、トラブル対策と考えれば安いコストだと思う」

  　我一边回答拿着环境防护服歪头不解的库姬，一边检查自己的战斗装甲。

  　環境防護服を手に首を
    
     傾
    かしげているクギにそう答えつつ、俺は自分のコンバットアーマーをチェックする。

  　实际上，虽然在装备管理方面会增加麻烦，但要是不披上斗篷就外出，我们家的成员们若因此感到不快，或是被奇怪的家伙缠上，那才更麻烦。最重要的是，这样我才能放心。

  　実際のところ、装備の管理面での面倒は増えるが、もしマントを羽織らないで外出してうちの面々が不快な思いをしたり、変な連中に絡まれたりするほうがよっぽど面倒だからな。何より俺が安心できる。

  「原来如此……那个，主公，我果然还是没办法。」

  「なるほど……あの、我が君。やっぱり私には無理そうです」

  「这样啊……没办法。希望利梅普莱姆殖民卫星有库姬穿得下的防护服。」

  「そっかぁ……仕方ないな。リーメイプライムコロニーにクギが着られそうな防護服があると良いんだが」

  　库姬因为有毛茸茸的尾巴，我本来还担心她能不能穿上环境防护服，结果果然不行。毕竟我们准备的环境防护服没有对应尾巴的部位，又不能在防护服上开个洞。看来库姬基本上只能留在船上了。

  　クギの場合はもっふもふの
    
     尻
    しつ
    
     尾
    ぽがあるので環境防護服が着られるかどうか不安があったのだが、やはり駄目だった。俺達が用意していた環境防護服は尻尾に対応していないからな。まさか穴を開けるわけにもいかないし。これはクギも基本はお留守番ということになりそうだ。

  「虽然不能说没问题，但除了库姬以外，大家的防护服应该都没问题。暂时解散吧。」

  「問題なしとは言えないが、とりあえずクギの分以外は大丈夫そうということで。
    
     一
    いつ
    
     旦
    たん解散だ」

  「好的！」

  「はい！」

  「了解。」

  「了解」

  「是，主公。」

  「はい、我が君」

  　总之，环境防护服的最终检查已经完成，大家各自换好衣服后就地解散。

  　とりあえず環境防護服の最終チェックはできたので、各々着替えて解散する。

  　虽然我觉得不太可能，但还是得提防宙贼的袭击。就算利梅星系爆发了瘟疫，宙贼们基本上还是会袭击运输商船。

  　無いとは思うが、一応宙賊の襲撃とかも警戒はしておかないといけないんだよなぁ。リーメイ星系でパンデミックが起こっていようが宙賊どもは基本お構いなしに輸送商船を襲う。

  　黑莲花的外观虽然多少有些粗犷，但只要不展开武装，看起来就跟运输船差不多，所以经常遭到袭击。虽然这也在我的预料之中，但有时候还是会觉得有点烦。不过这也是没办法的事。

  　ブラックロータスも見た目は多少ゴツいが、武装を展開していない限り輸送船に見えなくもない外観なのでそこそこ襲われる。まぁ狙い通りではあるんだが、ちょっと煩わしい時もある。こればかりは仕方ないけども。

  ☆★☆

  ☆★☆

  　在前往利梅普莱姆殖民卫星的途中，我稍微看了看蒂娜的情况，然后为了以防万一，我待在克里希那的驾驶舱里……

  　リーメイプライムコロニーへの移動中。ティーナの様子を軽く見た後は緊急事態に備えてクリシュナのコックピットに詰めていたのだが……。

  「这可真惨。」

  「これは
    
     酷
    ひどい」

  　我正在浏览克里希那的主要屏幕上显示的梅伊在移动中收集到的情报，利梅普莱姆殖民卫星的状况老实说相当糟糕。

  　移動中にメイが集めてくれていた情報をクリシュナのメインスクリーンに表示して閲覧していたのだが、リーメイプライムコロニーの状況は正直かなりよろしくないようだ。

  　首先，关于流行的传染病，主要的感染途径似乎是空气感染。不过，这并不是通过打喷嚏或咳嗽等行为进行的人与人之间的空气感染，而是暴露在成为病原的菌类子实体……也就是从蘑菇散布的孢子中感染的。

  　まず、流行している伝染病だが、主な感染経路は空気感染であるようだ。ただし、これはくしゃみや
    
     咳
    せきなどを介したヒトからヒトに対する空気感染ではなく、病原となっている菌の子実体……つまりキノコから散布される胞子に
    
     曝
    ばく
    
     露
    ろすることによって起こっているらしい。

  　症状从发热、咳嗽开始，随着病情发展，几乎在出现胸痛的同时会咳出血痰。最终肺组织坏死，呼吸困难，最终窒息而死。即使没有死于呼吸困难，运气不好的话，中枢神经系统也会发生感染。不管怎样，如果不治疗的话，最终死亡的概率很高。

  　症状としては発熱、咳から始まり、症状が進行すると胸の痛みが出てくるのとほぼ同時に
    
     血
    けつ
    
     痰
    たんが出るようになる。最終的には肺組織が
    
     壊
    え
    
     死
    しして呼吸困難の末に窒息死するか、それで死に至らなくても運が悪いと中枢神経系に感染を起こすこともあるようだ。いずれにしても、治療をしなければ最終的には死に至る確率が高い。

  　这种疾病的麻烦之处在于患者死亡后会迅速进行『繁殖』。如果不妥善处理遗体，遗体就会成为新的感染源。具体来说，如果遗体被放置不管，不到两个小时就会开始从遗体上长出蘑菇，然后立刻开始散布孢子。

  　この病気の厄介なところは患者が死亡した後、急速に『繁殖』を行う点だ。遺体を適切に処置しないとその遺体が新たな感染源となる。具体的に言うと、遺体を放置すると二時間もしないうちに遺体からキノコが生え始めてすぐさま胞子をばら
    
     撒
    まき始めるらしい。

  　而且，这种病原菌现在不仅对人类，对所有生物都张牙舞爪。也就是说，它会杀死老鼠之类在通风管道，下水道，维护通道等地方徘徊的小动物，然后以它们为苗床，威胁整个殖民卫星。

  　しかも、こいつは今のところヒトだけでなくあらゆる生物に対して
    
     牙
    きばを
    
     剝
    むいている。つまり、ネズミのような換気ダクトだの下水管だのメンテナンス通路だのを
    
     徘
    はい
    
     徊
    かいする小動物をも殺し、苗床にしてコロニー全体を脅かしているのだそうな。

  「这已经算是生物武器了吧？」

  「もうここまで来ると生物兵器じゃないか？　それ」

  「差不多吧……」

  「それに近いですよね……」

  　长出来的蘑菇看起来完全不能食用。细长的菌柄上顶着菌伞……总觉得和笑菇——也就是所谓的迷幻蘑菇——很像。

  　生えてくるキノコはとても食用できるようには見えない。細い軸の先に傘がついている……なんとなくワライタケ──所謂マジックマッシュルーム──に似ているような気がする。

  『关于这个成为病原菌的蘑菇，从它所含的成分和基因信息来看，原本是毒品的原料。虽然被改造了不少』

  『この病原になっているキノコなんだけど、含まれる成分や遺伝子情報を見る限り、元はドラッグの原料になるものだね。かなり改変されてるけど』

  「也就是说？」

  「つまり？」

  『不知道是某个笨蛋把这种蘑菇带进来试图栽培却失败了，还是使用了精制不完全的毒品而感染的家伙就这么死了，然后引发了感染爆发……虽然不知道真相，但事情的起因应该就是这样吧？』

  『どこかのバカがそのキノコを持ち込んで栽培しようとして失敗したのか、それとも精製が甘いドラッグを使って感染した
    
     奴
    やつがそのまま死んで感染爆発を起こしたのか……真相はわからないけど、事の起こりはそんなところじゃないかな？』

  「真是给人添麻烦……这情况能控制住吗？」

  「
    
     傍
    はた
    
     迷
    めい
    
     惑
    わくな話ですね……これって事態を収束させられるんでしょうか？」

  『把感染源全部净化，然后对所有感染者进行适当的治疗？用普通的方法应该很难吧』

  『感染源を全て浄化した上で感染者全員に
    
     然
    しかるべき治療を施せば？　普通の方法ではなかなか厳しいんじゃないかなぁ』

  　利梅普莱姆殖民卫星是个相当大的古老殖民卫星，估计会有相当多的小动物成为感染源。要将它们全部驱除，净化，然后治疗所有居民，确实很难做到。不过只要用上这个世界的科技，花点钱和时间的话也不是做不到。

  　リーメイプライムコロニーは結構大きめで古いコロニーだし、感染源となる小動物は相当数いると思われる。それらを全て駆除、浄化し、更に全ての住人を治療するというのは確かに難しそうだ。この世界の技術をもってすればカネと手間をかければできなくはないだろうが。

  『总之，只要彻底避免让孢子进入身体，不带进舰内的话，这艘船就没事。因为这艘船里好像没有能成为感染源的小动物』

  『まぁ、とにかく胞子を身体に入れないこと、艦内に持ち込まないことを徹底すればこの船は大丈夫だよ。この船には感染源になり得る小動物はいないらしいからね』

  『是的，检疫态势万无一失』

  『はい、検疫態勢は万全です』

  　黑莲花的舰内完全在梅伊的掌控之下，老鼠之类的动物没有混进来，所以只要我们多加注意应该就没问题了。这真是让人安心的情报。

  　ブラックロータスはメイが艦内を完全に掌握しており、ネズミの類は入りこんでいないということなので俺達がしっかりと気をつければ問題ないようだ。それは安心できる情報だな。

  『啊，虽然我觉得你们不用担心，但还是别买奇怪的毒品偷偷吸食哦。刚才我也稍微提到了，以那种蘑菇为材料的劣质毒品有可能成为感染源』

  『ああ、後は心配ないとは思うけど変なドラッグを買ってこっそりキメたりしないようにね。さっきも少し言ったけど、あのキノコを材料とした加工が甘いドラッグは感染源となり得るから』

  「我们这里没有那种兴趣的船员。不过我会提醒大家注意的」

  「そういう趣味を持っているクルーはうちにはいないから。でも一応全員に注意は促しておく」

  『麻烦你了。如果无论如何都想要那种东西的话，可以找我商量』

  『そうしておいてくれ。どうしてもそういうのが欲しかったら私に相談してくれればいいからね』

  「别随口说出这么危险的话」

  「さらっと不穏なことを言うのはやめてくれ」

  　她这是想用某种手段来挫败想要毒品的念头，还是说如果要碰那种危险的东西的话，翔子医师会帮忙准备呢？不管怎么说都太危险了。

  　それはおクスリ欲しいという意思を何らかの手段で
    
     挫
    くじこうというのか、それとも危険なブツに手を出すくらいならショーコ先生が何か用意してくれるということなのか。どちらにしても不穏が過ぎる。

  　不过，也就是说有可能跟毒品有关吗？加上蒂娜的老巢那件事，总感觉不会有好事。而且也没法准备……总之，先做好心理准备吧。

  　しかし、ドラッグ絡みの可能性があるってことか。ティーナの古巣の件と合わせるとどうにもあまり良い予感がしないな。備えようも無いしなぁ……とりあえず、覚悟だけはしておくとしよう。

  ☆★☆

  ☆★☆

  『主人，马上就要到达利梅普莱姆殖民卫星了』

  『ご主人様、間もなくリーメイプライムコロニーに到着致します』

  「好。总之别发生事故。安全第一」

  「はいよ。とにかく事故を起こさないように。ご安全に、だな」

  『是，主人。我会小心注意安全的』

  『はい、ご主人様。安全に細心の注意を払います』

  　我在克里希那的驾驶舱里和梅伊对话，然后解开了驾驶员座位上的安全带。毕竟都到了这里，不可能再紧急起飞了。

  　クリシュナのコックピットでメイとやり取りし、パイロットシートのシートベルトを解除する。ここまで来たら
    
     流石
    さすがに緊急発進をすることはまずありえないからな。

  　其实殖民卫星周边意外地是危险区域。这也难怪，毕竟殖民卫星周边挤满了大大小小的船只。其中也有像莱斯塔里亚斯那样全长超过一公里的大型船，黑莲花也并非什么小船，它可是全长超过四百米的船。说起超过四百米，比地球的核动力航母还要大。

  　実は、意外とコロニー周辺というのは危険区域なのである。それはそうだろう、大小様々な船がコロニー周辺にひしめき合うのだから。中にはレスタリアスのように全長一キロメートルを超える大型船もいるし、ブラックロータスだってさほど小さい船というわけでもない。これでも四〇〇メートルは優に超える船なのだ。四〇〇メートル超と言えば、地球の原子力空母よりデカいのである。

  　不过，像我们这样少人数就能运用这种船，从这点就能看出这个世界的舰船控制系统有多么优秀。当然，我们的情况也是因为有梅伊在负责这方面的工作。她非常能干。

  　まぁ、そんな船を俺達みたいな少人数で運用できてしまうこの世界の艦船制御システムがどれだけ優れているのかという話なのだが。
    
     尤
    もつとも、うちの場合はメイがその辺りを差配してくれているからという理由もある。彼女はとても有能なので。

  「首先跟往常一样，先发送对接请求吧」

  「まずはいつも通りドッキングリクエストですね」

  　晚些坐上克里希那的蜜蜜在操作员座位上启动全息投影界面，开始准备对接请求。

  　遅れてクリシュナへと乗り込んできていたミミがオペレーターシートでホログラムのインターフェースを起動し、ドッキングリクエストの準備を始める。

  「在备注栏里写上从阿雷因星系运输医药品的话，应该会优先让我们对接」

  「特記事項にアレイン星系より医薬品を輸送、って書いておけば多分優先的にドッキングさせてくれると思うぞ」

  「啊，是啊。就这么办」

  「あ、そうですね。そうしておきます」

  　蜜蜜一边说着一边点头，开始准备发送的文本。不过，科学都发展到这个地步了，作为直接输入文字的界面，虽然采用了全息投影式，但还是使用键盘，这让我感慨颇深。果然从十根手指的人体构造来看，键盘这种输入界面就是最佳答案之一吧。

  　ミミがそう言って
    
     頷
    うなずきながら文面を準備していく。しかしこんなに科学が進んでも、直接的に文字を入力するインターフェースとしてホログラム式とはいえキーボードが採用されているというのは感慨深いものがあるよな。やはり指が十本という人体構造上、キーボードという入力インターフェースは最適解の一つなのだろうか。

  「主公，殖民卫星现在的情况让人担心啊」

  「コロニーがどんな状況なのか、心配ですね。我が君」

  「是啊」

  「そうだな」

  　虽然我嘴上这么回答，但其实我并不怎么担心。那个病如果没得到治疗的话，致死率似乎会很高，但只要得到治疗，似乎就没什么好怕的了。如果殖民卫星的居民已经做好了充分的医疗准备，应该不会陷入危机，古兰坎帝国的殖民卫星应该不会管理得那么粗糙……不对，蜜蜜住过的特里梅因普莱姆殖民卫星里也有类似贫民窟的区域吧？就我至今为止所见，这种殖民卫星似乎并不少见。这么一想，情况可能意外地危险。

  　返事をしつつも、実は俺はあまり心配していない。
    
     件
    くだんの病は治療されなかった場合、高い致死率を発揮するようだが、治療さえすればさほど恐れるようなものではないようだからな。コロニーの住人が十分に医療措置を受けられる態勢が確立されているなら危機的状況には陥らないだろうし、グラッカン帝国のコロニーがそんなにお粗末な運営をしているはずが……いや、ミミが住んでいたターメーンプライムコロニーにもスラム街めいた区画があったな？　今まで見てきた限り、そういうコロニーは少なくなかったように思う。そう考えると意外と危ないのだろうか。

  「现在不是随便回答的时候了。说不定真的意外地危险」

  「生返事してる場合じゃないな。本当に意外と危ないのかもしれん」

  　仔细想想，明明医疗技术这么发达，却还是出现了瘟疫的传闻，而且传闻还变成了现实。虽然我们为了不重蹈覆辙，已经做好了万全的准备，但现状或许还是不容乐观。

  　考えてみれば、進んだ医療技術があってなおパンデミックの
    
     噂
    うわさが流れ、実際にそうなっているのだ。俺達は二の
    
     轍
    てつを踏まないように対策はしっかりとしているものの、あまり楽観できる状況ではないのかもしれない。

  「希望我们运送的医疗物资能派上用场」

  「運んだ医療物資が役に立つと良いですね」

  「确实如此」

  「それは本当にそうだな」

  　虽然不知道是哪个蠢货把病原体带进来的，但被卷入其中的病人是无辜的。我们运送的医疗物资能帮上忙的话，那自然是再好不过。

  　どこの間抜けが最初に病原体を持ち込んだのかはわからんが、巻き込まれて苦しんでいる病人に罪は無いからな。俺達が運び込んだ医療物資が助けになれば良いというのは確かにその通りだ。

  『希罗，先收集情报吧？』

  『ヒロ、まずは情報収集ね？』

  「嗯，就这么办。为此，先去佣兵公会吧。蜜蜜和库姬去船里找找能用的情报源」

  「ああ、それが良いだろう。そのためにまずは
    
     傭
    よう
    
     兵
    へいギルドを当たるか。ミミとクギはメイと協力して船の中から当たれる情報源を探ってくれ」

  「明白！」

  「わかりました！」

  「好的，主公」

  「はい、我が君」

  　好，开始行动吧。

  　さて、動こうか。

  ☆★☆

  ☆★☆

  　“咚！”的一声巨响，就算不透过屏幕看外面，我也知道黑莲花已经解除了超光速驱动。看来我们顺利抵达了利梅普莱姆殖民卫星。

  　ズドォン！　と
    
     轟
    ごう
    
     音
    おんが鳴り響き、スクリーン越しに外の様子を見ていなくてもブラックロータスが超光速ドライブ状態を解除したことが
    
     自
    おのずと知れる。どうやら問題なくリーメイプライムコロニーへと
    
     辿
    たどり
    
     着
    ついたようだ。

  「发送对接请求。我从艾尔玛的安特利翁联系佣兵公会」

  「ドッキングリクエストを送ってくれ。俺はエルマのアントリオンから傭兵ギルドに連絡をつける」

  『明白！』

  『わかりました！』

  　而我则正通过舰内，前往与黑莲花外部舱门对接中的安特利翁。安特利翁被分类为中型舰，无法进入黑莲花的机库，所以像这次这样长距离移动的时候，会对接在舰体下方的外部舱门一起行动。

  　俺は、というと艦内を経由してブラックロータスの外部ハッチにドッキング中のアントリオンへと向かっているところである。中型艦に分類されるアントリオンはブラックロータスのハンガーには入らないので、今回みたいな長距離移動の際には艦体下方の外部ハッチにドッキングして行動しているのだ。

  「喂，敲门敲门」

  「へーい、ノックしてもしもーし」

  『我这就开』

  『今開けるわ』

  　我到达外部舱门，从舱门发出访问请求进入安特利翁。如果只是要和佣兵公会联络的话，其实也可以在黑莲花的休息区进行，但初次见面的公会职员从看起来又大又豪华的休息区里向你打招呼，感觉也不太好。所以，我决定从安特利翁的驾驶舱进行通信。因为克里希那的驾驶舱被蜜蜜和库姬使用了。

  　外部ハッチに辿り着いた俺はハッチからアクセス要請を出してアントリオンの中へと入る。傭兵ギルドと連絡を取るだけなら別にブラックロータスの休憩スペースでも構わないと言えば構わないんだが、初対面のギルド職員相手に広くて豪華に見える休憩スペースからこんにちは、というのも若干体面が悪い。なので、アントリオンのコックピットから通信をすることにしたのだ。クリシュナのコックピットはミミとクギに使ってもらうことにしたからな。

  　我打算让她们从民间新闻，殖民卫星的宣传，论坛网站等地方收集情报。

  　あっちはあっちで民間のニュースだとかコロニーの広報だとか、フォーラムサイトだとかから情報を収集してもらう予定だ。

  「辛苦了」

  「お疲れ様」

  「你也是。总之能平安到达殖民卫星真是太好了」

  「そっちもな。とりあえず何事もなくコロニーに到着できて何よりだ」

  　我进入安特利翁的驾驶舱，艾尔玛出来迎接我。不过说是迎接，也只是把主驾驶员的座位转过来面向驾驶舱的入口而已。

  　アントリオンのコックピットに入ると、エルマが出迎えてくれた。まぁ、出迎えてくれたと言ってもメインパイロットシートを回転させてコックピットの入口側に向けていただけだが。

  「你看，船的数量相当少」

  「見て、船の数がかなり少ないわ」

  「毕竟不会有很多船特地靠近正在爆发瘟疫的殖民卫星嘛」

  「パンデミックを起こしているコロニーにわざわざ寄り付こうって船はそりゃそう多くはないだろうしな」

  　一个不小心，就有可能把瘟疫的病原体带进舰内。一般来说，与其冒这种风险，还不如去其他安全的殖民卫星。驾驶舱主要屏幕上的景象，仿佛在证明我的想法。

  　下手をすればパンデミックの元となっている病原体を艦内に招き入れることになりかねない。そんなリスクを取るくらいなら他の安全なコロニーに向かう方が良いと考えるのが普通である。コックピットのメインスクリーンに映されている光景はその考えを証明するかの如き有様であった。

  「空荡荡的啊」

  「スッカスカだな」

  「不过对接的船好像很多。这应该是对接一次之后就很难再离开吧？」

  「ドッキングしている船は多いみたいだけどね。これは一回ドッキングするとなかなか離れられなくなるんじゃない？」

  「有可能。为了不让病原体带出去，必须接受安全认证，但负责认证的人手不足，无法获得安全认证，所以无法出港」

  「可能性はあるなぁ。病原体を外に持ち出さないために安全認証を受けなきゃならないけど、その認証をするための人手が足りなくて安全認証を得られず出港できないとか」

  「说不定是故意的」

  「意図的だったりするかもね」

  「只要船停着不动，停泊费、水、空气、食物等等的费用就会不断落入殖民卫星的口袋。虽然我不觉得他们会做这么贪得无厌的事情……不过，要是真的变成那样，我就用上白金级的权限和名誉子爵的特权，强行出港」

  「船が止まっている限り停泊費用だの水、空気、食料だのとカネがコロニーに落ち続けるからな。流石にそんな
    
     阿
    あ
    
     漕
    こぎな
    
     真
    ま
    
     似
    ねをしているとは思いたくないが……まぁ、そうなったらプラチナランカーの権限でも名誉子爵の特権でもなんでも使って出港するけど」

  　所谓权力就是为此而存在的。如果有必要的话，我不会犹豫使用权力。

  　力というのはそういう時のためにあるのだ。必要とあらば使うことを
    
     躊
    ちゆう
    
     躇
    ちよするつもりはない。

  「那按照预定对接吗？」

  「じゃあ予定通りドッキングする？」

  「不对接的话，到头来连医疗物资都卖不出去。不管怎样，先和佣兵公会取得联系吧」

  「そうしないと結局医療物資を売りつけることもできないからな。何にせよまずは傭兵ギルドと連絡を取ろう」

  　我一边在艾尔玛旁边的副驾驶员座位上坐下，一边操作界面，向利梅普莱姆殖民卫星的佣兵公会发起通讯。不久之后，通讯就接通了。

  　エルマの隣、サブパイロットシートに腰を落ち着けつつ、インターフェースを操作してリーメイプライムコロニーの傭兵ギルドに通信を行う。すると、程なくして通信が確立された。

  『这里是佣兵公会利梅分部』

  『こちら傭兵ギルドリーメイ支部』

  　全息显示器上投影出了一名相貌精明的女性职员。果然，接待之类的对外窗口职员是组织的门面，所以美女很多啊。虽然比不上我的船员们就是了。

  　ホロディスプレイに利発そうな顔立ちの女性職員が投影される。やっぱり受付とかの外部対応職員は組織の顔になるからか、美人さんが多いよな。うちのクルー達には負けるが。

  「你好，我是船长希罗。请核对我的ID」

  「どうも、キャプテン・ヒロだ。ＩＤを照会してくれ」

  「我是艾尔玛，也请核对我的ID」

  「エルマよ、こっちも照会して」

  　我和艾尔玛各自使用小型情报终端发送身份证明的信息。毕竟这种时候不表明身份的话，就没办法开始谈正事了。

  　俺とエルマはそれぞれの小型情報端末を使って身分証明の情報を送信した。何にせよ身分を明かして証明しないことには話が始まらないからな、こういうのは。

  『正在确认……欢迎，希罗船长。还有艾尔玛大人。能够迎接白金级和其优秀的船员，我们深感荣幸』

  『確認致します……ようこそ、キャプテン・ヒロ様。それにエルマ様。プラチナランカーとその優秀なクルーをお迎え出来て光栄です』

  　女性职员一边这么说，表情却纹丝不动。她和梅伊一样，都是面无表情的高手。

  　そう言いつつ、女性職員の表情は全く動かない。表情の動かなさに関してはメイ並みだな、この人。

  「我们从阿雷因星系运来了大量的高级医疗物资。准备在这里卸货，所以想请你帮忙中介。你们应该有发出委托吧？」

  「アレイン星系から高度な医療物資を山ほど積んできた。ここで卸すから仲介してくれ。依頼、出てるんじゃないか？」

  『不愧是白金级，真是慧眼如炬。其他那些乌合之众，不是忙着狩猎宙贼，就是忙着赚赏金，再不然就是当商人的护卫，或是参加战争，满脑子只想着战斗』

  『流石はプラチナランカー。ご
    
     慧
    けい
    
     眼
    がんですね。有象無象はやれ宙賊狩りだ、賞金稼ぎだ、商人の護衛だ戦争の陣借りだと戦うことばかりに目を向けるというのに』

  「只要能赚到艾尼，帮助到别人，结果好就好。不管是要像个佣兵一样战斗赚钱，还是像商人一样赚钱，反正艾尼就是艾尼」

  「結果としてエネルが稼げて助かる人が居るならそれで良いけどな。傭兵らしく戦って稼ごうが、商人
    
     紛
    まがいのことをして稼ごうが、エネルに色がつくわけじゃあるまいし」

  『您说得对。不管怎么赚，艾尼就是艾尼，佣兵的本愿就是赚到艾尼。可以给我货物的目录吗？』

  『至言ですね。どう稼いでもエネルはエネルで、傭兵の本懐はエネルを稼ぐことですから。積み荷の目録を頂いても？』

  「OK，现在就发给你」

  「オーケー、今送る」

  　我操作手边的界面，发送货物的目录。

  　手元でインターフェースを操作し、積み荷の目録を送信する。

  『……数量相当多呢。不过，装载的物资是不是有些问题？』

  『……これはかなりの量ですね。ただ、積んでいる物資が少々問題では？』

  「我们船上有一位持有执照的船医。现在就把执照的信息发给你」

  「うちにはライセンス持ちの船医が居るんだ。今そっちにライセンスの情報を送らせる」

  　船上装载的物资中，有些东西如果没有专用执照的话，持有就是违法的。从她一眼就能看穿这一点来看，这个人相当优秀。我让翔子医师也加入通讯，确认了执照之后，我们开始商谈。

  　積んできた物資は専用のライセンスが無ければ取り扱いが違法になるものもあった。ひと目でそれを看破する辺り、この人はなかなか優秀だな。ショーコ先生にも通信に参加してもらい、ライセンスを確認してもらったところで商談に移る。

  『现在委托我们采购的物资，这些全部都能满足。不过还有剩余，剩下的物资也由我们来处理吗？』

  『現在調達を依頼されている物資に関しては全て賄えますね。それでもまだ余りますが、残りの物資についてもこちらで
    
     捌
    さばきますか？』

  「现在先不用。我打算和领主商量一下，说不定会用到。如果还有剩余的话，到时候能拜托你们吗？」

  「とりあえず今は良い。領主とも話をする予定で、そちらで使うかもしれないからな。それでも余った場合に頼めるか？」

  『明白了。光是能交付委托的物资，公会的面子就足够了。非常感谢』

  『承知致しました。依頼分を納品できるだけでギルドとしては十分に顔が立ちますので。ありがとうございます』

  「嗯。工作的事情谈完了，我想问一些情报，可以吗？」

  「ああ。仕事の話が終わったところで情報を
    
     貰
    もらいたいんだが、良いかな？」

  『好的。如果是公会掌握的情报，您尽管问』

  『はい。ギルドで
    
     摑
    つかんでいる情報ならばなんなりと』

  　好，这样和佣兵公会的谈话应该能顺利进行下去。

  　よし、これで傭兵ギルドとの話はスムーズに進むだろう。

  ☆★☆

  ☆★☆

  「情况比想象中还要糟糕啊」

  「思った以上に状況が良くないな」

  「是啊」

  「そうね」

  　我读着从佣兵公会的女性职员那里得到的情报，随着对殖民卫星的实际情况了解得越来越多，我不由得皱起了眉头。艾尔玛似乎也和我抱有同样的感想，她微微皱起了眉头。

  　傭兵ギルドの女性職員から回してもらった情報を読み進めるにつれて明らかになってくるコロニーの実情に思わず顔を
    
     顰
    しかめる。エルマも俺と同じ感想を抱いたようで、
    
     眉
    み
    
     間
    けんに少し
    
     皺
    しわが寄っていた。

  　首先，现在这个殖民卫星毫无疑问正在发生传染病的流行。只不过，其对象或者说居民阶层有着很大的偏差。

  　まず、今現在このコロニーでは間違いなく件の伝染病のパンデミックが発生している。ただ、その対象というか住民層は大きく偏っている。

  「这里是个贫富差距很大的殖民卫星啊。」

  「格差の大きいコロニーなんだな、ここは」

  「是啊。几乎可以完美地分成上下两层吧。」

  「そうね。ほぼ
    
     綺
    き
    
     麗
    れいにスッパリと上と下で分かれているんでしょうね」

  　居民中大约有90％是被称为『下层民』的人们，也就是所谓的劳动者阶级。不过，下层民中似乎又可以再分成几个阶层，但生活质量似乎没有太大的差别。这个群体是主要的感染者，出现的死者也大多来自这个群体。

  　住民の
    
     凡
    およそ90％が『下層民』と呼ばれる人々で、
    
     所謂
    いわゆる労働者階級と言えば良いのか。まぁその下層民の中でも更にいくつかの層に分かれてはいるようだが、生活の質はそう変わらないみたいだな。こっちのグループが主な感染者。出ている死者もこちらが大半。

  　相比之下，剩下的10％的『上层民』则是由企业精英、政府官员和大商家等占据。换句话说就是有钱人，这两个阶层的差距似乎相当大。这个群体即使感染了也能立刻接受高度的治疗，几乎没有出现死者。

  　対して残り10％の『上層民』は企業エリートや官公庁勤め、大手の商家なんかが占めている。つまり金持ち連中なのだが、この二つの階層の格差がなかなかに大きいようだ。こっちのグループは感染してもすぐに高度な治療を受けられる状態にあり、
    
     殆
    ほとんど死亡者が出ていない。

  　利梅普莱姆殖民卫星是拥有五十万人口的最大规模殖民卫星。其中90％的人正面临着感染的危机，现在也正缓慢地出现死者，这种状况非常危险。

  　リーメイプライムコロニーは人口凡そ五十万人を誇る最大規模のコロニーだ。そのうち90％が感染の危機に
    
     晒
    さらされ、今もジワジワと死者が出ているという状況は非常に危うい。

  「这会不会引发暴动啊？」

  「暴動とか起こったりするんじゃないか、これ」

  「有可能……说不定还会有人试图偷渡。」

  「可能性はあるわね……密航を試みるような連中もいるかもしれないわ」

  「需要多加注意呢。」

  「注意が必要だな」

  　让这种状况更加恶化的是使用了那个蘑菇的粗制毒品。殖民卫星的统治机构早就确定了这次传染病的感染源，包括以那个蘑菇为原料的毒品的危险性在内，已经向整个殖民卫星进行了公告，但毒品蔓延的势头却没有停止。也就是说，传染病也没有平息的迹象。

  　この状況に更に拍車をかけているのが件のキノコを使った粗雑な出来のドラッグである。コロニーの統治機構はとうに今回の
    
     流
    は
    
     行
    やり病の感染源を特定しており、件のキノコを原料としたドラッグの危険性を含めてコロニー全体にアナウンスをしているのだが、ドラッグの
    
     蔓
    まん
    
     延
    えんが止まる気配がない。つまり、流行り病も収束する気配がない。

  　以那个蘑菇为原料的毒品除了有精神作用外，还有强烈的镇痛作用和服用时的欣快感，为了逃避疾病的痛苦而服用廉价毒品这种本末倒置的事态正在横行。

  　件のキノコを原料としたドラッグには向精神作用の他、強い鎮痛作用や服用の際の多幸感などもあり、病の痛みと苦しさから逃れるために安価なドラッグを服用するといった本末転倒な事態が横行しているのだという。

  「不不不……不会变成那样的吧。」

  「いやいやいや……そうはならんやろ」

  「人一旦被逼到绝境，就会抓住救命稻草。而且，不管在什么情况下，都会有逆向操作的人和沉迷阴谋论的人，会出现采取不合逻辑行动的人。」

  「人間、追い詰められると
    
     藁
    わらをも摑むって言うしね。それに、どんな状況でも逆張りする人とか陰謀論に傾倒する人とか、理屈に合わない行動を取る人は出るものよ」

  「连我这个局外人都觉得头痛了。领主应该更头痛吧？」

  「外野の俺ですら頭が痛くなりそうなんだが。これ、領主は頭を抱えているんじゃないか？」

  「我想也是。」

  「それはそうでしょうね」

  　不管科学技术再怎么发达，人终究是人。就算道具变得方便，从行星飞向宇宙，人的精神性也不会轻易改变。不过，这也是理所当然的。我也不认为自己来到这个世界后，想法或精神性会有太大的变化。

  　どんなに科学技術が発達しても、
    
     所
    しよ
    
     詮
    せんヒトはヒトのままということだろうか。道具が便利になり、惑星から宇宙に飛び出してもそう簡単にヒトの精神性は変わらないか。まぁそうだよな。俺だってこの世界に来たからってさほど考え方というか精神性に変化があったとは思わないし。

  　不对，如果有必要，我甚至能夺走他人性命，这应该算很大的变化吧。说不定不是来到这里才改变，而是我原本就有这种精神性。毕竟在和平的日本生活，根本不会遇到生死交关的状况。事到如今也没办法验证了。

  　いや、必要とあらば他人の命を奪えるようになった点は大きな変化か。もしかしたらこっちに来て変化したわけじゃなく、元からそういう精神性だったのかもしれんが。平和な日本で暮らしていたら命のやり取りをすることなんてまず無いからな。今更検証のしようがない。

  「翔子医师说，没有接受适当治疗的致死率是七成。目前死者只有一万人左右，应该算是相当努力了吧。」

  「ショーコ先生の話だと適切な治療を行わなかった場合の致死率が七割だっけか。それでまだ死者が一万人程度っていうのはかなり善戦してると言っていいのかね、これは」

  「他们好像投入了相当多的资金来抑制感染。不过，似乎还是无法让所有人接受充分的治疗。患者几乎无法产生免疫力，所以也有很多人再次感染。」

  「感染抑制にかなりの資金を費やしてはいるようね。ただ、それでも全員に十分な治療を施せてはいないみたい。免疫も殆どできないらしくて、再感染する人も多いみたいね」

  「太惨了……这有办法解决吗？」

  「地獄すぎる……どうにかなるのか、これは」

  「谁知道？这种事只能问翔子了吧。」

  「さぁ？　そういうのはショーコに聞くしかないでしょ」

  　艾尔玛耸耸肩这么说。虽然说得事不关己，不过确实不关她的事。我们能做的只有把医疗物资卖到这个殖民卫星，祈祷领主和行政当局能努力撑过去。要区区一个佣兵想办法解决这种状况，根本就是不可能的事，而且我也没有立场做这种事。

  　エルマが肩を
    
     竦
    すくめてそう言う。まるで
    
     他
    ひ
    
     人
    と
    
     事
    ごとだが、まぁ他人事なんだよな。俺達としては医療物資をこのコロニーで卸して領主と行政の健闘を祈る他ない。この状況をいち傭兵にどうにかしろというのは土台無理な話だし、そもそもそんなことをする立場にもないからな。

  「总之先共享情报吧。」

  「とりあえず情報は共有しておくか」

  　我把从佣兵公会获得的情报分享给其他船员。

  　
    
     傭
    よう
    
     兵
    へいギルドから入手した情報を他のクルー全員に向けて共有する。

  　事后回想起来，这个行动实在太过轻率了。不过现在说这些也于事无补。

  　後から考えてみればこの行動は
    
     迂
    う
    
     闊
    かつだったよな。本当に後の祭りだが。

  ☆★☆

  ☆★☆

  「你无论如何都想确认殖民卫星的熟人是否平安？」

  「どうしてもコロニーの知り合いの安否を確かめに行きたいと」

  「嗯……」

  「うん……」

  　在我眼前垂头丧气的蒂娜点头。事情为什么会变成这样？其实很简单，蒂娜听到我分享的佣兵公会情报后，因为那惨状而心神不宁，或者该说因为情况比想象中更严重，让她坐立难安。

  　俺の目の前でしょぼくれているティーナが
    
     頷
    うなずく。何がどうなってこうなったのかというのは簡単な話で、俺が共有した傭兵ギルドからの情報を耳にしたティーナがその惨状に心を乱したというか、予想以上の酷さに居ても立っても居られなくなってしまったという話だ。

  「不行。殖民卫星对蒂娜来说本来就有风险，现在又因为瘟疫导致情势不稳定，不只疾病，连毒品都蔓延开来。我不能允许你外出。」

  「却下だ。ただでさえティーナにとってリスクのあるコロニーなのに、更にパンデミックによって情勢が不安定になっていて、疫病だけじゃなくドラッグまで蔓延してる。外出は許可できない」

  「我也持相同意见。」

  「私も同意見ね」

  「我也持相同意见。虽然感染症总有办法解决，不过疾病带来的死亡风险会带来很大的压力。殖民卫星内的治安应该会跌落谷底吧。」

  「私も同意見だねぇ。まぁ感染症はどうとでもなるし、するけれど、疫病による死の危険っていうのは
    
     物
    もの
    
     凄
    すごいストレスだからね。コロニー内の治安は地の底だと思うよ」

  　我、艾尔玛和翔子医师都对蒂娜的要求表示反对。这也是理所当然的，风险实在太高了。而且就算确认了安危，我们也几乎无能为力。虽然可以提供一些医疗物资，但就算这么做，也顶多只能做到这种程度。

  　俺とエルマとショーコ先生が
    
     揃
    そろってティーナの要望に否を突きつける。それはそうだろう。あまりにリスクが高すぎる。それに、安否を確認したところでできることなどほぼ無い。医療物資をいくらか融通することはできるが、できても所詮その程度のことである。

  　再来就是蒂娜倾尽私财采取某些行动吧。虽然和蒂娜还在所属空降人形公司的时候相比，现在手头应该宽裕不少，但就算把至今为止赚到的钱全部用上，凭她一个人的资金，顶多也只能让五个人左右逃到殖民卫星外面吧。

  　あとはティーナが私財を
    
     擲
    なげうって何らかのアクションを起こすくらいか。ティーナもスペースドヴェルグ社に所属していた頃に比べれば大分懐は暖かくなっていると思うが、今までの稼ぎを全部使っても彼女一人の資金でコロニーの外に逃がせるのは精々五人かそこらくらいだろう。

  「呣呣呣……」

  「むむむ……」

  「……」

  「……」

  　蜜蜜似乎在绞尽脑汁思考有没有什么办法。库姬一副静观其变的样子。蒂娜的妹妹薇丝卡看起来也在沉思，大概和蜜蜜一样在思考有没有什么办法吧。

  　ミミはどうにかならないかと頭を
    
     捻
    ひねっている様子だ。クギはことの成り行きを静観する構えのようだな。ティーナの妹であるウィスカも何か考え込んでいるところを見ると、ミミと同じようにどうにかできないか考えているのかね。

  「不过，就算你这么说，蒂娜也不是那种会因为危险而乖乖放弃的人吧。你打算在最后关头偷偷溜出去吧」

  「まぁ、そうは言っても危ないから無理と言われてそれで大人しく引き下がるようなタチじゃないよな、ティーナは。いよいよとなったらこっそり出ていくつもりだろ」

  「呜……」

  「うっ……」

  「所以，要去的话就由我去。你就用战斗头盔的命令链进行远程通讯吧。我能做出的让步就只有这些了」

  「だから、行くなら俺だな。コンバットヘルメットのコマンドリンクを使って遠隔でやり取りしろ。俺が譲歩できるのはそこまでだ」

  「一个人去太危险了。我也去」

  「一人で行くのは危ないわよ。私も行くわ」

  「主人，我也要同行」

  「ご主人様、私も同行致します」

  「这种情况下，最好也带上医生吧」

  「この状況下なら医者も連れて行くと良いんじゃないかな」

  「主公，请带上本人」

  「我が君、
    
     此
    この身もお連れください」

  「停，停。这样下去会一发不可收拾的！」

  「ストップ、ストップ。収拾がつかないから！」

  　大家争先恐后地自告奋勇要同行，但总不能把所有人都带上。应该说，这么大的阵仗就本末倒置了。

  　我も我もと次々と同行者として名乗りを上げるが、流石に全員は連れて行けない。というか、そんな大所帯では本末転倒である。

  「我也想去……！虽然想去……！」

  「私も行きたいですけど……！　行きたいんですけど……ッ！」

  　白兵战能力低得可怜的蜜蜜懊恼地颤抖着身体。嗯，能客观看待自己的蜜蜜非常聪明。了不起。

  　白兵戦能力に定評が無さすぎるミミが悔しげに身を震わせている。うん、自分を客観視できるミミはとてもお利口さんだ。偉いぞ。

  「库姬不行。库姬根本就没有合身的环境防护服」

  「クギは却下。クギにはそもそも身体に合う環境防護服がないから」

  「尾巴居然会成为阻碍……真不甘心」

  「
    
     尻
    しつ
    
     尾
    ぽが災いするとは……
    
     口
    くち
    
     惜
    おしいです」

  　库姬露骨地表示遗憾。因为基本上是空气感染，所以就算不全身防护，只要戴口罩保护粘膜和呼吸器官或许就能应付，但那也不一定。我不能允许库姬同行。

  　クギが露骨に残念がる。基本的には空気感染のようだから全身防護しなくてもマスクで粘膜と呼吸器だけ守ればなんとかなるかもしれないが、それも確実ではないからな。クギの同行は容認できない。

  「接下来，我希望梅伊能掌握船，所以驳回。因为能完美地交托回去据点的人果然还是梅伊。」

  「次に、メイには船を掌握していて欲しいから却下。帰るべき拠点を
    
     完
    かん
    
     璧
    ぺきに任せられるのはやっぱりメイだからな」

  「我明白了。船就交给我吧。」

  「承知致しました。船のことはお任せください」

  　梅伊挺起胸膛点头。梅伊的话，原本就不会感染疾病，所以完全能放心，而且不仅是白兵战能力，她在所有方面都拥有可靠的实力，正因如此，我才希望她能保护船。

  　メイが胸を張って頷く。メイならそもそも疫病に感染することがないから完璧に安心だし、白兵戦能力だけでなく全ての面で頼れる実力を持っているのだが、だからこそ船を守ってもらいたい。

  　因为只要梅伊在船上监视，蒂娜就不可能偷偷下船吧。

  　メイが船で目を光らせていればティーナがこっそり船を降りるなんてことも不可能だろうからな。

  「所以就拜托艾尔玛和翔子医师了。在这种情况下，蒂娜认识的人已经感染的可能性很高，视情况或许需要紧急应对。只要有我和艾尔玛在，就算发生什么麻烦，也能一边保护翔子医师一边应对吧。」

  「というわけでエルマとショーコ先生に頼む。この状況下だとティーナの知り合いは既に感染している可能性が高いし、場合によっては緊急対応が必要かもしれない。俺とエルマがいれば何かトラブルが起こってもショーコ先生を
    
     護
    まもりながら対処できるだろう」

  「很妥当的判断呢。」

  「妥当な判断ね」

  「嗯，很妥当的判断。我会准备好治疗时可能会需要的东西。」

  「うん、妥当な判断だね。治療に必要になりそうなものを用意しておくよ」

  　实际上，艾尔玛作为佣兵的经验丰富，眼力敏锐，白兵战能力也很强。雷射枪的本领在我和梅伊之后，空手格斗术的话连我也敌不过她。不过就算是艾尔玛，在梅伊压倒性的臂力和重量，以及速度和技巧面前也无计可施。

  　実際のところ、エルマは傭兵としての経験が豊富で目端が利くし、白兵戦能力も高い。レーザーガンの腕前は俺とメイに次ぐ腕前だし、素手による格闘術に至っては俺でも
    
     敵
    かなわない。流石のエルマもメイの圧倒的
    
     膂
    りよ
    
     力
    りよくと重量、そして素早さと技術の前には
    
     為
    なす
    
     術
    すべもないようだが。

  　而翔子医师的同行就不用说了。在这种情况下让翔子医师闲着，甚至可以说是浪费人力资源。

  　そしてショーコ先生の同行に関しては言わずもがなだ。この状況下でショーコ先生を遊ばせておくのは人的資源の無駄遣いとすら言える。

  　如果蒂娜认识的人还活着的话，感染流行病的可能性很高，就算本人没有感染，身边的人也有可能正在受苦。既然能够预测，就应该做好准备应对。

  　ティーナの顔見知りが生きているなら流行り病に感染している可能性が高いし、本人が感染していなくても身近な人が苦しんでいるかもしれない。予測ができるのだから対処できるように用意しておくべきだろう。

  「所以，先跟领主约好时间，然后去见他，接着去确认蒂娜认识的人的安危。在那之前，先确认一下想确认安危的人的所在位置。」

  「というわけで、一応領主にアポを取ってから面会に行って、その足でティーナの知り合いの安否を確認しに行く。それまでにその安否を確認したいっていう知り合いの所在を確認しておくように」

  「嗯，我知道了……哥哥，谢啦。」

  「うん、わかった……兄さん、おおきにな」

  「不客气。」

  「ええんやで」

  　考虑到风险的话，只卖掉能卖的东西然后赶紧离开才是上策，但是要冷淡地拒绝这种状态的蒂娜的请求然后离开，也让人有点于心不忍。算了，某种程度上我已经有觉悟了。既然要吃毒，那就连盘子一起吃了吧。

  　リスクを考えれば売るものだけ売ってとっとと退散するのが一番なんだが、この状態のティーナのお願いをにべもなく却下して立ち去るってのもちょっとな。まぁ、ある程度覚悟はしていたんだ。毒を食らわば皿までだな。

  ☆★☆

  ☆★☆

  「嗯～不错不错～太棒了。麦酒」

  「うーん、いいねいいねー。素晴らしい。モールトベネ」

  　看着再次穿上环境防护服——那件非常有科幻感，身体曲线一览无遗的紧身衣——的艾尔玛，我不由得拍起手来。太棒了。这真是太棒了。不管看几次都觉得棒。

  　環境防護スーツ──いかにもＳＦチックな身体のラインがはっきりと出るピチピチスーツ──を再び身に着けたエルマを前に俺は思わず拍手をする。素晴らしい。これは素晴らしいものだ素晴らしい。何度見ても良いものは良い。

  「别・闹・了！快把斗篷给我！」

  「い・い・か・ら！　早くマントを
    
     寄
    よ
    
     越
    こしなさい！」

  「咦……你不是说因为是环境防护服所以不会害羞吗？」

  「えぇ……別に環境防護スーツだから恥ずかしくないみたいなこと言ってなかったか？」

  「被你那色眯眯的视线盯着看，我开始害羞了啦！」

  「あんたのスケベな視線に晒されてたら恥ずかしくなってきたの！」

  　艾尔玛红着长耳朵，气呼呼地从我手中抢走变色龙恒温斗篷。啊啊，她躲到斗篷下面去了。

  　エルマが長い耳を赤くしてプンプンと怒りながら俺の手からカメレオンサーマルマントを分捕る。ああ、マントの下に隠れてしまった。

  「……之后我也要穿！」

  「……あとで私もまた着ますね！」

  「好啊」

  「いいね」

  　我竖起大拇指回应蜜蜜的宣言。毕竟蜜蜜的环境防护服打扮实在是那个啊。那件感觉会被课征固定资产税的部位被强调出来，实在是棒透了。这个世界的服装整体上确实很科幻……这样说有点太笼统了，不过确实有很多能让人感受到那种风味的时尚打扮，但再怎么说也不会有人把这种科幻风的紧身套装当成日常便服来穿。果然还是让人很感动呢。照这样下去，搞不好连比基尼铠甲都会出现。

  　ミミの宣言にサムズアップして答える。ミミの環境防護服姿はなんというかもうアレだからな。固定資産税掛かりそうなアレが強調されてそれはもう最高だったからな。この世界、確かに服装が全体的にＳＦチック……というと漠然としすぎているが、そういう風味を感じるファッションがやはり多いのだが、流石にここまでコッテコテのＳＦ風ピチピチスーツを普段着にしている人はいないからな。やっぱり感動するよね。この調子でビキニアーマーとかも出てこないかな。

  「这个真的有那么好吗？」

  「そんなにいいものかい？　これ」

  「非常好。」

  「とてもいいものです」

  　翔子医师一边用自己的手托起被和艾尔玛一样的紧身套装所覆盖的压倒性胸部装甲，一边歪头表示不解。我想没有男人不会对那对巨大的胸部感到浪漫。

  　エルマと同じようなぴっちりスーツに覆われた圧巻の胸部装甲を自分の手で持ち上げながらショーコ先生が首を傾げる。その巨大なおっぱいにロマンを感じない男などいないと思うんだ。

  　不，这个世界有很多人类以外的外星人，所以也不一定。说到底，不是哺乳类系的外星人应该连乳房本身都没有吧。不管怎么说，我对翔子医师的超有魄力胸部感到佩服。南无南无。

  　いや、この世界には人間以外の異星人が沢山いるからそうとも限らないか。そもそも
    
     哺
    ほ
    
     乳
    にゆう
    
     類
    るい系じゃない異星人の場合は乳房そのものが存在しないだろうし。何にせよショーコ先生の大迫力おっぱいには感服である。なむなむ。
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  「主人。」

  「ご主人様」

  「干嘛？」

  「なんだ？」

  「我觉得女仆装也不输哦。」

  「メイド服も負けてはいないと思うのです」

  　梅伊突然探出身子，对正在膜拜翔子医师的我施加压力。

  　ショーコ先生を拝んでいる俺にズイッと身を乗り出してくるメイの圧力が強い。

  「冷静点，梅伊。我觉得你的逻辑有点跳跃。」

  「落ち着こう、メイ。何か論理が飛躍していると思う」

  「是，我很冷静。」

  「はい、私は落ち着いております」

  　以迅雷不及掩耳的速度退开的梅伊一边点头一边若无其事地说道。

  　目にも留まらぬ速度で身を引いたメイがすました顔でそう言いながら頷く。

  　梅伊对女仆装有着非同寻常的执着……虽然只要我开口拜托，她也会愿意穿女仆装以外的服装，但她坚信女仆装是至高无上的服装。

  　メイはメイでメイド服に並々ならぬ
    
     拘
    こだわりを持っているからな……頼めばメイド服以外も着てくれるけど、メイド服が至高のコスチュームと信じて疑っていないところがある。

  「好了，要走了。快点走啦！」

  「ほら、行くわよ。とっとと行くわよほら！」

  「痛，好痛。知道了知道了，是我不好。」

  「痛っ、痛い。わかったわかった、俺が悪かった」

  　在艾尔玛身上流连忘返，注意力被翔子医师和梅伊吸引过去是我的错。所以希望她别再踢我了。艾尔玛那鞭子般柔软的踢击就算隔着战斗装甲也很痛。

  　エルマに夢中だったところをショーコ先生やメイに気を取られたのは俺が悪かった。だから
    
     蹴
    けるのはやめて欲しい。
    
     鞭
    むちのようにしなるエルマの蹴りはコンバットアーマーの上からでも痛いので。

  「我会把指令连结保持在常时连接的状态。」

  「コマンドリンクは常時接続にしておくからな」

  「路上小心，主人。」

  「行ってらっしゃいませ、ご主人様」

  　我一边听着梅伊的送别一边戴上战斗头盔。已经装备好环境防护服头盔的艾尔玛看着我，喃喃说道：

  　メイの見送りの言葉を聞きながらコンバットヘルメットを
    
     被
    かぶる。その俺を見ながら、既に環境防護スーツのヘルメットを装備し終えていたエルマが
    
     呟
    つぶやいた。

  「……我也买个战斗装甲吧。用经费买。」

  「……私もコンバットアーマー買っておこうかしら。経費で」

  「用经费买……只要我批准的话！」

  「経費で落ちますねぇ……俺が許可すればな！」

  「你会批准的吧？」

  「許可するわよね？」

  「那是当然。」

  「もちろんですとも」

  　所以希望她能放下那对摆出架势的双手。虽然只要装备战斗装甲就能在一定程度上防御踢击，但对关节技却无能为力。不如说因为装甲的关系，杠杆原理会起更强的作用，反而更危险。虽然被艾尔玛紧贴着很好，但我的手臂和手指可不想被弯向不该弯的方向。

  　だからその構えた両手を下ろして欲しい。コンバットアーマーを装備していれば蹴りの打撃はある程度防げるが、関節技には無力なのだ。
    
     寧
    むしろアーマーのせいでてこの原理が強く働いて逆に危ないまである。エルマに密着されるのは良いが、それで俺の腕とか指が曲がっちゃいけない方向に曲がるのは勘弁して欲しい。

  「我有点担心蒂娜会不会乱来呢。」

  「ティーナくん、無茶をしないか心配だねぇ」

  　在黑莲花的气闸接受灭菌处理，和艾尔玛一样戴着环境防护头盔的翔子医师用有些担心的声音说道。

  　ブラックロータスのエアロックで滅菌処理を受けながらエルマと同じく環境防護ヘルメットを被ったショーコ先生が少し心配そうな声で呟く。

  「应该没问题吧。」

  「大丈夫だろう」

  　因为精神状态有些低落，蒂娜接受了库姬的冥想治疗。虽然因为不能外出，库姬干劲十足，但我有点担心会不会反而对蒂娜的精神状态造成伤害。不过薇丝卡也在，应该不会出什么大事。

  　メンタルが落ち込み気味のティーナにはクギによる心を落ち着ける
    
     瞑
    めい
    
     想
    そうの処置を受けてもらっている。外に出られない分クギは張り切っていたのだが、かえってティーナのメンタルにダメージが入ったりしないか少し心配なんだよな。まぁ、ウィスカも一緒にいるし滅多なことにはならんと思うが。

  「比起这个，我们得小心点才行。」

  「それよりも俺達の方が気をつけなきゃな」

  「虽然我觉得应该不会有人看到你把剑挂在身上，还穿着战斗装甲，就来找你打架啦。」

  「これ見よがしに剣をぶら下げて、その上でコンバットアーマーまで着込んでいるあんたを見て
    
     喧
    けん
    
     嘩
    かを吹っかけてくるようなのは流石に居ないと思うけどね」

  「但愿如此。」

  「そう願うよ」

  「我也有同感。」

  「同感だね」

  　只要把战斗头盔的护目罩调成非透明模式，别人就看不到我的长相，这样就能充分营造出压迫感了。毕竟我的长相似乎缺乏白金级佣兵应有的压迫感和魄力。剑的压迫感就另当别论了。

  　コンバットヘルメットのバイザーを非透過モードにしておけば俺の人相もわからないから、威圧感はバッチリだ。どうにも俺の顔つきはプラチナランカーの
    
     傭
    よう
    
     兵
    へいに
    
     相応
    ふさわしい威圧感とか迫力とかが足りないようだからな。剣の威圧感は別として。

 
  ＃2：上层区域和下层区域

  ＃２：上層区画と下層区画

  「真是个死气沉沉的殖民卫星……」

  「しみったれたコロニーだなぁ……」

  「因为现在是传染病的高峰期吧。」

  「パンデミックの最中だからでしょ」

  　在离开港湾区域的时候，我们接受了严格的灭菌处理，这才得以踏入殖民卫星内部，但利梅普莱姆殖民卫星给人的第一印象正如我刚才所言。

  　港湾区画を出る際に念入りに滅菌処理を施されてコロニーの中へと足を踏み入れたわけだが、リーメイプライムコロニーに対する俺の感想は言葉の通りである。

  　首先，路上行人很少。说是很少，但其实也只是和其他同规模的殖民卫星相比而已。还有，比起我们这种全身防护的人，只戴口罩的人更多。我想，只戴口罩的那些人大概就是这个殖民卫星的居民吧。和我们一样全副武装的，应该都是停靠在这个殖民卫星的船只的船员。

  　まず、人通りが少ない。少ないと言っても比較的というか、
    
     他
    よ
    
     所
    その同規模のコロニーと比較しての話だが。あと、俺達みたいに完全に全身を防護している人よりも、マスクだけをしている人が多い。恐らく、マスクだけをしているのがこのコロニーの住人達なのだろう。俺達と同じような格好をしているのは多分このコロニーに寄港している船のクルーなんだろうな。

  　你问我为什么会这么想？因为全身防护的套装价格不菲。不管是抛弃式还是非抛弃式，不仅价格昂贵，而且使用时还需要灭菌设备。我不认为这个殖民卫星的『下层居民』能用得起这种东西。

  　
    
     何
    な
    
     故
    ぜそう思うかって？　そりゃ全身を防護するタイプのスーツはそれなりのお値段がするからさ。使い捨てタイプにしろそうでないものにしろ、費用が
    
     嵩
    かさむし運用するのに滅菌設備が必要だったりするし。そんなものをこのコロニーの『下層民』が運用できるとは思えないからな。

  「只戴口罩能防止感染吗？」

  「マスクだけで感染を防げるのかね？」

  「如果是那种能覆盖整个脸部，不光是口鼻，连眼睛都能防护的类型，应该还是能起到一定效果吧。不过从污染区域回到干净区域的时候，如果不彻底灭菌的话还是不行，如果没有专用设备的话，很难做到完全防护吧。本来殖民卫星的生命维持系统会进行防护，但看这个样子，要么是系统过载，要么就是系统本身没有在运作」

  「顔全体を覆って鼻や口だけでなく目も防護できるタイプならそれなりに効果はあるかなぁ。それにしても汚染区域から清浄な区域に戻った時にちゃんと滅菌しないと駄目だから、専用の設備がないと完全に防ぐのは難しいだろうねぇ。本来はコロニーの生命維持システムが防除するんだけど、この様子だとオーバーフローを起こしているか、機能していないかだろうからなぁ」

  　我们一边聊着天，一边穿过下层区域——这里说的下层不是物理上的意思，而是社会地位上的意思——前往领主所在的上层区域。

  　そんな会話をしながら下層区画──下層と言っても物理的な意味でなく、立場的な意味──を抜けて、領主がいるという上層区画へと向かう。

  「领主是准男爵来着？」

  「領主は準男爵だっけ」

  「是雷迪亚斯准男爵。不过准确来说，他不是领主，而是代官」

  「レイディアス準男爵ね。領主というよりは代官と言った方が正確だけど」

  「领主和代官有什么区别？」

  「領主と代官の違いは？」

  「领主原本是指拥有这片土地——或者说拥有这个星系的贵族。代官则是从领主那里被委任统治星系的贵族。也就是说，我们接下来要见的雷迪亚斯准男爵之上还有别的领主。是马格涅利子爵」

  「領主っていうのは本来その土地──というか星系を領有している貴族のこと。代官っていうのはその領主から星系の統治を任されている貴族ね。つまりこれから会うレイディアス準男爵の上に本来の領主が別にいるってこと。マグネリ子爵ね」

  「原来如此……话说，我该怎么说话啊。我可不会用太礼貌的措辞」

  「なるほどなぁ……そういや言葉遣いとかどうするべ。あんまり丁寧な言葉遣いなんてできんぞ」

  「只要注意礼貌就行了。虽然说是名誉爵位，但希罗的爵位比他高」

  「丁寧さを心がける程度で十分よ。名誉爵位とは言っても爵位はヒロの方が上だしね」

  「是这样吗」

  「そういうものか」

  「嗯——听着你们的对话，感觉你们真的像是贵族呢」

  「うーん、こういう会話を聞いているとお貴族様って感じがするねぇ」

  「平时我可不会在意这些」

  「普段はそんなの意識すらしてないんだけどな」

  　我们边走边聊，来到了分隔下层区域和上层区域的闸门。闸门由装备着激光步枪的士兵守卫，他们身上的战斗装甲似乎还具备环境防护功能。除此之外，闸门附近还设置了固定式的激光炮台，戒备相当森严。

  　と、話をしながら移動をしているうちに下層区画と上層区画を隔てるゲートに到着した。環境防護機能もありそうなコンバットアーマーに身を包み、レーザーライフルを装備した兵士がゲートを守っている。その他にも据付型のレーザータレットとかも置かれてるな。随分と厳重な警備態勢だ。

  　不过这也正常。毕竟在这种情况下，治安肯定会恶化，而且光是看到这幅景象，就能明白情况有多糟糕。

  　まぁそれもそうか。この状況じゃ治安の低下は著しいだろうし、何よりもこの光景を見るとな。

  「这可真惨」

  「これは
    
     酷
    ひどい」

  「嗯，会变成这样也是理所当然的……」

  「まぁ、こうなるわよねぇ……」

  　愤怒的殖民卫星居民们涌到了闸门附近。不过，虽然说是涌到，但他们并没有靠近闸门，也没有妨碍人员出入，只是远远地围在周围。

  　ゲート付近には怒れるコロニー住民達が押し寄せていた。いや、押し寄せるとは言ってもゲートの直近まで近づいたり、出入りを妨害したりするようなことはなく、遠巻きに集っているという感じか。

  「嗯——他们在说什么？要我们发放食物和水？」

  「えー、なになに？　食料と水を配給しろ？」

  「免除空气税，给我们丰厚的医疗援助，是吗」

  「空気税を免除しろ、我々にも手厚い医療支援を、ね」

  「统治机构要为感染爆发负责，向遗属支付抚恤金。嗯——这要求挺合理的」

  「統治機構は感染爆発の責任を取って遺族に弔慰金を、か。うーん、まぁ。妥当かねぇ？」

  「虽然不知道是不是初期应对出了问题，但既然没能阻止感染爆发，那么统治机构遭到批判也是没办法的事」

  「初期対策を誤ったのかどうかは知らないけど、現実問題として感染爆発が起こるのを止められなかった以上、統治機構が批判されても仕方はないわよね」

  「是啊。结果就是一切」

  「それはそう。結果が全てだものな」

  　虽然不知道是初期阶段的封锁失败了，还是说发现的时候已经晚了，但代理官也只能自认倒霉了。虽然和我们没有关系。

  　初期段階で封じ込めに失敗したのか、それとも気づいたときにはもう手遅れだったのかは知らないが、代官はご愁傷さまだな。俺達には関係ないが。

  「虽然不想在这种情况下靠近，但也没办法」

  「この状況で近づくのは気が進まんが、致し方ないか」

  「徒步的话会很显眼呢……是不是应该找个地方租辆车呢」

  「徒歩だと目立ちそうねぇ……どこかでレンタルの車両でも調達するべきだったかしら」

  「话说，货舱还有空间，或许应该正式地准备一辆侦察车」

  「というか、カーゴスペースには余裕があるんだし本格的に偵察車両を調達すべきかもな」

  「是啊」

  「それはそうね」

  　我们一边说着一边走向大门。负责警备的士兵们看到我们后提高了警惕，但很快就解除了。大概是因为看到了我腰间挂着的一对大小剑吧。在古兰坎帝国，腰间挂着剑的人＝贵族。虽然贵族受到平民的敬畏，但社会信用非常高。

  　話しながら三人でゲートへと歩いていく。警備をしている兵士達が俺達の姿を認めて警戒するが、それはすぐに解けた。俺の腰に差してある大小一対の剣を目にしたからだろう。グラッカン帝国内では剣を腰に差して歩いている人＝貴族だからな。貴族は平民に
    
     畏
    おそれられるが、社会的な信用は非常に高い。

  「你好，我想通过大门，可以吗？我有和代理官预约了」

  「どうも、ゲートを通りたいんだが良いかな？　代官殿にはアポを取ってる」

  「Yes，Sir。可以让我核对一下ID吗？」

  「イエス、サー。ＩＤを照合させていただいても？」

  「当然」

  「
    
     勿
    もち
    
     論
    ろんだ」

  　我翻动斗篷，让士兵们能清楚看到战斗装甲的口袋，然后取出小型情报终端，让他们核对ID。

  　マントを翻し、コンバットアーマーのポケットを兵士達によく見えるようにしてから小型情報端末を取り出してＩＤを照合してもらう。

  「啊——你们不是帝国航宙军的海兵吧。是星系军吗？」

  「あー、君達は帝国航宙軍の海兵ではないよな。星系軍所属なのか？」

  「是的，阁下。我们是马格涅利阁下的部下，隶属于星系军。」

  「はい、閣下。我々はマグネリ閣下の配下で、星系軍に所属しております」

  「原来如此。希望事态能平息下来。」

  「なるほど。事態が収束することを祈ってるよ」

  　在核对ID的时候，我和士兵闲聊了几句。原来如此，是马格涅利子爵的部下啊。既然不是雷迪亚斯准男爵，而是自称马格涅利子爵的部下，这表示领主也在为平息事态而行动吗？既然派出了直属的士兵，那应该就是这么回事吧。

  　照合している間に兵士と世間話をする。なるほど、マグネリ子爵のね。レイディアス準男爵ではなくマグネリ子爵の配下と名乗るということは、領主も事態の収束に動いてるってことかな？　直属の兵を遣わしているということはそうなんだろうな。

  「核对完毕。请通过，希罗阁下。」

  「照合が完了致しました。お通り下さい、ヒロ閣下」

  「谢谢。」

  「ありがとう」

  　我向士兵道谢，通过戒备森严的闸门，前往上层区域——在那之前，全身都要接受灭菌处理。进入上层区域时的感染对策可以说是完美无缺。

  　兵士に礼を言って物々しい警備態勢のゲートを通り、上層区画へと抜ける──前に全身に滅菌処理を受ける。上層区画に入る際の感染対策は
    
     完
    かん
    
     璧
    ぺきといったところか。

  「上层区域是无菌的。在没有环境防护头盔的情况下也不会有问题。」

  「上層区画はクリーンです。環境防護ヘルメット無しでも問題ない状態となっています」

  「原来如此，感谢情报。你们两个，我们走吧。」

  「なるほど、情報感謝する。行こう、二人とも」

  「嗯。」

  「ええ」

  「嗯。」

  「うん」

  　这次我们终于通过了隔开下层区域和上层区域的闸门，踏入了上层区域。

  　今度こそ下層区画と上層区画を隔てるゲートを通過し、俺達は上層区画へと足を踏み入れた。

  「这里比下层好多了」

  「こっちは下層にくらべるとだいぶマシだな」

  「真是个阶级社会啊」

  「格差社会だねぇ」

  「不过这个殖民卫星也太露骨了」

  「それにしてもこのコロニーはちょっと露骨すぎるわね」

  　上层区域几乎没有人戴口罩，也几乎看不到像我们这样全身都做了防护措施的人。唯一的例外就是守卫闸门的士兵。恐怕在这种情况下，几乎没有人在上层和下层之间往来。而闸门的这一侧是干净的，所以也没有必要戴口罩。

  　上層区画ではマスクをしている人も
    
     殆
    ほとんどおらず、俺達のように全身に防護対策を行っているような人もほぼ見当たらない。例外はゲートを守っている兵士くらいか。恐らくだが、この状況下で下層と上層を行き来するような人間は殆どいないんだろう。そしてゲートのこちら側はクリーンだからマスクをする必要もないというわけだ。

  「总之先去见一下代理领主雷迪亚斯准男爵吧。打招呼可是很重要的」

  「とにかく代官のレイディアス準男爵に会いに行くか。
    
     挨
    あい
    
     拶
    さつは大事だからな」

  「是啊，我们走吧」

  「そうね、向かいましょう」

  　我拿出小型情报终端，显示前往目的地的路线。好了，移动手段是徒步呢，还是寻找其他手段呢。反正距离也不远，徒步走过去也行。

  　小型情報端末を取り出し、目的地へのルートを表示する。さて、移動手段は徒歩にするか、それとも他の手段を模索するか。さほど遠くないから徒歩でも良いんだけどな。

  ☆★☆

  ☆★☆

  　虽说是上层区域，但并排的建筑质量并没有太大差别。只是广告的设计稍微华丽……不，是稍微洗练一些，招牌之类的也不太杂乱。还有就是墙上没有涂鸦，地上也没有垃圾。整体上来说很干净整洁。

  　上層区と言っても立ち並ぶ構造体の質にそう差があるわけではない。若干派手……いや、洗練されたデザインの広告が目立つのと、看板類があまりゴチャゴチャしていないくらいか。あとは何といっても壁に落書きの類が無いのと、地面にゴミが落ちていないな。全体的に清潔で
    
     綺
    き
    
     麗
    れい。

  「不愧是上层区域，真的很干净啊。这种现象叫什么来着……啊，破窗效应？」

  「上層区画と言うだけあって本当に小綺麗だよな。こういうのなんて言ったっけ……ああ、割れ窓理論？」

  「破窗效应？」

  「割れ窓理論？」

  「如果放任玻璃破掉的窗户不管，就会被当成没人注意的地方，最后所有的窗户都会被打破。简单来说就是保持整洁可以防止有人破坏环境之类的理论。不管是谁，要踏出第一步都需要勇气吧」

  「ガラスの割れた窓を放置しているとそこは誰も注意を払っていない場所だと思われて、やがて全ての窓が割られるとかなんとか。要は小綺麗さを保つことで誰かがその場所を汚すことを防ぐ、みたいな理論だったかな。誰だって最初の一歩を踏み出すのは勇気が要るだろ」

  「原来如此。我以前学习统治论的时候好像有看到过这样的记述」

  「なるほど。なんか昔統治論の勉強をしていた時にそんな記述があった気がするわ」

  「艾尔玛君，你学习过统治论吗？」

  「エルマくん、統治論なんて勉強してたのかい？」

  「毕竟是贵族的女儿，多少学过一些」

  「貴族の娘だから多少はね」

  　艾尔玛耸了耸肩。仔细想想，艾尔玛是子爵家的女儿，如果顺利嫁到某个贵族——而且还是拥有领地或者被委任管理领地的贵族家的话，也有可能参与领地的经营。那样的话，接受这样的教育也是理所当然的吧。

  　そう言ってエルマが肩を
    
     竦
    すくめてみせる。考えてみればエルマは子爵家の娘だし、順当にどこかの貴族──それも領地を持っていたり任されていたりする貴族に嫁いだ場合には領地の経営に携わる可能性もあったわけか。それならそういう教育を施されているのも当然なんだろうな。

  「不管是什么样的知识都不会白学的」

  「どんな知識も無駄にはならないもんだよな」

  「怎么突然说这个」

  「何よ急に」

  「没什么特别的意思。就是单纯的感想」

  「特に深い意味は無いさ。素直な感想ってやつだ」

  　实际上我只是觉得，艾尔玛难得学习了这些知识，却因为一直过着佣兵生活而没有机会使用。

  　実際のところは折角エルマがそういうことを勉強したのに、傭兵生活を続けるんじゃ使い所が無いよなぁと思っただけなんだが。

  　是不是应该找个机会，让艾尔玛能够充分发挥她的知识呢？　我原本是想说，最后只要能在安全的行星上买下附庭院的独栋住宅就好了，是不是该把目标设定得更高一点呢？毕竟照这样下去，老婆的人数最少也会有六个。普通的独栋住宅是不够的，得是豪宅才行。不然就是买好几栋……那不就变成聚落了？

  　いずれエルマの知識を十全に
    
     活
    いかすような場を整えるべきなのかね？　最終的には安全な惑星上の居住地に庭付きの一戸建てを手に入れられれば良いなと思っていたけど、もう少し目標を高く設定するべきか？　このままだと嫁さんの数が最低でも六人ってことになりそうだしな。普通の一戸建てじゃ無理だな。豪邸だな。でなければ複数……それはもはや集落では？

  「你现在的表情，看起来像是在想什么奇怪的事情呢。」

  「何か変なことを考えている時の顔をしているわね」

  「为什么你会这么说？」

  「どうしてそういうこというの？」

  「我还不太懂……是那种感觉吗？」

  「私にはまだわからないなぁ……そういう感じなのかい？」

  「肯定是那种感觉哦。」

  「これは間違いなくそういう感じよ」

  　她们两人的对话有点过分。我明明只是在认真地思考将来的事情而已。

  　二人の会話がちょっと酷い。俺は真面目に将来について思いを
    
     馳
    はせていただけなのに。

  「啊～你们看，到了哦。不过该怎么说呢，这栋房子的外观，感觉好像会发出『格式好高』之类的效果音呢。」

  「あー、ほら。着いたぞ。しかしなんだ。格式の高さが効果音として聞こえてきそうな
    
     佇
    たたずまいだな」

  「那是什么样的效果音啊？」

  「どういう効果音なんだい？　それ」

  「像是『格式～』之类的？」

  「カクシキィー、みたいな？」

  「你撞到头了吗？还是说你的脑袋里长了那种蘑菇？」

  「頭でも打った？　それとも脳に例のキノコでも生えた？」

  　真希望她别露出真心为我担心的表情。不，我也是无可奈何的啊。毕竟在无机质的建筑结构林立的殖民卫星里，突然出现了一座被红砖和铁栅栏围起来的庭院宅邸。我还以为自己的眼睛出问题了。

  　本気で心配そうな顔をするのはやめてほしい。いや、だって仕方ないだろ。無機質な構造体が林立しているようなコロニーの中に、突然赤レンガと
    
     鉄
    てつ
    
     柵
    さくを組み合わせた塀に囲まれている庭付きの邸宅が現れたんだから。俺の目がおかしくなったのかと思ったわ。

  「这未免太突兀了吧。这栋宅邸明显和周遭格格不入。存在本身就和反重力装置一样。那片绿油油的草坪是怎么回事啊？」

  「いや浮いてるだろ。明らかに周りから浮いてるだろうこれは。存在が反重力装置じゃん。なんだよあの青々とした芝生」

  「那应该是人造草坪吧。」

  「あれはイミテーションだろうねぇ」

  「居然是人工的啊。」

  「人工芝生かよ」

  「殖民卫星里可没有『活生生』的草坪……因为微生物的控制问题。光是处理这个问题就得花上不少钱。」

  「コロニー内で『生』の芝生はねぇ……微生物コントロールがね。その対処に相当な費用がかかるから」

  「原来是钱的问题啊……真是世道艰辛。」

  「カネの問題かぁ……世知辛いな」

  「毕竟只是准男爵嘛。」

  「準男爵だしね」

  「我好像能理解准男爵这个爵位的立场了。」

  「準男爵という爵位の立場がどういうものなのかなんとなく理解できた気がする」

  　换句话说，准男爵就是个地位和经济能力都比其他贵族低上一截的贵族吧。但既然是能担任地方官的贵族，那应该还是能赚上不少钱才对。

  　つまり、貴族の中でも一段下に見られるような地位と経済基盤しか持たない貴族なのだろう。それでも代官を務めているような貴族ならそれなりに稼いでいそうなものだが。

  「和准男爵聊到爵位的话题总是不太好，所以还是别提这个话题吧。这可是个敏感的话题。」

  「準男爵相手に爵位について
    
     擦
    こするとアレだから、話題に出さないようにね。センシティブな話題だから」

  「了解。」

  「了解」

  　我也不想无端树敌，就照她说的做吧。

  　こちらとしても余計な敵は作りたくないからな。そうさせてもらおう。

  　我们走近位于正面的老旧（看起来）铁栅栏门，向守门的士兵表明身份和预约一事，随即被带往宅邸内。

  　正面に見える古めかしい（ように見える）鉄柵の門に近づき、門番として立っている兵士に身分とアポイントメントを取っていることを伝えると、すぐに邸内へと案内された。

  （喂，打招呼的时候有什么要注意的吗？）

  （なぁ、挨拶の際に気をつけることってあるか？）

  （就算对方是地位较低的准男爵，戴着头盔打招呼还是太失礼了。在说话前先脱下来抱在腋下，之后再正常说话就好。）

  （ヘルメットを
    
     被
    かぶったままっていうのはいくら相手が格下の準男爵相手でも
    
     流石
    さすがに無礼ね。話す前に脱いで脇に抱えておきなさい。あとは普通に話せば良いわ）

  　我跟在带路的士兵身后，同时利用头盔的通讯功能和艾尔玛说悄悄话。

  　案内してくれる兵士の後ろに付いて歩きながら、ヘルメットの通信機能を使ってエルマと内緒話をする。

  （这个士兵，和守门的士兵一样是马格涅利子爵的士兵吧？）

  （この兵士、ゲートを守っていたのと同じマグネリ子爵の兵じゃないか？）

  （装备一样呢。不过雷迪亚斯准男爵的部下说不定也统一使用相同的装备。）

  （装備が同じね。レイディアス準男爵の手勢も同じ装備で統一しているのかもしれないけど）

  　以这个音量来说，只要没有采取特别的对策，带路的士兵应该听不见我们的对话。除非他窃听通讯，但我想应该不至于做到这种地步。

  　この声量であれば特別な対策でも取っていない限り俺達の会話は案内している兵士にも聞こえないだろう。通信を傍受でもしない限り。流石にそこまでやってるってことはないと思う。

  「请进。我带客人来了。」

  「こちらです。お客様をお連れしました」

  「进来。」

  「入れ」

  　从门内传来的声音比我想象中还要年轻。对此我感到疑惑。根据事前调查，雷迪亚斯准男爵应该已经有点年纪了。

  　扉の中から聞こえた声は思った以上に若々しかった。そのことに「おや？」と疑問が浮かぶ。確か事前に調べた限りでは、レイディアス準男爵はそこそこお
    
     歳
    としを召しているという話だったはずだが。

  「欢迎，希罗卿。我是哈特穆特・马格涅利。是昆特・马格涅利子爵的长子，马格涅利子爵家的嫡子。请多指教」

  「ようこそ、ヒロ卿。私はハルトムート・マグネリ。ギュンター・マグネリ子爵の長子で、マグネリ子爵家の嫡子だ。よろしく頼む」

  　出来迎接我们的是一位和我年龄相仿，或者比我小一点的美男子。

  　俺達を出迎えたのは俺と同じか、少し若いくらいの年齢に見える美男子だった。

  
   [image: ]
  

  　原来如此，是马格涅利家的哈特穆特啊。原来如此？

  　なるほど、マグネリさん
    
     家
    ちのハルトムート君ね。なるほど？

  「你好，我是佣兵兼名誉子爵的希罗船长。能见到你我很荣幸……但我应该和代理雷迪亚斯准男爵有约才对」

  「どうも、
    
     傭
    よう
    
     兵
    へいで名誉子爵のキャプテン・ヒロだ。お会いできて光栄だが……代官のレイディアス準男爵とアポイントメントを取ったはずなんだが」

  　我摘下头盔，抱在左腋下，提出疑问。哈特穆特点了点头，开口道。

  　コンバットヘルメットを取り外し、左の小脇に抱えつつ疑問を口にすると、ハルトムートは
    
     頷
    うなずきつつ口を開いた。

  「不好意思。法比安卿因『身体不适』，今早被解除了利梅星系代理的职务，由我接任代理一职。这是父亲的命令。希罗卿预约见面时，他被解除职务的消息还未传开，所以才会发生这样的误会……但就和代理见面这一点来说，没有任何变化，还请理解」

  「すまないな。ファビアン卿は『体調不良』により今朝方リーメイ星系の代官の任を解かれ、その代わりに私が代官として就任したのだ。父の命でな。ヒロ卿が面会を取り付けたのは彼の任が解かれたことが周知される前だったので、こうして行き違いが発生したわけだが……代官との面会という意味では何一つ変わることはないので、どうか了承して頂きたい」

  「我明白了。那么，关于见面的目的……」

  「承知した。それで、面会の目的なんだが……」

  　我瞥了一眼艾尔玛，她一言不发地耸了耸肩。意思是让我自己说吗？算了，只能硬着头皮上了。我也没有什么能帮助贵族之间交涉的话术，就单刀直入地说吧。

  　ちらりとエルマに視線を向けると、エルマは何も言わず肩を竦めてみせた。良いから言えという意味か？　まぁ当たって砕けるしかないよな。俺には貴族同士の交渉に役立つような話術があるわけでもなし。単刀直入にいこう。

  「我因为私事，很有可能会踏足下层区治安不太好的地方。如果发生什么纠纷，可能会『惊扰』到你，所以我想事先打个招呼」

  「私用で下層区のちょっと治安のよろしくない場所に足を踏み入れる可能性が高くてな。何かしらのトラブルが起こった際に『お騒がせ』するかもしれないから事前に挨拶をと思って訪ねたんだ」

  「……希罗卿是想让我发行赦免令，允许我斩杀我所治理的领地的人民吗？」

  「……ヒロ卿は私に私が治める領地の民を斬り殺す赦免状でも発行しろと
    
     仰
    おつしやるのか？」

  「你是不是把我当成嗜血的杀人狂了……？我只是想说，如果我被袭击的话会反击，所以到时候就拜托你了。我并不是说要闯进治安不好的地方，把看到的人全部砍成两半」

  「俺を血に飢えた人斬りか何かと勘違いしてないか……？　襲われたら反撃するから、その点はよろしくってだけの話だぞ？　別に治安の悪い場所に入り込んで目に入った
    
     奴
    やつを片っ端から真っ二つにしますってわけじゃない」

  　哈特穆特皱起眉头，表现出不快。我苦笑着解释道。虽然希望什么事都不要发生，但事先打个招呼的话，发生什么事的时候就能避免不必要的麻烦了。

  　
    
     眉
    み
    
     間
    けんに
    
     皺
    しわを寄せて不快感を
    
     顕
    あらわにするハルトムートに苦笑いを返しながらそう弁明する。何事も起こらなければ良いんだが、何かが起こった時に事前に話を通しておけば余計なトラブルを避けられるだろうという配慮なんだが。

  「对不起。关于你的传闻，怎么说呢……有很多勇猛的传闻」

  「申し訳ない。貴方に関する
    
     噂
    うわさはなんというか……勇猛なものが多くて」

  「我开始想调查一下流传着什么样的传闻了」

  「どんな噂が広がっているのか調べたくなってきたな」

  「别在意了。想说的人就让他们去说吧。」

  「やめときなさい。言いたい奴には言わせておけば良いのよ」

  　艾尔玛向抱头苦恼的我提出忠告。既然她会提出忠告，就代表她对传闻有一定程度的掌握吧。之后再委婉地向她打听吧。委婉地。

  　頭を抱える俺にエルマが忠告してくる。忠告をしてくるってことはエルマはある程度把握しているのか。あとでやんわりと教えてもらおう。やんわりと。

  「哎，我也知道殖民卫星的状况，所以不想给你们添麻烦。不过，我好像很容易被卷入麻烦事……」

  「まぁコロニーの状況に関しては俺も承知しているから、あまり迷惑をかけないようにはしたいんだがな。ただ、俺はどうにもトラブルに巻き込まれがちで……」

  「我明白了。感谢您事先告知。我会通知士兵和治安维持人员，要他们尽最大努力关照您。」

  「理解した。事前に話を通して頂けることに感謝する。兵と治安維持要員には最大限の配慮をするように通達しておく」

  「感谢您的关照。虽然这么说有点厚脸皮，不过我从阿雷因星系运来了医疗物资，会以合理的价格提供给你们。因为只运到我们的母舰上，所以数量不多，但希望能帮上一点忙。」

  「ご配慮痛み入るよ。代わりと言っちゃなんだが、アレイン星系から運んできた医療物資があるから、適正価格で提供させてもらう。うちの母艦に積んできただけだからさほどの量は無いが、一助になれば幸いだ」

  「感激不尽。商人们似乎趁机哄抬了价格。」

  「有り難い。商人どもはここぞとばかりに値を
    
     吊
    つり
    
     上
    あげてきているようでな」

  「之后会把目录传给你。」

  「後で目録を送るよ」

  　之所以不免费赠送而是以合理价格提供，是为了不欠人情。虽然也有无偿赠送以卖人情的方案，但因为以贵族为对象的话，最后会变得很麻烦，所以还是以合理价格出售，避免留下后患比较好。从哈特穆特的反应来看，我们的选择似乎没有错。

  　無料で譲るのではなく、適正価格で提供するのは貸し借りを作らないためだ。無償で譲って貸しを作るという案もあったのだが、貴族相手にそれをすると結局面倒だから、後腐れの無いように適正価格で売ったほうが良いだろうということになった。ハルトムートの反応を見る限り、俺達の選択は間違ってはいなかったらしい。

  　我请他考虑一下在殖民卫星的行动。对方可以用合理价格买到医疗物资，这样就是公平的交易。

  　俺はコロニーでの行動について配慮してもらう。あちらは吊り上げなしの適正価格で医療物資を手に入れられる。これでフェアな取引というわけだ。

  「你预计会在殖民卫星停留多久？」

  「このコロニーにはどの程度の滞在を見込んでいるのだろうか？」

  「应该不会停留太久。毕竟那里也不适合工作。」

  「そんなに長期間ってことにはならないと思う。仕事をするのにも向かないしな」

  　先不说入港，因为检疫的关系，殖民卫星的出港手续非常繁琐。虽然盯上运送价格暴涨的医疗物资的商船的宙贼也增加了，但每次出入都要花费大量时间和精力，实在划不来。

  　パンデミック下のコロニーは入港はともかく、検疫のせいで出港にかかる手間があまりにも大きい。高騰している医療物資を運んでくる商船を狙った宙賊も増えているのだろうが、出入りする度に大きな手間と時間がかかるのでは割に合わない。

  「这样啊……在你停留的期间，我可能会看中你的本事而拜托你做事，到时——」

  「そうか……滞在している間に
    
     卿
    けいの腕を見込んで頼み事をするかもしれない、その時は──」

  「只要通过佣兵公会，我会考虑。不过，接不接受委托要看条件。」

  「傭兵ギルドを通してくれれば考慮する。ただ、依頼を受けるかどうかは条件次第だからな」

  「知道了。希望你别狮子大开口啊」

  「承知した。あまり吹っかけないでくれると有り難いな」

  「我可不能贱卖自己的本事，所以你别抱太大期待」

  「腕の安売りはできないんで、それはあまり期待せんでくれ」

  　要是白金级佣兵贱卖自己的本事，会给其他白金级佣兵添麻烦的。要是最后被其他白金级佣兵盯上绝对会很麻烦，所以我绝对不会贱卖自己的本事。

  　プラチナランカーの腕を安売りすると他のプラチナランカーに迷惑がかかるからな。結果として他のプラチナランカーに絡まれでもしたら絶対に面倒なので、安売りはしないぞ。絶対に。

  ☆★☆

  ☆★☆

  　顺利和哈特穆特打过照面后，我和艾尔玛以及翔子医师三人因为对方要忙于应对瘟疫，所以早早结束了会面，为了前往下一个目的地而在上层区域移动。

  　ハルトムートとの
    
     顔
    かお
    
     繫
    つなぎを無事終えた俺とエルマ、それにショーコ先生の三人はパンデミックへの対処で忙しいだろうということで早々に会見を終え、次なる目的地へと向かうべく上層区画を移動していた。

  「虽然进出很麻烦，但上层区域的话感觉可以观光或者闲逛。离港湾区块很近也是个优点」

  「出入りは面倒だけど、上層区画なら観光というかブラブラすることもできそうだな。港湾区画から近いのもポイントが高い」

  「是啊。在各种意义上来说安全方面都没有问题」

  「そうね。あらゆる意味で安全面に問題は無さそうだわ」

  「但是，这种状况下会特地去吗？」

  「でも、わざわざするかい？　この状況で」

  「不会吧」

  「しないっすね」

  　如果要长期滞留的话，为了放松而外出也是必要的，但这次并没有打算长期滞留，所以没必要特地冒着风险去观光。

  　長期滞在するなら息抜きに船の外に出ることも必要だろうが、今回はさほど長期の滞在をする予定はないので、わざわざリスクを取ってまで観光をすることはないだろうな。

  　因为瘟疫的关系，商品和物资的流通应该也缩小了。这样一来整体上商品和服务的提供价格都会提高。没必要特地花大钱去做那种事。就算说是清洁，感染的可能性也不是零。

  　パンデミックのせいで商品や物資の流通も縮小しているだろうし。そうなると全体的に商品やサービスの提供価格が上がるからな。わざわざ高い金を払ってまでやることではない。クリーンとは言っても感染の可能性がゼロってわけでもないしな。

  「差不多该联络那边了。听得见吗？接下来要走出大门前往目标地点。」

  「そろそろあっちにも連絡しておくか。聞こえるか？　これからゲートを出て目標地点に向かう」

  『是的，主人。通讯状态良好。请小心。』

  『はい、ご主人様。通信状態は良好です。お気をつけて』

  　在通过上层区域的大门之前，我使用搭载在战斗头盔上的指令连结功能联络黑莲花，随后便听见了梅伊的声音。声音通讯没问题。接下来是影像。

  　上層区画のゲートを通過する前にコンバットヘルメットに搭載されているコマンドリンク機能を使ってブラックロータスに連絡すると、メイの声が聞こえてきた。音声通信はよし。次は映像だな。

  『影像也传过来了……感觉戒备森严呢。』

  『映像も来ましたね……ってなんだか
    
     凄
    すごい物々しいですね』

  「因为担心会不会发生暴动，所以提心吊胆的吧。」

  「暴動でも起きやしないかとビクビクしてるんでしょ」

  「是这样没错，不过别说得太大声哦……？」

  「そうなんだろうけど、あんま大声で言うなよ……？」

  「就算被听见也不会被骂，不用在意啦。」

  「別に聞こえたところで怒られるわけでもなし、気にしなくていいわよ」

  「哈哈哈，艾尔玛君真是刚毅呢。」

  「ははは、エルマくんは実に
    
     剛
    ごう
    
     毅
    きだよねぇ」

  　艾尔玛刚毅……嗯，是啊。要说刚毅也行吧。是女杰型的呢。虽然在床上别说女杰了，根本就是可爱的小猫咪。

  　エルマが剛毅、ね……まぁ、そうね。剛毅と言っても良いか。女傑タイプではあるよな。ベッドの上では女傑どころか
    
     可愛
    かわいらしい子猫ちゃんなんだが。

  「……干嘛？」

  「……何よ？」

  「没什么？」

  「なんでも？」

  　在通过大门的审查时，我看着站在旁边的艾尔玛的侧脸，结果被她白了一眼。我可没有在想什么不好的事情哦？虽然我在心中试着辩解，但看来她还是在怀疑我。现在战斗头盔的护目罩没有开启，所以艾尔玛应该看不到我的视线朝向哪里，为什么她能精准地察觉到我的视线呢？真是搞不懂。

  　ゲート通過の審査中、隣に立つエルマの横顔を見ていたらジト目で
    
     睨
    にらまれてしまった。別に不穏なことは考えてないヨー？　と心の中で言い訳してみるが、どうにも疑われているようである。今はコンバットヘルメットのバイザーも透過していないからエルマからは俺の視線がどこを向いているのかも見えないはずなのに、どうしてピンポイントで視線を感じ取られてしまうのか。これがわからない。

  「审查完毕。请小心。」

  「審査完了です。お気をつけて」

  「谢谢。」

  「どうも」

  　和进来的时候相比，出去时的审查比较快。不过这也是理所当然的。毕竟行李的内容没有改变。我和艾尔玛，再加上翔子医师的三人份行李，其实这次带了不少东西，不过这些行李在进入上层区域时已经检查过一次了。因为从那之后没有特别的变化，所以没有花多少时间。

  　入る時に比べれば出る時の審査は早いな。まぁそれもそうか。荷物の内容は変わってないし。俺とエルマ、それにショーコ先生の三人分の荷物を合わせると実はそれなりの量を今回持ってきているのだが、これらの荷物は上層区画に入る時に一度チェックされている。そこから特に何も変化していないので、さほど時間はかからなかったというわけだな。

  　这次我们带来的行李主要是我和艾尔玛的水和食物。翔子医师的医疗物资。据蒂娜所说，这种情况下会感到辛苦的果然就是这三点，所以我们在力所能及的范围内带了这些东西。如果需要更多的话，比起我们来搬，还是出动战斗机器人更有效率。毕竟这些东西很重，不是人力能搬的。

  　今回、俺達が持ってきた荷物というのは俺とエルマが主に水と食料。ショーコ先生が医療物資という感じになっている。ティーナ
    
     曰
    いわく、この状況下で苦労しているとすればやはりこの三点だろうということで、無理のない範囲で持ってきたのだ。これ以上必要となると、俺達が運ぶよりも戦闘ボット達を駆り出した方が効率が良いからな。人力で運ぶもんじゃないよ、こんな重いもの。

  　其实也有更便于携带的紧急食品，但因为太那个了，所以作为最后的保险被黑莲花封印起来了。

  　実はもっと携帯性に優れる非常食とかもあるにはあるんだが、あまりにもアレなので最後の保険としてブラックロータスに死蔵されている。

  　诶？你问是什么？就是有点大的药片，只要吃一粒再喝水就能撑一天的营养片。在胃里和水反应膨胀，还能得到饱腹感的逸品。虽然味道很淡。

  　え？　どんなものかって？　ちょっと大きめの錠剤みたいなモンで、それ一粒とあとは水だけで一日食い繫げる栄養タブレットってやつだよ。胃の中で水と反応して膨れ上がって、満腹感も得られる逸品だぞ。味も素っ気もないけど。

  「导航到目的地」

  「目的地までナビゲートしてくれ」

  『明白了！把迷你地图和定位器投影到战斗头盔的护目罩上』

  『わかりました！　コンバットヘルメットのバイザーにミニマップとロケーターを投影しますね』

  　蜜蜜话音刚落，战斗头盔的护目罩上就显示出了她所说的东西。迷你地图正如其名，就是一张小地图，而定位器则是用视觉来指示目的地的辅助功能。简单来说，就是地面会有一条线高亮显示到目的地的路线。这是哪颗行星的采掘船吗？那个传染病不会突然变异，让尸体动起来吧？

  　ミミがそう言うやいなや、コンバットヘルメットのバイザーにミミが言った通りのものが表示される。ミニマップというのは読んで字の
    
     如
    ごとく小さな地図なのだが、ロケーターというのは行き先を視覚的に指し示してくれる補助機能だ。わかりやすく言うと、地面に目的地までの経路が線として走ってハイライトされる。どこかの惑星採掘船かな？　急に例の伝染病が変異して死体が動き出したりしないよね？

  「所以，目的地是个什么样的地方？啊，不是，我知道那个地区的治安不好，但我想知道那是个什么样的建筑物或设施。」

  「で、目的地はどういうところなんだ？　ああいや、地域性は知ってるんだけど建物としてというか施設としてというか」

  『啊，我没说过吗？嗯——该怎么说呢，孤儿院？托儿所？差不多就是那种感觉？』

  『あ、言ってへんかったか。んー、まぁなんて言えばええんやろな。孤児院？　託児所？　まぁそんな感じ？』

  「真是笼统。」

  「とてもふんわりとしている」

  「不是说治安很差吗？」

  「治安の悪い場所って話じゃなかった？」

  『大姐，不管治安再怎么差，只要有男有女就会有小孩。然后，因为养不起，所以被抛弃。可是，要是到处都有小孩的尸体，政府就会啰嗦。那些坏蛋也不想被政府找麻烦。所以，就有人建立了那种地方，把那些孩子聚集起来，至少让他们不会死在路边。』

  『
    
     姐
    ねえさん、どんなに治安が悪くても男と女がいれば子供は生まれんねん。で、養えないから捨てられたりする。でも、そこらに子供の死体が転がっとるとお上がうるさい。悪たれどももお上に痛い腹を探られたくない。せやから、そういう子らを集めて最低限そこらで野垂れ死にせんようにする場所が作られたっちゅうことや』

  「这是个好故事吗？」

  「イイハナシカナー？」

  『本人听起来不像是什么好事……』

  『
    
     此
    この身にはあまり良い話には聞こえませんが……』

  『因为不管怎么挣扎，都避免不了那些见不得光的家伙的干涉。不过，那些家伙之中也有出身于那里的，所以不会变成最糟糕的状态。』

  『どう
    
     足
    あ
    
     搔
    がいても後ろ暗い連中の干渉は避けられんからね。でも、そういう連中の中にもそこ出身のがおるわけやから、案外最悪の状態にはならんかったりするんよ』

  「这世界没有单纯到能用善恶二分法来区分呢。」

  「世の中善と悪でスッパリ二分できるほど単純じゃないよねぇ」

  　虽然不知道这个殖民卫星的下层区域有多少恶棍的派系，但如果直接相信蒂娜的话，接下来预定前往的孤儿院还是托儿所还是什么的，就是一种不战地带，或者该说是缓冲地带，还是不可侵犯领域，总之就是类似那样的地方。

  　このコロニーの下層区画にどんだけ悪党どもの派閥があるのかは知らんが、ティーナの言うことをそのまま信じるなら、これから向かう予定の孤児院だか託児所だかなんだかは一種の不戦地帯というか、緩衝地帯というか、不可侵領域というか、とにかくそんな感じの場所であるらしい。

  「蒂娜以前在那里受过照顾吗？」

  「そこでティーナが昔お世話になってたってことか？」

  『嗯，这个嘛……该说是受照顾还是照顾别人呢……总之发生了很多事。虽然有很多熟人，但在现在的状况下，最担心的就是那里。』

  『ん、まぁ……お世話になったっていうかお世話したっていうか……まぁ色々あったんや。知り合いはいっぱいおるけど、今の状況下で一番心配なのはそこなんよ』

  「其他熟人就无所谓吗？」

  「他の知り合いは良いの？」

  『担心是担心，但大家都是成熟的大人了，自己的屁股自己会擦。比起这个，在这种状况下，如果周围的人没有余力帮助他们的话……一想到这里我就……』

  『心配は心配やけど、皆いい大人やしな。自分のケツくらい自分で
    
     拭
    ふいてるやろ。それより、こんな状況で周りの連中が助ける余裕も無くなってたら……って考えるとな』

  「原来如此。」

  「なるほど」

  　虽然不清楚蒂娜和那个设施有什么样的因缘，但根据听到的内容，可以推测出那里是个相当不稳定，或者该说像是勉强站在薄冰上一样，处于危险立场的地方。在传染病导致各组织的权力平衡崩溃的情况下，那里无论发生什么事都不奇怪。

  　ティーナとその施設にどんな因縁があるのかははっきりしないが、話を聞く限りではだいぶ不安定というか、薄氷の上に辛うじて立っているような危うい立場の場所であるということは推察できた。伝染病によって各組織のパワーバランスが崩れたりした場合、何が起こっても不思議ではない場所なんだろうな。

  「总之不去看看的话，就什么都别谈了。」

  「とにかく行ってみないことには話は始まらんな」

  「是啊。不过不要着急，稳扎稳打地前进吧。」

  「そうね。でも焦らず着実に行きましょう」

  「这样比较好。着急也不会有什么好事。」

  「それが良いね。焦っても何も良いことはないよ」

  　只要跟着寻物APP走，迟早会到。因为有点远，所以想确保交通工具……不过没办法的话，就只能用走的了。

  　ロケーターに従って歩いていけばそのうち着くからな。ちょっと遠いから足を確保したいところだが……まぁ無理なら歩くしかないんだが。

  ☆★☆

  ☆★☆

  「……是这里吧？」

  「……ここだよな？」

  「迷你地图和寻物APP都指着这里。」

  「ミニマップもロケーターもここを指してるわね」

  　走了三十到四十分钟左右。我们跟着黑莲花的船员们的引导抵达了目的地，但那里是……

  　歩くこと三十分から四十分ほど。俺達はブラックロータスにいるクルー達の誘導に従って目的地に
    
     辿
    たどり
    
     着
    ついたのだが、そこにあったのは……。

  「真是破烂不堪啊。」

  「えらいボロボロだねぇ」

  「有雷射炮的痕迹和血迹呢。」

  「レーザー
    
     痕
    あとに
    
     血
    けつ
    
     痕
    こんもあるわね」

  　不知道是谁在这里大打出手，我们所要找的建筑物已经面目全非了。烧焦的破坏痕迹应该是致死威力的雷射炮所造成的，四处飞溅的红黑色飞沫痕迹则是血迹吧。看来是占据了建筑物入口附近的势力，和占据了入口对面小巷的势力发生了激烈冲突。

  　ここで誰かが派手にドンパチでもしたのか、目的の構造物はそれはもう酷い有様であった。焦げ付いた破壊の痕跡は致死威力のレーザーによるものだろうし、そこかしこに飛び散っている赤黒い
    
     飛
    ひ
    
     沫
    まつの痕跡は血痕であろう。どうやら構造物の入り口辺りに陣取った勢力と、入り口に面する路地側に陣取った勢力が激しく争ったようである。

  『……哥哥，进去里面。调查一下发生了什么事。拜托你了。』

  『……兄さん、中入って。何があったのか調べて。お願い』

  「好哦。艾尔玛。」

  「あいよ。エルマ」

  「支援就交给我吧。」

  「バックアップは任せて」

  　虽然不知道和这破坏的痕迹有没有关系，但附近完全没有人的气息。就算像现在这样靠近建筑物，也感觉不到类似视线的东西，所以周边的居民不是逃走了，就是已经无法看见靠近这栋建筑物的人，又或者是为了避免扯上关系而躲藏起来了。

  　この破壊の痕跡に関係があるのかどうかはわからないが、辺りには
    
     人
    ひと
    
     気
    けが全然ない。今こうして建物に近づいていっても視線らしきものも感じないので、周辺の住民は逃げ出すか、それともこの建物に近づく者を見ることもできなくなっているか、
    
     或
    あるいは関わり合いを避けるために息を潜めるかしているのだろう。

  　我用右手握住剑柄，以便随时都能拔剑，然后打开破破烂烂的建筑物大门，踏入其中。

  　いつでも剣を抜けるように右手を剣の
    
     柄
    つかに添えたまま、ボロボロになっている建物の扉を開いて中へと足を踏み入れる。

  「嗯？」

  「ふん？」

  　我集中意识，感觉到了建筑物中有复数的气息。最近我只要在近距离下，就能明确地感知到生物的气息，或者说是精神波长之类的东西。这和隔着墙壁，或者隔着能够承受战舰雷射炮直击的装甲都没有关系。

  　意識を集中してみると、建物の中に複数の気配を感じる。最近は近距離であればかなり明確に生き物の気配というか、精神の波長のようなものを
    
     捉
    とらえられるようになってきた。これは壁越しだろうが、戦闘艦のレーザー砲の直撃にも耐える装甲越しだろうが変わらない。

  「怎么样？」

  「どう？」

  「有好几个人。大概有三个或四个大人，还有小孩。小孩大概有七个吧。虽然只是猜测，但其中有几个人相当虚弱。」

  「複数いるな。大人が多分三人か四人。あとは子供だ。子供が七人くらいかな。多分だが、何人かはかなり弱ってるな」

  　我能感觉到其中有几个气息明显很虚弱。这与其说是断绝气息或潜伏，不如说只是单纯地虚弱。

  　感じられる気配で明確に弱々しいのがいくつかある。これは気配を断っているとか潜んでいるというよりは単純に弱ってる感じだ。

  「真是方便的能力……真有意思。」

  「便利な能力だよねぇ……興味深いよ」

  「也不是只有好处啦。话说回来，你怎么看？」

  「良いことばかりでもないけどな。それよりどう思う？」

  「我觉得突然闯进去很危险。」

  「いきなり踏み込むのは危ないと思うわよ」

  「说得也是。先打声招呼吧。」

  「それもそうだ。声を掛けていくか」

  　毕竟这里是这种地方，从建筑物外的惨状来看，里面的人可能有武装。而且还是能够发射致死威力雷射的雷射枪。只要用雷射枪武装，就连小孩子都能轻易杀死大人，所以应该避免危险。

  　場所が場所だし、建物の外の惨状を見る限りでは内部にいる人々は武装している可能性がある。それも致死レベルの威力のレーザーを放つことができるレーザーガンで。レーザーガンで武装さえしていれば子供ですらいとも
    
     容易
    たやすく大人を殺せるのだから、危険は避けるべきだ。

  　我让艾尔玛负责警戒后方，自己则大步走向设施深处，前往有人群气息的房间。唔，设施内部没有战斗的痕迹。虽然有些脏乱，但没有被破坏的迹象，是成功防止了入侵吗？还是防卫方在入口全灭，导致内部遭到入侵呢？

  　エルマに後方の警戒を任せながらずんずんと施設の奥へと進み、人の気配が固まっている部屋へと向かう。ふむ、施設内部には戦闘痕が無いな。薄汚れてはいるが荒れた様子もないし、内部への侵入は防いだのか？　それとも入り口で防衛側が全滅して内部への侵入を許したのだろうか。

  「就是这里了吧。」

  「ここだな」

  「要敲门吗？」

  「ノックでもする？」

  「不，直接出声叫他们吧。反正他们好像已经注意到脚步声了……喂～听得见吗？我是受熟人所托，来看看你们的状况的。可以帮我开门吗？」

  「いや、普通に声を掛けよう。足音には気づいてるみたいだし……おーい、聞こえるか？　知り合いに頼まれて様子を見に来たんだ。扉を開けてくれないか」

  　没有回应。传来的气息有些躁动，恐怕是在犹豫该如何应对吧。

  　返答はない。伝わってくる気配がざわついているので、恐らくどう対応するか迷っているのだろうと思う。

  『哥哥，你跟他们说你是红发修理工的熟人。』

  『兄さん、赤毛の修理屋の知り合いやって言ってみて』

  「OK。呃～我受一个红发修理工的熟人所托，是她拜托我来的。总之，我可以发誓，我完全没有危害你们的意思。」

  「オーケー。あー、知り合いってのは赤毛の修理屋だ。彼女に頼まれて来たんだ。とりあえず、誓ってあんたらを害するつもりは一切ない」

  　房间里的气息再次躁动起来，不久后门锁便解除了。

  　また部屋の中でゴソゴソと気配がざわつき、少しして扉のロックが解除された。

  「……你可别轻举妄动哦。」

  「……怪しい動きはするなよ」

  「我会妥善处理的。」

  「善処する」

  　门打开后，一个看起来相当顽皮的男孩从里面探出头来。他的手上握着小型的雷射枪。嗯，果然有武装啊。

  　扉が開き、中からなかなかに跳ねっ返りの強そうな男の子が顔を
    
     覗
    のぞかせる。彼の手には小型のレーザーガンが握られていた。うん、やっぱ武装してたな。

  　我越过身高只到我胸口的他的头顶，看向房间里面，发现里面的情况相当惨烈。除了他以外的所有人都明显地身体不适，其中三个大人甚至虚弱到无法起身。

  　俺の胸ほどまでしか身長がない彼の頭越しに部屋の中に視線を向けてみると、これがなかなかの惨状であった。彼以外の全員が明らかに調子の悪そうな様子で、その中でも三人の大人達は起き上がることもできないほどに消耗しているようだ。

  「这可真严重。」

  「これは酷い」

  「看来需要立刻处理。我会想办法的。」

  「すぐに処置が必要そうだねぇ。なんとかしてみるよ」

  「梅伊，你先抓住蒂娜，别让她冲出去。」

  「メイ。ティーナが飛び出さないように捕まえておいてね」

  『是，艾尔玛大人。我已经在执行了。』

  『はい、エルマ様。既に実行済みです』

  『放～开～我～！』

  『はーなーせー！』

  『姐姐，冷静点！』

  『お姉ちゃん、落ち着いてー！』

  　蒂娜和薇丝卡吵闹的声音透过通讯传来。我能理解担心的蒂娜看到这幅景象后坐立难安的心情，但总之蒂娜就算来到这里也几乎帮不上忙，希望她能冷静下来。

  　通信越しにティーナとウィスカの騒々しい声が聞こえてくる。心配していたティーナとしてはこの光景を見て居ても立っても居られないのは理解できるが、とりあえずティーナがこの場に来てもできることは
    
     殆
    ほとんどないので落ち着いていて欲しい。

  「能说话吗？」

  「話せるのか？」

  「……只是说话的话应该可以。」

  「……話すだけなら多分」

  　我将视线转向倒在里面的成人，接着询问少年，他点了点头。那么，总之只能先让他们说话，或是想办法处理倒下的人了。

  　奥で倒れている大人に視線を向けてから少年に問うと、彼は
    
     頷
    うなずいてみせた。ならとりあえず話すなり、倒れているのをどうにかするなりするしかないな。

  　不过，在这种情况下，这个没戴口罩还活蹦乱跳的男孩到底是什么人？难道他天生就拥有超强的免疫力吗？不管怎么说，首先得想办法解决这个惨状，否则什么都做不了。

  　しかし、この状況下でマスクもせずにピンピンしてるこの男の子は何者なのかね？　生まれつき超強力な免疫能力でも持ってるのか？　何にせよ、まずはこの惨状をどうにかしないと始まらんな。

  ☆★☆

  ☆★☆

  「总之，在确认情况之前……先自我介绍一下吧。我叫希罗，是个佣兵。」

  「とりあえず、状況を確認する……前に、自己紹介だな。俺の名前はヒロ。
    
     傭
    よう
    
     兵
    へいだ」

  「我是艾尔玛，也是个佣兵。」

  「私はエルマ。私も傭兵よ」

  「我是翔子，是个医生。」

  「私はショーコ。医者だよ」

  　我们一边说着，一边将头盔的护目罩切换成透明模式，露出自己的脸。看到我们这么做，手持雷射枪的少年似乎稍微放松了警惕。比起隐瞒长相和身份的人，主动表明身份的人应该更值得信任吧。

  　そう言いながら俺達はヘルメットのバイザーを透過モードに変更し、人相を明らかにした。そうすると、レーザーガンを手にした少年は若干だが警戒を緩めたようだ。まぁ、顔も立場も隠している人間よりも、自ら明らかにしている人間の方が信用はできるだろう。

  「我们之所以来这里，是因为刚才提到的红发修理工……讲起来太麻烦了，总之我们很担心蒂娜。」

  「ここに様子を見に来た理由は、さっき言った通り赤毛の修理屋……まだるっこしいな。ティーナが心配していたからだ」

  「我不认识那个人，不过……」

  「その人のことは知らない、けど……」

  　手持雷射枪的少年看向倒在地上的大人。如果他认识的话，应该就是其中的某个人吧。总之，现在只能先跟他沟通了。

  　レーザーガンを手にした少年が倒れている大人に視線を向ける。まぁ、知ってるとしたらあの人達のうちの誰かなんだろうな。とにもかくにも話をできるようにするしかあるまい。

  「翔子医师。」

  「ショーコ先生」

  「好好好，让我来诊察一下。可以吗？」

  「はいはい、診させてもらうよ。良いね？」

  「……好吧。」

  「……わかった」

  　得到少年的同意后，翔子医师使用医疗扫描仪，迅速地对在场的人们——三个大人和七个孩子——进行诊断。

  　少年の了承を得たショーコ先生が医療用のスキャナーを使って手早くこの場に居る人々──大人三人と子供七人──を診断していく。

  「翔子医师，情况如何？」

  「ショーコ先生、どんな感じだ？」

  「这三个大人和两个孩子的症状比较严重。不过，放心吧。只要交给我来处理，这点小病根本不用担心。」

  「こっちの大人三人と子供二人の症状がちょっと重いかな。だが、安心してくれたまえ。私にかかればこれくらい何の心配も無いよ」

  　翔子医师一边说着，一边从自己带来的医疗包中取出注射器之类的东西，迅速地对因传染病而卧病在床的大人和孩子们进行医疗处理。她的手法真是熟练。

  　ショーコ先生がそう言いながら自分で持ってきた医療バッグからインジェクターのようなものやら何やらを取り出し、伝染病で苦しんで寝込んでいる大人や子供達に手早く医療処置を行っていく。流石に鮮やかな手際だな。

  「像这种病，用我这种佣兵受伤时使用的急救纳米机器单元治不好吗？」

  「こういうのって俺みたいな傭兵が負傷した時に使う救急ナノマシンユニットとかじゃ治らないのか？」

  「急救纳米机器单元基本上只能进行外科治疗。就算使用了，也不会提高免疫功能，也不会产生抗体。虽然感染症造成的损伤会暂时痊愈，身体状况也会好转，但很快就会复发。」

  「救急ナノマシンユニットは基本的に外科的治療しかできないからね。投与しても免疫機能が向上したり、抗体が作られるようになったりするわけじゃないんだ。感染症でダメージを受けている部分が一時的に治って体調は良くなるけど、すぐに症状が再発しちゃうね」

  「原来如此。」

  「なるほどな」

  「话虽如此，也不是完全没用。只要在修复肉体的同时提高免疫功能，防止再次感染就行了。」

  「とはいえそれも無駄じゃない。肉体の修復と同時に免疫機能を向上させて、再感染しないように処置をすれば良いのさ」

  　翔子医师一边说着，一边用扫描仪检查室内的气密性，确认气密性良好后，她在房间的四个角落放置了类似芳香剂的东西。

  　そう言ってショーコ先生はスキャナーで室内の気密をチェックし、気密が保たれていることを確認してから部屋の四隅に芳香剤のようなものを設置した。

  「那是什么？」

  「それは？」

  「这是用来保持室内空气清洁的纳米机器散布装置。如果房间的气密性不够好就没有意义了，但幸好这个房间的气密性还算可以。不过这只是在找到正式的治疗室之前暂时应急用的。」

  「部屋の中の空気を清浄に保つナノマシン散布ユニットだよ。部屋の気密がスカスカだと意味がないんだけど、幸いこの部屋は気密がある程度保たれているみたいだから。まぁちゃんとした治療室を確保するまでの一時しのぎだけどね」

  「原来如此。」

  「なるほど」

  「嗯，让梅伊君也来帮忙，把这栋设施里可以当作治疗室使用的房间彻底打扫干净比较好……还得把用来建造治疗室的材料运过来。」

  「うーん、メイくんにも手伝ってもらってこの施設の中で治療室として使えそうな部屋を一度完全に
    
     綺
    き
    
     麗
    れいにしてもらったほうが良いかな……治療室を構築するための資材も運ばないと」

  　翔子医师一边喃喃自语，一边继续为卧病在床的孩子们进行治疗。总之，治疗方面交给翔子医师应该比较好，于是我从放在地上的背包里拿出装了水的瓶子和带来的食物——在军方的配给品中，我挑了特别容易食用且味道不错的种类。唯一有精神的少年看到食物，喉咙发出了咕噜一声。

  　ブツブツと何か言いながらショーコ先生が引き続き寝込んでいる子供達に治療を施していく。とりあえず治療はショーコ先生に任せておいた方が良さそうなので、俺は床に置いておいたバックパックから水の入ったボトルや持ってきた食料──払い下げ品のレーションの中でも特に食べやすくて味が良かったもの──を取り出した。それを見て唯一元気だった少年がゴクリと
    
     喉
    のどを鳴らす。

  「别客气，尽管吃吧。我和艾尔玛尽可能多带了一些过来，而且还能再带更多过来。」

  「遠慮しないで食え。俺とエルマで持てるだけ持ってきたし、まだいくらでも持ってこられるからな」

  「……可以吗？」

  「……いいのか？」

  「可以啊。别在意细节。我们来想办法解决你们的烦恼。」

  「良いんだよ。細かいことは気にすんな。心配事は俺達が全部なんとかしてやる」

  　我一边说着，一边把水瓶和口粮塞给少年。我无法拯救这个殖民卫星里所有陷入困境的人，那是代官、领主和帝国的工作，我不会去做。

  　そう言って俺は少年に水のボトルとレーションを押し付けた。このコロニーで困り果てている全員を救うことなどは俺にはできないし、そんなものは代官や領主や帝国の仕事なので俺はやらない。

  　但是，至少蒂娜希望我拯救的人，我会想办法做到。

  　でも、ティーナが救って欲しいと願った人達くらいは俺がなんとかしてみせるさ。

 
  ＃3：孤儿院的琳达

  ＃３：孤児院のリンダ

  「得救了。」

  「助かりました」

  「小事一桩。」

  「ええんやで」

  「呵呵……嗯，那个回答让我想起了那孩子。」

  「ふふ……ええ、あの子を思い出しますね。その返事」

  　总算能动的三个大人之一——自称艾莉亚的女性露出微笑。她看起来比我稍微年轻一点，气质稳重。头发的颜色是……淡粉红色？是天生的吗？真是相当奇特的发色。虽然称不上美女……但长相很讨人喜欢。

  　なんとか動けるようになった三人の大人のうちの一人──アイリアと名乗った女性が
    
     微笑
    ほほえむ。俺より少し年下くらいの穏やかそうな雰囲気の女性だ。髪の毛の色は……薄いピンク色？　地毛なのか？　なかなかファンキーな髪色だな。美人……とは少し違うが、
    
     愛
    あい
    
     嬌
    きようのある顔つきをしている。

  「先不提你们可能是因为流行病而倒下，我没想到你们会被卷入暴力事件……到底发生了什么事？」

  「実際のところ、
    
     流
    は
    
     行
    やり病で倒れている可能性はともかくとしてまさか荒事に巻き込まれているとは思わなかったんだが……一体何があったんだ？」

  「没什么大不了的。就是掠夺。你从蒂娜那里听说过多少关于我们的事？」

  「別になんてことはありません。略奪ですよ。ティーナからうちのことはどれくらい聞いているんですか？」

  「啊——我听说你们受到以这一带为地盘的帮派或黑手党的支援，所以才能经营孤儿院。」

  「あー、ここがこの辺りをシマにしてるギャングだかマフィアの支援を受けて運営されてるってのは聞いてるが」

  　她断言遭到掠夺没什么大不了，这种感性让我在内心退避三舍，同时决定问出事情的经过。这一带的生活环境或许比我想象中还要严酷。

  　略奪を受けたことをなんてことはないと言い切る彼女の感性に内心ドン引きしながら事情を聞き出すことにする。この辺りの生活環境は思ったよりも過酷なのかもしれない。

  「你明白这些就足够了。在最坏的情况发生前，照顾我们的人们准备了药品，食物，水等物资，但是被不属于组织的小混混盯上了」

  「それを知っているのなら十分です。最悪の状況になる前に面倒を見てくれていた人達が医薬品や食料、水なんかを用意してくれたんですが、組織に属してないチンピラにそれを狙われまして」

  「诶……？做这种事的话，不就会让黑手党或者黑社会的面子挂不住吗？」

  「えぇ……？　そんなことをしたらギャングとかマフィア連中の顔を
    
     潰
    つぶすことになるんじゃ？」

  「虽然是这样，但组织也处于毁灭状态」

  「それはそうですが、組織も壊滅状態ですからね」

  「Oh……」

  「Ｏｈ……」

  　也就是说，由于流行病，这一带的非法分子的秩序崩溃了，结果就是明明有很多物资，却没有能力保护的这个设施被袭击了。

  　つまり流行り病のせいでこの
    
     界
    かい
    
     隈
    わいのアウトローの秩序が崩壊してしまい、その結果として物資が沢山あるのにそれを守る力が無いこの施設が襲われたと。

  「也就是说，只要解决掉袭击者，事情就结束了吧？」

  「それって襲撃者を始末すればそれで終わるって話じゃないよな？」

  「是的。但是，这里已经什么都不剩了。我想应该不会再被袭击了」

  「はい。ただ、既にここには何も残っていないですから。もう襲撃されることはないと思います」

  　艾莉亚说着自嘲地笑了。完全笑不出来啊。

  　そう言ってアイリアは
    
     自
    じ
    
     嘲
    ちよう気味に笑った。全く笑えないんだよなぁ。
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  「这该怎么办呢？」

  「どうしたもんかね、こいつは」

  　要支援在场所有人度过危机很简单。蒂娜应该有那么多钱，不够的话也可以拜托薇丝卡。我来帮忙也行。只是，就算在物资、经济上给予支援，如果被对方用暴力夺走就没有意义了。因为被暴力夺走时，说不定连性命都会失去，搞不好还会造成反效果。

  　ここにいる全員が危機を乗り切れるだけの支援をするのは簡単だ。ティーナはそれくらいの金は持っているだろうし、足りないとなればウィスカに頼ることもできるだろう。別に俺が手を貸したって良い。ただ、物資的、経済的に支援したとしても支援した先からそれを暴力で奪われるのでは意味がない。暴力で奪われる際に命までも失うかもしれないのだから、下手すれば逆効果である。

  「我们常驻在这里保护是例外……选项之一，把所有可能来掠夺的小混混杀光。」

  「俺達が常駐して守るのは論外として……選択肢その一、ここに略奪に入りそうなチンピラを片っ端から皆殺しにする」

  「要杀多少人啊……你想让这里血流成河吗？」

  「何人斬るのよ……そこら中を
    
     血
    ち
    
     塗
    まみれにする気？」

  「那个，来掠夺的人也是拼命求生……」

  「あの、略奪に来る方も生きるのに必死なだけなので……」

  　艾尔玛傻眼地吐槽，艾莉亚则焦急地阻止我。不，我是在开玩笑。话说回来，明明被那些拼命求生的人掠夺，却还袒护他们，这女孩是圣人之类的吗？

  　エルマが
    
     呆
    あきれ気味に突っ込みを入れ、アイリアが焦った様子で俺を止めにかかる。いや、
    
     流石
    さすがに冗談だが。というか、その生きるのに必死な連中に略奪を受けたのにそいつらを
    
     庇
    かばうとか、この娘さんは聖人か何かか？

  「选项之二，配备战斗机器人来警备。」

  「選択肢その二、ゴリッゴリの戦闘ボットを警備用に配備する」

  「如果没有好好管理的人，系统迟早会被骇入哦？那样的话，那些战斗机器人会攻击这里的人。」

  「ちゃんと管理できる人がいないとそのうちシステムをクラッキングされるわよ？　そうしたらその戦闘ボットがここの人達に
    
     牙
    きばを
    
     剝
    むくと思うけど」

  「你有认识擅长这方面的人吗？没有？那就不行了。」

  「そういうのに強い人材に心当たりは？　いない？　なら駄目だな」

  　看到艾莉亚摇头回答我的问题，我否决了第二个方案。

  　俺の質問にふるふると首を横に振るアイリアを見て第二案も却下する。

  「第三个选项，推给哈特穆特。」

  「選択肢その三、ハルトムートに押し付ける」

  「虽然我不知道那个人的信条是什么，但帝国贵族会照顾受到黑帮和黑手党支援的孤儿院吗？」

  「あの人の信条がどういうものなのかは知らないけど、帝国貴族がギャングやマフィアの支援を受けていた孤児院の面倒を見るかしらね？」

  「他不是在交涉时威胁我说『你敢不发下赦免状，允许我砍杀领地的人民吗？』，看来他很重视这里吧？应该有机会吧？」

  「交渉した時に領地の民を斬り殺す赦免状を発行しろと？　って
    
     凄
    すごんでくる程度には大事に思ってるようだったじゃないか。ワンチャンあるんじゃないか？」

  「那个，哈特穆特是……？」

  「あの、ハルトムートというのは……？」

  「是最近几天成为这个殖民卫星地方官的新贵族。听说是因为之前的代官没能防止传染病，所以被换掉了。顺带一提，他是领主的儿子兼嫡子……也就是继承人。」

  「ここ数日でこのコロニーの代官になった新しい貴族だ。前の代官はパンデミックを防げなかったからってことで更迭されたらしいぞ。ちなみに領主の息子で嫡子……つまり跡取りらしい」

  「我不认为贵族大人会为我们做什……啊，不，我并不是说你也是这样。」

  「お貴族様が私達に何かをしてくれるとは思え……ああ、いえ、貴方のこともそう思っているわけではないんですけど」

  「虽然挂着这种东西，但我只是个假贵族，你不用在意。」

  「こんなものぶら下げてるけど俺は
    
     似
    え
    
     非
    せ貴族だから。別に気にしなくていいぞ」

  　艾尔玛和艾莉亚似乎很怀疑，但我认为还是有机会的。这个殖民卫星的居民被分为上层区和下层区，下层区的治安显著恶化，是因为前任地方官的政策方针导致的吧。但是，随着领导人的更替，这种结构有可能被打破。

  　エルマとアイリアは懐疑的なようだが、俺はワンチャンあると思うんだよな。このコロニーの住民が上層区と下層区に分けられて、下層区の治安が著しく悪いというのは前任者の政策方針がそういうものだったからだろう。だが、トップが交代したことによってこの構図が崩れる可能性がある。

  　毕竟这次的传染病对下层区的麻烦家伙——也就是黑帮和黑手党造成了相当大的损害。哈特穆特会想趁这个机会扫荡黑帮和黑手党，为下层区带来新的秩序也不奇怪。

  　何せ今回の流行り病で下層区の面倒な連中──つまりギャングやマフィアに相当の被害が出ているって話だからな。ハルトムートがこれを機にギャングやマフィアを一掃して下層区に新しい秩序を
    
     齎
    もたらそうと考えていても不思議ではない。

  「就算哈特穆特是这么想的，也没有理由优待这个设施吧？」

  「仮にハルトムートがそう考えていたとしても、この施設を優遇する理由なんて無いわよね？」

  「是啊。虽然我觉得我硬是拜托他的话也不是没有可能，但这么做的话之后会有点可怕……如果能给他带来什么利益就好了。嗯——宣传人道主义的行动，提高支持率之类的？」

  「それはそうだな。俺がゴリ押しで頼めば可能性は無くもないと思うが、それをやるとちょっと後が怖いよなぁ……何か
    
     奴
    やつに利益があれば良いんだが。うーん、人道的な行動を
    
     喧
    けん
    
     伝
    でんして支持率アップとか？」

  「我觉得贵族大人不会在意下层区的事情……」

  「お貴族様はあまり下々のことなど気にされないと思いますが……」

  「我觉得也不是这样……不过，从数字上来看或许有这个可能。」

  「そんなこともないと思うが……まぁ数字で見る面はあるかもな」

  　对于身处高位的人来说，底层的人有时就只是个数字。虽然也有不这样就无法管理运营领地的一面。如果要一一处理居民们各自的情况，就无法进行行政工作了吧。

  　高みにいる者にとって地下の者はしばしばただの数字にしか見えないこともある。そうでなければ領地の管理運営など立ち行かないという面もあるのだろうけども。いちいち住人達が抱える個々の事情に付き合っていては、行政など行えないということだろう。

  「希罗君，能打扰一下吗？」

  「ヒロくん、ちょっと良いかな？」

  「嗯？怎么了？」

  「うん？　どうしたんだ？」

  「关于这件事，这个女孩或许会成为关键」

  「それに関してはこの娘が
    
     鍵
    かぎになるかもしれないよ」

  　翔子医师这么说着，手指向正在给恢复了体力的孩子们分发我带来的食物和水的少年——不，是少女。原来如此，是女孩子啊。抱歉，因为头发很短，打扮也不像女孩子，所以一直以为是男孩子。

  　そう言ってショーコ先生が指を指す先には、俺が持ってきた食料や水を回復してきた子供達に給仕する少年──いや、少女の姿があった。なるほど、女の子だったんだな。すまん、髪の毛も短いし格好も女の子っぽくは無かったから男の子だと思ってた。

  「为什么这个孩子会成为关键？」

  「どうしてその子が鍵になるんだ？」

  「在这种情况下没有出现症状吧？这个孩子可能拥有能对抗这种流行病的免疫力。如果能弄清楚这一点，或许就能制作出流行病的特效药」

  「この状況で症状が出ていないだろう？　この子には流行り病に対抗できる免疫が備わっている可能性がある。それを解き明かすことができれば、流行り病の特効薬を作れるかもしれない」

  「这能用来和哈特穆特交涉吗？」

  「それがハルトムートとの交渉に使えると？」

  「有这个可能吧？他应该无论如何都想控制住这场大流行。这个特效药应该能成为充分的交涉筹码吧？」

  「可能性はあるだろう？　彼は何が何でもこのパンデミックを収束させたいはずだ。その特効薬は十分に交渉のカードになるんじゃないかな？」

  　确实，应该会是这样吧。对于总有一天要继承领主之位的他来说，应该会想要尽快解决这场大流行，以此作为自己的实绩。而能够实现这一点的特效药，对他来说应该是求之不得——虽然不知道是不是真的如此，但他想要得到特效药这一点是毋庸置疑的。

  　確かに、それはそうだろうな。いずれ領主を継ぐ彼としては早急にこのパンデミックを収束させるという実績が欲しいはずだ。それを実現できる特効薬というものは、彼にとって喉から手が出るほど──かどうかまではわからないが、欲しいものであることは疑いようも無いだろう。

  「特效药能这么简单就做出来吗？」

  「そんな簡単に特効薬なんて作れるのか？」

  「当然不简单。但是，只要有你为黑莲花准备的设备，就有可能做到。我会证明给你看，那些设备花的高价是值得的」

  「
    
     勿
    もち
    
     論
    ろん簡単ではないよ。でも、君がブラックロータスに用意してくれた設備があれば可能さ。高いお金を払っただけの価値があると、私が証明してみせよう」

  　翔子医师用充满自信的语气说道。原来如此，如果是这样的话，朝这个方向摸索一下也是可以的。我这么想着，把视线转向少女。

  　ショーコ先生が自信に
    
     満
    みち
    
     溢
    あふれた声でそう言う。なるほど、そういうことならその方向で模索してみるのもアリか。そう考えて少女に視線を向ける。

  「……干嘛？」

  「……なんだよ？」

  　少女似乎刚把我们带来的食物分发给孩子们。比起自己吃，她优先照顾了身体虚弱的孩子们。虽然态度有点冷淡，但真是个好孩子。

  　少女は俺が持ってきた食料を子供達に分け与え終えたところであるようだった。自分が食べるよりも先に、弱っている子供達を優先するか。態度はちょっとツンツンしてるが、良い子だな。

  「正如你所听到的。你，要不要来我的船上？」

  「聞いての通りだ。お前さん、ちょっと俺の船に乗らないか？」

  「啊！？」

  「はぁっ!?」

  　少女怒目圆睁，把手伸向腰间的雷射枪——但又停了下来。为什么你想要拔出雷射枪啊？

  　少女が
    
     眦
    まなじりを
    
     吊
    つり
    
     上
    あげて腰のレーザーガンに手を伸ばしかけ──思い
    
     止
    とどまったのか、その手を止める。どうしてレーザーガンを抜こうとしたんだよ。

  「……是为了制作那个特效药吧？」

  「……その特効薬ってのを作るためってことだよな？」

  「是啊……啊，对了！不，不是哦？我可不是要把你拐到我的船上，对你霸王硬上弓哦。就像我们船医说的，你可能拥有对正在蔓延的传染病的抗体。只要调查你的身体，说不定就能做出特效药。」

  「そうだぞ……ああ、そうか！　いや、違うからな？　別にお前を俺の船に連れ込んで
    
     手
    て
    
     籠
    ごめにしようってことじゃないからな。うちの船医が言ったように、
    
     蔓
    まん
    
     延
    えんしている感染症に対する抗体がお前に備わっているかもしれないからだ。お前の
    
     身体
    からだを調べれば、特効薬が作れるかもしれない」

  「……这是为了大家吧？」

  「……それが皆のためになるんだよな？」

  「大概吧。如果顺利的话，状况可能会比现在好很多。就算不行，我也会想办法，你放心吧。」

  「多分な。
    
     上
    う
    
     手
    まくいけば、状況が今よりもずっとマシになるかもしれない。仮に駄目だとしても、俺がなんとかするから安心しろ」

  　如果调查她的身体就能做出特效药，那就再好不过了，但世上并非凡事都能那么顺利。就算不行，只要思考如何卖人情给哈特穆特就好。例如我来帮忙狩猎数量应该增加不少的宙贼，相对地要求他接受某些条件。方法要多少有多少。

  　彼女の身体を調べることで特効薬が出来上がれば御の字だが、世の中そう上手くいくことばかりじゃないからな。もし駄目だとしても、ハルトムートに恩の押し売りをする方法を考えれば良い。例えば増えているであろう宙賊を俺が狩りまくってやる代わりに、何かしらの条件を飲ませるとかな。やりようはいくらでもあるさ。

  「你为什么要为我们做这种事？就算救了我们，我们也没东西可以回报你。我们什么都没有。」

  「あんた、どうしてそんなことをしてくれるんだよ。オレ達を助けたって何にも返せるものなんてないぞ。オレ達は、何も持ってないんだ」

  　她的眼神充满猜疑。不过，从她的角度来看，会这么想也是理所当然。她应该觉得我们——应该说，我救了她们也得不到任何好处。她会想「我到底想从这份援助中得到什么？」也是理所当然。

  　そう言う彼女の
    
     眼
    めには
    
     猜
    さい
    
     疑
    ぎ
    
     心
    しんが満ちていた。まぁ、彼女からしてみればそう思うのは当たり前のことだな。俺達、というか俺が彼女達を助けたところで得るものなんて何も無いように思えるだろう。一体この援助の対価に何を求められるのか？　そう思うのは当然のことだ。

  「理由有好几个，但最大的理由是艾莉亚的熟人是我的船员。是那名船员拜托我救艾莉亚。被喜欢的女人拜托，男人当然会想办法做点什么吧？」

  「理由はいくつかあるが、一番大きいのはアイリアの知り合いが俺の船のクルーでね。そのクルーに頼まれたからだ。アイリアを助けて欲しいってな。
    
     惚
    ほれた女に頼まれたらなんとかするってのが男の
    
     甲
    か
    
     斐
    い
    
     性
    しようってもんだろ？」

  「嗯，对……或许吧。」

  「まぁ、うん……そうかも」

  「另外，我姑且也从皇女殿下那里得到了一枚大勋章，以及帝国名誉子爵的地位。既然知道有殖民卫星陷入困境，我当然得伸出援手。这是皇帝陛下的旨意。」

  「他には俺も一応皇女殿下直々に大層な勲章を
    
     貰
    もらって帝国の名誉子爵の地位を賜ってるんでな。こうやって困窮しているコロニーを認識したなら助けないとな。皇帝陛下の名の下に」

  「是这样吗？贵族不是根本不在乎我们这些下层居民吗？」

  「そういうものか？　貴族ってオレ達みたいな下層民のことなんて気にもかけてないじゃないか」

  「我不知道其他人怎么样，但我就是会这么做。还有，最后一个理由是，既然已经扯上关系，不好好照顾到最后的话，我会睡不着觉吧？我不希望之后才后悔『要是当时有好好帮助他们就好了』。」

  「他は知らん。俺はそうするってだけだ。あと、最後の理由だがな。こうして関わった以上、ちゃんと最後まで面倒見ないと寝覚めが悪いだろ？　後になって『あの時ちゃんと助けておけば』って後悔するのは嫌なんだよ、俺は」

  　我耸了耸肩，少女则露出一副难以接受的表情。毕竟这是感觉上的问题，很难理解吧。

  　そう言って肩を
    
     竦
    すくめてみせると、少女は今ひとつ納得しかねるとでも言いたげな表情を浮かべてみせた。感覚的な話だからな。理解してもらうのは難しいだろうな。

  　没关系。就算无法理解，我也会做自己决定要做的事。

  　別に良いんだ。理解はされなくても。俺はやると決めたことをやるだけさ。

  ☆★☆

  ☆★☆

  「所以，这位是临时船员琳达。」

  「というわけで、臨時クルーとなったリンダだ」

  「你好……」

  「ども……」

  　在黑莲花的休息区，琳达——我原本以为是少年的少女——像只借来的猫一样安分，穿着紧身的环境防护服，连头盔都戴着，向大家低头致意。翔子医师特地叫梅伊把蒂娜她们的防护服拿到气闸。

  　ブラックロータスの休憩スペースで借りてきた猫のように大人しくなっているリンダ──俺が少年だと思っていた少女だ──がピッチリとした環境防護服にヘルメットまで装着したまま頭を下げる。ショーコ先生がわざわざメイに言ってティーナ達の防護服をエアロックまで持ってこさせたんだよな。

  「不好意思，招呼打到一半，琳达同学要直接去医疗坞了。」

  「
    
     挨
    あい
    
     拶
    さつもそこそこで悪いけど、リンダくんはこのままメディカルベイに直行だよ」

  　翔子医师说完，便带着琳达前往医疗坞。

  　そう言ってショーコ先生がリンダをメディカルベイへと連れて行ってしまう。

  　我们在孤儿院做完基本处理后，先回到黑莲花一趟。因为需要准备材料和战力，让艾莉亚她们能在那间孤儿院安心养病，安全地生活。

  　孤児院で一通りの処置を終えた俺達は一度ブラックロータスへと戻ってきていた。あの孤児院でアイリア達がちゃんと安心して身体を治し、また安全に過ごすことができるように資材だの戦力だのを用意する必要があったからだ。

  「本来想带她参观一下船的……」

  「船の案内とかしたかったんやけど……」

  　目送着琳达的背影，蒂娜一脸遗憾地垂头丧气。是想一边带她参观船，一边打听艾莉亚的事吗？

  　後ろ姿を見送りながら、ティーナが残念そうにしょんぼりとしている。船の案内をしながらアイリアのことを聞き出したかったのかね？

  「希罗大人，为什么要把琳达带去船里？」

  「ヒロ様、リンダちゃんをどうして船に？」

  「她好像有特殊的体质。翔子医师说，她可能拥有某种针对在殖民卫星爆发的传染病的特殊抗体。所以为了尽快检查，就带她去医疗坞了」

  「特殊な体質みたいでな。ショーコ先生
    
     曰
    いわく、コロニーでパンデミックを起こしている感染症に対する特別な抗体か何かを持っているかもしれないらしい。それで早速検査をするためにああしてメディカルベイに引っ張っていったわけだな」

  　我一边目送着和翔子医师一起前往医疗坞的琳达的背影，一边向蜜蜜说明。不管怎么说，琳达的事交给翔子医师就行了。

  　ショーコ先生と一緒にメディカルベイへと移動していくリンダの後ろ姿を見送りながらミミにそう説明する。何にせよリンダへの対応はショーコ先生に任せれば良いだろう。

  「蒂娜，薇丝卡。不好意思，你们和翔子医师一起照顾琳达吧。我需要准备一些东西，让艾莉亚的孤儿院变成一个像样的环境。梅伊，来帮我」

  「ティーナ、ウィスカ。すまんがショーコ先生と一緒にリンダの面倒を見てやってくれ。俺はアイリアの孤児院をマトモな環境にすべく色々と用意して戻る必要があるんでな。メイ、手伝ってくれ」

  「是，主人。我已经从医生那里收到了需要的设备和材料的指示，请交给我吧。阿剌克涅已经开始装载了」

  「はい、ご主人様。ドクターから必要な設備と資材の指示は頂いておりますので、お任せください。アルケニーには既に積み込みを始めています」

  「不愧是你，动作真快」

  「流石、仕事が早いな」

  「不敢当」

  「恐れ入ります」

  　阿剌克涅是黑莲花配备的老鹰动力制战斗机器人的名字。包括维护系统和各种换装包在内的特殊装备，还有其他试作装备，我全都买齐了。平时被蒂娜和薇丝卡魔改后用于各种作业和克里希那的维护，当需要作为战斗机器人行动时，通常会像这样在梅伊的指挥下行动。

  　アルケニーというのはブラックロータスに配備しているイーグルダイナミクス製の戦闘ボットの名前である。メンテナンスシステムや各種換装パックを含めた特殊装備、その他にも試作装備も合わせて大人買いしたのだ。普段はティーナとウィスカに魔改造されて各種作業やクリシュナのメンテナンスに利用されており、本来の戦闘ボットとしての行動が必要な場合にはこうしてメイの指揮下で行動することが多い。

  　这次在梅伊的指示下，除了翔子医师指定的材料外，还装载了医疗物资和食物等。它们是拥有四条腿的多脚型战斗机器人，能搬运比肉身的我和艾尔玛更多的货物。武装方面，它们也搭载了两门对人激光炮和两具小型护盾单元作为标准装备，所以那些只用粗糙的雷射枪武装的小混混根本不是它们的对手。可以说是最适合用来运输物资到艾莉亚她们的孤儿院，以及进行警备的资产。

  　今回は既にメイの指示でショーコ先生に指定された資材の他、医療物資や食料なども積み込んでいるようだ。彼らは足が四本ある多脚型の戦闘ボットで、生身の俺やエルマなんかよりも大量の荷物を運ぶことができる。武装も標準装備で対人レーザー二門と小型シールドユニット二基を搭載しているので、粗末なレーザーガンで武装した程度のチンピラでは相手にもならない。アイリア達の孤児院へと物資を輸送したり、警備したりするのに最適なアセットと言えるだろう。

  「那么，等装载完毕后就回去吧。蒂娜，我想你应该明白。」

  「それじゃあ積み込みが終わったら戻るとするか。ティーナ、わかっていると思うが」

  「我知道。我不会给哥哥添麻烦的。不，我已经添了够多麻烦了……」

  「わかってる。兄さんに迷惑はかけない。いや、もう十分かけとるんやけど……」

  「那倒是无所谓。总之你不要一个人着急地冲出去。如果感到不安，绝对要找我、艾尔玛或梅伊商量。如果联络不上我们，找其他人也行。明白了吗？」

  「それは別に良いんだよ。とにかく焦って一人で飛び出したりしないこと。不安があれば絶対に俺かエルマかメイに相談しろ。連絡が取れないなら他の誰だって良い。わかったな？」

  「嗯，我知道了。谢谢你，哥哥。」

  「ん、わかった。あんがとな、兄さん」

  「不用客气。」

  「ええんやで」

  　蒂娜一脸抱歉地抬头看着我，我摸了摸她的头。她大概是在意自己把事情搞得这么麻烦，而且翔子医师为了艾莉亚她们而工作，我四处奔走，还使用了材料吧。其实她没必要在意。

  　申し訳なさそうな表情で俺を見上げてくるティーナの頭を
    
     撫
    なでておく。なんだかんだと面倒事になっている上に、アイリア達のためにショーコ先生が働いたり、俺が動き回ったり、資材を使っていたりするのが気になっているんだろうな。別に気にする必要は無いんだが。

  「主人，材料装载完毕。」

  「ご主人様、資材の積み込みが完了致しました」

  「哦，是吗？那我们出发了。各位，琳达就拜托你们了。」

  「おっと、そうか。それじゃあ行ってくる。皆、リンダのこと頼んだぞ」

  　「好～」我听着大家的回答，和梅伊一起离开休息区。虽然希望不会在这么短的时间内又遭到袭击……但还是快点行动吧。

  　はーい、という皆の返事を聞きながらメイと一緒に休憩スペースを後にする。流石にこの短時間でまた襲われている、なんてことは無いと思いたいが……一応急ぐか。

  □■□

  □■□

  　我在医疗坞这个地方接受了翔子医师的各种检查……之后，我被换上干净但单薄的衣服，然后被带到休息区。

  　メディカルベイというところでショーコ先生に色々と検査をされた私……オレは、
    
     小
    こ
    
     綺
    ぎ
    
     麗
    れいだけど薄っぺらい服に着替えさせられたあと、休憩スペースというところに連れてこられた。

  　这里是那个叫希罗的佣兵的船上吧？佣兵的船给人的印象就是又窄又脏，但这艘船的内部装修简直就像在全息投影里看到的贵族使用的高级酒店一样宽敞，干净又豪华。虽然我早就觉得他不是一般人，但看来是个赚了不少钱的佣兵。

  　ここ、あのヒロって
    
     傭
    よう
    
     兵
    へいの船の中なんだよな？　傭兵の船って狭くて汚いってイメージなんだけど、この船の内装はまるでホロで見た貴族が使う高級ホテルみたいに広いし、綺麗で豪華だ。
    
     只
    ただ
    
     者
    ものじゃないとは思ったけど、相当稼いでいる傭兵なんだろうな。

  　而且，船上的人都清一色是女性。翔子医师也是个大美人，而在休息区迎接我的人也都是超级可爱的美女。

  　それに、船にいる人が見事に女の人ばっかりだ。ショーコ先生もすごい美人だったけど、休憩スペースでオレを出迎えてくれた人達も皆すごい
    
     可愛
    かわいくて美人だった。

  「这艘船上除了那个佣兵……叫希罗的人以外，全都是女性吗？」

  「この船って、あの傭兵……ヒロって人以外は皆女の人なのか？」

  「是啊。这就是哥哥的后宫」

  「せやで。兄さんのハーレムってやつやな」

  　我这么一问，自称是艾莉亚姐姐熟人的那个叫蒂娜的女孩子就若无其事地回答道。后宫，就是那个吧。男人身边围绕着好几个女人，为所欲为的那种。

  　オレがそう聞くと、アイリア姉の知り合いだというティーナと名乗った女の子が平然とそう言った。ハーレムって、アレだよな。男が何人も女を囲ってこう、好き放題するやつ。

  「你叫蒂娜——对吧？你和我年纪差不多大吧？」

  「ティーナ──だったよな？　お前もオレとそんなに変わらない
    
     歳
    としなのに」

  「因为我们是矮人族。比琳达酱想象的要年长得多」

  「私達はドワーフだからね。リンダちゃんが考えてるよりもずっと歳上なんだよ」

  「我们比艾莉亚还要年长哦？哥哥也是」

  「うちら、アイリアより歳上やで？　兄さんもな」

  「……真的假的？」

  「……マジで？」

  　那个男人暂且不提，蒂娜她们怎么看都和我差不多大。虽然胸部和屁股确实比我大就是了。

  　あの男はともかく、ティーナ達はどう見てもオレと同じくらいの歳にしか見えないんだけど。確かにオレよりは胸もお
    
     尻
    しりも大きいかもしれないけどさ。

  「和琳达酱年龄最相近的是我！」

  「リンダちゃんに一番歳が近いのは私ですね！」

  「不是……嗯，你说的或许没错」

  「いや……まぁ、それはそうなのかもしれないけどさ」

  　这个叫蜜蜜的人情绪好高啊。不过，我感觉蜜蜜和我年龄最相近。虽然胸部很大。大得惊人。那么大应该很辛苦吧。

  　このミミって人テンション高いな。まぁ、ミミが私と一番歳が近いっていうのはわかる気がする。おっぱいでかいけど。すっごいでかくてびっくりするけど。あんなに大きいと大変そうだよな。

  「虽然不知道我能不能问这个问题……那家伙，该不会是个相当糟糕的家伙吧？」

  「これ聞いて良いのかわかんないんだけど……もしかしてあいつ、相当ヤバい奴だったりする？」

  　我这么一问，大家各自露出了微妙的表情。这是怎么回事啊。

  　オレがそう聞くと、皆はそれぞれ微妙な表情をした。どういうことなんだよ、それは。

  「虽然不知道你所谓的糟糕是指什么，总之他很好色」

  「そのヤバいの方向性がどんなものかわからないけど、とりあえず女好きではあるわよね」

  「这倒是没错」

  「それは間違いないやろなぁ」

  　超级美女艾尔玛小姐和外表看起来和我差不多大的蒂娜苦笑着说道。

  　
    
     物
    もの
    
     凄
    すごい美人のエルマさんと見た目は私と同じくらいにしか見えないティーナがそう言って苦笑いを浮かべる。

  「但，但是！希罗大人很自律，很认真！不会做坏事——基，基本上不会做坏事！很温柔！」

  「で、でも！　ヒロ様はストイックで真面目ですよ！　悪いことはしませ──ほ、
    
     殆
    ほとんどしませんし！　優しいです！」

  「这和好色不矛盾吗？话说你刚才是不是改口了？」

  「なんか女好きって話と矛盾してないか？　というか今、何か言い直さなかったか？」

  「虽然他很好色，但不是那种见一个爱一个的类型。他很关心我们，是个温柔的好人」

  「女好きではあると思うんですけど、手当たり次第にって感じではないんですよ。お兄さんなりにちゃんと私達を気遣ってくれますし、本当に優しくて良い人なのは間違いないです」

  「该说他很守规矩吗，他有他自己的原则。不会对没有打算上船的女孩子出手」

  「一本筋が通っているというか、あいつなりのポリシーはあるわよね。船に乗せる予定の無い女の子には手を出さないし」

  「原来如此……？那我呢？」

  「なるほど……？　それだと、オレは？」

  　我上船了啊。我也会被算进那家伙的后宫里吗？那家伙是这么打算的吗？

  　船に乗ったんだけど。オレもあいつのハーレムとやらに入ることになるのか？　そのつもりなのか？　あいつは。

  「也不是说只要上船就一定会那样。感觉是仅限于作为船员被迎入的人。佣兵中也有强行把女人带上船，然后强行上对方的人，但那家伙不会做那种事。实际上，那家伙也带了好几个船员以外的女孩子上船，但并没有对所有人出手」

  「船に乗せたら必ずそうするってわけじゃないから。クルーとして迎え入れる人限定な感じね。傭兵の中には女を無理矢理船に連れ込んで手籠めにするようなのもいるけど、あいつはそういうことはしないわよ。実際、あいつはクルー以外の女の子を何人も乗せてるけど、全員に手を出してるわけじゃないしね」

  　艾尔玛小姐笑着否定了我的担心。这样啊，如果是这样的话就放心了。

  　オレの心配をエルマさんが笑って否定する。そうか、そういうことなら安心か。

  「就算他有那个打算，哥哥他其实还挺守身如玉的」

  「仮にそのつもりだとしても、兄さんはアレで結構身持ちが固いからなぁ」

  「他也是花了很久才对我们出手的呢。总之，琳达酱在那种意义上不需要警戒，所以没问题的」

  「私達に手を出すまでだいぶかかったよね。とにかく、リンダちゃんはそういう意味で警戒する必要はないから大丈夫だよ」

  「就算主公他有那种想法，本人也会作为他的对象的」

  「我が君が仮にそういう気分になったとしても、
    
     此
    この身どもがお相手致しますから」

  「哦，哦……」

  「お、おう……」

  　这个叫库姬的人，明明长得这么可爱，说话却很直接。而且，还叫他主公……穿着打扮也挺陌生的，说不定是个有点奇怪的人。不过我有点在意。问她也没关系吗？

  　このクギって人、可愛らしいのに言うことがド直球だな。それに、我が君って……見慣れない格好もしているし、ちょっと変わった人なのかもしれない。でもちょっと気になる。聞いても良いことなのかな？

  「本人并非出身于帝国，而是来自遥远的韦尔扎鲁斯神圣帝国。和主公的关系一言难尽……简单来说，就是类似于那位大人的随从。不过，与立场无关，主公是值得尊敬的人物」

  「此の身は帝国の出身ではなく、遠くのヴェルザルス神聖帝国という国の出身なのです。我が君との関係は一言で言い表せるようなものではないですが……簡単に言えば、あの方の従者のような立場なのですよ。
    
     尤
    もつとも、立場など関係なく我が君は尊敬に値する人物ですが」

  「原来如此？」

  「なるほど？」

  　库姬仿佛看穿了我的心思，抢先一步说明了情况。虽然不至于说很诡异，但这个人真的很不可思议。

  　クギがまるでオレの心を読みでもしたかのように先回りして事情を説明してくれる。不気味とまでは言わないけど、本当に不思議な人だな。この人は。

  「虽然不知道我们能相处多久，但在同一艘船上时，让我们好好相处吧」

  「まぁ、どれくらいの付き合いになるかわからないけど、同じ船に乗ってる間は仲良くしましょう」

  「嗯……好的，艾尔玛小姐」

  「うん……はい、エルマさん」

  　面对艾尔玛小姐这样的大美女，我总觉得有些拘谨。这个人不仅漂亮，还有一种压迫感……让人觉得不能违抗她。

  　物凄い美人のエルマさんを前にすると、なんだかかしこまってしまう。この人、美人なだけでなく迫力があるというかなんというか……逆らっちゃいけない雰囲気を感じるんだよね。

  「你不用那么拘谨的语气说话也没关系」

  「別にそんなにかしこまった口調にしなくても良いんだけどね」

  「大概是感受到大姐的气场了吧……先不说这个，我先带你参观黑莲花吧。毕竟有些地方擅自进入会很危险。」

  「
    
     姐
    ねえさんのオーラを感じ取ってるんやろなぁ……まぁ、それはそれとしてまずはブラックロータスの中を案内しよか。勝手に入ったら危ないとこもあるし」

  「是啊。这里相当宽敞，要是迷路就麻烦了。」

  「そうだね。結構広いから、迷子になっちゃうと大変だし」

  　说完，蒂娜……小姐和薇丝卡分别牵起我的手，开始为我带路。

  　そう言ってティーナ……さんとウィスカさんがオレの手をそれぞれ取って案内をし始めた。

  　那个，我又不是小孩子，不用牵着我的手也没关系的。

  　あの、オレはそんな子供じゃないんだから、手を引かれなくったって大丈夫なんだけど。

  □■□

  □■□

  　我做好准备，前往艾莉亚她们所在的孤儿院，再次降落于利梅普莱姆殖民卫星。成员有我和梅伊，以及背着物资运输舱的四台军用战斗机器人。

  　アイリア達が待つ孤児院へと向かう準備を整えた俺は、再びリーメイプライムコロニーに降り立っていた。
    
     面子
    メンツは俺とメイ、それと物資輸送ポッドを背負った軍用戦闘ボットが四体だ。

  「这阵容太显眼了，连草都长不出来。」

  「
    
     滅
    め
    
     茶
    ちや
    
     苦
    く
    
     茶
    ちや目立ってて草も生えない」

  「大张旗鼓地行动也是计划的一部分。」

  「派手に動いて目立つのもプランの内です」

  「话是这么说没错。」

  「それはそうだけどな」

  　像这样明目张胆地展示出危险的家伙们，艾莉亚她们的孤儿院被袭击的可能性就会降低。梅伊姑且不论，战斗机器人看上去就很凶恶，给人的冲击力很强。再加上腰间佩剑的我。除非是相当愚蠢的家伙，否则应该不会想袭击我们所保护的孤儿院。

  　こうやってあからさまに危ない奴らだというアピールをして歩けば、アイリア達の孤児院が襲われる可能性が低くなるだろうと見越しての行動ではある。メイはともかく、見るからに
    
     厳
    いかつい戦闘ボットのインパクトは強烈なものがあるからな。それに加えて剣を腰に差した俺の存在だ。余程のアホでもない限り、俺達が守っている孤児院に襲撃をかけようとは思わないだろう。

  　战斗机器人们在搬运完物资后，会继续在艾莉亚的孤儿院里担任警卫。军用战斗机器人的安保系统比民用的警备机器人要坚固得多，但还是有被黑掉的风险。所以，我打算让梅伊暂时待在孤儿院，负责应对这方面的问题。艾莉亚大病初愈，身体可能还动不了，梅伊应该也会在这些方面给予她帮助。

  　戦闘ボット達に関してはこれから資材や物資を運び込んだ後にも引き続きアイリアの孤児院を警護してもらう予定だ。軍用戦闘ボットのセキュリティシステムは民生品の警備ボットに比べて
    
     遥
    はるかに強固だが、それでも時間をかければクラッキングされる恐れはある。なので、
    
     暫
    しばらくの間はメイを孤児院に張り付けておいてそちらの対応を任せる予定だ。アイリアも病み上がりでは身体が動かなかったりすることもあるだろうし、メイはそういった方面でもしっかりとサポートをしてくれるだろう。

  「对了，梅伊，我和蜜蜜还有艾尔玛都接种了万能型疫苗吧？」

  「そういやメイ、俺とミミとエルマって万能型のワクチンを打ってたよな？」

  「是的。记录上是这样。医生、蒂娜大人和薇丝卡大人也接种了同样的疫苗。库姬大人接种的种类虽然不同，但也是同等级的疫苗。」

  「はい。記録にはそうありますね。ドクターやティーナ様、ウィスカ様も同様のものを打っているそうで。クギ様も種類は違うそうですが、同程度のものを投与されているそうです」

  「那么，我们不会感染这种病吧？」

  「なら、俺達ってこの病気に感染しないんじゃないか？」

  「是的。不，严格来说还是会感染。但应该能抑制症状。只是，即使没有症状，也会成为病原体的带原者，这样舰内也会被污染。」

  「はい。いいえ、厳密に言えば感染はします。症状は抑えられると思いますが。ただ、症状は出なくとも感染はしているので、病原体のキャリアーとなってしまいます。そうすると艦内も汚染されることになります」

  「啊，那可就麻烦了。原来如此。」

  「ああ、それは面倒なことになりそうだな。なるほど」

  　就算我们船员再怎么活蹦乱跳，一旦船被污染了，就无法离开这个殖民卫星。就算能离开，我们也会成为传染病的带原者，有将传染病散播到其他殖民卫星的风险。所以，我们不能被感染。

  　俺達乗員がピンピンしてても、船が汚染されているとなるとまずこのコロニーから出られないし、もし出られたとしても俺達が伝染病のキャリアーとなって他のコロニーに伝染病を広げてしまう恐れがある。だから、俺達は感染するわけにはいかないというわけか。

  「那么，那个疫苗在什么情况下能派上用场？」

  「そうすると、どういう状況で役に立つんだ？　あのワクチンは」

  「正确来说，那不是疫苗，而是强化免疫机能的纳米机器。那是为了防止意外感染而死，即使感染也能将症状抑制到趋近于零的性质。」

  「正確にはワクチンではなく免疫機能を強化するナノマシンユニットですね。不意の感染による死亡を防ぐためのもので、感染はしますが症状を限りなくゼロに抑えるという性質のものです」

  「也就是说，那是为了在连穿环境防护服的想法都没有的状况下，罹患危险的感染症也不会死而准备的吗？」

  「つまり、環境防護スーツを着る発想すらないような状況で危険な感染症に
    
     罹
    かかっても死なないようにするためのものってことか」

  「是的，主人。正如您所说。」

  「はい、ご主人様。
    
     仰
    おつしやる通りです」

  　只要打过疫苗，对疾病就无敌了！嘎哈哈！看来不是这样呢。我得到了新的知识。

  　打っておけば病気に対して無敵！　ガハハ！　というものではないのだな、と新たな知見を得た俺なのであった。

  ☆★☆

  ☆★☆

  　我们平安无事地——再怎么说，也没有不怕死的家伙会袭击我们——抵达设施，卸下行李后立刻开始作业。不过，主要进行作业的是梅伊，战斗机器人担任她的助手。毕竟我既没有知识也没有技能，无法构筑防止感染的清洁室或救护所。

  　特に問題もなく──流石に襲撃を仕掛けてくるような命知らずはいなかった──施設へと
    
     辿
    たどり
    
     着
    ついた俺達は、荷ほどきをして早速作業を開始していた。尤も、主に作業をしているのはメイで、その助手を戦闘ボット達が務めているわけだが。俺には感染症対策のクリーンルームや救護所を構築するためのスキルも知識も無いからな。

  　那我到底在做什么？我一边炫耀腰间的剑，一边警戒周围。我能做的只有驾船和战斗，所以这种时候至少要假装成哨兵。其实就算不四处走动，只要运用精神感应能力，就能立刻知道谁接近孤儿院。不过，还是需要摆出警戒的姿势。

  　じゃあ何をしているのかって？　俺は腰の剣を見せびらかしながら周囲の警戒だよ。俺ができるのは操船と戦闘くらいなのだから、こういう時には
    
     歩
    ほ
    
     哨
    しようの
    
     真
    ま
    
     似
    ね
    
     事
    ごとくらいはしないとな。実際には歩き回らなくても精神感応能力の応用で孤児院に近づく奴がいたらすぐにわかるんだがな。まぁ警戒していますよってポーズは必要だ。

  　就在这时，刚才接受翔子医师的治疗后，身体状况似乎恢复的艾莉亚从建筑物入口走了出来。她装备着我们带来的环境防护头盔。这次的传染病即使痊愈，似乎也会再次感染，所以离开设施时需要采取这种对策。

  　そうしていると、先程のショーコ先生による治療で体調が回復したらしいアイリアが建物の入口から出て近づいてきた。俺達が持ってきた環境防護ヘルメットを装備しているな。今回の感染症は回復しても再感染するらしいから、施設の外に出てくる場合はこういった対策が必要になるわけだ。

  「真的非常感谢你。」

  「本当に、ありがとうございます」

  「不客气。不过契机是蒂娜就是了。」

  「どういたしまして。きっかけはティーナだけどな」

  「是的……」

  「はい……」

  　听到蒂娜的名字后，艾莉亚露出微笑，视线游移不定。感觉她好像有什么话想说……？

  　ティーナの名前を聞いたアイリアが微笑みを浮かべ、暫く視線を
    
     彷徨
    さまよわせる。何かを
    
     言
    いい
    
     淀
    よどんでいるような雰囲気だが……？

  「那个……蒂娜她，过得还好吗……？」

  「あの……ティーナは、元気にしているんです……よね？」

  「当然过得很好。啊，不对，她偶然来到这个殖民卫星，最近精神状态有点不稳定。但除去这点，她每天都精神饱满地摆弄着机械。和妹妹一起」

  「
    
     勿
    もち
    
     論
    ろん元気にしてるぞ。ああいや、偶然にもこのコロニーに来ることになって、最近は少しメンタルが不安定になってたけど。その点を除けば元気一杯に日々機械いじりをしてるよ。妹と一緒にな」

  「这样啊……」

  「そうですか……」

  　艾莉亚听到我的话后，露出打心底松了口气的表情。我不知道蒂娜和艾莉亚是什么关系，也不知道她们离开这个殖民卫星时发生了什么。毕竟我也没详细问过蒂娜。不过，我很清楚蒂娜和艾莉亚是相互关心的关系。光凭这点，我就有充分的理由帮助她。

  　俺の話を聞いたアイリアは心底ホッとしたような表情を浮かべた。ティーナとアイリアがどういう関係で、このコロニーを去る際にどんなことがあったのかはわからない。ティーナにも詳しくは聞いていないからな。ただ、ティーナとアイリアが互いに互いを思いやる関係だということはよくわかった。それだけで俺が彼女を助ける理由は十分だ。

  「说起来，那两个倒下的成年男性是什么人？这里的职员吗？」

  「そういやぶっ倒れていた大人の男二人は何者なんだ？　ここの職員か？」

  「不，不是的……该怎么说呢，他们是一直帮助我的人」

  「いえ、そういうわけでは……なんと言えば良いのか。いつも助けてくれる人達なんです」

  「你这说法真不干脆啊」

  「煮え切らない言い方だな」

  　我正感到疑惑时，话题中的其中一名男性快步朝这边走来。他们也和艾莉亚一样，装备着环境防护头盔。

  　と、首を
    
     傾
    かしげていると話題の男のうち、一人がズンズンとこちらに向かってきた。奴らもアイリアと同じ環境防護ヘルメットを装備している。

  「喂，你对艾莉亚小姐做了什么——好痛！？」

  「おい、お前。アイリアさんに何を──イデェ!?」

  「住手，笨蛋。大哥，谢谢你不仅救了设施的孩子和艾莉亚小姐，还救了我们。感激不尽。」

  「やめろ馬鹿。兄貴、施設の子やアイリアさんだけでなく俺達まで助けてくれてありがとうございます。恩に着ます」

  　金发平头男用力拍了下最先冲过来的紫布丁头男的后背——染成紫色的部分和金发的对比，看起来就像布丁——然后向我低头致谢。

  　最初に突っかかってきた紫プリン頭──染めたと思われる紫の部分と地毛の金髪の対比がそう見える──の背中をかなり強めにどついた金髪角刈りが頭を下げてくる。

  「我不记得我有成为你的大哥……不过感谢我就收下了。虽然那边的家伙似乎很不满。」

  「別にお前の兄貴になった覚えはないが……感謝は受け取っておく。そっちのは不満そうだけどな」

  「对不起。这家伙虽然有前途，但还不了解世事。请放过他吧。」

  「すいません。こいつは見込みはあるんですが、まだ世の中ってのをわかってないんです。見逃してやって下さい」

  「我不会因为这点小事就把他劈成两半。不过如果他敢对我的船员出手，那就另当别论了。」

  「これくらいでそいつを真っ二つにしたりはしないさ。うちのクルーに手を出したらその限りじゃないが」

  　就我看来，他们俩似乎没有接受过什么特别的身体强化，也没有用生化科技进行强化。那么，就算他们用雷射枪武装，这个距离下我也不用三秒就能解决。

  　見たところ、二人とも何か特別に身体強化を受けていたり、サイバネティクスで強化をしていたりするようには見えないな。なら、こいつらがレーザーガンで武装していたとしてもこの間合いなら三秒もかからんか。

  「「——！？」」

  「「──ッ!?」」

  　紫布丁和金发平头男似乎从我的视线中感受到了什么，屏住呼吸，身体僵硬。我吓到他们了吗？我没有要杀他们的意思，放心吧。

  　俺の視線に何か感じるものがあったのか、紫プリンと金髪角刈りが息を
    
     吞
    のんで身を固くする。怖がらせてしまったのだろうか。別にぶっ殺す気はないから安心していいぞ。

  「所以，你们是什么人？」

  「それで、お前らはどういう立場の誰なんだ？」

  「我叫海因茨，这家伙叫齐克。我们……算是不请自来的保镖。」

  「俺はハインツ、こいつはジークです。俺達は……押しかけの用心棒みたいなもんです」

  　果然还是有点含糊其辞。我有点无法理解。虽然我大概知道他们不是正经人士。至少，这两个人不是一般人。他们身上有血腥味——虽然不到这种程度，但有暴力的味道。

  　やはり煮え切らないというかなんというか。今ひとつ理解が及ばないな。なんとなくカタギじゃないのはわかるんだが。少なくとも、こいつら二人は一般人じゃないな。二人からは血の臭い──とまでは言わないが、暴力の臭いがするし。

  　不是真的有味道，只是我的感觉。

  　実際に臭ってるわけじゃなく、感覚的なものだけど。

  「我大概知道你们不是正经人士。也知道这里受到什么样的支援。也就是说，你们是支援者相关人士吗？」

  「カタギじゃないのはなんとなくわかる。ここがどういう場所から支援を受けて運営されていたのかも知ってる。つまり、お前らは支援者関係の人間ってことで良いのか？」

  「就是这样。不过，因为这次的骚动，我和这家伙所属的组织已经……所以，我们是无依无靠的人。但是，我们必须保护这里。」

  「そういうことです。ただ、今回の騒動で俺とこいつが所属している組織はもう……だから、俺達は宙ぶらりんなんですよ。だけど、ここを守らないといけませんから」

  「好像懂又好像不懂……不过，即使上面的人乱七八糟，你们还是想为义气殉道，这种精神值得敬佩。」

  「わかったようなわからんような……でもまぁ、上が滅茶苦茶になっても仁義に殉じようとするその心意気は見上げたものだな」

  　像我这种为钱而动的佣兵很难理解。啊，不对，我现在做的事情在某种意义上也是一样的？被变成那样的蒂娜拜托的话就无法拒绝。从这个意义上来说，这些家伙也和我差不多吧？

  　俺みたいに金で動く
    
     傭
    よう
    
     兵
    へいには理解し難い。ああいや、俺が今やっていることもある意味では同じことか？　あんなになったティーナにお願いされると断れない。そういう意味ではこいつらも似たようなものなのかね？

  「虽然暂时为了警备而准备了战斗机器人，但我们也不打算一直待在这个殖民卫星。有能够托付后续的人真是令人高兴的误算。」

  「一応暫くの間は警備のために戦闘ボットを配備する予定だが、俺達だっていつまでもこのコロニーにいるつもりはないからな。後を任せられる奴がいるのは
    
     嬉
    うれしい誤算だ」

  　即使这个设施交给哈特穆特管理，只要地点本身不会移动，结果还是需要一定程度的暴力。因为基本上暴力这种东西只能用暴力来抑制。如果只有无法战斗的妇孺，却有像样的食物和床铺，以及大量的物资，就会出现心怀不轨的家伙。事实上，就是因为这样，才会有现在这个设施的状况。

  　仮にこの施設がハルトムートの預かりとなったとしても、場所自体が動かないなら結局のところある程度の暴力が必要だ。基本的に暴力というものは暴力でしか抑止できないものだからな。戦うことのできない女子供しかいない場所にまともなメシと寝床、それに大量の物資があるとなれば悪心を抱く奴が出るものだし。事実、そうなって今のこの施設の状況があるわけだから。

  「话说回来，你们用什么武器？既然最后要将这里交给你们，如果你们不使用像样的武器，我会很困扰。」

  「ところでお前ら、どんな得物を使ってる？　最終的にここを任せる以上、まともなものを使っていてくれないと困るんだが」

  　我轻轻敲了敲自己收纳雷射枪的枪套，同时这么问道。金发平头的海因茨拿出了看起来没有好好保养的破烂雷射枪，至于紫皮的齐克则是拿出了像是用铁管之类的东西加工而成的警棍，或者说是棍棒。

  　俺が自分のレーザーガンを収めているホルスターを軽く
    
     叩
    たたきながらそう聞くと、金髪角刈りのハインツはろくにメンテもされていなそうなボロいレーザーガンを取り出し、紫プリンのジークに至っては鉄パイプか何かを加工したと
    
     思
    おぼしき警棒というか
    
     棍
    こん
    
     棒
    ぼうめいた何かを取り出した。

  　嗯——太粗糙了！这样不行。

  　うーん、粗雑！　こりゃダメだ。

  「……该怎么办呢。虽然也可以把船上装载的备用武器交给你们，但那样一来就没办法保养了。」

  「……どうすっかな。船に積んでる予備を渡しても良いが、そうするとメンテがな」

  「大哥？」

  「兄貴？」

  「或许你们对那些武器有感情，但老实说，那些武器看起来就只是快要变成垃圾的破铜烂铁。要干一番事业，就得有相应的武器，这是我的信条。所以我想问一下，你们有门路可以弄到像样的武器吗？最好是现在也能用的。」

  「思い入れのある品なのかもしれんが、有り体に言ってゴミ寸前のボロ武器にしか見えん。良い仕事をするには相応の得物が必要ってのが俺の信条だ。で、聞きたいんだがまともな得物の調達先はあるのか？　今でも使えるところが」

  「有是有，但在这种情势下，价格会很高哦。」

  「ありますが、この情勢下だと高く付きますよ」

  「价格无所谓。艾尼可以用吗？」

  「価格なんざどうでもいい。そこでエネルは使えるか？」

  「可以用……」

  「使えますが……」

  「拿出终端。」

  「端末出せ」

  　我二话不说地这么说道，海因茨虽然感到困惑，但还是拿出了自己的小型情报终端。我也同样拿出小型情报终端，迅速操作，向海因茨汇入5万艾尼。

  　有無を言わさず俺がそう言うと、ハインツは困惑しながらも自分の小型情報端末を取り出した。俺も同じく小型情報端末を取り出し、手早く操作してハインツに５万エネルを送金する。

  「什么！？大、大哥？」

  「んなっ!?　あ、兄貴？」

  「然后用这笔钱把必要的东西都买齐。不光是武器，防具也要。就算被坑了，这点钱也够你们两个用了吧」

  「それで必要なものを
    
     取
    とり
    
     揃
    そろえてこい。武器だけじゃなく防具もな。いくらボラれてもそれだけありゃ二人分くらい賄えるだろ」

  「别说两个人，这钱够十个人用的……」

  「二人分どころか軽く十人分くらい賄えそうですが……」

  「现在这种状况，你们应该有很多需要的东西。剩下的钱你们可以自由使用。但是别小气，要买就买最好的。好了，趁我和战斗机器人守在这里的时候，你们快去吧」

  「この状況だと色々と入用だろ。余った分は好きに使え。だがケチるんじゃねぇぞ。手に入る一番良い物を揃えろ。ほら、俺と戦闘ボットがここを守っている間にとっとと動け」

  　我一边说一边挥手催促，海因茨稍微思考了一下，然后默默对我低头行礼，带着齐克离开了孤儿院。

  　そう言って俺が急かすように手を振ってみせると、ハインツは少し考えた後に俺に黙って頭を下げ、ジークを連れて孤児院から離れていった。

  　虽然我叫他别小气，但殖民卫星里应该不能像我一样，平时就穿着全套的战斗装甲。防具方面，最多只能准备对雷射炮防御力高的材料制成的衣服、上衣和外套吧？

  　ケチるなとは言ったが、コロニー内で普段から今俺が装備しているようなコンバットアーマーフル装備というわけにはいかないだろうからな。防具に関しては対レーザー防御力の高い素材でできた服や上着、
    
     外
    がい
    
     套
    とうを用意するのが関の山かね？

  　不过在殖民卫星里，那些家伙才是专家。应该能处理好吧。

  　まぁコロニー内でのそういうアレコレに関してはあいつらの方がプロだ。上手くやるだろう。

  「那个……这样好吗？」

  「あの……良いんですか？」

  　艾莉亚大概以为我付给海因茨一大笔钱，所以对我露出担心的表情。不过5万艾尼对像艾莉亚这种标准的殖民居民——说不定她还不到标准——来说是一笔大钱，但对我来说并非如此。

  　俺がハインツに大金を払ったと思ったのだろう。アイリアが心配げな表情を俺に向けてくる。まぁ５万エネルというのはアイリアのような標準的なコロニスト──もしかしたら彼女は標準以下かもしれない──にとっては大金だろう。だが、俺にとってはそうでもない。

  「你不必担心，一切交给我吧。」

  「何も心配する必要はないぞ。全て任せておいてくれ」

  「话是这么说……但我该怎么报答您的恩情才好？」

  「そうは言いますけど……どうやって御恩をお返ししたら良いのか」

  「其实这次我从高科技行星系运来大量医疗系的资材，大赚了一笔。而且也完成了佣兵公会的委托，还向刚才提到的贵族少爷卖了很多医疗资材和人情。所以你真的不必担心。」

  「実はな、今回ハイテク星系から医療系の資材を大量に運んできて
    
     大
    おお
    
     儲
    もうけしたんだ。それで傭兵ギルドから出ていた依頼もこなせたし、さっき言ってた貴族の坊っちゃんにも医療資材と恩をたっぷり売りつけた。だから本当に何の心配もいらないんだよ」

  　我这么说着，咧嘴一笑，艾莉亚似乎稍微放心了。

  　俺がそう言ってニヤリと笑ってやると、アイリアは少し安心したようだった。

  「总之你就坦率地接受帮助吧。这就是蒂娜的愿望。」

  「まぁ、素直に助けられておいてくれ。それがティーナの願いなんだ」

  「是吗……非常感谢您。」

  「そうですか……ありがとうございます」

  　艾莉亚似乎接受了，她向我低头致谢。我也点点头，坦率地接受她的感谢。就在我们交谈时，梅伊的声音透过战斗头盔传了过来。

  　アイリアは納得してくれたようで、そう言って俺に頭を下げてきた。俺も
    
     頷
    うなずいて彼女の感謝を素直に受け取っておく。そんなやり取りをしていると、コンバットヘルメット越しにメイの声が聞こえてきた。

  『主人，作业已经完成了。』

  『ご主人様。作業が完了致しました』

  「啊啊，了解。艾莉亚，作业好像结束了。要回里面去吗？」

  「ああ、了解。アイリア、作業が完了したみたいだ。中に戻らないか？」

  「好的。」

  「はい」

  　我和艾莉亚一起进入孤儿院，发现那里设置了简易的气密门。感应到我们进入的灭菌装置开始扫描和灭菌作业，作业结束后气密门便解除了。这和黑莲花的气密门几乎具备相同的功能。

  　アイリアと一緒に孤児院に入ると、そこには簡易的なエアロックが設置されていた。俺達の入室を感知した滅菌装置がスキャンと滅菌作業を開始し、作業が終わるとエアロックが解除される。ブラックロータスのエアロックと
    
     殆
    ほとんど同じ機能だな、これは。

  「这设备看起来很贵……」

  「高そうな設備ですね……」

  「别在意别在意。如果不需要了，还可以撤除后重新利用。」

  「気にしない気にしない。必要がなくなったら撤去して再利用できるし」

  　我推着战战兢兢地接受完灭菌的艾莉亚的背，踏进孤儿院内。然后，我看到梅伊被孩子们包围着坐在那里。

  　恐る恐るといった感じで滅菌を受け終えたアイリアの背を押し、孤児院内へと足を踏み入れる。すると、そこには子供達に囲まれて座っているメイがいた。
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  「好漂亮的衣服。」

  「きれいなふく」

  「是的。女仆装是这个宇宙中最美丽的衣服。」

  「はい。メイド服はこの宇宙で最も美しい服です」

  「好漂亮的头发。」

  「きれいなかみのけ」

  「是的。我的头发是主人制作的，是这个宇宙中最美丽的黑发。」

  「はい。私の髪はご主人様が作ってくださった宇宙で一番美しい黒髪です」

  「好帅。」

  「かっこいい」

  「是的，女仆机器人是——……」

  「はい、メイドロイドは──……」

  　梅伊淡然地，但又莫名开心地和孩子们玩在一起。可能是觉得耳朵附近的机械零件很帅，不只是女孩子，连男孩子都两眼发光。男孩子难道不觉得全副武装的我比较帅吗？

  　淡々と、しかし妙に嬉しそうにメイが子供達の相手をしている。耳のあたりにあるメカっぽいパーツがかっこよく見えるのか、女の子だけじゃなく男の子まで目をキラキラさせているな。男の子ならコンバットアーマーフル装備の俺のほうがかっこよく思えないものだろうか？

  「那个，希罗……先生？他腰上挂着剑」

  「あの、ヒロ……さん？　は腰に剣を差しているので」

  「原来如此」

  「なるほど」

  　持有剑的人＝贵族，这个概念似乎也渗透到了设施的孩子们心中。虽然我觉得应该没有贵族会对小孩子动粗，但也不能说绝对没有，所以为了保护孩子们的安全，才告诉他们不要靠近腰上挂着剑的人吧。

  　剣を持っている人＝貴族という概念は施設の子供達にも浸透しているのか。流石に子供相手に無体を働く貴族はそういないと思うが、絶対にいないということもないだろうから、子供の身の安全を守るために腰に剣を差している人には近づかないように、とそう教えているのだろう。

  　毕竟要是和贵族起了什么纠纷，后果不堪设想。

  　貴族相手に何かトラブルでも起こした日には大変なことになりかねないからな。

  「……稍微等一下吧」

  「……少しだけ待とうか」

  「……是啊」

  「……そうですね」

  　艾莉亚似乎也对这幅光景感到欣慰，她面带微笑，看向被孩子们包围的梅伊。看到孩子们精神满满的样子，她应该放心了吧。总之，关于孤儿院的救援工作算是告一段落了。

  　アイリアもこの光景を微笑ましく感じているのか、
    
     微
    かすかな笑みを浮かべながら子供達に囲まれているメイへと視線を向けている。子供達が元気にしている姿を見て安心したんだろうな。とりあえず、これで孤児院の救援に関しては一段落か。

  □■□

  □■□

  「……这艘船真大啊。而且，感觉很花钱」

  「……この船って広いよな。あと、金がかかってそう」

  　我逛了一圈宽敞的船内，回到被称为休息区的地方，如此嘟囔道。

  　広い船内を一通り回り終え、休憩スペースと呼ばれている場所に帰ってきたオレはそう
    
     呟
    つぶやいた。

  　宽敞的空间给人开放的感觉，照明也很明亮。食堂和摆放着沙发的休息厅隔着一条通道相邻，通道和各个空间之间也没有墙壁，而是用隔板之类的东西隔开，视野很好。休息厅的墙壁上可以看到绿色的植物，那是真的吗？真正的植物好像很贵。

  　だだっ広くて開放感のある広い空間に、明るい照明。通路を挟んで食堂とソファやなんかが置かれているホールが隣接していて、通路と各スペースの間も壁ではなくパーティションのようなもので区切られているだけで見晴らしが良い。ホールの方の壁に緑色の植物みたいなものが見えるけど、あれは本物なのか？　本物の植物って滅茶苦茶高いらしいけど。

  「实际上很花钱吧。」

  「実際カネはかかっとるんよな」

  「大哥对生活环境是不会妥协的。」

  「お兄さん、生活環境には妥協しないよね」

  「……这就是贵族少爷的爱好吗？」

  「……貴族のボンボンの道楽ってやつか？」

  「不是哦。希罗大人原本就不是贵族。」

  「違いますよ。ヒロ様は元々貴族じゃないですし」

  「是啊。和我们相遇的时候还不是贵族。」

  「せやな。うちらと会った時はまだ貴族じゃなかったわ」

  「买下这艘船也是那个时候。」

  「この船を買ったのもその時だしね」

  「但他不是带着剑吗？是贵族吧？」

  「でも剣を持ってたじゃんか。貴族なんだろ？」

  「他不是原本就是贵族，而是作为佣兵活跃，被授予了贵族的爵位。虽然是不能世袭的名誉爵位。」

  「元々貴族だったんじゃなくて、傭兵として活躍して貴族位を賜ったんですよ。世襲できない名誉爵位ですけど」

  　还有这种事？贵族不是原本就是贵族吗？

  　そんなことがあるのか？　貴族って元々貴族じゃないのか？

  「要不要一边喝茶一边慢慢聊呢？反正也大致介绍完了。」

  「その話はお茶でも飲みながらゆっくりとしては
    
     如何
    いかがでしょうか。一通り案内も終わりましたし」

  　我正歪着头思考，库姬就说了这样的话。虽然她看起来并不是因为看到我的样子才这么说的……不过时机倒是挺准的。虽然我也没什么好抱怨的。

  　オレが首を傾げていると、クギがそんな事を言いだした。別にオレの様子を見てそう言ったってわけじゃなさそうだけど……随分とタイミングが良いな。文句はないけど。

  「是啊！说起来还没介绍过休息区呢。这里是大家共用的空间。虽然有梅伊小姐和清洁机器人负责打扫，不过还是不要弄得太乱……大概就这些注意事项吧？」

  「そうですね！　そういえば休憩スペースの紹介はしてなかったですね。ここは皆の共有スペースなんです。掃除はメイさんとクリーナーボットがしてくれていますけど、あまり散らかさないように……くらいですかね？　注意事項って」

  「是啊。不过，有什么不懂的就随时问我们吧？一下子把所有事情都塞给你，你也没办法全部记住吧。」

  「せやなぁ。まぁ、わからんことあったら都度聞いてくれればええんちゃう？　いきなり全部詰め込んでも把握しきれんやろし」

  「是啊。还有，那边的食堂随时都可以吃饭哦。自动烹饪器也装了很好的东西，饭很好吃哦。」

  「そうだね。あと、あっちの食堂ではいつでも飲食できるよ。自動調理器も良いのが入ってて、ご飯が
    
     美
    お
    
     味
    いしいんだよね」

  「饭……」

  「ごはん……」

  　说起来，这几天我都没好好吃东西。虽然刚才在孤儿院吃了点希罗给的食物，不过还是以让大家吃为优先。突然觉得肚子好饿。

  　そういえば、ここ数日ろくに飲み食いをしていない。さっき孤児院でヒロがくれた食べ物を少しだけ食べたけど、皆に食べさせるのを優先したから。なんだか急にお
    
     腹
    なかが
    
     空
    すいてきた。

  「琳达小姐请坐着等一下。本人去准备茶水。」

  「リンダさんは座って待っていてくださいね。
    
     此
    この身がお茶を用意してきますので」

  「那我去让铁人做点心吧。薇，帮我拿一下。」

  「んじゃうちはテツジンにお菓子でも作ってもらおか。ウィー、運ぶの手伝ってー」

  「嗯，姐姐。」

  「うん、お姉ちゃん」

  「库姬小姐，我来帮忙！琳达你随便找个地方坐吧！」

  「クギさん、お手伝いします！　リンダちゃんは適当な場所に座っててくださいね！」

  　最后剩下的蜜蜜也哒哒哒地跑向库姬，没办法，我只好随便找个地方坐下。这艘船真的又大又漂亮。我可能是第一次来到这么宽敞明亮又漂亮的空间。孤儿院虽然也很大，但墙壁和地板不管怎么打扫都感觉不太干净。小鬼们也总是马上弄乱。

  　最後に残っていたミミもぴゃーっとクギの方に走っていってしまったので、仕方なく適当に腰を落ち着けることにする。本当に広いし
    
     綺
    き
    
     麗
    れいだな、この船。オレ、こんな広くて明るくて綺麗な空間って初めてかも。孤児院も結構広いんだけど、壁とか床とかいくら掃除してもあんまり綺麗な感じにならないんだよな。ちびどもがすぐ散らかすし。

  「请用。」

  「どうぞ」

  　立刻回来的库姬这么说着，把茶递给我。啊，好香的味道。虽然在孤儿院也会喝茶，但感觉只是有颜色的热水……这艘船端出来的茶绝对比较高级。

  　すぐに戻ってきたクギがそう言ってオレにお茶を出してくれる。あ、なんか良い香りがする。孤児院でもお茶は飲むけど、色がついただけのお湯って感じだものな……絶対この船で出てくるお茶の方が良いお茶だ。

  「主厨推荐的轻食套餐来了。」

  「シェフオススメの軽食セットお待ちやで」

  「还可以续杯哦。」

  「おかわりもあるからね」

  「好厉害啊。」

  「なんか
    
     凄
    すごいな」

  　蒂娜她们拿来的都是我没看过的食物。像是热狗的高级版、感觉沉甸甸的面包、散发出甜味的点心等等。每一样都是我没看过也没吃过的食物。

  　ティーナ達が持ってきたのは見たことがない食べ物ばかりだった。ホットドッグのお上品な感じのやつとか、なんかずっしりした感じのパンみたいなやつとか、いかにも甘そうな匂いのするお菓子のようなやつだとか。どれも見たことも食べたこともないものばかりだ。

  「……你这样盯着看，我会很不自在。」

  「……そんなに見られると落ち着かないんだけど」

  「哎呀，第一次吃到铁人食物的人的反应很有趣，所以忍不住就」

  「いやぁ、テツジンの出すものを初めて食べた人の反応って面白いからつい」

  　我抱怨了一句，蜜蜜便笑着糊弄了过去。第一次吃到的反应有那么有趣吗？我好歹也用过自动料理器立柜买过东西吃啊。自动料理器做的料理不都是用自动食物料理包做出来的吗，那不都一样吗。

  　オレが文句を言うと、ミミがそう言って誤魔化すように笑みを浮かべた。初めて食べた時の反応ってそんな、
    
     大
    おお
    
     袈
    げ
    
     裟
    さじゃないか？　オレだって自動調理器スタンドで買い食いくらいしたことあるよ。自動調理器で作った料理なんて同じフードカートリッジから作られてるんだからどれも同じだろ。

  「哎呀，这个真好吃」

  「いやなにこれうっま」

  「我懂」

  「わかります」

  「我懂」

  「わかるわー」

  　我吓了一跳。湿润的面包夹着口感爽脆的食材。酱汁的味道很浓，但又不会妨碍到其他食材的风味。无论哪一样都超越了我至今为止吃过的自动料理器做出来的食物的味道。

  　びっくりした。しっとりとしたパン生地に挟まれたみずみずしい食感の具材。しっかりと味を主張しつつも、他の具材の風味を邪魔しないソース。どれを取ってもオレが今まで食べた自動調理器から出てくる食べ物の味を超越していた。

  「……是用了什么特别的自动食物料理包吗？」

  「……フードカートリッジが特別なものとか？」

  「虽然也可以用那种，但这是普通的」

  「そういうのも使えるけど、これは普通のやつね」

  　艾尔玛小姐吃着和我一样的东西，这么说道。真的假的。这是用普通的自动食物料理包做的吗。真的假的……那我至今为止吃的是什么啊。

  　オレが食べたのと同じものを食べながら、エルマさんがそう言う。マジか。これ普通のフードカートリッジ使ってるのか。マジか……今までオレが食べていたのはなんだったんだよ。

  「虽然自动料理器本身很贵就是了」

  「自動調理器自体のお値段が高いですけどね」

  「话是这么说，但有种常识被破坏了的感觉」

  「それはそうなんだろうけど、常識が破壊された気分だ」

  　我忍住想要两手抓着食物大吃特吃的冲动，决定一个一个品尝。毕竟艾莉亚姐总是告诫我，至少要遵守最低限度的餐桌礼仪。

  　思わず両手に食べ物を
    
     摑
    つかんで食べてしまいそうになるのを
    
     堪
    こらえつつ、一つずつ味わって食べることにする。いつもアイリア姉に言われてるからな。食事のマナーくらいは最低限守りなさいって。

  「这也是那个佣兵……希罗准备的吗？」

  「これもあの
    
     傭
    よう
    
     兵
    へい……ヒロが用意したんだよな？」

  「是的。希罗大人从把我收为船员之后，就一直不吝于在居住环境的整备上花钱」

  「そうですね。ヒロ様は私をクルーとして迎え入れてくれた直後から、住環境の整備にお金をかけるのを
    
     厭
    いとわない人でしたよ」

  「因为居住环境的整备对士气的影响很大。我第一次登上克里希那的时候也吓了一跳。明明是小型战斗舰，内部装修却像一流酒店一样」

  「住環境の整備が士気に及ぼす影響は大きいから、ってね。私も最初にクリシュナに乗った時にはびっくりしたわよ。小型戦闘艦なのに、一流ホテルみたいな内装なんだもの」

  「哦……蜜蜜是最早成为那家伙船员的吗？」

  「へぇ……ミミが最初にあいつのクルーになったのか」

  「是的，没错。你想听吗？」

  「はい、そうですよ。聞きたいですか？」

  「嗯，有点好奇」

  「うん、気になる」

  　毕竟我完全不了解那家伙是个怎样的人。如果能从认识他很久的人那里听到一些事情，那是最好的。感觉能打发不少时间。

  　あいつがどんな人間なのかまったくわからないからな。付き合いの長い人から話を聞けるなら、それが一番だ。良い暇つぶしになりそうだし。

  「我知道了！要从哪里开始说起呢？」

  「わかりました！　どこから話しましょうか？」

  「从头开始比较好吧。按顺序说是最合适的」

  「最初からが良いのではないでしょうか。順を追ってお話しするのが一番かと」

  「那就从我开始吧？毕竟我比蜜蜜更早认识希罗」

  「それなら私からかしらね？　ミミより先にヒロと会ったのは私だし」

  「这样不错」

  「それが良さそうやね」

  　然后，艾尔玛小姐开始讲述她和希罗——那个佣兵的相遇。

  　そして、エルマさんはヒロ──あの傭兵との出会いについて話し始めた。

  □■□

  □■□

  　在艾莉亚的设施里，物资的搬运和治疗态势的构筑都结束了，为了守备，我和梅伊把战斗机器人留在那里，回到了黑莲花。海因茨和齐克的打扮多少有些像样了，准备的武器在我看来也达到了及格线。

  　アイリアの施設で物資の搬入と治療態勢の構築を終え、守備のために戦闘ボット達をその場に残した俺とメイはブラックロータスへと戻ってきた。ハインツとジークも多少は見られる格好になっていたし、用意した得物も俺が見てもまぁ及第点というレベルになっていたからな。

  　因为某种程度上可以交给他们，所以设施的守卫就交给两人和军用战斗机器人了。为了防止战斗机器人被黑入，梅伊需要定期查看情况，但如果是梅伊的话，从黑莲花这里也能在闲暇之余搞定。

  　ある程度は任せられそうだということで、二人と軍用戦闘ボットに施設の守りは任せてきたのだ。戦闘ボットのハッキング対策のためにメイが定期的に様子を見る必要があるが、メイならそれくらいはブラックロータスからでも片手間でなんとかなるらしい。

  　也就是说，是通过通信线路进行远程操作的吧？安全性方面没问题吗？虽然我有些担心，但梅伊说：

  　それってつまり通信回線でリモートでやるってことだよな？　
    
     脆
    ぜい
    
     弱
    じやく性とか大丈夫か？　と俺としては心配だったのだが、メイ
    
     曰
    いわく、

  『如果能突破通信线路的漏洞就帮大忙了。因为这样我这边更容易反击。』

  『通信回線の脆弱性を突いてくれると助かります。こちらから逆撃をかけるのが容易になるので』

  　好像是这么回事。故意暴露漏洞，然后在电子战方面进行反击，这也太可怕了吧……不愧是我制作的最强女仆。

  　ということだそうだ。
    
     敢
    あえて脆弱性を
    
     晒
    さらして電子戦的な意味で逆撃するとか怖すぎるだろう……流石俺の作ったさいきょうのメイドだぜ。

  　顺带一提，她接受完气密室的防疫措施后，就进入了维护舱。根据情况，她有可能会离开黑莲花几天，一直待在孤儿院，所以她要提前维护，让身体处于万全状态。

  　ちなみに、彼女はエアロックでの防疫措置を受けたあとメンテナンスポッドに入った。場合によっては数日単位でブラックロータスを離れて孤児院に詰める可能性もあるので、メンテナンスのサイクルを早めて調子を万全にしておくそうだ。

  　至于我，和梅伊一样，我与做完防疫措施后前往维护舱的她道别，脱下战斗装甲，正要前往淋浴间，路过休息区。

  　俺はというと、メイと同じく防疫措置を終えてからメンテナンスポッドへと向かう彼女と別れ、コンバットアーマーを脱いでシャワーを浴びに休憩スペースを通りかかったところである。

  　正好在这个时候，我遇到了琳达。她换下了有些破旧的衣服，穿上了翔子医师准备的薄薄的病号服。原来如此，如果要在舰内生活，穿这个就足够了。

  　丁度そのタイミングでリンダと鉢合わせた。彼女は少々ボロかった服からショーコ先生が用意したと思しき薄手の病院着のようなものに着替えていた。なるほど、艦内で過ごすならそれでも十分だろうな。

  「……怎么了？」

  「……なんだよ？」

  「没什么，你过得这么轻松，真是太好了。之后我会详细说明，设施那边你完全不用担心。治疗态势已经完全准备好了，物资也运进去了。警备也没有问题。」

  「いや、気楽に過ごせているようで何よりだ。後で詳しく話すが、施設の方は何も心配要らないぞ。治療態勢も完全に整ったし、物資も十分に運び込んだ。警備も問題なしだ」

  「嗯……谢谢。」

  「ん……ありがとな」

  「不用谢。不过一直穿着战斗装甲很辛苦吧。我去冲个澡。」

  「ええんやで。しかしずっとコンバットアーマーを着っぱなしは
    
     辛
    つらいわ。俺はシャワー浴びてくるから」

  　我本以为她会是个更叛逆的孩子，但说不定她比我想象中更坦率。是艾莉亚教育有方吗？不管怎么说，被人坦率地感谢感觉并不坏。我一边想着这些，一边冲澡。

  　もう少し跳ねっ返りなイメージがあったんだが、思っていたよりも素直でいい子なのかもしれない。アイリアの教育の
    
     賜
    たま
    
     物
    ものかね？　何にせよ素直に感謝されて悪い気分はしないな、などと考えながらシャワーを浴びる。

  　那么，总之在翔子医师解析琳达的免疫能力，开发出传染病的特效药之前，我没什么特别要做的事。关于把剩余医疗物资的目录寄给哈特穆特这件事，我已经交给梅伊处理了，所以也没有我出场的余地。

  　さて、とりあえずショーコ先生がリンダの免疫能力について解析して、伝染病の治療薬というか特効薬を開発するまでは特段やることもない。残りの医療物資の目録をハルトムートに送る件に関してはメイに任せておいたから俺がやることはないしな。

  「辛苦了。请用。」

  「お疲れ様。はい」

  「谢啦。」

  「あんがとよ」

  　我冲完澡后，坐在休息区的沙发上思考事情，这时艾尔玛拿了瓶水给我。我心怀感激地接过水瓶，打开盖子大口喝下。嗯，冰冰凉凉的真好喝。果然水就是要冰过才好喝。虽然考虑到健康，常温的水似乎对身体比较好。

  　シャワーから上がって休憩スペースのソファにどっかりと腰を掛けて考え事をしていると、エルマが水のボトルを持ってきてくれた。有り難くボトルを受け取り、
    
     蓋
    ふたを開けてグビグビと飲む。うむ、よく冷えていて
    
     美
    う
    
     味
    まい。やっぱり水はキンキンに冷えているのが一番美味く感じるな。健康のことを考えると常温の方が身体には良いみたいだが。

  「琳达怎么样？能适应这里吗？」

  「で、どうだ？　リンダは。
    
     馴
    な
    
     染
    じめそうか？」

  「应该没问题吧？我刚才也一边喝茶一边和她聊天，我觉得她是个坦率的好孩子。」

  「大丈夫じゃない？　私もさっきお茶しながらあの子と話したけど、素直でいい子だと思うわよ」

  「是吗？那应该没问题吧。得问问琳达的床铺安排得怎么样了。」

  「そうか。ならまぁ、大丈夫かな。リンダの寝床についてどうなったか聞いておかないとな」

  「好像是在蒂娜和薇丝卡那里。她们还干劲十足地说要给她做床」

  「ティーナとウィスカのところで預かるみたいよ。ベッド作るでー、とか張り切ってたし」

  「明明空房间里已经备好了床和家具……算了，也行吧」

  「空き部屋に備え付けのベッドも何もかも
    
     揃
    そろってるのに……まぁいいけど」

  　既然蒂娜在做这些，那她肯定是认为有这个必要。虽然不知道在那个设施里生活是什么样的感觉，但就建筑物的构造来看，感觉并不是每个人都有自己的房间。也许是因为一个人睡反而会睡不着，所以才这么做的。

  　ティーナがそうしているということは、きっとそれが必要だと判断したからなのだろう。あの施設での暮らしがどんなものなのかは知らないが、建物の構造を見た限りでは一人ひとりに個室が割り当てられているという感じではなかったように思う。一人だとかえって落ち着いて眠れないかもとか、そういう感じの配慮なのかもしれない。

  　只要有蒂娜和薇丝卡在，想怎么改装房间和制作家具都随心所欲，只要琳达没有不满，那就行了吧。之后还是问一下吧。

  　ティーナとウィスカが揃っていれば部屋の模様替えも家具作りも思いのままだろうし、リンダに不満がないのであればそれで良いか。一応後で聞いておくかな。

  「设施那边没问题吗？」

  「施設の方は大丈夫だったの？」

  「嗯，治疗和预防再感染应该都没问题了。警备方面也没问题」

  「ああ、治療も再感染の予防も問題ない状態になったと思う。警備に関しても大丈夫だ」

  「那暂且可以放心了，不过要一直让战斗机器人守在那里吗？」

  「ならひとまずは安心だけど、ずっと戦闘ボットを張り付けておくの？」

  「不，倒在那里的大人中有两个男人吧？好像是支援那个组织的人。感觉他们也能干些粗活，所以就给他们钱雇他们当警卫了」

  「いや、あそこで倒れてた大人のうち二人が男だったろ？　どうも支援をしていた組織の人間らしくてな。荒事もいけそうな感じだったから、カネを握らせて警備員として雇った」

  「也就是说，他们原本是黑手党的成员？」

  「元マフィアの構成員ってこと？」

  　艾尔玛的言外之意是「没问题吗？」，我则是耸了耸肩。

  　大丈夫なの？　と言外に言ってくるエルマに肩を
    
     竦
    すくめてみせる。

  「要是他们辜负我的期待，拿了钱就跑的话，我就把他们扔到宇宙空间去。」

  「もし期待に応えずカネだけ持って逃げたら宇宙空間にぶっ飛ばしてやるさ」

  　这不是比喻，而是真的会这么做。没什么，只要把他们带到船上，在出港之后不小心把他们扔到船外就行了。在这种混乱的殖民卫星状况下，就算有两个人消失也不会有人在意。而且，要带着非船员的人出港的方法要多少有多少。

  　
    
     比
    ひ
    
     喩
    ゆ表現じゃなく本当にやってやるぞ。なに、船まで連れてきて出港した後にうっかり船外放出するだけだ。この混乱したコロニーの状況下なら二人くらい消えても誰も気にもしないさ。員数外の人間を乗せたまま船を出す方法なんていくらでもあるしな。

  　殖民卫星的居民如果没有办理正式手续就移居到其他殖民卫星，或是以船员的身份搭上太空船的话，都是违法的。不过，要混进货物里偷渡倒是很简单。只要能混进去的话。

  　コロニー居住者が正式な手続きをせずに他のコロニーに移住したり、船員として船に乗ったりするのは違法だが、荷に潜り込んで密航すること自体は簡単にできる。潜り込むことさえできれば。

  　只不过，要是偷渡者在抵达的殖民卫星被发现是非法滞留者的话，下场会很惨。不仅会立刻被剥夺臣民权，还会被送到监狱殖民卫星。由于待遇似乎和宙贼差不多，所以实际上等同于死刑。

  　ただ、密航者が到着先のコロニーで不法滞在者だとバレると大変なことになる。一発で臣民権
    
     剝
    はく
    
     奪
    だつの上に監獄コロニー送りだ。宙賊とさして変わらない扱いをされるらしいので、実質死刑みたいなもんである。

  　不过，也有船主绑架殖民卫星居民，结果被逃走的居民向宪兵求救的案例……好像也有缺德商人利用这种案例，让密航者潜入竞争对手的商船，然后让密航者作证自己被绑架，企图让竞争对手失势。不过，如果情况实在太过混乱，宪兵会直接查看所有人的大脑，所以不法行为通常都会曝光。不管怎么说，我都不想跟密航者扯上关系。

  　まぁ、船主が
    
     拉
    ら
    
     致
    ちしてきたコロニー民が逃げ出して憲兵に助けを求めるみたいなパターンもあるんだが……それを利用してライバルの商船に密航者を潜り込ませて、
    
     攫
    さらわれましたと証言させて失脚を狙う悪徳商人とかもいるらしい。まぁ、あまりに
    
     埒
    らちが明かない場合はまとめて頭の中身を
    
     覗
    のぞかれるから、大体不正がバレるそうだが。何にせよ密航者には関わり合いになりたくはないものだな。

  　哎呀，离题了。

  　おっと、話が
    
     逸
    それた。

  「不管怎么说，接下来就看翔子医师的研究结果了……对了，为了保险起见，还是先办理琳达的临时乘船手续吧。要是被宪兵找麻烦也很麻烦。」

  「何にせよ、あとはショーコ先生の研究結果次第……ああ、念のためにリンダの一時乗船の手続きだけ進めておくか。痛くもない腹を探られるのも面倒だしな」

  「这样或许比较好。虽然交给梅伊处理是最好的……不过，你要不要偶尔自己试试看？」

  「それがいいかもね。メイに任せるのが一番だけど……たまには自分でやってみる？」

  「不要。」

  「嫌どす」

  　虽然对梅伊很不好意思，但我对这种手续相关的事务没有好印象。还是尽量麻烦她吧。

  　メイには悪いが、俺はそういう手続き関連で良い思い出が無いんだ。存分に頼らせてもらうとしよう。

  ☆★☆

  ☆★☆

  「不会花太多时间的。几天就能解决。」

  「さほど時間はかからないよ。数日でケリをつけるさ」

  　虽然翔子医师这么说，但真的能在几天内找到解决手段，解决让整个殖民卫星陷入混乱的瘟疫吗？

  　と、ショーコ先生は言っていたわけだが、コロニー一つを混乱の渦に
    
     叩
    たたき
    
     込
    こんでいるパンデミックを解決する手段なんて本当に数日で見つけられるのだろうか？

  　由于我完全不懂这方面的细节，所以试着询问看起来比较有见识的薇丝卡。

  　その辺の機微が全くわからないので、少しでも知見がありそうなウィスカに聞いてみた。

  「虽然我也不是这方面的专家，所以不是很清楚，不过既然翔子医师都这么说了，那应该不会错得太离谱。她还说，这都是因为哥哥准备了充足的设备和材料」

  「私も専門外なのでそこまで正確に把握しているわけではないですけど、ショーコ先生がそう言うなら大きく外れることはないと思いますよ。お兄さんが十分な設備と資材を揃えてくれたからだとも言ってました」

  「毕竟关于设备方面，我都是交给哥哥全权处理的。那些设备都是些一般人很难弄到的东西，而且我还在想，为什么佣兵的母船会有这种设备？」

  「兄さん、設備に関してはよきに計らえって感じで丸投げやったもんな。ちょっと普通では揃えられんものばっかりっていうか、傭兵の母船になんでこんな設備が？　みたいな感じになっとんで」

  「就算你这么说，但那方面我这个门外汉也没办法插嘴吧。我能做的也就只有出钱而已，而且既然要让翔子医师这种人上船，那我觉得还是需要相应的待遇」

  「そんなこと言ったって、それこそ門外漢の俺が口を出したって仕方ない分野だろ。俺にできることって言ったら金を出すくらいだったし、ショーコ先生ほどの人に船に乗ってもらう以上はそれなりの待遇が必要だろうと思ったわけだよ」

  「你对我们也可以那么大方的哦？」

  「うちらにもあれくらい甘くしてくれてええんやで？」

  「我自认为已经很照顾你们了」

  「しているつもりだが？」

  　因为整备船只的能力与我们的航宙战能力息息相关，所以我在设备投资方面没有丝毫妥协。我告诉她们，如果有什么需要的东西就尽管说，而她们提出的要求，我都会先让梅伊仔细检查，然后才批准通过。

  　船の整備に関する能力というのは俺達の航宙戦能力に直結するものだから、設備投資に妥協したつもりは一切ない。必要なものに関しては遠慮なく言うように言ってあるし、上がってきた要望に関してはメイに精査をしてもらった上で、彼女の精査を通過したものに関しては許可している。

  「梅伊的检查很严格呢……」

  「メイはんのチェックは厳しいんよなぁ……」

  「如果要拉拢的话，比起我，你更应该拉拢梅伊。我就像个笨蛋领主，把困难的部分全部丢给能力优秀的梅伊，只负责对她的判断说OK而已。」

  「懐柔するなら俺よりもメイを懐柔するんだな。俺は難しいところを極めて有能なメイに丸投げして、その判断にＯＫを出すだけのバカ殿みたいなもんだぞ」

  「我觉得你不需要那么自卑……我觉得哥哥的判断力和决断力很厉害。」

  「そこまで卑下するようなものじゃないと思いますけど……お兄さんの判断力と決断力は
    
     凄
    すごいと思いますよ、私」

  「我也这么认为。」

  「それはうちもそう思うわ」

  「就算夸奖我，也不会有什么好处哦？」

  「褒めても何も出ないぞー？」

  　虽然嘴上这么说，但被夸奖的感觉并不坏。不，我非常高兴。我是个单纯的男人，只要被可爱的女孩子夸奖和奉承，就会高兴得忘乎所以。没办法，毕竟我是男人嘛。

  　と言いつつもこうして褒められると悪い気はしない。いや、とても
    
     嬉
    うれしい。俺って単純な男なので、可愛い女の子に褒められてちやほやされるとそれだけで舞い上がってしまうのだ。仕方ないよね、男の子だもの。

  　那么，说到正在交谈的我和整备士姐妹在哪里做什么，我们正在休息区放松。我一屁股坐在沙发上，蒂娜和薇丝卡紧紧地贴在我两侧。两人的体温都偏高，像这样贴着非常温暖。

  　さて、こんな会話をしている俺と整備士姉妹はどこで何をしているのかというと、まぁ休憩スペースで
    
     寛
    くつろいでいた。ソファにどっかりと腰を下ろした俺の両サイドにティーナとウィスカがぴったりとくっついている。二人とも体温が高めなので、こうしてくっつかれるととても温かい。

  　当我正悠闲地放松时，突然有道影子遮住我的视线，有人钻进我张开的双腿之间。

  　と、まったりとしていると突然目の前に影が差し、広げていた俺の足と足の間にストンと誰かが収まってきた。

  「你很懒散呢。」

  「だらけてるわねぇ」

  「啊！？姐姐，你这样太狡猾了！」

  「あっ!?　
    
     姐
    ねえさんずっこいでそれは！」

  「啊——！？」

  「あーっ!?」

  　顾虑到彼此而故意空出“特等席”的整备士姐妹发出了责难的叫声。而艾尔玛则一副“我才不管你们姐妹的抗议”的态度，把后背靠在了我的胸膛上。她似乎刚洗过澡，银发有些湿润。

  　互いを
    
     慮
    おもんぱかって『特等席』を敢えて空けていた整備士姉妹が非難の叫び声を上げる。そんな姉妹の抗議など知った事かという態度で俺の胸板に背中を預けてきたのはエルマであった。シャワーを浴びてきたようで、彼女の銀髪が幾分かしっとりとしている。

  「辛苦了。那么，成果如何？」

  「お疲れ。で、成果は？」

  「两人的资质都意外地不错哦」

  「意外と筋は悪くないわよ、二人とも」

  　艾尔玛如此评价不在场的两人——蜜蜜和库姬。

  　エルマがここに居ない二人──ミミとクギのことをそう評する。

  　至于在说什么，蜜蜜和库姬两人最近以艾尔玛为教官进行战斗训练——而且还是徒手格斗的训练。

  　何の話かというと、ミミとクギの二人は最近エルマを教官として戦闘訓練──それも徒手での格闘の訓練を行っているのだ。

  　和能够利用精神感应能力进行自卫的库姬不同，蜜蜜没有保护自己的手段。不，姑且是给她买了雷射枪，也让她进行过训练，但最后能依靠的果然还是自己的肉体。

  　精神感応能力を利用した護身が可能なクギとは違い、ミミには自身の身を
    
     護
    まもる
    
     術
    すべというものが無い。いや、一応レーザーガンは買い与えたし、訓練もさせてはいるが、最後に頼りになるのはやはり己の肉体である。

  　因为蜜蜜也通过每天的训练多少培养出了体力，所以我就让她在有很多这种空闲时间的时候向艾尔玛和梅伊学习防身术，或者说是格斗术。库姬也一起接受格斗术的训练，不知道是顺便还是怎样……因为本人也干劲十足地说想参加，所以就让她一起训练了。

  　ミミも日々のトレーニングで多少なりとも体力がついてきたので、こういう暇な時間が多い時にエルマやメイから護身術というか格闘術を習うようにと言っておいたのだ。クギも一緒に格闘術の訓練を受けているのは、もののついでなのか何なのか……本人がやる気を出して参加したいと言ったようなので、一緒に訓練を受けてもらっている。

  「那就好。要是能轻松地把小混混撂倒的话就没什么可说的了……不，果然还是不能让她一个人走动吧」

  「そりゃ何より。チンピラを楽に
    
     伸
    のせるくらいになってくれれば言うことは無いんだが……いや、やっぱ独り歩きは無理か」

  「不行吧」

  「無理でしょ」

  　蜜蜜的身高和那对胸部，再加上那副美少女的容貌，要是不带护卫放她出去的话，三分钟就会被男人缠上……说到底，如果要往不被男人缠上的方向想办法的话，不让她装备上遮住体型的斗篷和充满压迫感的全罩式防毒面具之类的东西是不行的吧。

  　ミミはあの背丈にあのおっぱい、それにあの美少女っぷりなので、護衛を付けずに放流すると三分で男に絡まれるからな……そもそも絡まれないようにするという方向でどうにかするなら、体形を隠すマントと威圧感のあるフルフェイスのガスマスクめいた何かでも装備させないと無理だろう。

  「真可悲啊……那么大姐，蜜蜜和库姬怎么样了？」

  「悲しいなぁ……それで姐さん、ミミとクギはどないしたん？」

  「蜜蜜因为训练累得精疲力尽，正在房间里休息。库姬哄蜜蜜睡着之后应该很快就会过来吧？」

  「ミミは訓練でヘロヘロになって部屋で休んでるわ。クギはミミを寝かしつけたらそのうち来るんじゃない？」

  「训练到累倒也太可怕了吧？」

  「ぶっ倒れるくらいシゴくの怖すぎるでしょう？」

  「不辛苦的话就学不到东西」

  「苦しくなければ覚えないわよ」

  　艾尔玛随口就说出可怕的话了啊。明明外表是苗条的美女，脑子里却充满了肌肉。

  　さらっと恐ろしいことを
    
     宣
    のたまうよな、エルマは。見た目はスレンダーな美人さんなのに、頭の中身が筋肉なんだよ。

  「所以，要一直这样悠闲地过吗？」

  「で、ずっとこうしてのんびり過ごすわけ？」

  「我觉得那样也不错，不过再稍微提高一下哈特穆特对我们的印象也是个办法」

  「それも悪くないと思うんだが、もう少しハルトムートの心証を上げておくのも手だよな」

  　就算再怎么闲，无所事事地发呆也不好。如果有能做的事，不管是什么都应该去尝试。

  　いくら暇だからといってボケーっと無為に過ごすのも良くない。できることがあるならなんでもやってみるべきだろう。

  「这招不错。比起单纯的熟人，看到我们陷入困境而伸出援手的同伴，更有可能愿意听我们说话。」

  「それはアリね。ただの知り合いよりは、窮状を見かねて手を差し出してくれる味方の方が話を聞いてくれる可能性は高いし」

  「那就照这个方向行动吧。琳达的临时登船手续好像也办好了。」

  「なら、そのように動くか。リンダの一時乗船手続きも終わったみたいだし」

  　刚才梅伊透过我的小型情报终端通知我手续已经办妥。不愧是梅伊，手脚真快。就算我回到原本的世界，要是没有梅伊的话，感觉很多事情都会无法顺利进行。从文书工作到麻烦的手续，她什么都愿意帮忙处理。而且她还很可爱。这岂不是最强的吗？虽然我就是把她设计成这样的。

  　先程俺の小型情報端末あてにメイから手続完了の旨が通達されてきていた。流石メイ、仕事が早い。俺、もし元の世界に戻るとしてもメイがいなかったら色々立ち行かなくなってしまっているような気がする。書類仕事から面倒な手続きから何まで全部やってくれるんだぜ。しかも可愛い。最強すぎるのでは？　そうなるように作ったんだけども。

  「哥哥要做什么，就是那个吧。狩猎宙贼。」

  「兄さんが何かやるってことはアレやな。宙賊狩り」

  「答对了。毕竟说到我这个人，就是这个了。」

  「ご名答。まぁ俺といったらそれだよな」

  　虽然在这种情况下不能离开星系，但只要在星系内活动应该就没问题。

  　この状況下で星系を離れるわけにはいかないが、星系内で活動をする分には問題はなかろう。

  「感觉能赚钱吗？」

  「稼げそうなんですか？」

  「这个嘛，确实有赚头。」

  「それがそうなんだな、これが」

  　由于瘟疫的影响，商船的往来数量减少，再加上入港手续变得繁琐，利梅普莱姆殖民卫星的物资供给能力——也就是补给能力大幅衰减。在这种情况下，维护星系治安的星系军也不得不降低工作效率，星系整体的治安水平自然会随之下降。治安水平一旦下降，宙贼们就会变得活跃起来。换句话说，我们这些佣兵的饭碗也会随之增加。

  　パンデミックの影響で商船の往来が減り、また入出港の手続きが面倒になっているのも相まってリーメイプライムコロニーの物資供給能力──つまり補給能力は大きく減衰している。そんな状況下では星系の治安を守る星系軍も稼働効率を落とさざるを得ず、必然的に星系全体の治安は低下する。治安が低下すれば宙賊どもが活発に活動するようになる。つまり俺達のような
    
     傭
    よう
    
     兵
    へいの飯の種が増えるというわけだ。

  「可是，瘟疫肆虐的利梅普莱姆殖民卫星会让商船减少吧？这样一来，宙贼的猎物不是也会跟着变少吗？」

  「でも、パンデミックが起こっているリーメイプライムコロニーに立ち寄る商船は減りますよね？　そうなると、普通は宙賊の獲物も少なくなるんじゃ？」

  「这倒未必。就算不靠近利梅普莱姆殖民卫星，必须通过利梅星系的商船数量也不会有太大的变化。因为这里是和三个星系以星际航线相连的中继星系。」

  「それがそうでもない。リーメイプライムコロニーに寄らないとしても、リーメイ星系を通らざるを得ない商船の数はそんなに変わらないだろうからな。ここは三つの星系にハイパーレーンが
    
     繫
    つながっているハブ星系だから」

  　如果无法在利梅普莱姆殖民卫星卸货，或者卸货的风险太高，商人们就会去其他星系卸货。话虽如此，他们也不会不通过利梅星系。也就是说，目前从星系外缘部的星际航线出入口到其他星际航线出入口的航路的通行量应该会增加。当然，盯上这一点的宙贼数量也会增加。

  　リーメイプライムコロニーに荷を卸せない、もしくは卸すリスクが高いとなれば商人達は他の星系に商品を卸しに行くことになる。だからといってリーメイ星系を通らないというわけではないのだ。つまり、現状で星系外縁部にあるハイパーレーン突入口から別のハイパーレーン突入口を結ぶ航路の通行量が増えていると思われる。当然、それを狙った宙賊の数も。

  「不过，每次来卖战利品都要因为检疫而被长时间拘留也很麻烦。还是由我这边向哈特穆特提出请求，让他赋予我们简化这些手续的特权吧」

  「ただまぁ、戦利品を売りに来る度に検疫のため長期間拘束されるのは面倒だからな。こちらからハルトムートに働きかけて、そこらへんを簡略化する特権でも付与してもらうのが良いだろう」

  「不觉得有点狡猾吗？」

  「ズルない？」

  「能用的东西就要全部用上。从对方的角度来看，我主动去讨伐宙贼也能帮他们省事，所以不会拒绝的」

  「使えるものはなんだって使うさ。向こうとしても俺が自主的に宙賊討伐に精を出してくれる分には助かるだろうから、拒むことはあるまいよ」

  　战利品中应该也包含了许多瘟疫爆发的殖民卫星中经常短缺的物资。虽然我们作为战利品提供的物资量并不算多，但商船不会靠近爆发瘟疫的殖民卫星，搞不好连关乎生命线的物资都有可能短缺。

  　戦利品の中にはパンデミック下のコロニーでは不足しがちな物資も多く含まれているはずだ。俺達が戦利品として供給する物資の量なんてのは大したものではないだろうが、パンデミックを起こしたコロニーには商船が近寄らなくなって、下手をすればライフラインに関わる物資すら不足する可能性がある。

  　哈特穆特和他的父亲马格涅利子爵应该也在安排商人运送物资，以避免物资短缺，如果我主动提出要为治安的改善和物资的供应做出贡献，他们会怎么想？虽然可能会觉得我可疑，但对方也不能不感谢我。

  　ハルトムートや彼の父君であるマグネリ子爵も物資の欠乏などが起こらないように商人に荷を運ぶよう手配していることだろうが、そこで俺が治安の向上と物資の供給に
    
     僅
    わずかなりとも貢献すると申し出ればどうか？　
    
     胡
    う
    
     散
    さん
    
     臭
    くさがられるかもしれないが、あちらとしては感謝をしないというわけにもいくまい。

  「所以，赶紧联系哈特穆特，一边赚钱一边提高他的好感度吧」

  「そういうわけで、ハルトムートに早速連絡してカネを稼ぎつつ、彼の好感度も稼ぐとしよう」

  　Aye Aye, Sir，三人的声音重叠在一起。好，那么愉快的宙贼狩猎时间到了。

  　アイアイサー、と三人の声が重なる。よし、では楽しい宙賊狩りのお時間だ。

 
  ＃4：佣兵的工作

  ＃４：傭兵のお仕事

  『感谢你的提议。虽然感谢……但为何要做到这种地步？』

  『申し出は有り難い。有り難いが……
    
     何
    な
    
     故
    ぜそこまで？』

  　我跟哈特穆特约好时间，透过通讯联系。而哈特穆特在听到我的请求和提议之后，做出了这样的反应。

  　ハルトムートにアポイントメントを取り、通信でコンタクトを取った。そしてこちらからのお願いと提案を聞いたハルトムートの反応がこれである。

  　哎，我也不是不能理解他的心情。哈特穆特自己要做的事，就只是给我们附上专用的标签或ID，让我们进出港口时可以省去一些麻烦，然后跟自己养的商人们一样，让我们入港时不用跟人接触，以防疫的角度来说，可以安全又迅速地进行物资交易而已。

  　まぁ、わからないでもない。ハルトムート自身がすることと言えば俺達の船の出入りを簡略化できるよう専用のタグなりＩＤなりを付与して、子飼いの商人達と同じように入港はしても人のやり取りは行わず、防疫的な意味で安全で素早い物資のやり取りができるようにするだけだ。

  　这不过是把已经运作的机制套用在我们身上，只要对负责的部下做出指示就好，连麻烦都算不上。

  　これは既に動いている仕組みを俺達に適用するだけなので、担当している部下にそうするよう指示を出すだけで良い。手間とも言えない手間だ。

  　相对地，我们并没有要求什么特别的报酬，而是主动表示会把狩猎宙贼得到的战利品批发给他，所以哈特穆特才会觉得对自己太有利了吧。

  　それに対して俺達は特別な対価を要求するわけでもなく、自主的に宙賊を狩って手に入れた戦利品を卸すと言っているのだから、ハルトムートとしては自分に都合が良すぎると思ったのだろう。

  　哈特穆特应该无法理解我的动机吧。无法理解动机和意图的善意，会让人觉得恶心，这也不是什么奇怪的感觉。

  　俺の動機がわからないんだろうな、ハルトムートにしてみれば。動機と意図の読めない善意というものを気味悪く思うのはさほどズレた感覚でもないと思う。

  「坦白说，其实我认识的船员……应该说恩人和挚友就住在这个殖民卫星。我受人之托，希望我能帮助那个人。另一个原因就是单纯看不下去，如果对陷入困境、痛苦的臣民见死不救，陛下和皇女殿下赐予的金星勋章会哭泣吧？」

  「腹を割って話すと、実はうちのクルーの知り合い……というか恩人とか、親友にあたる人物がこのコロニーに居てな。その人を助けて欲しいと頼まれたのが一つ。あともう一つは単純に困り果てて、苦しんでいる臣民を『関係ないね』と見捨てては陛下と皇女殿下から賜ったゴールドスターが泣くだろう？」

  　听到我的话，哈特穆特一瞬间露出惊讶的表情，然后微笑起来。嗯，帅哥的微笑破坏力真惊人。如果我是女人，说不定会在心中发出尖叫。

  　俺の言葉を聞いたハルトムートは一瞬きょとんとした表情をしたかと思うと、
    
     微笑
    ほほえんだ。うん、イケメンが微笑むと破壊力が凄いな。俺が女なら心の中で黄色い悲鳴の一つでも上げていたかもしれん。

  『我太小看你了。我向你道歉。』

  『貴殿のことを見くびっていた。この通り謝罪する』

  「我这么做也是别有用心。等我立下功劳，会向你要求奖赏的。」

  「下心あってのことだ。
    
     槍
    やり働きの後にはちゃんとご褒美を
    
     強
    ね
    
     請
    だるからな」

  『奖赏？』

  『ご褒美？』

  「我说过了吧？我的目的是帮助这个殖民卫星的船员的恩人。为此，希望你能助我一臂之力。」

  「言っただろう？　このコロニーに住むクルーの恩人を助けるのが目的だと。そのために一肌脱いでもらいたいのさ」

  　之后如果被评价为义侠心肠的男人，我会很困扰，所以先好好叮嘱他。佣兵也不想被当成免费工作的便利屋。

  　後で
    
     義
    ぎ
    
     俠
    きよう
    
     心
    しんの男とか評されても困るので、しっかりと
    
     釘
    くぎを刺しておく。傭兵的にも喜んでロハで働く便利屋と思われるのは避けたいし。

  『具体来说是什么事？有些事在我的权限内可以做到，有些事不行。』

  『具体的にはどのようなことだろうか？　私の権限でもできることとできないことがある』

  「下层区有一座收养孤儿并照顾他们的设施。支援那里的家伙因为这次的流行病受到重创，保护和支援都中断了。我希望你能照顾那里。现在虽然由我照顾，但也不能一直照顾下去……这种事本来就是你们的职责吧？」

  「下層区画に孤児を引き取って面倒を見ている施設があるんだよ。そこを後援している連中が今回の
    
     流
    は
    
     行
    やり病で大打撃を被って、保護も後援も打ち切られてしまっていてな。そこの面倒を見てもらいたいのさ。今は俺が面倒を見ているが、いつまでも見ているわけにはいかんし……そういうのは本来そっちの領分だろう？」

  『真是刺耳。』

  『耳が痛いな』

  　哈特穆特露出苦涩的表情。那个什么准男爵……是叫雷迪亚斯吗？那个准男爵推行不照顾下层区的政策，结果就是由帮派和黑手党互助，整备和经营设施。这可以说是行政——或者贵族的败北，或者说是失态吧。

  　ハルトムートが
    
     苦
    にが
    
     虫
    むしを
    
     嚙
    かみ
    
     潰
    つぶしたような表情を浮かべる。ナントカ準男爵……レイディアスだっけ？　その準男爵が下層区を顧みない政策を推し進めてきた結果、ギャングやマフィアが互助的に施設を整備、運営していたわけだからな。これは行政──
    
     或
    あるいは貴族の敗北というか、失態であると言えるだろう。

  「还有，我的医生说不定能找到解决这种传染病的关键。我让被实验者暂时上船，正在热烈研究中，你就别抱期待地等着吧。」

  「あと、うちのドクターがもしかしたらこの伝染病をどうにかできる
    
     鍵
    かぎを見つけられるかもしれん。被験者を一時乗船させて絶賛研究中だから、期待しないで待っていてくれ」

  『这是怎么回事？阁下船上的医生是什么人？』

  『どういうことだ？　貴殿の船のドクターは何者だ？』

  「不久前还在高科技星系的医疗系或基因工学系企业工作的人。我邀请他来我们船上当船医时，没有小气，还导入了能当成实验室使用的设备。」

  「少し前までハイテク星系で医療系や遺伝子工学系の企業で働いていた人でな。うちの船に船医として迎え入れる際にケチらずラボとして使えるレベルの設備も導入したんだ」

  『人才储备真是雄厚啊……这个殖民卫星是以交易为主体，没有多少研究职的人才。真是羡慕。』

  『人材の層が厚いのだな……このコロニーは交易を主体としたコロニーで、そういった研究職の人材があまり居ないのだよ。全く、
    
     羨
    うらやましい』

  「才不给你。总之就是这样……总之可以先给我出入的简略化许可吗？」

  「やらんぞ。とにかくそういうことで……とりあえずは出入りの簡略化に関する許可を
    
     貰
    もらえるか？」

  『明白了。我立刻跟负责人说。』

  『承知した。すぐに担当の者に話を伝えておこう』

  ☆★☆

  ☆★☆

  「虽说简略化，但也不是不需要检查就直接放行呢。」

  「簡略化と言っても、検査不要で素通りというわけではないのですね」

  「是啊。正确来说应该是优先通行权吧。」

  「それはそうよ。正しくは優先通行権ってところじゃないかしらね」

  　目送利梅普莱姆殖民卫星港湾区防疫队离开的库姬和艾尔玛，正在讨论哈特穆特安排的出入简略化——应该说是优先通行权。

  　リーメイプライムコロニー港湾区の防疫チームを見送ったクギとエルマがハルトムートの手配してくれた出入りの簡略化──というか優先通行権について話し合っている。

  　检查本身在相对较短的时间内就结束了。检查舷梯的气密锁，测定船内各处空间中的孢子量——也就是这次流行病的病原——检查包含我在内的船员是否感染。琳达当然被拦了下来，不过持有医师执照的翔子医师负责管理她，而且她只是暂时上船，不会离开星系，所以被放行了。

  　検査そのものは比較的短時間で終わった。タラップのエアロックをチェックし、船内各所で空間中の胞子量──今回の流行り病の病原となっているものだ──を測定し、俺を含めたクルーが感染していないかをチェックする。リンダは当然これに引っかかったが、医師免許を持っているショーコ先生が彼女の身柄を管理しており、また星系外には出ない一時乗船の立場ということで見逃された。

  「应该是被交代说要睁一只眼闭一只眼吧……」

  「多少のことには目を
    
     瞑
    つぶれと言われていたんでしょうね……」

  「贵族大人真是了不起。」

  「お貴族様様だねぇ」

  　一般来说，就算有优秀的医师管理，也不可能在利梅普莱姆殖民卫星的严格防疫态势中让感染者外出。不过，贵族的绝对权力万岁。

  　通常、いくら優秀な医師の管理下にあると言ってもこのリーメイプライムコロニーの厳戒な感染拡大防止態勢の中で感染者を外に出すようなことなどあり得ない。だが、そこはそれ。貴族の絶対権力万歳である。

  「好累……」

  「疲れた……」

  　因为是感染者，琳达被彻底检查了一番，一脸失魂落魄的样子。虽然她姑且算是感染了，但既没有出现症状，也没有扩散孢子。

  　感染者ということで徹底的に検査されたリンダが魂の抜けたような顔になっている。一応彼女は感染しているが、症状も出ていなければ胞子の拡散も行っていない状態だ。

  　翔子医师正在调查她为什么会处于这种状态，不过真的能在几天内得出结果吗？虽然我对此感到疑问，但也没办法做什么。只能相信翔子医师，等待结果了。

  　どうしてそのような状態なのかということをショーコ先生が調べているわけだが、これ本当に数日で結果が出るのかね？　疑問に思ったところでできることがあるわけでもなし。ショーコ先生を信じて待つしか無いのだけれども。

  「虽然比想象中还要辛苦，但终于解脱了……走吧。」

  「思ったよりも大変だったが、やっとこさ解放されたわけだし……行くか」

  　我也因为被纠缠不休地检查而感到厌烦。就算有优先通行权，检查还是这么严格，其他船的检查到底有多严格啊？不，只是优先接受这个检查，内容并没有改变吗……？

  　かくいう俺も
    
     執
    しつ
    
     拗
    ようなチェックにげんなりである。優先通行権を持っていてもこれとか、他の船はどれだけ厳しいチェックを受けているのだろうか？　いや、このチェックを優先的に受けられるだけで、内容は変わらないのか……？

  「加油吧！」

  「頑張りましょう！」

  「蜜蜜真有精神……」

  「ミミは元気やなぁ……」

  「是啊……我们也准备一下吧。」

  「そうだね……私達も準備しておこうか」

  　只有蜜蜜一个人精神百倍。为什么只有蜜蜜这么有精神？真是个谜。整备士姐妹似乎也在为缴获宙贼舰和其装备做准备。总之今天就先休息，明天再开始狩猎宙贼。毕竟今天一抵达利梅普莱姆殖民卫星就去和哈特穆特见面，之后又去了两次艾莉亚的孤儿院，还再次预约和哈特穆特见面，忙得不可开交。实在是累坏了。

  　元気なのはミミだけである。何故ミミだけこんなに元気なのだろうか？　謎だ。整備士姉妹も宙賊艦やその装備の
    
     鹵
    ろ
    
     獲
    かくに向けて準備をするようだ。とりあえず今日のところは休んで、明日から宙賊狩りをするということにした。今日はリーメイプライムコロニーに到着するなりハルトムートに面会し、そのあと二度もアイリアの孤児院へと足を運んだり、再びアポを取ってハルトムートと再接触したりと忙しく動いたからな。
    
     流石
    さすがに疲れた。

  ☆★☆

  ☆★☆

  　狩猎宙贼的方法有很多种。

  　宙賊を狩って回る手法というのはいくつかある。

  　其中比较标准的方法，就是在容易发生宙贼袭击的宙域四处巡逻，然后在接到商船发出的求救信号后火速赶往现场。

  　その中でも比較的スタンダードな手法はというと、宙賊の襲撃が発生しやすい宙域をブラブラと巡回し、宙賊に襲われた商船が発信する救難信号に急行するという方法である。

  「这里是佣兵公会所属的克里希那。我方将介入战斗。」

  「こちら傭兵ギルド所属のクリシュナだ。戦闘に介入する」

  『佣兵！？钱的话我付！快救救我们！』

  『傭兵!?　金なら払う！　助けてくれ！』

  『是佣兵！？可恶！怎么办！？』

  『傭兵だァ!?　クソッ！　どうする!?』

  『虽然有艘大船，但战斗舰只有两艘。干掉他们！』

  『でけぇ船もいるが、戦闘艦は二隻だけだ。やっちまえ！』

  　被袭击的商船和袭击商船的宙贼们，都像是得到了天助一般高声喊道。就我所见，负责护卫商船的船似乎已经遭到击破或是奄奄一息，剩下的商船只有两艘。虽然姑且有配备炮塔，但火力似乎相当贫弱，光是不让宙贼们靠近就已经竭尽全力了。

  　天の助けとばかりに声を上げる襲われていた商船と、それを襲っていた宙賊ども。見たところ、商船の護衛を務めていた船は既に撃破されたか死に体になってしまっているようで、残っている商船は二隻のみ。一応タレットで武装はしているようだがその火力は大変に貧弱であるようで、宙賊どもをなんとか寄せ付けないようにするのが精一杯であるようだ。

  『我要展开干扰箔片了哦』

  『ジャマーを展開するわよ』

  「就这么办。交给你们对付那些保持距离观察情况的家伙了。黑莲花一边慢慢接近商船，一边将敌方势力充分纳入射程范围，然后开始防空战斗」

  「そうしてくれ。距離を取って様子見してるような手合いを任せる。ブラックロータスはゆっくりと商船に接近しつつ、敵勢力を射程内に十分に
    
     捕
    ほ
    
     捉
    そくしたら防空戦闘」

  『Aye Aye, Sir』

  『アイアイサー』

  『遵命，主人』

  『承知致しました、ご主人様』

  　宙贼的数量是十四艘吗。这种程度的话应该能全部吃掉吧。

  　宙賊の数は十四隻か。これくらいなら全部食えそうだな。

  「要冲进去了。虽然我觉得应该没必要，但姑且还是准备好护盾单元吧」

  「突貫するぞ。必要ないとは思うが、一応シールドセルを準備しておいてくれ」

  「好的，主公。干扰箔片和热诱饵弹也请交给我」

  「はい、我が君。チャフとフレアもお任せ下さい」

  「敌方前卫，来了！」

  「敵前衛、来ます！」

  　我一边听着库姬的回应和蜜蜜的警告，一边将节流阀全开，从正面冲向了宙贼舰的前卫。在护盾硬度和火力都占优势的情况下，没有比正面交火更有效率的击破敌人方法了。既然对方主动邀请，那我当然乐意接受。

  　クギの返事とミミの警告を聞きながら、スロットルを全開にして宙賊艦の前衛に正面から突っ込む。シールドの硬さでも火力でも勝っている場合、ヘッドオンでの撃ち合いほど効率的な敵の撃破方法などそうそうないものだ。先方からのお誘いとあらば喜んでお受けするとしよう。

  　我一边用四门重雷射炮胡乱扫射，一边用克里希那的姿势控制推进器上下左右地喷射，让船身摇晃。虽然宙贼的船也配合着摇晃修正准星，试图对我进行射击，但因为他们的火器管制系统太烂，只要我让船身稍微摇晃一下，他们就会修正过头，导致射击失准。这就是使用便宜货的下场。

  　四門の重レーザー砲を乱射しつつ、クリシュナの姿勢制御スラスターを小刻みに上下左右に噴かして船を揺らす。宙賊の船も揺れに合わせて偏差を取った射撃を撃ち込んでこようとするわけだが、火器管制システムがヘボなので小刻みに船を揺らすと大げさに偏差を取りすぎて射撃を外すのだ。安物を使うと
    
     碌
    ろくな事がないというのはこういうことだな。

  『可恶！打不中！是说这船也太硬了吧！』

  『ええいくそ！　当たらねぇ！　つか
    
     硬
    かてぇ！』

  『呀——！』

  『ぎゃ──ッ!?』

  『不妙！这家伙很强耶！绝对比白银还强！』

  『やべぇ！　こいつ強いぞ!?　絶対シルバー以上だ！』

  『散开！快散开！』

  『散開！　散開しろ！』

  　很遗憾，别说白银了，这可是白金级的哦。我用霰弹炮朝着慌张逃跑的宙贼舰的侧腹开火，又用重雷射炮把那些想逃跑的宙贼们打得落花流水。

  　残念、シルバーどころかプラチナだよ。慌てて逃げようとした宙賊艦の横っ腹に散弾砲を撃ち込み、更に逃げようとする宙賊どもを重レーザー砲で散々に追い散らす。

  『超光速驱动器没办法启动！？飞、飞弹！救命啊——！』

  『超光速ドライブが起動しねぇ!?　ミ、ミサイルが！　助け──！』

  『住手！会烧起来！会烧起来啊！烧——』

  『やめろォ！　焼ける！　焼ける!?　焼け──』

  　艾尔玛驾驶的安特利翁似乎按照计划，用重力干扰器妨碍了那些宙贼的超光速驱动器的启动，同时用追踪导弹和激光光束发射器收拾了他们。

  　エルマの駆るアントリオンは予定通りグラビティジャマーで宙賊どもの超光速ドライブの起動を阻害しながら、シーカーミサイルとレーザービームエミッターで
    
     奴
    やつらを始末しているようだ。

  　最后，黑莲花接近战场，展开了隐藏在护盾装甲下的各种炮台，开始歼灭四处逃窜的宙贼。这样一来就结束了。只要他们没有拿出反舰反应弹头鱼雷，就无计可施了。

  　しまいには戦場に接近してきたブラックロータスがコンシールド装甲で隠されていた各種砲台を展開し、逃げ惑う宙賊を
    
     殲
    せん
    
     滅
    めつしにかかる。これで詰みだな。奴らが対艦反応弾頭魚雷でも持ち出してこない限りどうにもならん。

  『得、得救了吗……？』

  『た、助かったのか……？』

  「运气不错啊。然后是关于钱的事。」

  「運が良かったな。それでお金の話なんだけど」

  　光是宙贼们的赏金和战利品就足够了，但既然人家要给，我也不客气了！我的原则是能拿的东西就拿。

  　宙賊どもの賞金と戦利品だけでも十分と言えば十分なんだが、折角くれるというなら貰うのは
    
     吝
    やぶさかではないよな！　俺は貰えるものは貰う主義なんだ。

  ☆★☆

  ☆★☆

  「哈哈哈，佣兵真是发大财了。」

  「はっはっは、傭兵
    
     丸
    まる
    
     儲
    もうけとはこのことだな」

  　从被袭击的贸易商那里敲诈了远比一艘宙贼舰的赏金还要多的礼金，目送他们离开后，我从击破的宙贼们的船上剥下战利品和他们船上装备中比较好的装备，还拿到了他们的悬赏金。真是赚翻了。虽然对我来说是这样。

  　襲われていた交易商人から宙賊艦一隻分の賞金よりも
    
     遥
    はるかにマシな額の礼金をせしめて彼らを見送り、撃破した宙賊どもの船から戦利品と奴らの船が装備していた中でもマシな部類の装備を
    
     引
    ひっ
    
     剝
    ぺがし、更には奴らの首に懸かっている賞金も頂ける。ボロい商売だぜ。俺にとっては、だが。

  「你赚了多少？」

  「幾ら儲けたんだ？」

  　琳达穿着手术服般的简单服装，出于好奇地问道。

  　手術着のようなシンプルな服を着たリンダが興味本位といった感じで聞いてくる。

  「商人的谢礼金是2万，宙贼的话，如果不是有悬赏的通缉犯，一艘大概3000到5000左右，这次有十四艘，所以少说也有4万2000，再加上卖掉战利品的收入，还有船用装备的收入，大概有10万左右吧？战利品和装备的质量好的话，说不定还能再多赚一点」

  「商人の謝礼金が２万、宙賊は特別な札付きじゃなければ一隻当たり３０００から５０００程度、それが十四隻だから少なく見積もっても４万２０００、他には戦利品を売り払えばプラスでドン、船用の装備で更にドンってとこだな。まぁ10万弱ってとこか？　戦利品と装備の質次第ではもう少し行くかもな」

  「真的假的……原来当佣兵这么赚钱啊」

  「マジかよ……傭兵って儲かるんだな」

  「不过为了赚到这么多钱，需要投入比这多好几百倍，甚至几千倍的投资就是了」

  「これだけ儲けるためにはこの何百倍、何千倍の投資が必要ですけどね」

  「我只知道这对我来说是遥不可及的世界……不过，那我该怎么做才能成为佣兵呢？」

  「オレには遠い世界の話だってことだけはよくわかったよ……でも、それじゃあどうやって傭兵になれば良いんだ？」

  「这个嘛……」

  「それはですね……」

  　于是，蜜蜜开始向琳达讲解成为佣兵的途径。蜜蜜似乎很喜欢向琳达讲述各种各样的事情，经常和琳达聊天。库姬也在一旁竖起耳朵听，挺有趣的。她头上的狐狸耳朵一动一动的，似乎很感兴趣。

  　と、ミミがリンダに傭兵になる道筋をレクチャーし始めた。ミミはリンダに色々と話を聞かせるのが楽しいのか、こうしてよくリンダと話をしている。その傍らでクギもふんふんと耳をそばだてているのがちょっと面白い。頭の上の
    
     狐
    きつねのような獣耳がピクピクと興味深げに動いている。

  　我离开专心听蜜蜜说话的琳达，来到食堂，看到刚完成工作的艾尔玛正在喝啤酒。我也从冰箱里拿出无气泡的可乐，坐到她旁边。

  　ミミの話に聞き入るリンダから離れて食堂に行くと、一仕事を終えたエルマがビールを飲んでいた。俺も冷蔵庫から炭酸抜きのコーラもどきを出して同じ席に着く。

  「辛苦了。所以，那孩子要怎么办？」

  「お疲れ様。で、あの子はどうするの？」

  「不怎么办。要是在每个地方都增加船员的话，船舱马上就会不够用。」

  「どうもせんが。行く先々でクルーを増やしてたらすぐに船室が足りなくなるぞ」

  「哦？你都对蒂娜和薇丝卡出手了，我还以为你对那种孩子也行得通。」

  「ふーん？　ティーナとウィスカにも手を出してるんだし、ああいう子もいけるのかと思ったけど」

  「要对货真价实的出手还是有点……我好歹也拥有良心和一般道德观。应该说，我在对那两人出手时相当犹豫，而且也没有对克莉丝出手，希望你从这点察觉到。」

  「流石に正真正銘のはちょっとなぁ……俺にだって良心とか一般的な道徳観の持ち合わせくらいあるぞ。というか、あの二人に手を出すのを相当に
    
     躊躇
    ためらった上にクリスにも手を出してない時点で察して欲しいんだが」

  「我以为你改变宗旨了。」

  「宗旨変えしたのかなって」

  「没有那种事实。应该说，你对那方面纠缠得相当紧……原来如此。」

  「そういった事実はございません。というか、随分そっち方面で絡んで……なるほど」

  　原来是这么回事啊。我完全理解了。OKOK。

  　そういうことか。完全に理解した。ＯＫＯＫ。

  「……什么啦？」

  「……何よ？」

  「没什么。只是，我今天也稍微陪你一下好了。有味道淡的烈酒吗？」

  「別に。ただ、今日は俺も少しお前に付き合おうかなって思ったんだよ。癖の少ない強めの酒ってあるか？」

  「真稀奇耶。不过，既然你要陪我，我就请你喝。」

  「珍しいわね。でも、付き合ってくれるならご
    
     馳
    ち
    
     走
    そうするわ」

  　虽然没有碳酸的爽快感很可惜，但只要弄成类似莱姆可乐那样，就算是我也能陪她喝酒。当然，酒量不好的我只要喝一杯就会满脸通红、站都站不稳，不过这点就请艾尔玛照顾我吧。好好照顾我。

  　炭酸の
    
     爽
    そう
    
     快
    かい
    
     感
    かんが無いのは残念だが、ラムコークっぽくすれば俺でも酒に付き合えるからな。無論、酒に弱い俺は一杯で顔真っ赤のヘロヘロになるが、そこはエルマに面倒を見てもらうとしよう。たっぷりとな。

  「我马上就会醉倒，你要照顾我哦。」

  「すぐに潰れるから、面倒は見てくれよ」

  「不要吐哦。」

  「吐くのはやめてよね」

  「再怎么样也不会喝一杯就那样，放心吧。」

  「いくらなんでも一杯でそこまではならんから大丈夫だ」

  　艾尔玛一边说着，一边从专用的收纳柜里拿出无色透明的酒——闻起来有点甜——随意地混入假可乐里，搅拌着玻璃杯里的液体。这应该不是兰姆酒，所以也不能说是兰姆可乐，不过这都是小事。

  　そう言いながら、エルマが専用の収納棚から出してきてくれた無色透明の酒──匂いを
    
     嗅
    かいでみると少し甘い──を適当にコーラもどきに混ぜてグラスの中身を
    
     搔
    かき
    
     回
    まわす。多分ラム酒じゃないんだろうからラムコークとは言えないのだろうが、まぁ
    
     些
    さ
    
     事
    じだな。

  　顺便一提，感觉只要一喝酒就会马上跑出来的两个矮人，为了高价卖出剥下来的装备而忙着整备，其实酒量很好的翔子医师似乎也忙着解析从琳达那里取得的数据。梅伊就算把黑莲花移动到利梅普莱姆殖民卫星，应该也不会来管我们，但再怎么说也不会来参加酒会。就算喝了酒也不会醉，而是会『贮藏』在身体里。

  　ちなみに、酒盛りとなればすぐに湧いて出てきそうなドワーフ二人は
    
     剝
    はぎ取った装備を高く売るための整備で大忙しで、実はいけるクチのショーコ先生もリンダから取得したデータの解析で忙しいらしい。メイはリーメイプライムコロニーにブラックロータスを移動させていても俺達に構うくらいわけないと思うが、流石に酒盛りに顔は出さない。
    
     吞
    のめたとしても酔いもしないからな。
    
     身体
    からだの中に『貯蔵』することになる。

  　虽然不知道她是怎么处理的……但毕竟会浪费掉，谁也不会幸福，所以梅伊也不会特地来参加酒会。

  　それをどう処理しているのかは知らないが……無駄になるからな。誰も幸せにならないので、メイもわざわざ飲み会には顔を出さない。

  「那么干杯。」

  「それじゃあ乾杯」

  「要为谁干杯？」

  「何に乾杯するの？」

  「一如既往的胜利之类的？」

  「いつも通りの勝利とか？」

  「为什么是疑问句啊……真是不干脆。」

  「なんでそこで疑問形なのよ……締まらないわねぇ」

  　虽然嘴上这么说，但艾尔玛的心情很好。就让我继续讨她欢心，让她给我各种各样的服务吧。为此我得小心别喝到烂醉。

  　そう言いつつも、エルマはご機嫌である。このままご機嫌を取って是非色々とサービスをしてもらうとしよう。そのためにもべろんべろんに
    
     潰
    つぶれないように気をつけないとな。

  ☆★☆

  ☆★☆

  「清爽多了。」

  「スッキリだ」

  「适可而止哦。希罗君的体质对酒精的耐性不是很强。」

  「程々にね。ヒロくんはあまりお酒に強い体質ではないから」

  「我会的。谢谢您，医生。」

  「そうする。ありがとう、先生」

  　第二天——虽然在宇宙空间里没有昨天和明天——我用医疗舱治疗了有些疼痛的脑袋，然后被翔子医师稍微念了几句。昨天我和艾尔玛一起喝酒，然后直接去她的房间过夜。明明喝得比我还要多，艾尔玛却完全没有宿醉，一起洗完澡后就马上去吃饭了……那家伙的肝脏是用钢铁做的吗？

  　翌日──宇宙空間では昨日も明日も無いが──若干痛む頭を医療ポッドで癒やしてもらった俺はショーコ先生に軽いお小言を頂いていた。昨日はエルマと一緒に酒盛りをして、そのまま一緒に部屋に行って夜を過ごした。俺よりガブガブと酒を飲んでいたというのに、エルマは二日酔いもせずに一緒にシャワーを浴びたらさっさとメシを食いに行ったっていうね……あいつの肝臓は鋼鉄か何かで出来ているのだろうか？

  「说起来，琳达的事情怎么样了？」

  「そういえば、リンダの件はどんな感じなんだ？」

  「原理已经弄清楚了。现在正在计算能不能把那个原理应用到其他人身上。」

  「仕組みは解明したよ。今はその仕組みを他人にも適用できるか演算中だね」

  「计算？」

  「演算？」

  「因为没有时间一个个用活体做临床实验了。幸好你帮我把环境准备好了，所以我在虚拟空间里计算结果。这样比较省时省力。」

  「いちいち生体で治験なんてしていられるほど時間もないからね。幸い、君が環境を整えてくれたから仮想上で結果を演算しているのさ。こっちの方が手間も時間もかからないからね」

  「在数据上模拟新药对人体的影响吗……准确度没问题吗？」

  「人体に新薬的な何かを投与したらどうなるかをデータ上でシミュレーションするのか……それ、確度は大丈夫なのか？」

  「当然。帝国内存在的种族的数据我几乎都网罗了，所以应该没问题。因为连种族特有的特定疾病的情况都会模拟，所以要花不少时间。不过，应该不会花上接下来的二十四小时吧？」

  「
    
     勿
    もち
    
     論
    ろんさ。帝国内に存在する種族のデータはほぼ網羅しているから問題ないはずだよ。種族固有の特定の疾患がある場合どうかってところまでシミュレートするから、結構時間がかかっちゃうんだけどね。それでもこれから二十四時間かかるってことはないかな？」

  　虽然她若无其事地这么说，但在我看来，我觉得发达的科学力量真厉害。药物开发的速度也令人瞠目结舌，而药物是否真的有效，会不会发生严重的副作用等数据收集，竟然在虚拟空间里一天就结束了，真是太厉害了。而且准确度也得到了保证。

  　あっけらかんとした様子でそう言うが、俺にしてみれば発展した科学の力ってスゲーという気持ちである。薬の開発の速さも目を見張ったが、その薬が本当に効くのか、重篤な副反応などは発生しないか、などといったデータの収集が仮想上でたったの一日で終わるというのが
    
     凄
    すごい。しかも確度も保証されているときた。

  「一般人是不会了解这种领域的。如果有什么在意的事情，随时都可以问我哦？」

  「こういった分野のことは普通の人にはわからないよね。気になったことがあったらいつでも聞いてくれたまえよ？」

  「虽然不知道我能不能想到要问，但总之我明白你正在做很厉害的事情。」

  「聞くことを思いつけるかどうかもわからんが、とにかく凄いことをやっているんだなぁという雰囲気だけはよくわかった」

  「我觉得这不能说是明白……不过算了。关于流行病的事情，就放心交给我吧。」

  「それはよくわかったとは言えないような気がするんだけど……まぁ良いけどね。流行り病の件に関しては私にどーんと任せてくれていいよ」

  「就这么办。要是有能用来对付哈特穆特的手段，记得告诉我。」

  「そうする。ハルトムート相手に使えそうな手札ができたら教えてくれ」

  「交给我吧。我会让你觉得花这笔钱很值得的。」

  「任せておいてくれたまえ。高い買い物をした
    
     甲
    か
    
     斐
    いがあったと思わせてみせるよ」

  　翔子医师挺起她那丰满的胸部说道。嗯，真是大饱眼福。

  　そう言ってショーコ先生はその大きな胸を反らしてみせた。うん、眼福だね。

  ☆★☆

  ☆★☆

  　我们把从宙贼那里抢来的战利品卖给了物资不足的利梅普莱姆殖民卫星，而那些需求量应该比较少的航宙舰零件和装备类则暂时堆放在黑莲花上——我原本是这么想的。

  　宙賊から奪った戦利品は物資が不足気味のリーメイプライムコロニーに卸し、需要が少なめであろうと思われる航宙艦のパーツや装備類はひとまずブラックロータスに
    
     溜
    ため込むことになる──と思っていたのだが。

  『能不能把船的零件也卖给我？』

  『船のパーツも売ってくれないだろうか』

  　蜜咪她们姑且还是去调查了利梅普莱姆殖民卫星能不能收购航宙舰的零件，而哈特穆特似乎得知了这个消息，主动联络了我们。

  　一応、リーメイプライムコロニーでも航宙艦のパーツを売れないかとミミ達が調べたのがハルトムートの耳に入ったらしく、あちらから連絡を入れてきた。

  「可以是可以，不过为什么？」

  「それは構わんが、またどうして？」

  『优先确保了食物和医疗用品之后，机械类的零件就有点不够了……』

  『食料や医療品を優先して確保した結果、機械系のコンポーネントが不足気味なのだ……』

  「原来如此。我们这边是无所谓，能卖掉货物也是好事。」

  「なるほど。うちとしては構わんよ。荷が
    
     捌
    さばけるのは良いことだし」

  　也就是说，他想买些报废零件。确实，船上装备使用的零件类只要分解之后，就能挪用到维持殖民卫星机能的零件上——蒂娜和薇丝卡是这么说的。

  　つまり、スクラップパーツとして買い取りたいというわけだ。確かに船の装備に使われているパーツ類は分解すればコロニーの機能を維持するためのパーツに流用することも可能だ──とティーナとウィスカが言っていた。

  「如果只是要当作零件使用，应该没必要买已经整备好的完整品吧？」

  「パーツとして使うなら、整備済みの完動品にする必要はないかな？」

  『我想这样子对彼此来说都比较省事。』

  『その方がお互いに手間は省けるだろうと思う』

  「不过已经完成的部分，就要请你以相应的价格买下了。」

  「既に仕上げた分は相応の値段で買ってもらうことになるが」

  『我可没有吝啬到会对这点提出怨言。』

  『流石にそこに文句を言うほど
    
     吝
    りん
    
     嗇
    しよく
    
     家
    かではないさ』

  　全像屏幕另一头的哈特穆特笑了。嗯，该说他是个帅哥吗……帝国的贵族每个都长得这么好看，真的假的？果然是美男美女代代相传的结果吗？

  　ホロスクリーンの向こうでハルトムートが笑う。うむ、イケメンというかなんというか……帝国の貴族ってのはどいつもこいつも見目麗しいな、本当に。やっぱり美男と美女が脈々と血統を作り上げてきた結果なのかね？

  『话说回来，你之前提到的对抗流行病的有效手段，有眉目了吗？』

  『ところで、先日言っていた流行り病に対する有効な手立てというのは見通しが立ったのだろうか？』

  「哦，那个的话，生理学？的原理已经解析完毕，正在模拟是否能适用于其他人和种族。听说演算今天之内就会结束。」

  「ああ、それなら既に生理学的？　な仕組みの解明が終わって、他の人や種族にも適用できるかシミュレーション中だそうだ。演算は今日中にも終わりそうって話だったぞ」

  『我也不是专家，所以不是很懂，不过结束之后会怎么样？』

  『私も専門外のことなのでよくわからないのだが、それが終わるとどうなるのだろうか？』

  「好像可以跳过活体实验，直接得到高准确度的结果，所以应该可以做出特效药……要让我们的医生也加入对话吗？」

  「生体での治験をすっ飛ばして確実性の高い結果が出るらしいから、特効薬ができるんじゃないかと思うが……うちのドクターも会話に参加させようか？」

  『不好意思，麻烦你了。』

  『すまないが、頼みたい』

  　我应哈特穆特的要求，与研究所的翔子医师进行通讯，专心听着他们的对话，以免打扰到他们。哈特穆特想要的情报很单纯，就是翔子医师的研究结果是否能立刻使用，以及安全性如何。

  　ハルトムートの要請でラボのショーコ先生に通信を
    
     繫
    つなぎ、二人の会話を邪魔しないよう聞くことに専念する。ハルトムートが求めている情報は単純で、ショーコ先生の研究結果はすぐ使えるものなのか、そしてその安全性はどの程度のものなのかというものだ。

  『准确度不逊于以前的研究所，所以立刻使用应该也没问题。对于进入体内的感染源，身体会发挥极高的免疫机能，所以就算感染了，也不会出现症状，也不会造成新的感染。』

  『精度は古巣のものと
    
     遜
    そん
    
     色
    しよくないものなので、すぐに使って頂いても問題ないかと。身体が入ってきた感染源に対して極めて高い免疫機能を発揮するようになるので、生成物を投与した場合感染はしても症状が出ない上に、新たな感染を広げることもなくなるという感じです』

  『那种特效药能量产吗？』

  『その特効薬は量産できるのだろうか？』

  『如果有相应的设备的话。我们研究所也能小规模生产。』

  『相応の設備があるならば、ですかねぇ。うちのラボでも小規模ながら作れますが』

  『能生产多少？』

  『どれくらい作れるのだろうか？』

  『有材料的话，全力运转的话，一小时能生产两百人份，日产四千八百人份。』

  『資材があればフル稼働で一時間あたり二百人分、日産で四千八百人分ってところですねぇ』

  『虽然想立刻生产，但完全不够啊……』

  『すぐにでも作ってほしいが、全然足りんな……』

  　哈特穆特面露难色。这个殖民卫星的人口大约五十万人，如果要靠我们研究所的制造设备来满足所有人份，至少要花三个月以上。我不打算在这里停留那么长的时间。

  　ハルトムートが難しい顔をする。このコロニーの人口は
    
     凡
    およそ五十万人という話だから、うちのラボにある製造プラントで全員分を賄うとなると軽く三ヶ月以上はかかることになる。そんなに長期間ここで滞在するつもりはない。

  『毕竟我们研究所的制药设备只是小规模的。只要有相应的制造设备，制造本身并不难，所以要不要在殖民卫星内寻找拥有制造机器的企业？』

  『そりゃうちのラボの製薬プラントはあくまでも小規模なものですからねぇ。それなりの製造設備さえあれば製造そのものは難しくはないので、コロニー内で製造可能な機器を持っている企業などを探してみては？』

  『我会试试看。需要什么样的设备，能给我资料吗？』

  『そうしてみよう。どういった設備が必要になるのか、データを送ってくれないだろうか？』

  『他这么说。怎么办，船长？』

  『だってさ。どうするんだい？　キャプテン』

  「我会报答我们优秀的医生，而哈特姆特会充分报答提供医生研究结果的我吧？」

  「うちの優秀なドクターには俺が報いるとして、そんなドクターの研究結果を提供する俺にハルトムートは十分に報いてくれるんだよな？」

  『在权限范围内……原来如此，是这么回事啊？』

  『私の権限の範囲内で……なるほど、そういうことだな？』

  「就是这么回事。孤儿院，或者该说设施的事就拜托你了，代理官员大人。」

  「そういうことだな。孤児院というか施設の件をしっかり頼むぞ、お代官様」

  『明白了。』

  『承知した』

  　这样一来，行政方面的问题，或者说上头的问题就解决了。虽然只是口头约定，但对话记录都保存下来了。万一他装傻的话，我会有效地利用这些记录，如果他连这些记录都无视，打算装傻到底的话，我也做好了觉悟。没什么，因为最终能解决问题的还是暴力。不管是钱还是关系，或者单纯的暴力，我都会用上。现在就先申请用航宙舰或者剑的决斗吧。从贵族的自尊心来看，如果被申请决斗却拒绝逃跑的话，这种传闻传开的话会很困扰吧。我绝对不会逃的。

  　これでとりあえず行政方面というか、
    
     所謂
    いわゆるお上の問題は片付きそうである。口約束に過ぎないが、この会話のログは記録しているからな。万が一シラを切られたら有効に使ってやるし、それすらも無視してシラを切り通そうとした日には俺も覚悟を決めよう。なに、最終的にモノを言うのは暴力だからな。カネでもコネでも単純な暴力でもなんでも使ってやるさ。さしあたっては航宙艦か剣を用いた決闘を申し込むか。貴族のプライド的な意味で、決闘なんぞを申し込まれて拒否して逃げたなんて
    
     噂
    うわさをばら
    
     撒
    まかれると大変に困ることになるだろうからな。絶対に逃さんぞ。

  『那么，船长好像说要给我什么回报，要怎么回报呢？』

  『さて、それじゃあキャプテンから何か報いてもらえるというお話のようだし、どうやって報いてもらおうかねぇ？』

  　话虽如此，首先要切断和哈特穆特的通讯，然后想办法克服我家博士露出得意笑容提出的请求。不能用钱解决吗？不行吗？好像不行呢。

  　とはいえ、まずはハルトムートとの通信を切り、ニンマリと笑みを浮かべたうちのドクターのお願いをどう乗り越えるかだな。お金で解決できないかな？　ダメかな？　ダメそうだね。

  ☆★☆

  ☆★☆

  　翔子医师对我的特殊出身和体质——应该说对我的身体本身很感兴趣，她对我的“研究”一直持续到她满意为止，我的身体和精神都遭到了巨大的折磨。毕竟在灵能能力的修行方面，库姬可是手把手地严格教导我。

  　俺の特異な出自と体質──というか身体そのものに興味津々なショーコ先生の『研究』に彼女が満足するまで付き合い、身体的にも精神的にも大変な目に遭った。何せサイオニック能力の修行に関してはクギがマンツーマンでみっちりと教えてくれているからな。

  　我所使用的灵能能力已经相当厉害了，或者说是已经接近动画和漫画中出现的英雄的水平了……说实话，我觉得现在就算不穿动力装甲，也能单方面地歼灭装备动力装甲的重武装帝国海兵部队。

  　俺が使うサイオニック能力もかなりのものになっているというか、既にアニメやコミックに出てくるヒーローに近いレベルになってきているというか……正直、今なら生身でもパワーアーマーを装備した重武装の帝国海兵の部隊を一方的に全滅させられると思う。

  　包括这些在内，我都被翔子医师以问诊为名的审问逼着全盘托出。我本来打算在关键时刻之前一直保密的。

  　そういった点も含めてショーコ先生の問診という名の尋問じみた何かによって全て吐かされた。いざという時になるまで秘匿しようと思っていたのに。

  「希罗大人，您累了吗？」

  「ヒロ様、お疲れですか？」

  「是啊，嗯。」

  「そうなのですよ、ええ」

  　我筋疲力尽地躺在休息区的沙发上，听到蜜蜜的声音后，我这么回答。然后，蜜蜜就坐到我旁边，用力地拉扯我的身体。我没有抵抗，直接倒了下去，头完美地落在蜜蜜的大腿上。嗯，眼前是蜜蜜的巨乳，真是绝景。不如说稍微碰到了一点。太棒了。感觉精神力正在逐渐恢复。

  　休憩スペースのソファでぐったりとしていると、ミミが声を掛けてきたのでそう返す。すると、ミミは俺の隣に座ってぐいぐいと身体を引っ張ってきた。俺はそれに抵抗せずにパタリと倒れ、頭は見事ミミの太ももの上に着陸。うむ、目の前にミミの大きなお胸があって絶景。
    
     寧
    むしろちょっと触れてる。最高。精神力がどんどん回復していく気がする。

  「……被抢先了。」

  「……先を越されてしまいました」

  「呵呵。今天是我的回合呢。」

  「ふふ。今日は私のターンですね」

  　正当我躺在蜜蜜的大腿上接受治愈的时候，我听到了库姬的声音。是我的精神已经虚弱到连库姬都能感知了吗？不过，今天似乎是蜜蜜的超强运气战胜了库姬的心电感应。无论是软绵绵还是毛茸茸，两者都是治愈系，很难分出高下……不过今天就先让蜜蜜治愈我吧。

  　ミミの
    
     膝
    ひざ
    
     枕
    まくらに癒やされていると、クギの声が聞こえてきた。俺の弱った精神でも感じ取ってきたのだろうか？　しかし今日はミミの豪運がクギのテレパスに勝利したようである。ぷにぷにもっちりも、モフモフふっさりも癒やしぢから的には甲乙つけ難いのだが……今日のところはミミに癒やされよう。
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  「琳达在做什么？」

  「リンダはどうしてる？」

  「是，主公。琳达小姐正在接受蒂娜小姐和薇丝卡小姐的指导，学习如何进行整备。」

  「はい、我が君。リンダさんはティーナさんとウィスカさんに整備について教わっているようです」

  「原来如此。虽然在短时间内学会什么很难，但希望她能掌握一些技能。」

  「なるほど。短い期間で何かを習得するのは難しいだろうけど、何かしらモノにできると良いな」

  　琳达的事情交给那两个人就行了。我也不好随便插手，让她产生希望。不过，琳达是否觉得像我们这样的佣兵生活很有魅力，这就不得而知了。实际上，我们也没有余力……不对，还是有的。只是没有那个必要。

  　リンダに関してはあの二人に任せておけば良いだろう。下手に俺が関わって希望を持たせるようなことをしても仕方がないし。まぁ、リンダが俺達みたいな
    
     傭
    よう
    
     兵
    へい生活に魅力を感じてるかどうかは知らんが。実際のところ、リンダを乗せるような余裕は……余裕はあるな。必要性が無いが。

  「啊，对了。能帮我告诉蒂娜和薇丝卡，不要再对抢来的装备进行拆解了吗？现在正在做的就做到最后，不过对方好像想把它们作为废品或者可再利用的部件回收」

  「あー、そうだ。ティーナとウィスカに
    
     剝
    はぎ取った装備のオーバーホールを止めるように伝えておいてくれるか？　今作業してる分は仕上げてくれて良いけど、先方はスクラップパーツというか再利用可能なコンポーネントとして引き取りたいみたいでな」

  「明白了。我会发消息告诉她们的」

  「わかりました。メッセージを入れておきますね」

  　蜜蜜把我的头放在她的腿上，开始操作平板电脑。嗯，很好。非常好。虽然不知道具体好在哪里，但就是好。这就是幸福……不，是宇宙的真理……！

  　俺の頭を膝の上に乗せたままミミがタブレット端末を操作し始める。うむ、良いぞ。とても良い。何が良いとは言わないが
    
     遥
    はるかに良い。これが幸せ……いや、宇宙の真理……！

  「……蜜蜜小姐，不如我们两个一起治愈主公如何？」

  「……ミミさん、ここは一つ協力して我が君を癒やしてさしあげるというのは
    
     如何
    いかがでしょうか？」

  　库姬似乎察觉到了我的精神状态，向蜜蜜提出了一个美妙的建议。真是个美妙的建议。不过蜜蜜会怎么想呢？

  　俺の精神的な何かを感じ取ったのか、クギがミミに素晴らしい提案をする。素晴らしい提案だ素晴らしい。しかしミミ的にはどうなのか？

  「这样也不错呢！」

  「そういうのも良いかもしれませんね！」

  　她似乎同意了。也就是说，两个人一起？好吧，我不会逃也不会躲。尽管放马过来吧。什么？我不是已经累了吗？话是这么说，但既然她们两个要一起服务我，那精神当然会凌驾于肉体之上。

  　アリらしい。ということは、二人がかりということだな？　良かろう、この俺は逃げも隠れもせんぞ。存分にかかってきてくれたまえ。なに？　疲れているんじゃなかったのかって？　それはそうだけど、二人でサービスしてくれるってことなら精神が肉体を
    
     凌
    りよう
    
     駕
    がすることって勿論あるよね。

  ☆★☆

  ☆★☆

  　我被蜜蜜和库姬两人的热情服务治愈，艾尔玛大口喝酒放松身心，翔子医师看着从我身上得到的数据和样本露出微笑，蒂娜和薇丝卡则和琳达一起维护和分类从敌人身上剥下的装备。就在这时，事情发生了。

  　俺がミミとクギの二人による熱烈なサービスで癒やされ、エルマが酒をかっ食らってリラックスし、ショーコ先生が俺から得たデータやサンプルを前にニヤつき、ティーナとウィスカがリンダと一緒に剝ぎ取った装備のメンテナンスや分別を行っているその時にそれは起きた。

  　应该说，早就发生了。

  　というか、起きていた。

  「主人，下层区域的设施遭到袭击了」

  「ご主人様。下層区画の施設に襲撃がありました」

  「你说什么？」

  「なんて？」

  　和蜜蜜她们一起开心地洗完澡后，梅伊告诉了我一件冲击性的消息，我不由得反问。虽然我早就料到可能会发生这种事，所以事先配置了战斗机器人，但没想到真的派上用场了。居然袭击配备了四台军用战斗机器人的地方，就算是我也会犹豫，或者说是敬谢不敏。

  　ミミ達と一緒に楽しくシャワーを浴び終えたところでメイに衝撃的なことを聞かされた俺は思わず聞き返してしまった。いや、そういうこともあろうかと思って戦闘ボットを配置していたのはそうなんだが、まさか本当に役に立つことになるとは思わないじゃないか。あの軍用戦闘ボットが四体も配備されている場所を襲うとか、俺でも
    
     躊
    ちゆう
    
     躇
    ちよするというか御免被るんだが。

  「是的，配置了战斗机器人的设施遭到袭击。战斗机器人和当地雇用的两名警卫成功击退了敌人，请放心」

  「はい、戦闘ボットを配置していた施設に襲撃がありました。戦闘ボットと現地雇用の警備員二名の手によって無事撃退されましたので、ご安心下さい」

  「我想也是……」

  「そりゃそうなるだろうが……」

  「孩子们没有受伤吧？」

  「子供達に被害は無いんですよね？」

  「是的，蜜蜜大人。包括当地雇用的两名警卫在内，没有人受伤」

  「はい、ミミ様。現地雇用の警備員二名も含めて負傷者はいません」

  「不知道他们的动机是什么……不，也许只是因为有物资才袭击的」

  「動機がわからんな……いや、物資があるから襲っただけかもしれんが」

  　我反而不太想考虑除此之外的动机。支援设施的黑手党和帮派组织据说大致上都处于毁灭状态，所以应该不是和他们有关……啊，不对，等一下？这么说来，我还没听说过有不支援设施的黑手党和帮派组织。有可能是来自那方面的攻击吗？说到底，如果不是那样，或许根本无法想象那座设施会遭到袭击。如果支援设施的黑手党和帮派组织势力恢复，袭击者肯定会遭到制裁。

  　寧ろそれ以外の動機とかあまり考えたくないんだが。施設を支援してたマフィアだのギャングだのってのは
    
     概
    おおむね壊滅状態だと言っていたし、そっち関連ではないと思うんだが……ああいや、待てよ？　支援していなかったマフィアやギャングの存在についてはそういや聞いてなかったな。そっち方面からの攻撃って可能性はあるのか？　そもそも、そうでもないとあの施設が襲われること自体考えられなかったかもしれんな。支援してたマフィアやギャングが勢力を盛り返したら確実に襲撃者にはけじめをつけさせることになるだろうし。

  「能和当地取得联系吗？」

  「現地と連絡は付くのか？」

  「是的。可以透过配备的战斗机器人进行联络。」

  「はい。配備している戦闘ボットを通じてコンタクトを取ることは可能です」

  「是吗？那就先从打听情况开始……」

  「そうか、ならまずは事情を聞くところからだな……」

  　难得心情这么好，感觉又要头痛了。在这种状况下还闹事的捣蛋鬼啊……该怎么办呢？已经很麻烦了，干脆彻底消毒吧？物理性地。

  　折角良い気分だったのに頭が痛くなりそうだな。この状況ではしゃいでる跳ねっ返りかぁ……どうするかなぁ。もう面倒くさいし
    
     綺
    き
    
     麗
    れいさっぱり消毒するか？　物理的に。

  　我一边想着这种危险的事，一边带着蜜蜜她们前往休息区。

  　そんな物騒を事を考えながらミミ達を連れ、俺は休憩スペースへと向かうのだった。

  ☆★☆

  ☆★☆

  「首先，你们没事真是太好了。」

  「まずは無事なようで何よりだ」

  『多亏了大哥。』

  『兄貴のお陰です』

  　全息屏幕的另一头，金发平头的海因茨和紫发的齐克向我低头致谢。我可不记得自己什么时候成了你们这种粗鲁家伙的老大哥……算了，既然他们想尊敬我，就随他们去吧。在他们那个圈子里，这种事似乎很重要。

  　ホロスクリーンの向こうで金髪角刈りのハインツと紫プリン頭のジークが頭を下げる。お前らみたいなむさ苦しい連中の兄貴になった覚えは無いんだが……まぁいいや。リスペクトしてくれるならさせておこう。あっちの
    
     界
    かい
    
     隈
    わいではそういうの大事らしいし。

  「所以，袭击你们的到底是什么人？如果只是被物资蒙蔽了双眼的三流小混混，那事情就简单了。」

  「それで、襲ってきたのはどういう連中なんだ？　ただ単に物資に目が
    
     眩
    くらんだ三下のチンピラですって話なら楽なんだが」

  『对方确实是被物资蒙蔽了双眼的小混混……』

  『物資に目が眩んだチンピラなのは間違いないんですが……』

  　喂，干嘛停顿了一下？别把视线移开啊，海因茨。还有齐克，别露出那种「糟糕了」的表情。

  　オイなんだよその微妙な間は。目を
    
     逸
    そらすなハインツ。そしてジークは動揺すんな。ヤッベ、みたいな顔してんぞ。

  「看你们的反应，我大概猜到是怎么回事了。是麻烦事对吧？」

  「その反応で大体察した。面倒事だな？」

  『呃，是的。没错。据说在他们背后撑腰的，是和外界的家伙有来往的那群人……』

  『まぁ、はい。そうですね。バックにいるのは外の連中とも付き合いがあるって噂の奴らで……』

  「外界的家伙？难道是宙贼？」

  「外の連中？　まさか宙賊か？」

  『只是传闻而已。不过，他们确实有门路能弄到一般管道弄不到的危险物品，或是把人卖到某个地方去。』

  『噂ですがね。普通には手に入らないようなヤバいブツを仕入れたり、人をどこかに売り飛ばしたりする
    
     伝
    つ
    
     手
    てがあるのは間違いないです』

  「在这种状况下，有那种家伙在暗中活跃，实在不是什么好事……对了，我好像听说过，即使在这种状况下，还是有质量低劣的毒品在市面上流通。」

  「この状況でそういうのが暗躍してるのはよろしくないな……そういや、この状況でも精製の甘いドラッグが出回ってるとかいう話を聞いたような」

  　不对，翔子医师好像说过，从精制的毒品里也能感染到病原菌？我记不太清楚了。算了，怎样都无所谓。

  　いや、ショーコ先生が精製の甘いドラッグからも感染するとかいう話をしてたんだっけ？　うろ覚えだな。まぁどっちでも良いか。

  『老哥，你耳朵真灵通。散播毒品的也是那些家伙。他们到处兜售毒品，说是可以让人忘记痛苦，卖给那些没钱接受正规治疗的家伙。』

  『耳が良いですね、兄貴。それをばら撒いてるのも奴らです。痛みと苦しさを忘れられるって言って、ちゃんとした治療を受けるようなカネがない連中に売りつけて回ってるんですよ』

  「然后，那些家伙死了之后，尸体就由他们来处理？」

  「で、そいつが死んだら死体はそいつらが片付けるってか？」

  『是、是啊……你怎么知道？』

  『え、ええ……なんで知ってるんで？』

  「你不知道吗？病原菌的蕈类好像是以生物的尸体作为养分来繁殖的。」

  「知らんのか？　病原のキノコは生き物の死体を養分にして繁殖するらしいぞ」

  『……也就是说，他们散播毒品，然后回收毒品的原料吗？』

  『……つまり、奴らはクスリをばら撒いてクスリの
    
     素
    もとを回収してるってことですか』

  「应该是吧。」

  「じゃねぇかなぁ」

  　虽然只是从状况来推测，但感觉应该八九不离十。毕竟和宙贼有来往的家伙，就算做出这种事也不奇怪。

  　状況からの推測に過ぎないが、さほど的を外している感じもしないな。宙賊と仲良くしているような連中ならそれくらいやっても不思議ではないし。

  「不过，那些家伙特地去袭击那里，也让人搞不懂啊……那里有他们不惜做到这种地步也想杀掉的人物吗？」

  「しかしそんな連中がわざわざそこを襲いに行くってのもわけがわからんな……奴らがそこまでして殺したいような人物でもいるのか？」

  『老实说，我也不太清楚那些家伙在想什么，因为他们是一群疯子……袭击这里的人也不是他们的成员，而是被他们用毒品收买，要他们袭击这里的混混。』

  『奴らの考えていることは正直ちょっとよくわからないんですよ、イカれた連中なんで……ここを襲ってきたのも奴らの構成員じゃなくて、クスリを餌に奴らにここを襲うよう言われたチンピラでしたから』

  「那可真是麻烦啊……」

  「そりゃ面倒な話だな……」

  　也就是说，那些疯子并没有直接出手，而是把那些已经没钱买毒品的家伙当作炮灰。说不定他们并没有直接说「去袭击那个设施」，而是说「既然没钱也没值钱的东西，那就去抢吧。对了，那个设施现在好像很有钱的样子」。

  　つまり、
    
     件
    くだんのイカれた連中は直接手を出してきたわけじゃなく、クスリを買うこともできなくなったような連中を鉄砲玉に使ってきてるってわけだ。もしかしたら直接的に「あの施設を襲え」と言っているわけではなく「カネもカネになるようなモノも無いなら奪ってこい。そういえばあの施設は今なんか羽振りが良いらしいぞ」みたいなことを言っているのかもしれん。

  「哎，真的很麻烦啊。你知道那些家伙的所在之处，或者说是根据地吗？」

  「いや本当に面倒だな。そいつらの居場所というか本拠地みたいな場所はわかってるのか？」

  『我姑且知道他们的老巢在哪里，但并不知道他们存放货物的地点，或是制造货物的地点。老哥，你问这种问题，该不会是想』

  『一応奴らのアジトの場所はわかりますが、ブツを保管している場所だとかブツを作っている場所だとかまではわかりませんね。兄貴、そんなことを聞くってことはまさか』

  「把他们彻底消灭掉，才是最不会留下后患的做法吧。既然他们和宙贼有来往，那就更不用说了」

  「綺麗さっぱり消えてもらうのが一番後腐れが無いよな。宙賊とも
    
     繫
    つながっているとなると
    
     尚
    なお
    
     更
    さら」

  　物资的集聚所和制造据点，只要在摧毁老巢的时候找出来就行了。最坏的情况下，只要知道地点的家伙还活着，从他的脑子里抽出来就行了。不过抽出来的工作不是我，而是哈特穆特。

  　物資の集積所だとか製造拠点だとかはアジトを
    
     潰
    つぶした時に場所を探れば良いだろう。最悪、知っている奴が生き残っていればそいつの頭の中から引っこ抜けば良い。引っこ抜くのは俺じゃなくてハルトムートの仕事になるだろうけど。

  『不、不是，虽然你说的没错』

  『い、いや、それはそうかもしれませんが』

  「和宙贼有来往，就没有交涉的余地了」

  「宙賊と繫がってる時点で交渉の余地ねぇから」

  『老哥，你这想法也太激进了』

  『めっちゃ過激っすね、兄貴』

  「你要是看到那些被宙贼砍掉手脚，被当作前卫艺术品的受害者，应该也会得出和我一样的结论吧？」

  「お前も宙賊に手足切り落とされて、何かしらの有用な成分を分泌する前衛芸術作品みたいにされた被害者を見れば俺と同じ結論に至ると思うよ？」

  　齐克听到我的回答，露出「诶……？那是什么，好可怕……」的表情。嗯，会有这种反应也很正常。我刚来到这个世界的时候，看到那些受害者的时候，大脑也拒绝理解。

  　俺の返答を聞いたジークが「えぇ……？　何それ怖……」みたいな顔になっている。まぁ、そういう反応になるよね。俺もこっちの世界に来て初めて見た時は脳が理解を拒んだからね。

  「在绝对不勉强自己的范围内，帮我打探一下那些家伙的情报。我去准备消毒的手段。如果能确定制造据点或者物资集聚据点的位置，就给你5000作为报酬。如果两边都确定了，就给你1万，但不要勉强自己送死。和你的命比起来，这些报酬太便宜了」

  「絶対に無理をしない範囲で奴らの情報を探っておいてくれ。俺は消毒の
    
     手
    て
    
     筈
    はずを整える。製造拠点か物資の集積拠点の場所を特定できたら報酬で５０００やる。両方わかったら１万やるけど、無理して死ぬなよ。命の対価としては安すぎるだろ」

  『我知道了，老哥。这里的防守交给战斗机器人应该没问题，我们去收集情报』

  『わかりました、兄貴。ここの守りは戦闘ボットだけでも大丈夫そうなんで、俺達は情報収集に動きます』

  「嗯。我再说一遍，不要死啊」

  「ああ。もう一回言うが、死ぬなよ」

  　要是他们因为我的工作而死，我会睡不着觉的。

  　俺が振った仕事で死なれたら寝覚めが悪いからな。

  ☆★☆

  ☆★☆

  「这就是特效药吗？」

  「これが特効薬か」

  　哈特穆特看着盒子里整齐排列着的，像干电池一样的东西——里面装着特效药药液的电池，发出感慨的声音。

  　ケースにびっしりと並んだ乾電池のようなもの──一本当たり五人分の特効薬が入っている薬液入りのセル──を確認し、ハルトムートが感慨深げな声を上げる。

  　通过战斗机器人和海因茨他们商量之后，大概过了一个小时。我带着艾尔玛和梅伊，以及翔子医师来到了哈特穆特的身边。

  　戦闘ボットを通じてハインツ達と話し合ってから凡そ一時間。俺はエルマとメイ、それにショーコ先生を連れてハルトムートの元へと足を運んでいた。

  「因为是做成标准的注射器规格，所以注射应该不会很难。因为是纳米机器制的药剂，保存在常温下也没问题哦」

  「標準的なシリンジで使えるようにしてあるから、打つのは難しくないと思います。ナノマシン製剤だから、保存も常温で問題ないですよぉ」

  「知道了。制造用的数据就在这边的记录媒体里吧？」

  「承知した。こちらの記録媒体に製造用のデータが入っているのだな？」

  「正如你所想的。必要的设备规格也一起放在里面了」

  「お察しの通りで。必要な設備の仕様なども一緒に入ってます」

  　大概是因为对方是贵族，翔子医师的语气和平时有些不同，感觉很不协调。她应该是在注意不要失礼吧。

  　相手が貴族だからか、ショーコ先生の口調がいつもと若干違って違和感が
    
     凄
    すごい。失礼のないように気をつけているんだろうなぁ。

  「验证那玩意的效果要花几天，再准备量产又要花几天，这部分就请你加油了」

  「そいつの効果を検証するのに数日、更に量産態勢を整えるのにまた数日とかかるだろうが、そこは頑張ってくれ」

  「当然。你都准备到这个地步了，要是我没能收拾事态，父亲大人肯定会废除我的继承权，把我逐出家门吧」

  「
    
     勿
    もち
    
     論
    ろんだとも。ここまでお
    
     膳
    ぜん
    
     立
    だてをされて事態を収束させることができなかったら、私は父上に廃嫡の上勘当されて放逐されることになるだろうしな」

  「你父亲真严厉啊……那么，这次轮到你来帮我的忙了」

  「厳しい
    
     親
    おや
    
     父
    じさんだなぁ……で、今度はこっちが手を貸してもらう番なんだが」

  「嗯，只要是我权限内能做到的事，你尽管说」

  「ああ、私の権限でできることなら何なりと言ってくれたまえ」

  「尽管说，是吗？我可听到你承诺了哦？」

  「何なりと。言ったな？　言質取ったぞ？」

  　我这时露出的笑容应该相当邪恶吧。因为哈特穆特瞬间往后退了一步。明明不用那么警戒的。没事！没事的！我只是想趁现在各种混乱的时候稍微乱来一下而已！

  　この時俺が浮かべた笑顔はよほど邪悪なものだったのだろうと思う。何故なら、ハルトムートが一瞬身を引いたから。そこまで警戒しなくても良いのに。大丈夫！　大丈夫だって！　色々しっちゃかめっちゃかに混乱しているのに乗じてちょっと無理するだけだから！

  　所以，我告诉哈特穆特，他委托我保护的设施遭到袭击，以及袭击者背后很可能有和宙贼有联系的组织。

  　と、いうわけで。俺はハルトムートに保護を頼んだ施設が襲撃されたことと、襲撃者のバックにいるのが宙賊とも繫がりがある可能性が非常に高い組織であるということを伝えた。

  「原来如此……所以你想要我怎么做？」

  「なるほど……それでどうしろと？」

  「击溃他们」

  「潰そう」

  「诶」

  「えっ」

  「也就是赶尽杀绝」

  「つまり皆殺しだ」

  「等一下」

  「ちょっと待ってくれ」

  「脏东西就是要消毒。没错吧？」

  「汚物は消毒するに限る。そうだろう？」

  「算我求你了，真的冷静一下好吗？」

  「頼むから本当に落ち着いてくれないか？」

  「你不是说尽管开口吗？高贵的帝国贵族不会食言吧？」

  「何なりとって言ったよな？　誇り高き帝国貴族に二言は無いよな？」

  「……你这么说我就没辙了」

  「……そう言われると弱いな」

  　很好，成功了。

  　よし、押し切った。

  「这不是个好机会吗？哈特穆特才刚到这里赴任，没有包袱。只要击溃他们的巢穴，从幸存者的脑袋里把情报一个个挖出来，就能得到和宙贼有联系的混蛋们在上层区的情报。趁现在混乱的时候，可以为所欲为吧？」

  「良い機会じゃないか？　ハルトムートはここに着任したばかりで、しがらみも無い。奴らの巣を
    
     叩
    たたいて生き残った奴の頭から片っ端から情報を引っこ抜いていけば、宙賊と縁のあるクソ野郎どもと繫がっている上層区画の連中の情報も出てくるさ。混乱しまくっている今ならやりたい放題できるだろ？」

  「希罗卿。我身为帝国贵族，可是以法律和秩序的守护者自居啊……？」

  「ヒロ
    
     卿
    きよう。私は帝国貴族として法と秩序の番人を自称する立場なのだが……？」

  「反正宙贼的协助者也是死刑。稍微不按牌理出牌也没关系的」

  「宙賊の協力者もどうせ極刑だ。多少の横紙破りは許されるさ」

  「这……是这样吗？」

  「それは確かに……そうだろうか？」

  「这可是能成为你的英勇事迹哦。帝国贵族有一两个这样的故事不是挺好的吗？」

  「武勇伝になるぞ。帝国貴族には一つや二つそういうのがあると良いだろ？」

  「唔，唔唔……」

  「う、ううむ……」

  　最终我成功说服了哈特穆特，确保了能用来对付那些贼人的兵力。哈特穆特从他父亲的领地里多带了一些私兵过来，真是帮大忙了。

  　最終的に俺はハルトムートを
    
     言
    いい
    
     包
    くるめることに成功し、賊どもにぶつける兵力を確保することができた。ハルトムートが親父さんの領地から私兵を多めに引っ張ってきていたのが功を奏したな。

  　接下来就是和海因茨他们取得联系，尽快摧毁他们的基地。

  　あとはハインツ達と連絡を取って、早々にアジトを潰すとしよう。

  　至于让他们去打探的情报，就算在基地里也能挖到，而且也不是必须的。

  　二人に探らせている情報に関してはアジトでも引っこ抜ける可能性が高いし、
    
     必
    ひつ
    
     須
    すってわけでもないからな。

  　不过，我可不能煽动完他们就缩到后面去。我至少也要表现出自己能大打出手的样子。

  　しかし、
    
     煽
    あおるだけ煽って俺は後ろに引っ込んでますってわけにもいかないか。俺も最低限、切った張ったをする姿勢だけでも見せないといかんな。

 
  ＃5　回礼

  ＃５：お礼参り

  　三小时后，我穿上轻量型的动力装甲——忍者装甲，带着装备了输出可变型雷射发射器的梅伊和留在船上的战斗机器人，来到袭击对象——自称布拉迪兹的家伙们的基地正面附近的巷子里待机。

  　三時間後。俺は軽量型のパワーアーマーであるニンジャアーマーを装着し、出力可変型レーザーランチャーを装備したメイと船に残っていた戦闘ボットを引き連れて襲撃対象──ブラディーズとか名乗ってるらしい──のアジト、その正面近くの路地に待機していた。

  　海因茨和齐克也随后现身。

  　そこへ少し遅れてハインツとジークも現れたのだが。

  「那个，大哥？」

  「あの、兄貴？」

  「怎么了？」

  「なんだ？」

  「您打算开战吗？」

  「戦争でもするつもりですか？」

  　看到我的装备——应该说梅伊和战斗机器人们的重型武装，海因茨一脸严肃地问道。

  　俺の装備、というかメイと戦闘ボット達の
    
     厳
    いかつい武装を見たハインツが真顔で聞いてきた。

  「是啊，怎么了？」

  「そうだが？」

  　这家伙在说什么啊？既然决定要杀，就要杀个彻底。绝不妥协，全力以赴。尤其对方还是和宙贼有勾结的家伙，不晓得会冒出什么玩意儿。就算突然冒出什么来历不明的生物兵器，我也不会感到惊讶。

  　何を言っているんだ、こいつは。
    
     殺
    やると決めたら殺る。妥協はしない。全力投球だ。特に相手は宙賊とも繫がっているような連中である。何が飛び出してくるかわからない。急に正体不明の生物兵器とかが出てきても驚かんぞ、俺は。

  　不过，这次也不能杀得太狠就是了。

  　まぁ、今回はあんまりぶっ殺すわけにもいかないんだが。

  「你们穿那种装备没问题吗？」

  「お前達はそんな装備で大丈夫か？」

  「我觉得是大哥您太有干劲了……」

  「兄貴が気合い入れすぎなだけだと思うっす……」

  　齐克一脸嫌弃地说道。话是这么说，但你这家伙，就算使用了抗激光纤维，只穿着几乎和平时一样的衣服，带着性能一般的雷射枪就来袭击，我只能说你是不是太小看我了？那种装备连一发致死功率的激光都挡不住好吗？

  　ジークがドン引きした様子でそんなことを言う。そうは言うけどお前、いくら対レーザー繊維を使っているとはいえ、
    
     殆
    ほとんど普段着みたいな格好とそこそこの性能のレーザーガンだけ持って襲撃とか俺から言わせるとナメてんのか？　って感じなんだが。そんなの致死出力のレーザー一発防げるかどうかだぞ？

  「你们绝对不要上前。我不会追究你们趁火打劫，你们就去搜刮其他据点，找找看有没有什么线索吧。」

  「お前らは絶対に前に出るなよ。火事場泥棒には目を
    
     瞑
    つぶるから、他の拠点のヒントになりそうなものを
    
     漁
    あさってくれ」

  「咦？可以把值钱的东西装进口袋吗！？」

  「えっ、金目のものとか懐に入れても良いんすか!?」

  「就算因此被抓住，被关进监狱殖民卫星，我也会装作不知情，所以你们要拿走的东西要仔细挑选。」

  「それで足がついて監獄コロニーにブチ込まれることになっても知らぬ存ぜぬを貫くから、何を持ち出すかはちゃんと選べよ」

  「了、了解。」

  「りょ、了解っす」

  　齐克一瞬间喜形于色，但又马上露出严肃的表情点头。不过，以这些家伙的本事，就算拿到一些不太妙的东西，应该也有办法安全地销赃，所以只是姑且提醒一下。

  　一瞬喜色満面になったジークが神妙な顔で
    
     頷
    うなずく。まぁ、こいつらのことだから多少ヤバいものでも安全に
    
     捌
    さばくルートの一つや二つは持ってるだろうが、一応これくらいの忠告はな。

  「主人，差不多到作战开始的时间了。」

  「ご主人様。そろそろ作戦開始時間です」

  「好。那你就先来个华丽的开场，尽情地吸引注意力吧。把那些应战的家伙钉在原地，不用积极进攻。」

  「あいよ。んじゃ初手は派手にぶっ放して思う存分に目立ってくれ。応戦してくる
    
     奴
    やつを
    
     釘
    くぎ
    
     付
    づけにする感じで、積極攻勢には出なくて良い」

  「是。请交给我吧。」

  「はい。お任せ下さい」

  　梅伊说完，便拿着用线直接连接到自己动力炉的可变输出式激光发射器，点了点头。一旦进入战斗，她就会把那把重到跟重机枪差不多的武器，当成小树枝一样挥舞。由于质量×速度＝破坏力，所以被她用那玩意儿殴打的近战对手，下场会很凄惨。

  　そう言ってメイが有線で自分のジェネレーターに直結した出力可変式レーザーランチャーを持ったまま頷く。いざ戦闘となると重機関銃並みに重いそれを小枝のように振り回すんだよな。質量×速度＝破壊力なので、近接戦であれに殴られた奴は
    
     酷
    ひどいことになる。

  「我们从后面偷偷摸摸地行动，对吧，大哥？」

  「俺達は裏からこっそりですね、兄貴」

  「没错。对了，别弄丢识别敌我的信标环哦。要是没有那个，一遇到贵族大人的突击部队，就会被激光炮乱射一通。」

  「そうなるな。ああ、敵味方識別のビーコンリングは無くすなよ。それが無いとお貴族様の突入部隊に出会った瞬間レーザーで滅多打ちにされるぞ」

  「「绝对不会弄丢。」」

  「「絶対外しません」」

  　他们两个活人手上都戴着一个像是手环的发光蓝色物体。那就是我所说的信标环，是一种能发出识别敌我的讯号，防止误射的装备。只要装备了那个，就算用雷射枪或雷射步枪等武器对准我方扣下扳机，激光也不会发射出去，是很优秀的装备。

  　生身の彼ら二名の腕には青い光を放つブレスレットのようなものが
    
     嵌
    はまっている。あれが俺が言ったビーコンリングで、敵味方識別信号を発信することによって誤射を防ぐことができる装備だ。あれを装備している味方に向かってレーザーガンやレーザーライフルなどの武器の引き金を引いても、レーザーが発射されないという優れものである。

  「好，时间到了。发射发射。大闹一场吧。」

  「よし、時間だな。ランチャーで斉射だ。派手にやれ」

  「Aye Aye, Sir。」

  「アイアイサー」

  　梅伊回答的同时，待命的战斗机器人一齐启动武装，从巷子里跳了出来，将炮身——装在拆除背包上的电浆发射器——对准目标设施。

  　メイの返事と同時に待機していた戦闘ボット達が一斉に武装を起動し路地から躍り出て、その砲身──デモリションバックパックに装備されたプラズマランチャーのものだ──を目標の施設へと向ける。

  「发射。」

  「発射します」

  　啪！啪啪啪啪啪！一阵很有科幻风格的清脆声音响起。从炮口发射的绿色电浆炮弹击中目标设施的墙壁，下一瞬间，绿色的光芒炸裂，热风甚至吹到了我们这边。

  　パゥッ！　パパパパパゥッ！　と実にＳＦめいている小気味良い音が響いた。砲口から発射された緑色に輝くプラズマ砲弾が目標施設の壁に突き刺さったその次の瞬間、緑色の光が
    
     炸
    さく
    
     裂
    れつして熱風がこちらまで押し寄せてくる。

  「……真的假的。」

  「……マジか」

  「好厉害，好厉害。」

  「やべぇよ、やべぇよ」

  　五台军用战斗机器人发射的电浆炮弹充分发挥了威力，将墙壁烧熔，使其蒸发。从这里也能清楚看到墙上开了一个又一个的红色圆形洞口。

  　五機の軍用戦闘ボットから発射されたプラズマ砲弾はその威力を遺憾なく発揮して壁面を焼き溶かし、蒸発させた。赤熱した丸い穴がボコボコと空いているのがここからでもよくわかる。

  「就这样继续吧。我们走。」

  「その調子でよろしく。行くぞ」

  「咦？要冲进那里吗！？」

  「え、あそこに突っ込むんすか!?」

  「对啊。快点跟上。」

  「そうだよ。おら早くしろよ」

  「主人，请您小心。」

  「ご主人様、お気をつけて」

  　我用穿着忍者盔甲的脚轻轻踢了踢畏缩不前的齐克的屁股，同时走向布拉迪兹基地的右侧。好了，现在是闯入抢劫的时间。

  　
    
     尻
    しり
    
     込
    ごみするジークのケツをニンジャアーマーを装着した足で軽く
    
     蹴
    けりながらブラディーズのアジトの右側面へと向かう。さて、押し込み強盗の時間だ。

  
   [image: ]
  

  ☆★☆

  ☆★☆

  「你他妈的——！」

  「んだテメッ──！」

  　有时间威吓的话，不如拔出腰间的雷射枪——我一边这么想，一边毫不留情地将枪口对准看起来很没用的小混混的胸口，扣下扳机。

  　威嚇する暇があったら腰のレーザーガンを抜いたほうが良いと思うが、と考えつつ容赦なく三下っぽいチンピラの胸に銃を向けて引き金を引く。

  「呃！？」

  「ぇんっ!?」

  　啪叽！清脆的声音响起，蓝白色的雷光瞬间将房间染成一片白色。没用的小混混倒下的声音在空荡荡的走廊上响起。

  　バチィ！　と景気の良い音が鳴り、青白い雷光が一瞬だけ部屋の中を真っ白に染め上げた。ドサリと三下が倒れる音がガランとした廊下に響く。

  「这股臭味真让人受不了。」

  「この臭いは慣れないですね」

  「毕竟电流的威力足以致死，这也是没办法的事。」

  「死んでもおかしくない威力の電流だからね。仕方ないね」

  　虽然穿着忍者盔甲的我感觉不到，但海因茨和齐克的鼻子似乎闻到了相当刺鼻的恶臭。人体被电得焦黑，小便也流得到处都是，会臭也是理所当然的。而且好像还有人连大便都漏出来了。

  　ニンジャアーマーを装着している俺には感じられないが、生身のハインツとジークの鼻にはなかなかの悪臭が届いているらしい。人体がほんのり焦げ、小便も垂れ流しとなればまぁ臭うのも致し方あるまい。小便だけじゃなく大便も漏らすのが居るみたいだし。

  「光是没二话不说直接杀掉，就已经很仁慈了吧？」

  「問答無用でぶっ殺してないだけ有情だろ？」

  「是这样吗……？」

  「そうっすかね……？」

  「就是这样。」

  「そうだよ」

  　如果我打算二话不说直接杀掉，就不会使用这种特斯拉线圈——电击枪，而是直接发射致死性的雷射光线，或是直接用剑把他们劈成两半。

  　問答無用でぶっ殺すつもりならこんなテスラガン──電撃銃なんぞ使わんで致死性のレーザー光線を一度に複数発射できるレーザーショットガンを使うなり、剣で真っ二つにするなりしてるわ。

  　不过，这也不是说不会死人。就算被电到，也有一半以上的人会活下来。比起致死性的雷射枪，这样已经好很多了。毕竟这已经是「死掉就代表运气不好！」这种等级的武器了。与其说是非致命性武器，不如说是低致命性武器。不对，说不定是中致命性武器。哎，反正都是误差啦。

  　まぁ、これなら死なないってわけでもないけどな。撃たれても半分以上は生き残る。致死出力のレーザーガンよりはまぁかなりマシ。死んだら運がなかったね！　みたいなレベルの武器だし。非致死性武器というよりは低致死性武器だ。いや、中致死性くらいかもしれない。まぁ誤差だよ誤差。

  　顺带一提，这把枪不会频繁故障。虽然因为能源匣的容量问题，就算完全充饱也只能发射五十发左右，但只要更换能源匣就能立刻再次射击。

  　ちなみに頻繁に故障したりはしない。エネルギーセルの容量の問題でフルチャージでも五十発くらいしか撃てないけどな。エネルギーセルを交換すればすぐにまた撃てるけど。

  「话说大哥你是不是强得离谱啊？」

  「というか兄貴
    
     滅
    め
    
     茶
    ちや
    
     苦
    く
    
     茶
    ちや強くないですか？」

  「我说你啊，我好歹也是个职业玩家。」

  「お前な。一応プロだぞ、俺は」

  　其实我只想在船上到处跑而已。不过我现在也已经习惯肉身的白兵战了，而且还有库姬教我的灵能力量。手牌也增加了不少，现在只要不被太多人或火力压制，我可不觉得自己会输。

  　本当は船だけ乗り回していたいんだがな。まぁもう生身での白兵戦にも慣れてきたし、今はクギから教わったサイオニックパワーもある。手札もかなり増えたから、今なら余程の数と火力で圧倒されない限りは負ける気せんな。

  　而且忍者盔甲还搭载了高性能的被动感应器，专门用来在这种封闭空间战斗。走路跑步的脚步声自不用说，就连举起武器或是深呼吸时发出的细微声响都能捕捉，预测敌人的位置后显示在头盔的护目罩上。以游戏来说，就像是随时开启穿透墙壁的技能。我可不觉得自己会输。

  　それに、ニンジャアーマーはこういう閉所での戦闘を想定して高性能なパッシブセンサーを積んでいるからな。歩いたり走ったりした足音は
    
     勿
    もち
    
     論
    ろん、武器を構えるだとか深く息を吸うだとかで発生した微細な音すら拾って敵の位置を予測してヘルメットのバイザーに表示してくれる。ゲームで言えば常にウォールハックしているようなものだ。負ける気がしない。

  「所以，你们有找到什么好东西吗？」

  「で、なにか良さげなものはあったか？」

  「有找到可能装着资料快取的东西。」

  「データキャッシュが入っていそうなブツは確保してます」

  「值钱的东西也找到了。」

  「金目のものも確保してるっす」

  「很好，就照这个步调继续努力。」

  「おう、その調子でキリキリ働いてくれ」

  　两人似乎都从附近捡来一个大肩包，把各种各样的战利品塞在里面。海因茨负责收集资料，齐克负责收集值钱的东西。

  　二人ともそこらで拾ったと
    
     思
    おぼしき大きめの肩掛けカバンのようなものに色々と拾ったものを詰めこんでいるらしい。ハインツがデータ関連、ジークが金目のものを
    
     搔
    かき
    
     集
    あつめているみたいだな。

  「哦，前方有我方人员。」

  「お、前方から味方だ」

  　我告诉海因茨他们，有发出我方识别信号的人正在接近。因为这些家伙没有能够视觉化的单位，所以不这样告诉他们的话，他们就无法识别对方是敌是友。

  　味方の識別信号を出している人物達が接近してきているので、ハインツ達に教えておく。こいつらは視覚化できるユニットを持っていないからこうして俺が伝えてやらないと相手が敵か味方か識別できんからな。

  「辛苦了。我用这个让几个人无力化了，还给他们贴上了标签，麻烦你们回收。不过可能也有人死了就是了」

  「お疲れさん。何人かこいつで無力化してタグをつけてあるから、回収を頼む。死んでるのもいるかもしれんが」

  「了解。我们继续压制这个区域」

  「了解。我々はこのままエリアの制圧を続ける」

  「这边也了解了。我们要去上面的楼层。虽然姑且把能拿到的数据都拿走了，不过还是麻烦你们检查一下」

  「こっちも了解だ。俺達は上のフロアに向かう。一応データが取れそうなものは漁ってるが、チェックしておいてくれ」

  　简短地传达完联络事项后，我和哈特穆特准备的突击部队分头行动，再次开始移动。

  　連絡事項を手短に話し、ハルトムートが用意した突入部隊と分かれて移動を再開する。

  「……真是群可怕的家伙啊」

  「……ガチガチのやべぇ奴らでしたね」

  「因为好像要趁这个机会把麻烦的家伙一扫而空。我觉得跟在我身边你们很幸运哦」

  「これを機に面倒な連中を一掃するらしいからな。俺に付いたお前達は幸運だと思うぞ」

  　不管怎么说，贵族在帝国内的力量是压倒性的。一旦认真行使暴力，黑手党、帮派、流氓之类的非法组织根本无法与之抗衡。因为说到底，力量的源泉就是暴力。作为支配者的贵族所拥有的暴力，不是那种比平民稍微强一点的流氓程度的家伙能够抗衡的。

  　なんだかんだで帝国内で貴族の力ってのは圧倒的なものだからな。本気で暴力を行使し始めると、マフィアだのギャングだのヤクザだのといったアウトロー連中ではまず太刀打ちできない。結局のところ、力の源泉というのは最終的には暴力だからな。支配者である貴族が持つ暴力というのは、民間人に毛が生えたアウトロー程度の連中が太刀打ちできるものではない。

  「好，继续扫荡吧。今天之内要把那些自称布拉迪兹的家伙们全部消灭」

  「さあ、掃除を続けるぞ。ブラディーズとか名乗ってイキってる連中を今日中に壊滅させないとな」

  「是，大哥」

  「はい、兄貴」

  「明白」

  「うっす」

  　我带着点头的两人，再次以三人小组……不如说是我一个人担任前卫的单前锋队形，继续探索基地。

  　頷く二人を引き連れ、再びスリーマンセル……というより俺一人が前衛を務めるワントップの隊形で、俺達はアジトの探索を続ける。

  　这次的目的是确保情报来源，所以我并不打算用剑。因为用那个的话，手脚和脑袋和上半身和下半身都会飞来飞去。如果只是单纯歼灭的话，效率倒是挺高的。

  　今回の目的は情報源の確保だから、剣を使う気は無い。あれを使うと手足とか首とか上半身とか下半身とかが飛んで回るからな。単に
    
     殲
    せん
    
     滅
    めつするだけなら結構効率が良いんだが。

  　我一边想着这些事，一边半机械地压制着楼层。从俘虏身上获取情报的工作就交给哈特穆特和他的部下了，所以我尽量温柔地，注意不杀死对方地使用电击枪。

  　そんな事を考えながら半ば作業的にフロアを制圧していく。捕虜からの情報引っこ抜きはハルトムートとその部下に任せるから、できるだけ優しく、殺さないようにすることを心がけて電撃銃を景気よくぶっ放す。

  　这个武器的缺点是有效射程只有五十米左右，但室内战几乎不会在五十米以上的距离战斗，着弹速度也和雷射枪差不多。而且就算稍微瞄偏了也能命中，意外地好用。虽然没穿动力装甲的话，会因为太重而很累。

  　この武器は有効射程が五〇メートル程とあまり長くないのが難点なんだが、室内戦だと五〇メートル以上の距離で戦うことなんか殆ど無いし、着弾速度はレーザーガンの類と大差無い。しかも多少狙いが雑でも命中するから、意外と使い勝手は良いんだよな。パワーアーマーを装着してないと重すぎてダルいんだが。

  「下一层就是最上层了。头目果然会在最上层吗？」

  「次で最上階か。やっぱアタマってのは最上階にいるもんなのかね？」

  「总觉得有这种倾向呢」

  「なんとなくそういう傾向はあるように思いますね」

  「我家老爸的工作室也在最上层。」

  「ウチのオヤジも仕事場は最上階でした」

  　可能是看到我将布拉迪兹的成员们打得落花流水，感到胆战心惊吧，海因茨和齐克对待我的态度比之前更加恭敬。看来不管是佣兵还是小混混，都会因为实力差距而产生上下关系。

  　ブラディーズの連中を俺が散々に蹴散らすのを見て肝が冷えたのか、ハインツとジークが今まで以上に丁寧な態度で俺に接してくる。強さが上下関係を作るのは
    
     傭
    よう
    
     兵
    へいもチンピラも変わらんな。

  　不过，其实佣兵也是隶属于有组织和规定的半公营团体，如果要说他们是小混混，我也没办法反驳就是了。

  　いや、まぁ傭兵もちゃんとした組織と
    
     掟
    おきてがあって半ば公営の立場ってだけで、チンピラの類だろうと言われたら反論の余地も無いんだが。

  　我一边注意着数量变少的敌人反应，一边前进，这时突然有个男人从附近的门里跳了出来。竟然能骗过忍者盔甲的感知功能，是高手吗？

  　数が少なくなってきた敵の反応に注意しながら先へと進んでいると、突然近くの扉から男が躍り出てきた。ニンジャアーマーの感知機能を誤魔化すとは。
    
     手
    て
    
     練
    だれか？

  「虽然不知道你是哪来的家伙，但敢来我们这里找碴，胆子还真不小！我要把你活活拆了，让你看着自己的身体缺一块又一块！」

  「どこのどいつか知らねぇが、うちにカチコミかけるたぁいい度胸だ！　生きたままバラして
    
     身体
    からだのパーツが欠けていくのを見せつけてやる！」

  　一个满脸通红，青筋暴起，看起来不太健康，身材精瘦——或者该说是瘦皮猴？——的男人气势汹汹地朝我逼近。他手上拿着一根不断迸出紫电，像是棍棒的东西。竟然想用棍棒攻击我，真是有勇无谋。

  　顔を真っ赤にした上に青筋もビキビキと立てた不健康そうな細マッチョ──もしくはガリマッチョ？　──が
    
     凄
    すさまじい勢いで間合いを詰めてくる。手にはバチバチと紫電を散らす
    
     棍
    こん
    
     棒
    ぼうのようなものが一本。俺相手に棍棒で殴りかかってくるとは。無謀な。

  「喝啊啊啊啊啊！得手啦啊啊啊！」

  「ヒヤアァァァァッ！　
    
     貰
    もらったああァァ！」

  　我冷静地将喜孜孜地朝我挥拳的混账家伙纳入视野，屏住呼吸，延长时间。以肉身来说，这家伙的速度挺快的。他应该没有像贵族那样进行身体强化吧……无论如何，他的攻击都打不到我。

  　
    
     嬉
    き
    
     々
    きとして殴りかかってくるヒャッハー野郎を冷静に視界に収めながら息を止め、時間を引き延ばす。生身にしては速いな、こいつ。まさか貴族のような身体強化を行っているわけじゃないだろうが……どちらにせよその攻撃は俺には届かない。

  　在时间流动变慢的状况下，我扣下特斯拉之枪的扳机，发射的蓝白色电光贯穿了混账家伙——同时，我使出前踢，将混账家伙踢飞出去。因为被特斯拉之枪击中，他的身体僵住了，毫无抵抗的余地。这样这家伙就失去战力——好像没成功。

  　鈍化した時間の流れの中でテスラガンの引き金を絞り、発射された青白い稲光がヒャッハー野郎を貫く──と同時に、俺は前蹴りを繰り出してヒャッハー野郎を蹴り飛ばす。テスラガンで撃たれて身体が硬直していたからな。抵抗の余地もない。これでこいつは無力化──できてねぇな。

  「唔……！这种程度！」

  「ぐぅっ……！　この程度ぉ！」

  「你有防范电击的对策吗？」

  「電撃対策でもしてんのか？」

  　他似乎并非毫发无伤，于是我用特斯拉之枪朝试图起身的混账家伙又补了两、三枪。慈悲之心？没有就是没有。

  　ダメージがないわけではないようなので、起き上がろうとしているヒャッハー野郎に二発、三発とテスラガンを追加で撃ち込む。慈悲の心？　そこに無ければ無いですね。

  「咿！？等！等一下！？」

  「ぎぇっ!?　ちょっ！　待っ!?」

  「不，我不等。」

  「いや待たんが」

  　结果，我射了五枪，混账家伙才终于一动也不动。他全身冒着热气，看起来像是被烤得恰到好处，他还活着吗？算了，就算死了也无所谓。话虽如此，他似乎不是小喽啰，还是小心为上。

  　結局五発も撃ち込んだところでようやくヒャッハー野郎は動かなくなった。全身から湯気が上がってこんがり焼けているように見えるんだが、生きているのだろうか？　まぁ死んでたら死んでたでも構わないが。とはいえ、ザコってわけでもないようなので用心はしておくか。

  「喂，你刚才不是捡了类似手铐的东西吗？给他铐上。」

  「おい、さっき手錠みたいなのを拾ってたろ？　かけとけ」

  「好嘞。」

  「うっす」

  　齐克从包里取出外形类似网络朋克的形状的手铐，将全身冒着热气，不停抽搐的矮子男铐了起来。那家伙还活着吗？生命力堪比那个黑衣人。

  　ジークがバッグの中からサイバーチックな形状の手錠を取り出して湯気を上げながら
    
     痙
    けい
    
     攣
    れんしているガリマッチョを拘束していく。あれ生きてるのか？　生命力が黒いアイツ並みだな。

  「刚才那个是这里的头目吗？」

  「今のがここのアタマかね？」

  「不好说。关于他们的组织，我们对干部和头目了解得并不多。不过，刚才那家伙我见过好几次，应该是干部级别。」

  「どうでしょう。奴らの組織に関しては幹部やリーダーについてあまりよくわかっていないんですよ。ただ、今の奴は何度か顔を見たことがあるので、おそらくは幹部格だと思います」

  「是吗。希望他的脑袋没事。」

  「そうか。頭の中身が無事なら良いんだがな」

  　我射了五发特斯拉之枪，希望他的脑袋没有被射穿，或者被烤熟。算了，到时候再说吧。

  　テスラガンを五発も撃ち込んだので、
    
     脳
    のう
    
     味
    み
    
     噌
    その中身がトンだり熱が通りすぎていたりしなければ良いんだが。まぁその時はその時か。

  　将那个嗨皮的家伙铐起来后，我们继续往深处前进。我们跳过空房间，优先前往有人的地方。因为对方可能会销毁情报。

  　ヒャッハー野郎を拘束してから更に奥に進む。無人の部屋はスルーして、人がいる場所を優先だ。もしかしたら情報の隠滅を進めていたりするかもしれないからな。

  「这里是最后一个房间。」

  「ここが最後だな」

  「我来掩护你。」

  「援護します」

  「不需要。你退后，小心别受伤了。」

  「要らん。
    
     怪
    け
    
     我
    がしないように下がってろ」

  　我们小声交谈后，我踹破房门，朝房间内部发射特斯拉之枪。先下手为强。哪怕只减少一个人也好。

  　小声でそうやり取りをした直後、部屋のドアを蹴破りながら部屋の内部に向かってテスラガンを撃ち込む。先手必勝。一人でも数を減らせればそれで良い。

  「你好，布拉迪兹的各位。我是路过的佣兵。咏句俳句吧。」

  「ドーモ、ブラディーズの皆さん。通りすがりの傭兵です。俳句を詠め」

  「哎呀！？为什么会有全副武装的佣兵！？咕哇！？」

  「アイエッ!?　フル装備の傭兵ナンデ!?　グワーッ!?」

  「啊吧吧！？」

  「アババーッ!?」

  　我用特斯拉冲击波发动奇袭，将几个正在做着什么工作的混混打倒。顺带一提，被特斯拉冲击波打中还能活下来的概率比一半稍微高一点。南无阿弥陀佛。

  　テスラガンによる奇襲で何やら作業をしていたチンピラどもが何人も倒れ込む。ちなみに生身でテスラガンを
    
     喰
    くらって生きている確率は半々より多少マシな程度の確率である。ナムサン。

  「已经来了！？」

  「もう来やがった!?」

  「开枪！开枪！」

  「撃て！　撃て！」

  「可恶！来不及了！」

  「畜生！　作業が間に合わねぇ！」

  　混混们立刻用雷射枪还击，我滚到附近的桌子后面躲过如暴风雨般的雷射光束。如果可以破坏房间的话，我就会扔出电浆手榴弹，但这里似乎有装着重要资料的终端机……没办法，比起用电浆把一切都烧毁，还是让这里染上鲜血比较好。

  　チンピラどもが即座にレーザーガンで応射してきたので、手近なデスクの陰に転がり込んで嵐のようなレーザービームをやり過ごす。部屋の中を滅茶苦茶に破壊して良いならプラズマグレネードでも放り込むところなんだが、どうも重要なデータが入った端末か何かがありそうなんだよな……仕方がない、プラズマで何もかも焼滅させるよりは
    
     血
    ち
    
     塗
    まみれのほうがマシだろう。

  「大哥！你没事吧！？」

  「兄貴！　大丈夫ですか!?」

  「没事！我怕后面有子弹，你在那里警戒后方！」

  「大丈夫だ！　後ろ弾が怖いからそこで後方警戒してろ！」

  　我向从房间外的阴影处冲出来，随时准备开始掩护射击的海因茨下达指示，从背上的剑鞘拔出一对双剑，冲进雷射光束的暴风雨中。

  　部屋の外の物陰から飛び出して今にも援護射撃を始めそうなハインツにそう指示を出し、背中にマウントされた
    
     鞘
    さやから二本一対の剣を抜いてレーザービームの嵐の中に飛び出す。

  「——！」

  「──ッ！」

  「出来——是剑！？」

  「出て──剣だとっ!?」

  　就在其中一个混混露出惊愕表情的瞬间，世界的动作再次变得迟缓。

  　チンピラの一人が
    
     驚
    きよう
    
     愕
    がくの表情を浮かべたその瞬間、世界の動きが再び鈍化した。

  　在慢动作的世界中，我将射向自己的雷射炮斩落，或是弹回射手，同时向混混们前进。

  　スローモーションで流れる世界の中で、自分に当たる軌道のレーザーを斬り払い、
    
     或
    あるいは射手へと
    
     弾
    はじき返しながらチンピラどもに向かって前進していく。

  　在迟缓的时间中，每当我前进一步，用雷射枪对准我的混混们就会因恐惧而表情扭曲。从他们的角度来看，大概觉得自己在和达斯○达对峙吧。

  　一歩、一歩と鈍化した時間の中で歩を進めていくごとにこちらへとレーザーガンを向けているチンピラどもの表情が恐怖に
    
     引
    ひき
    
     攣
    つっていく。奴らからしてみればダース○イダーでも相手にしているような気分なんだろうな。

  　对于离剑的攻击范围较远的敌人，我用弹回的致命雷射炮招呼他们，从离我较近的敌人开始依次斩杀。仅仅一瞬，原本在乱射雷射炮的混混们就全部倒下，室内被鲜血染红。

  　剣の間合いから遠い敵には弾き返した致死出力のレーザーをお見舞いし、近い敵から順にバッサバッサと斬っていく。ほんの一呼吸。その間にレーザーを乱射していたチンピラどもは全て倒れ伏し、室内が鮮血に染まった。

  「喂！去死——咦？」

  「オラァッ！　死にさら──せ？」

  「增援吗？」

  「増援か」

  　战力还没有耗尽吗？我内心惊讶，握着剑的左手对准从我们进来时的反方向的门进来的四个混混。

  　まだ戦力が払底していなかったのか、と内心驚きながら剣を握ったままの左手を俺達が入ってきたのとは反対側のドアから入ってきた四人のチンピラどもに向ける。

  「贵、贵族！？」

  「き、貴族っ!?」

  「判断太慢了。」

  「判断が遅い」

  「「「「哦哇！？」」」」

  「「「「おわぁっ!?」」」」

  　我一抽回左手，小混混们手中的雷射枪就从他们手中飞向我。这是最近学会的灵能力，可以抓住物体并将其拉向自己。比起单纯释放灵能力来推开物体或破坏物体，这种能力更加高级，学会了这种能力之后，我就可以自由地将视野内的物体拉向自己。

  　俺が左手を引くと、チンピラどもが手にしていたレーザーガンがその手からすっぽ抜けて俺の方へと飛んできた。これは最近使えるようになったサイオニック能力で、物を
    
     摑
    つかんで引き寄せる念動力である。物体を押し
    
     退
    のける斥力や単純な破壊力としてサイオニックパワーを放出するよりも高度な能力で、この能力の習得によって俺は視界内の物を自由に引き寄せられるようになった。

  　效果如眼前所见。在敌人面前失去武器，是无比致命的破绽。

  　効果は見ての通りである。敵前で武器を失うというのはこれ以上無く致命的な隙だ。

  「等，等——」

  「ま、待っ──」

  「想投降的话，就在我砍了你们之前趴在地上，双手举过头顶」

  「降参したいなら斬られる前に伏せて両手を頭の上に挙げろ」

  　说完，我双手垂着沾满鲜血的剑，向小混混们走去。于是，小混混们犹豫着趴在地上，双手举过头顶。

  　そう言って俺は血に
    
     濡
    ぬれた剣を両手にぶら下げたままチンピラどもに向かって歩を進める。すると、チンピラ達は
    
     躊
    ちゆう
    
     躇
    ちよしながらも血塗れの床に伏せ、頭の上に手を挙げた。

  「把他们绑起来」

  「拘束しろ」

  「是，大哥」

  「はい、兄貴」

  「喂！不想被大哥砍成肉酱的话就给我老实点！」

  「オラッ！　兄貴にぶった切られて内臓ぶちまけたくなかったら大人しくしろ！」

  　在我的指示下，海因茨和齐克将小混混们绑了起来。总之，这样就结束了吧？看来是结束了。其他楼层和别的大楼里可能还有余党，但至少附近没有敌人的气息了。

  　俺の指示でハインツとジークがチンピラどもを拘束していく。とりあえずこれで終わりか？　終わりのようだな。他のフロアや別の棟にはまだ残党がいるかもしれんが、少なくとも付近には敵の気配は無さそうだ。

  「把数据存储器之类的东西，还有那边的终端机之类的都回收了。只要是可能存有数据的东西，一个都不能放过」

  「データストレージの類と、その辺にある端末の類を回収しろ。データが入っていそうなものは片っ端からな」

  「好的，大哥。交给我吧」

  「はい、兄貴。お任せを」

  　海因茨把小混混们绑起来之后，开始回收看起来像是数据存储器的东西。另一方面，齐克似乎在搜刮被绑起来的家伙们身上的东西。这些东西里可能也会有有用的数据，所以我默许了他的行为。不过比起那种东西，齐克似乎更优先于获得战利品。嘛，毕竟这是他的特权。

  　チンピラどもを拘束し終えたハインツがそれらしいものを回収していく。一方、ジークは拘束した連中の所持品を根こそぎ漁っているようだ。そういったものにも何か有用なデータが入っている可能性はあるので、黙認しておく。ジークはそういうものよりも戦利品の獲得を優先してるっぽいがな。まぁ、役得は必要だろう。

  「那个，话说大哥。你刚才好像抢了那些家伙的武器？」

  「あの、ところで兄貴。なんかさっきあいつらの得物を奪ってませんでした？」

  「啊，那是那个。这个订做动力装甲的秘密武器。可以射出单分子的坚固钢丝，缠住对手的武器将其夺走」

  「ああ、それはあれだ。このオーダーメイドパワーアーマーの秘密兵器だ。単分子の頑丈なワイヤーを射出して絡みつかせて武器を奪ったりできるんだよ」

  「真的假的。好厉害」

  「マジっすか。すげぇ」

  　这是彻头彻尾的谎言。不过就算我老实告诉他「那是灵能」也没用，所以就当作是这么回事吧。贵族订做的动力装甲有这种功能也不奇怪，他应该会这么想吧。这么看来，贵族的立场还真是方便啊。

  　真っ赤な
    
     噓
    うそである。だが正直に「あれはサイオニック能力だ」と言っても仕方がないので、そういうことにしておく。貴族がオーダーメイドするようなパワーアーマーならそういう機能があってもおかしくないな、と思われるだろうからな。こうしてみると貴族の立場って便利だよな。

  「大哥，收集到的数据交给刚才那些人就行了吧？」

  「兄貴、集めたデータはさっきの連中に渡せば良いですかね？」

  「就这么办吧。要解锁分析数据，你一个人也应付不来吧？」

  「そうしてくれ。ロック解除して分析してってのは手に余るだろ？」

  「虽然我有门路，但既费钱又费时，还是交给大哥比较好」

  「できる
    
     伝
    つ
    
     手
    てはありますが、カネも手間もかかるんで任せられるならその方が良いですね」

  「那就这么办吧」

  「ならそうしよう」

  「大哥，我找到了这个」

  「兄貴ー、こんなもんがありましたよ」

  　齐克说着，从房间的角落里拿来了一个塞得满满的包。里面装着很多药包一样的东西，里面是粉色的粉末。

  　そう言ってジークが部屋の隅の方から何かがパンパンに詰め込まれたバッグを持ってきた。中にはピンク色の粉が入った薬包のようなものが沢山入っている。

  「这是什么？」

  「なんだそりゃ？」

  「就是那个啊，这些家伙在到处散播的药」

  「アレっすよ、こいつらがばら
    
     撒
    まいてるクスリっす」

  「啊，这就是那个……拿一袋去分析吧」

  「ああ、これが例の……分析用に一袋だけ持っていくかな」

  「一袋就够了吗？」

  「一袋で良いんすか？」

  「你可别用这个啊？下次再感染，我可不会救你」

  「お前、これ使うのはやめとけよ？　重篤な感染症に
    
     罹
    かかっても次は助けんぞ」

  「哎，什么意思？」

  「え、どういうことっすか」

  「根据我们家医生的说法，如果原料蘑菇的精制不够彻底，这个东西就会成为新的感染源。对了，这个东西的材料十有八九就是现在这个殖民卫星的感染源蘑菇，而那个蘑菇是以死于传染病的人的尸体为苗床生长的」

  「うちのドクターの話だと、原料のキノコの精製が甘いとこいつが新たな感染源になるそうだ。ああ、こいつの材料は十中八九今このコロニーを騒がせている感染源のキノコで、そのキノコは
    
     流
    は
    
     行
    やり病で死んだ人間の死体を苗床にしたやつだぞ」

  「真的假的……」

  「マジっすか……」

  　齐克把装着药的包放在桌子上，然后往后退。顺便从口袋里拿出几包药，扔在打开的包上。要是我没说，这家伙是不是打算嗑药嗨起来啊。

  　ジークがクスリの入ったバッグをテーブルの上において
    
     後
    あと
    
     退
    ずさる。ついでにポケットから薬包をいくつか取り出してポイポイと口の開いたバッグの上に放り投げる。俺が言わなかったらクスリキメてハッピーになるところだったんじゃないか、こいつ。

  　虽然我不觉得带回去能获得更有意义的数据，但说不定能派上什么用场，还是带回去吧。翔子医师说不定能把这个药变成无害的，只会让人嗨起来的安全蘑菇。虽然就算她真的做到了，我也不知道该怎么处理。

  　持ち帰っても今更有意義なデータを得られるとは思えんが、まぁ何かの足しにはなるかもしれんから持ち帰っておこう。ショーコ先生なら無害化してただハッピーになれるだけの安全なキノコにしてくれるかもしれん。してくれたところで扱いに困るが。

  「真的。这次是自己人……压制结束了吗？」

  「マジだよ。今度は味方だ……制圧は終わりかな？」

  　忍者装甲的传感器捕捉到发出自己人识别信号的人员正在往这边走来。接下来只要把被电晕的家伙带走，把装有数据的机器交给他们，袭击就结束了。

  　味方の識別信号を出している人員がこちらへと向かってきていることをニンジャアーマーのセンサーが拾っている。あとは電撃で伸びてる連中を連行してもらって、データが入っていると思しき機器類を引き渡せばとりあえず襲撃は完了だな。

  　不过那个被特斯拉线圈电到还活蹦乱跳的家伙是怎么回事？我曾经在原本的世界听说过，因为药物而处于兴奋状态的人类，就算被手枪击中也会拿着刀子冲过来，但特斯拉线圈的威力比原本世界那种透过弹簧发射针来释放电击的武器还要强大。

  　しかしテスラガンで撃たれてもピンピンしてたあのびっくり人間はなんだったんだろうな。薬物で興奮状態の人間は
    
     拳
    けん
    
     銃
    じゆうで撃たれてもナイフを持って向かってくることがある、なんてことを元の世界で聞くことはあったが、テスラガンの威力は元の世界で使われていたバネで飛ばした針を通して電撃を流す武器よりも強力である。

  　说到底，人体构造根本无法承受强力电流的冲击。这已经不是靠毅力忍住疼痛的次元了。虽然有可能因为身材过于丰满而让电流难以通过，但我不认为那个嗨咖是这种类型。他应该有接受过某种强化手术，或是穿戴了某种对策装备。

  　そもそも、人体というのは強力な電流を流されてもピンピンしていられるようにできていない。痛みを根性で
    
     堪
    こらえるだとか、そういう次元の話ではないのだ。そりゃちょっと豊満すぎて通りが悪いみたいなことはあり得るが、
    
     流石
    さすがにあのヒャッハー野郎がそうだとは思えん。何かしらの強化手術だとか、対策装備だとか、何かあったのではなかろうか。

  　说不定他拥有对电击有抗性的特殊体质，或是平常就喜欢被电击而感到舒服，所以经常让自己触电。这么说来，他好像把类似电击棒的东西当成武器。或许他有空的时候就会拿那个来玩。虽然我也不清楚就是了。

  　もしかしたら電撃に強い特殊体質だったとか、普段から電撃で気持ちよくなっちゃう何かが趣味の人で頻繁にビリビリしてたとかかもしれんが。そういやなんか電撃
    
     
      棍
     
     棒
    こん
    ぼうみたいなものを武器にしてたな。暇な時にバチバチして遊んでたのかもしれん。しらんけど。

  「要撤退了吗？」

  「撤収ですかね」

  「应该是吧。准备把东西交出去。」

  「そうなるだろうな。ブツの引き渡しの準備をしといてくれ」

  「是，大哥。」

  「はい、兄貴」

  　不管怎样，首先得从获取情报开始。看是要从数据中获取，还是从脑袋里获取，但不管怎样都不是能马上结束的事情。今天就先到此为止吧。

  　何にせよまずは情報を引っこ抜くところからだな。データを引っこ抜くか、アタマから引っこ抜くかだが、すぐに終わるものでもあるまい。今日のところはここまでだな。

  　等了一会儿，一群和刚才遇到的士兵们不同的人从我们进来时的反方向——和投降的小混混们进来的同一扇门——冲进了血淋淋的房间。

  　少し待つと、先程遭遇したのとは別の兵士達が俺達が入ってきたのとは逆側──降伏したチンピラどもが入ってきたのと同じ扉だ──から血塗れの部屋の中へと突入してきた。

  　然后，他们一看到惨状就倒抽一口气，或是捂住嘴巴像是要吐出来。勉强保持平静的只有几个人。

  　そして、惨状を目にするなり息を
    
     吞
    のんだり、吐きそうにでもなったのか口元を押さえる連中が続出する。かろうじて平静を保っているのはほんの数人だな。

  「是希罗阁下……对吧？」

  「ヒロ殿……ですね？」

  「没错。我把数据储存装置之类的交给你。虽然装在那个袋子里，但看来他们似乎拼命地想要消除这些终端装置里的数据。特别是那些沾满血的终端装置，你最好注意一下里面的内容。」

  「そうだ。データストレージの類を引き渡す。そのバッグの中に入ってるが、どうもここらの端末のデータを必死に消そうとしていた節がある。特に血塗れの端末の中身に注目すると良さそうだ」

  「那真是多谢了……」

  「それはどうも……」

  　可以不要那么退避三舍吗？我可是很努力的哦。不过，看到这个血淋淋的房间，会退避三舍或许也是没办法的事。

  　そんなにドン引きしないでもらって良いですかね。これでも頑張ったんですよ。まぁ、この血塗れになっている部屋を見ればドン引きするのも仕方がないのかもしれんけどもさ。

  「那么，我们要撤退了。不好意思，善后就拜托你们了。倒在那边的那些家伙说不定知道些什么，所以请你们好好对待他们。好好地。」

  「それじゃあ、俺達は撤収するから。すまんが後始末は頼んだぞ。そこらで転がってる連中もなにか知っているかもしれんから、丁重に扱ってやってくれ。丁重に」

  　我用力挥剑甩掉血浆，将剑收回剑鞘，同时瞥了一眼被绑起来像毛毛虫一样倒在地上的小混混们。他们发出「咿！」的叫声，浑身颤抖，看来我似乎很可怕。

  　剣を鋭く振って
    
     血
    ち
    
     糊
    のりを飛ばし、鞘に収めながら拘束されて芋虫のように転がっているチンピラ連中を
    
     一
    いち
    
     瞥
    べつしておく。ヒィッ！　とか言ってガタガタ震えているところを見ると、どうやら俺がよほど怖いらしい。

  「你们最好老实说出来哦？要是太固执，我就亲自过去，以毫米为单位切下你们的脚尖和指尖。」

  「お前ら、素直に話せよ？　あまり意地を張ると、俺が出向いて足先や指先をミリ単位で刻んでやるからな」

  　我一边说着，一边让忍者盔甲的眼睛部分发出红光，小混混们翻着白眼昏了过去。不，没必要那么害怕吧。这明明只是个小小的玩笑功能。

  　そう言ってグポーンと効果音を鳴らしつつ、ニンジャアーマーの目の部分を赤く発光させてやると、チンピラどもが白目を
    
     剝
    むいて失神してしまった。いや、そこまで怖がることないじゃん。ちょっとしたジョーク機能なのに。

  ☆★☆

  ☆★☆

  「那么，庆祝胜利，干杯。」

  「では勝利を祝して乾杯」

  「干杯！」

  「乾杯っす！」

  「干杯～！」

  「かんぱいー！」

  　结束对布拉迪兹基地的袭击，将资料储存装置等东西交给哈特穆特的部下们后，大约过了一个小时。我带着海因茨和齐克回到设施，和照顾孩子们的艾莉亚以及孤儿院的孩子们一起举行了一场小小的餐会。

  　ブラディーズのアジトへの襲撃を終え、データストレージなどをハルトムートの部下達に引き渡してから
    
     凡
    およそ一時間後。俺はハインツとジークを連れて施設へと戻り、子供達の面倒を見ていたアイリアと、孤児院の子供達を交えてちょっとした食事会を執り行っていた。

  「好吃！咦，这个很好吃耶？」

  「うまっ!?　え、
    
     美
    う
    
     味
    まくないっすかこれ？」

  「好好吃～！」

  「おいしー！」

  　餐会上摆着的食物都是从黑莲花运来的，全都是铁人做的。设施里没有自动烹饪器，至今为止似乎都是用类似微波炉的加热烹饪器加热后食用的速食食品为主。高性能的自动烹饪器铁人·五代制作的各式料理不仅让孩子们，也让齐克他们大吃一惊。

  　食事会に並べられている食べ物はブラックロータスから運んできたもので、いずれもテツジンが作ったものである。施設には自動調理器が無く、今までは電子レンジ的な加熱調理器で温めるだけで食べられるレトルト食品を主に食べていたらしい。高性能な自動調理器であるテツジン・フィフスによって作られた料理の数々は子供達だけでなくジーク達にも驚きを
    
     齎
    もたらしたようだ。

  「能让你们开心，特地从黑莲花运食物过来也值得了。」

  「喜んでもらえたならわざわざブラックロータスから食い物を運んでもらった
    
     甲
    か
    
     斐
    いがあったな」

  「我觉得会用军用战斗机器人做这种事的也只有大哥了。」

  「そんなことに軍用の戦闘ボットを使うのは兄貴くらいだと思いますけどね」

  　这些料理是由参加袭击基地的军用战斗机器人运来的。他们和梅伊一起先回到黑莲花，将背部的拆除背包换装成货物背包后，把食物送到这个设施。

  　この料理を運んできたのはアジトへの襲撃に参加していた軍用戦闘ボット達であった。彼らはメイと一緒に一度ブラックロータスに帰還した後、背部のデモリションバックパックをカーゴパックに換装してこの施設まで食い物を届けてくれたのである。

  　袭击基地后，想到要开餐会的我立刻联络梅伊，请她安排料理和装备换装。梅伊的话，就算离开黑莲花也能连接铁人和战斗机器人的整备、换装系统，也能放心地将联络留在船上的船员的工作交给她。

  　アジトへの襲撃後、この食事会を思いついた俺はすぐにメイに連絡をして料理や装備換装の手配をしておいてもらったのだ。メイならブラックロータスを離れていてもテツジンや戦闘ボットの整備・換装システムにアクセスできるし、船に残ったクルーへの連絡も安心して任せられるからな。

  「希罗先生，非常感谢您。孩子们也非常开心……最近一直让他们过得很拘束」

  「ヒロさん、ありがとうございます。子供達もとても喜んでいて……最近はずっと窮屈な思いをさせていたので」

  「没事的。只是顺便而已，顺便」

  「ええんやで。まぁついでだよ、ついで」

  　实际上确实如此，最初想到的时候，我打算带着海因茨和齐克去稍微高级一点的店，然后请他们吃一顿。但是，既然如此，让设施里的孩子们也吃点好吃的不是更好吗？　我改变主意，决定在设施里举办餐会。

  　これは実際にそうで、最初に思いついた時点ではハインツとジークを連れてちょっと高級なお店に案内してもらって、そこで
    
     奢
    おごってやろうと思っていたのだ。だが、どうせなら施設の子供達にも美味いものを食わせてやったほうが良いのでは？　と思い直し、こうして施設で食事会を行うことを決めたのである。

  「呵呵……这种说法，真的和那孩子一模一样」

  「ふふ……そういう言い方、本当にあの子にそっくりです」

  「我并没有意识到」

  「別に意識してるわけじゃないんだけどな」

  　和蒂娜合得来，或者应该说在一起的时候觉得很开心，正如艾莉亚所说，或许是因为我们有相似的部分。虽然偶尔也会做出奇怪的举动，不过这点我也一样。嗯，我有自觉。只不过，我是在事后被指出，或者回想自己的行动时，才觉得确实如此。

  　ティーナと馬が合うというか、一緒に過ごしてて楽だなと思うことが多いのはアイリアが言うようにお互いに似た部分があるからなのかもしれんな。
    
     偶
    たまに突飛もない行動を取ることもあるが、まぁそれは俺も同じことだし。うん、自覚はしているんだ。ただ、そういえばそうだったなと思うのは後から指摘されたり、自分の行動を思い返したりしている時なんだけど。

  「总之，我摧毁了袭击这里的那伙人的基地，让大部分人员无法战斗。虽然他们有可能还会发动攻击，但我会同样击溃他们，所以不用担心。」

  「とりあえずここを襲わせた連中に関してはアジトを
    
     潰
    つぶして、その人員の大半を戦闘不能にした。まだ何か仕掛けてくる可能性はあるが、同じように
    
     叩
    たたき潰すから心配は要らない」

  「好的，非常感谢您。」

  「はい、ありがとうございます」

  「还有，虽然擅自进行交涉很抱歉，但这个星系的新任地方官似乎愿意照顾这个设施。」

  「あと、勝手に話を進めて悪いんだがな。この星系の新しい代官に施設の面倒を見てもらえそうだ」

  「咦？」

  「えっ」

  　艾莉亚的眼睛瞪得老大。嗯，我想也是。这么说来，我老是擅自进行交涉，却没向关键的艾莉亚报告与哈特穆特的交涉内容。

  　アイリアの目が点になった。うん、そうだよね。そういえば勝手に話を進めるばかりで肝心のアイリアにハルトムートとの交渉について何も報告してなかったわ。

  「听说支援这里的组织已经失去力量，而且他们原本就是从事非法活动的家伙吧？新任地方官打算利用这次的传染病造成的混乱，将殖民卫星的那些人一扫而空，这么一来，就算传染病平息，这里也会失去后盾。所以，虽然很自作主张，但我已经和对方谈好了。」

  「ここの後援をしていた組織は力を失ってしまったって話だし、そもそもなんというか裏稼業な連中だろう？　今回のパンデミックによる混乱を利用して新しい代官はこのコロニーのそういう連中を一掃する予定だし、そうなるとそもそもパンデミックが落ち着いてもここは後ろ盾を失うことになる。だから、勝手だとは思うがこっちで話を進めさせてもらった」

  「咦……那个，没问题吗？这个设施的权利人也是支援这里的组织之一……」

  「えぇ……あの、大丈夫なんですか？　この施設の権利者も後援をしていただいている組織の一つなんですけれど……」

  「我已经给哈特穆特各种利益作为照顾这里的回报，所以不用担心。关于建筑物的权利，如果有必要的话，他应该会帮忙处理，看是要正式交给统治机构管理，还是让艾莉亚拥有都行」

  「ハルトムートにはここの面倒を見ることの対価として色々と利益を供与しておいたから、心配は要らない。建物の権利に関しても必要なら分捕って正式に統治機構の預かりにするなり、アイリアのものにするなり良い感じに便宜を図ってくれるはずだ」

  　艾莉亚听到我突然的发言，或者说是宣言，显得非常焦急。对不起，现在想想，我几乎是在当事人毫不知情的情况下，把事情推进到几乎要定案的阶段。不过没关系啦！反正不会有什么坏处！

  　突然の俺の発言というか宣言にアイリアが滅茶苦茶焦っている。すまない、今思えば当事者を蚊帳の外にして
    
     殆
    ほとんど決まりって段階まで話を進めてたわ。まぁええやろ！　悪いことにはならんし！

  「那、那个，地方官是贵族……对吧？」

  「あ、あの、代官様って貴族の方……ですよね？」

  「嗯，是啊。是个相当帅气的帅哥哦。」

  「ああ、そうだな。なかなかのイケメンだったぞ」

  　虽然我也是，但现在说这种话只会让艾莉亚更加混乱，所以聪明又谦虚的我选择保持沉默。说到底，如果我聪明的话，就不会让艾莉亚陷入混乱的状况了吧？这种吐槽就别说了。

  　一応俺もそうだが、今そんなことを言ってもアイリアの混乱が加速するだけなので賢く謙虚な俺は黙っておく。そもそも賢かったらアイリアを混乱させるような状況に陥らせることはないのでは？　という突っ込みはノーセンキューだ。

  「真、真的没问题吗？他不会因为一时兴起就说不支援了，或是因为看不顺眼就说要杀光所有人吗？」

  「ほ、本当に大丈夫ですか？　なにかの気まぐれでやっぱ支援するのやめただとか、気に入らないから全員斬り捨てるとか言いません？」

  「艾莉亚心中的贵族到底有多蛮不讲理啊……？哈特穆特是个诚实的好青年，所以我觉得不用担心。如果你这么担心的话，我会暗示他如果违背和我的约定，对艾莉亚你们做出过分的事情，我就会对他进行可怕的报复。」

  「アイリアの中の貴族ってのは一体どんだけ理不尽な存在なんだ……？　ハルトムートは誠実そうな好青年だったから心配要らないと思うぞ。そんなに心配なら俺との約束を破ってアイリア達を酷く扱ったら俺がとんでもない
    
     復
    ふく
    
     讐
    しゆうをすると匂わせておくから」

  「这、这样做好吗……？」

  「そ、そんなことをして大丈夫なんですか……？」

  「没问题，不会有问题的。毕竟我可是白金位阶的佣兵。大部分的贵族都会避免与白金位阶的佣兵，或者说是与整个佣兵公会为敌，更重要的是，我想他应该已经透过这次的事情充分明白与我为敌会有什么下场了。」

  「大丈夫だ、問題ない。何せ俺はプラチナランカー様だからな。プラチナランクの
    
     傭
    よう
    
     兵
    へい、というか傭兵ギルドを敵に回すような
    
     真
    ま
    
     似
    ねは大概の貴族は避けるし、何より俺を敵に回すのは良くないと今回の件で十分にわかってもらえていると思うから」

  　不过，万一他违背约定的话，我也有自己的想法。我可以利用佣兵公会或熟识的贵族，最坏的情况下，也可以利用王族，对哈特穆特进行社会性的攻击，让他成为不值得信任的人。或者，我也可以直接向他提出贵族之间的决斗。如果能把他拉进航宙战的话，我基本上不会输，也可以用剑来决斗。不管怎么说，我都是抱着被小看就杀了对方的精神。

  　だが、もし万が一にも約束を
    
     反
    ほ
    
     故
    ごにするようならこちらにも考えがある。傭兵ギルドや知己の貴族、最悪は王族を使ってハルトムートは信用ならない奴だと社会的に攻撃を仕掛けても良いし、なんならもっと直接的に貴族同士での決闘を申し込んでも良い。航宙戦に引き込むことができればまず負けないし、剣で決着をつけても良い。どちらにせよナメられたら殺すの精神だ。

  「这样啊……可是，你对我这么好，我却没有任何东西可以回报……」

  「そうですか……でも、こんなに良くしてもらっても私に返せるものが何もなくって……」

  　艾莉亚说完后低下了头。唔，回报啊。艾莉亚的长相很可爱，身材也……嗯，很不错。非常有魅力。所以，我确实想过要她陪我一晚。艾莉亚是成熟的女性，应该懂得分寸，肯定能玩得尽兴。

  　そう言ってアイリアが
    
     俯
    うつむく。ふむ、返すものね。アイリアは愛嬌のある顔立ちだし、体つきも……うん、良いね。とても魅力的だ。なので、それなら一晩とか思わなくもない。アイリアはちゃんとした大人の女性だし、分別もあるだろうからきっと後腐れなく楽しめるだろう。

  　不过，要是我真那么做，我家的可爱船员们肯定会翻白眼。说不定还会给海因茨和齐克留下坏印象，而且她们说不定已经和其中一人有亲密关系了。这种事果然不好。虽然觉得不好，但还是会忍不住去想，这就是男人的本性，还请原谅我。

  　ただまぁ、そんなことをした日にはうちの
    
     可愛
    かわいいクルー達から白眼視されるのは確定的に明らかだ。もしかしたらハインツやジークにも悪い印象を与えるかもしれないし、そもそもどちらかと既に良い仲だったりするのかもしれない。やっぱり良くないよね、そういうのは。良くないと思っていても考えてしまうのもまた男の
    
     性
    さがというものなので許して欲しい。

  「没事的，我会让蒂娜好好回报我。」

  「大丈夫だ、ティーナに沢山返してもらうから」

  「让蒂娜……那个，呃……希罗先生和蒂娜……是那种关系吗？」

  「ティーナに……あの、ええと……その、ヒロさんとティーナは……そういう？」

  「要说是什么关系，就是那种关系。也就是男女之间的亲密关系？」

  「どういう関係かと言われると、そういう関係だよ。いわゆる男女の親密な？」

  「和蒂娜……那个，难道你有那种兴趣……？把琳达带走也是因为……？」

  「ティーナと……あの、もしかしてそういう趣味の……？　リンダを連れて行ったのも……？」

  　不知是不是错觉，艾莉亚好像在用滑步移动到能保护孩子们不被我看到的位置。OKOK，先冷静下来好好谈谈。

  　こころなしかアイリアが俺の視界から子供達を守るような位置にすり足で移動しているような気がする。オーケーオーケー。まずは話し合おう。冷静に。

  「不是的。虽然我和蒂娜还有妹妹薇丝卡是那种关系，但我不是萝莉控。我可是花了很长时间才下定决心对她们出手的哦？我可是正常人哦？只是喜欢的对象碰巧是那种体型而已。还有我发誓，我并没有用那种眼光看待琳达」

  「違うから。ティーナと、あと妹のウィスカともそういう関係にはなってるけど俺はロリコンじゃないから。あの二人に手を出すのを決心するのにかなり時間かかったからね？　俺は正常だからね？　好き合った相手がたまたまそういう体形だっただけで。あと俺は誓ってリンダをそういう目で見てないから」

  「说起来，希罗先生以外的船员都是女性呢」

  「そういえば、ヒロさん以外のクルーって皆さん女性の方でしたよね」

  「……」

  「……」

  「……」

  「……」

  　不知为何，艾莉亚看我的眼神从亲切的佣兵降级成了好女色的家伙。虽然是事实，虽然是事实，但我还是无法释怀。

  　なんだか、アイリアの俺を見る目が親切な傭兵さんからとんでもない女好きにランクダウンしたような気がする。事実だけど、事実だけども釈然としねぇ。

  「感觉说什么都没用，这个话题就到此为止吧。好了，结束结束」

  「何を言ってもダメそうだからこの話はやめよう。はい、やめやめ」

  「……也是」

  「……そうですね」

  　虽然表示同意，但艾莉亚看我的眼神依旧充满怀疑。我好伤心。

  　同意しつつも、アイリアの俺に対するジトッとした目つきは変わらなかった。しょんぼりである。

  　尽管发生了这样的插曲，但餐会本身还是大受孩子们欢迎，大家都玩得很开心。正如艾莉亚所说，这似乎也成了孩子们转换心情的契机，他们的表情都很开朗。虽然不是为了调整业力值，但经历了血腥事件的精神似乎被孩子们的笑容所治愈了。

  　そんな一幕があったものの、食事会そのものは子供達にも大好評で、まぁ楽しめたと思う。アイリアの言う通り子供達の気分転換にもなったようで、彼らの表情も明るかった。カルマ調整ってわけじゃないが、血生臭い出来事を経た精神に子供達の笑顔が
    
     沁
    しみ渡るような気がするな。

  　不管怎么说，大家能玩得开心比什么都好。

  　何にせよ、楽しんでもらえたようで何よりだ。

  ☆★☆

  ☆★☆

  『主人』

  『ご主人様』

  「嗯，我看到了。」

  「ああ、見えてる」

  　餐会结束后大约一个小时。我从藏身的结构体屋顶上俯瞰整个地形，同时回应梅伊的通讯。

  　食事会を終えて凡そ一時間後。身を潜めている構造体の屋上から地形全体を見下ろしつつ、俺はメイからの通信に応答していた。

  　我调整忍者装甲的感应范围，关注着接近孤儿院的可疑集团。有好几个由多人组成的小团体正在接近孤儿院。从他们的行动来看，似乎打算包围孤儿院。

  　ニンジャアーマーのセンサーレンジを調整し、孤児院へと近づく怪しげな集団に注目する。複数人からなる小集団がいくつか孤児院へと近づいている。動きから考えるに、どうも孤児院を包囲するつもりらしい。

  『要怎么做？要由我方主动出击吗？』

  『
    
     如何
    いかが致しましょうか？　こちらから仕掛けますか？』

  「这次没必要让他们活下来。先由我来动手。我想尝试一次彻底发挥忍者装甲性能的战斗。」

  「今回は
    
     敢
    あえて生かす必要もないからな。まずは俺が仕掛ける。一度くらいはニンジャアーマーの性能を十全に
    
     活
    いかして戦ってみたい」

  『明白了。我会视情况提供支援。』

  『承知致しました。状況を見て援護致します』

  「交给你了。我会小心不要出错。对了，还有，麻烦你向除污小组发出出动请求。」

  「任せた。ドジを踏まないように気をつける。ああ、それと除染チームに出動依頼をしておいてくれ」

  　我切断与梅伊的通讯，同时接近包围设施的集团之一。我从下层区域的结构物屋顶上跳过去，用钩索射向墙面减缓降落速度，几乎无声无息地来到那些家伙的头顶上。

  　メイとの通信を切りつつ、施設を包囲しつつある集団のうちの一つに接近していく。下層区画の構造物の屋根の上を飛び移り、その壁面にフックショットを撃ち込んで落下速度を軽減しながら音を殆ど立てずに奴らの頭上を取った。

  　人数是五人。全都是刚才在袭击的基地里看到的小混混。他们全都拿着雷射枪或雷射步枪，还有类似钉棒的凶器和大型匕首等武器。他们气势汹汹地喊着「要是被小看就完了」、「要杀鸡儆猴」之类的话。

  　数は五人。全員つい先程襲撃したアジトで見かけたようなチンピラどもだ。全員がレーザーガンやレーザーライフル、それに
    
     釘
    くぎバットめいた凶器やら大ぶりのナイフやらで武装している。ナメられたらおしまいだ、とか見せしめにしてやる、とか息巻いてるな。

  「没想到会在现实生活中玩起隐形行动游戏……」

  「ステルスアクションをリアルでやることになるとはな……」

  　下次在忍者装甲的前臂部分装上暗杀用的弹出式刀刃吧？我一边想着这些无关紧要的事，一边静静地拔出大小一对剑，反手握住，从建筑物上跳下来。目标是最后面的莫西干混混。

  　今度ニンジャアーマーの前腕部に暗殺用の飛び出す刃でもつけようかな？　などと適当なことを考えながら静かに大小一対の剣を抜き放ち、逆手に持ち替えて建物の上から飛び降りる。目標は最後尾のモヒカン野郎だ。

  「咕欸！？」

  「グェッ!?」

  　我顺着落下的势头，用右手的长剑从右肩往身体中心深深刺入，靠着剑的锋利度将内脏和骨头切断，同时『打开』。一瞬间，周围就变得血肉横飞。

  　落下の勢いそのままに右手の長剣を右肩から身体の中心に目掛けて深く突き刺し、剣の切れ味を頼りに臓器や骨を寸断しつつ『開き』にしてやる。一瞬にして辺りは血と臓物塗れになった。

  「什么——！？」

  「なんっ──!?」

  「哦啊！？」

  「おばっ!?」

  　我反手挥舞左手的小剑，砍下第二个人的头，然后在手中旋转，换成顺手的右手长剑，斜砍第三个人。

  　逆手のまま振った左手の小剣で二人目の首を
    
     刎
    はね、手の中でくるりと回転させて順手に持ち替えた右手の長剣で三人目を
    
     袈
    け
    
     裟
    さ斬りに斬り捨てた。

  「咿！？」

  「ひぃっ!?」

  「叽！？」

  「ぎっ!?」

  　我接近剩下的两人，将左手的小剑也换成顺手的姿势，分别从左右一刀将上半身砍成两半。嗯，贵族使用的单分子剑果然锋利得可怕。就算不使劲，只要刀刃对准目标，就能将人体一刀两断。

  　残った二人に接近しながら左手の小剣も順手に持ち直し、それぞれ左右の一刀で上半身を半ばから切断する。うーん、やはり貴族が使うこの
    
     単分子剣
    モノソードの切れ味はとんでもないな。力を込めずとも刃筋さえ立てれば人体をスッパリと両断してしまう。

  「先解决一个……去下个地方吧」

  「まず一つ……次に向かう」

  『做得漂亮，主人』

  『お見事です、ご主人様』

  ☆★☆

  ☆★☆

  「哎，差不多就这样吧」

  「まぁこんなものだよな」

  「我们收拾起来可麻烦了」

  「我々は後始末が大変なのですが」

  「……加油吧！」

  「……頑張れ！」

  　利梅普莱姆殖民卫星的除染队——负责清理殖民卫星内遗体的部门——前来清扫血迹斑斑的下层区。我穿着忍者装甲，竖起拇指，爽朗地为他们加油。不知为何，他们一直往我身上喷消毒液，但因为穿着忍者装甲，我毫发无伤。这样反而省去了回船清洗的麻烦。

  　血塗れになった下層区を掃除しにきたリーメイプライムコロニーの除染チーム──コロニー内で発生した遺体などを片付ける部署の人々──に向けて、ニンジャアーマーの親指を立てながら
    
     爽
    さわやかにエールを送っておく。
    
     何
    な
    
     故
    ぜか
    
     執
    しつ
    
     拗
    ように洗浄殺菌液をぶっかけられた気がするが、ニンジャアーマーを装着しているので完全にノーダメージだ。むしろ船に戻って洗浄作業をする手間が省けて助かった。

  「大哥……」

  「兄貴……」

  　我目送除染队扛着尸体袋和除染装备散往下层区，这时从设施里出来的海因茨向我搭话。毕竟闹得这么大，他当然会注意到。

  　死体袋やら除染装備やらを担いで下層区へと散っていく除染チームを見送っていると、施設から出てきたハインツが声を掛けてきた。流石にこれだけ大騒ぎをしていれば気づきもするだろうな。

  「哟，刚才见过。那里到处都是尸体和内脏，最好别乱晃。」

  「よう、さっきぶり。そこら中死体とその中身がぶちまけられてるから、あまりうろうろしないほうが良いぞ」

  「我大概能猜到……」

  「それはなんとなく察してますが……」

  「你问为什么？那还用说，他们的面子被我们当面砸了个稀巴烂，会想报复也不奇怪吧。老实说，我本来觉得他们来跟没来的概率是一半一半，还好有先做好警戒。」

  「どうして？　ってか？　そりゃお前、あいつらだって
    
     面子
    メンツを真正面から叩き潰されたんだから、報復くらい考えてもおかしくはないだろ。正直来るかどうかは五分五分じゃないかと思ってはいたんだが、警戒しておいてよかったな」

  　我边说边对海因茨耸了耸肩。虽然RIKISHI做不到这么细致的动作，但不愧是量身订做的动力装甲。

  　そう言って俺はハインツに向かって肩を
    
     竦
    すくめてみせた。ＲＩＫＩＳＨＩじゃこんな繊細な動作なんて出来ないが、この辺は流石オーダメイドパワーアーマーだよな。

  　也就是说，我预料到布拉迪兹会来报复，所以餐会结束后就埋伏起来等他们。虽然也有可能扑空，但我的狗屎运这次发挥了作用。

  　つまり、俺はブラディーズの報復を予想して食事会の後、奴らを待ち伏せしていたのだ。空振りに終わる可能性もあったが、俺の悪運が
    
     上
    う
    
     手
    まい具合に働いてくれたな。

  　根据地被我们当面砸了个稀巴烂，他们的面子荡然无存。当然，像他们这样的不法之徒，面子被砸了不可能就这样算了。要是放着凶手不管，会被看扁的。那样就完蛋了。要么被当成落水狗，被各方人马围殴，要么从内部开始瓦解……不管怎样都不会有好下场。所以，他们必须尽快进行报复。

  　アジトを真正面から叩き潰された奴らの面子は木っ端
    
     微
    み
    
     塵
    じんだ。当然、奴らのようなアウトローにとっては面子を潰されてそのままでいるわけにもいかない。下手人を放置すればナメられるからな。そうなったら終わりだ。落ち目と見られて四方八方からタコ殴りにされるか、あるいは内部から崩壊するか……どちらにせよろくなことにならない。だから、奴らは早急に報復を行う必要がある。

  　只不过，袭击者之一是哈特穆特——也就是这个殖民卫星的代官，不管怎么说，正面挑战上头的人还是不妙，而且也太勉强了。所以我想另一名袭击者——也就是我们，应该会遭到报复。

  　ただ、襲撃者のうち片方はハルトムート──つまりこのコロニーの代官で、いくらなんでもお上に真っ向勝負を仕掛けるのは
    
     不
    ま
    
     味
    ずいし、無理がある。だからもう片方の襲撃者──つまり俺達に報復をするだろうと思ったのだ。

  　你问我为什么他们要袭击设施？那当然是因为袭击基地的战斗机器人和保护设施的战斗机器人是同一种机型，这点连白痴都看得出来。会认为两者有关联是很自然的，这样一来，这个设施会被袭击也是理所当然的。

  　どうして奴らが施設を襲撃したのかって？　そりゃアジトを襲撃した戦闘ボットと施設を守っている戦闘ボットが同じ機種だってのは見りゃ馬鹿でもわかるからな。関係があるだろうと考えるのが自然で、そうなるとこの施設が襲撃されるのが道理というわけだ。

  　咦？你问我设施被袭击是不是我的错？哈哈哈，所以我不是像这样好好照顾他们了吗？只要我保护他们，实际上就是安全的。

  　え？　それじゃあ施設が襲撃されたのは俺のせいじゃないかって？　ははは、だからこうしてちゃんとケアをしているんじゃないか。俺が守っていれば実際安全なのである。

  　然后，虽然我说要埋伏等待前来报复的家伙，但只有我一个人的话，万一出了什么差错，可能会陷入困境。所以梅伊和重新武装的军用战斗机器人也在附近埋伏。虽然结果没有出场的机会。该怎么说呢，因为是单方面的战斗。

  　で、報復に来た連中を待ち伏せすると言っても俺一人ではドジを踏んだ時に詰む可能性がある。なので、メイと再武装した軍用戦闘ボット達も近くに伏せていた。結局出番はなかったが。なんというか、一方的な戦闘だったからな。

  　歼灭敌方集团后，我启动多功能迷彩，用钩索取得高度，从高处跳下发动奇袭。从敌人的角度来看，就像是有某种几乎透明的东西从天而降，瞬间砍倒五、六个人的恶梦。

  　敵集団を
    
     殲
    せん
    
     滅
    めつしたら多機能迷彩を起動してフックショットで高度を取り、高所から飛び降りつつ奇襲。敵からしてみれば殆ど透明な何かが降ってきて一瞬で五、六人を斬り捨ててくるという悪夢だ。

  　他们几乎都是集体行动，就算注意到袭击，也会害怕误射而不敢使用雷射枪或雷射步枪。话虽如此，我的身影几乎透明，看不清楚，就算想用棍棒或小刀攻击，应该也打不中。然后在他们犹豫的时候，被我砍成两半。

  　奴らは殆ど団子になって集団で動いていたので、襲撃に気づいても誤射を恐れてレーザーガンやレーザーライフルをぶっ放せない。かと言って俺の姿は殆ど透明でよく見えないから、
    
     棍
    こん
    
     棒
    ぼうだのナイフだので攻撃しようにも上手く当てられるとは思えない。そうして迷っている間に俺に真っ二つにされる、と。

  　就这样，我将前来报复的家伙杀得一个不剩，透过梅伊联络哈特穆特，请他派来清理尸体的除染队。除染队因为白天袭击基地，加上这次的大规模出动，一天出动两次，所以对我发泄怨念。

  　そうして報復に来た連中を残らず皆殺しにした俺はメイを通じてハルトムートに連絡を取り、死体を片付ける除染チームを送ってもらったわけだ。その除染チームには昼のアジト襲撃と合わせての一日二度の大規模出動の件で
    
     怨
    おん
    
     念
    ねんをぶつけられているわけだが。

  「大哥果然是佣兵呢……」

  「兄貴はやっぱり
    
     傭
    よう
    
     兵
    へい、なんですね……」

  「对啊，你怕吗？」

  「そうだよ。怖いか？」

  「当然怕啊。」

  「怖いですよ」

  　海因茨苦笑着说道。毕竟在这次的事件中，我至少砍杀了三十人以上。其实我自己也对能如此无情地杀死这么多人感到有些困惑，不过仔细想想，这些家伙也是类似宙贼的存在。而且他们还积极地散布那种精制的毒品，就算被哈特姆特毫发无伤地逮捕，也只会被剥夺人权，成为实验动物，或是被判处苦役刑直到死为止。在这里干脆地杀死他们，反而可以说是一种慈悲。

  　ハインツが苦笑いを浮かべる。今回の件で軽く三十人以上は斬り殺したからな。実のところ、俺自身も割と無情にこの人数を殺せてしまうことに若干戸惑っているんだが、まぁ考えてみれば奴らも宙賊もどきだしな。積極的に例の精製の甘いドラッグでパンデミックを広めているのもあって、どうせハルトムートに無傷で逮捕されたとしても死ぬまで苦役刑か人権を
    
     剝
    はく
    
     奪
    だつされて実験動物コースだ。ここでサックリ殺してしまったほうが慈悲深いと言えば慈悲深い気もせんでもない。

  「虽然很遗憾，就算杀了这些家伙也赚不到1艾尼，但身为佣兵，我也没办法。不过，这样一来他们的战力应该也耗尽了吧。」

  「こいつらをぶっ殺しても１エネルにもならないのは残念だけどな、傭兵としては。ただ、これで奴らの戦力も払底したんじゃないかね」

  「那么，暂时可以不用担心被袭击了。」

  「それじゃあ、
    
     暫
    しばらくは襲撃に関しては安心できますね」

  「应该不会再毫无对策地袭击我们了吧。」

  「何の策もなしに襲撃してくるようなことは無くなるだろうな」

  　如果每次派出手下突击，都会因为莫名其妙的理由而全军覆没，对方也无法维持组织。应该说，这次的袭击者全灭，已经让他们失血过多而死的可能性很高。

  　そうやって手駒を突撃させる度にまるごとよくわからない理由で全部溶かしてたら、あちらとしても組織を維持できまい。というか、今回の襲撃者全滅という大出血によって既に失血死している可能性もあるのだが。

  　那样的话，能采取的手段就相当有限了。躲起来，逃走，还是同归于尽。投降应该是不可能的吧。就算投降了，也不指望能被赦免。首先毫无疑问会走上前述的苦役或实验动物路线。

  　そうなったら、取れる手段なんてのは相当限られてくる。隠れるか、逃げるか、玉砕するかだ。投降はできないだろうな。投降しても恩赦は望めないし。まず間違いなく前述の苦役か実験動物コースだし。

  「在这个殖民卫星的活动也差不多要结束了……呐，我想问你，你对蒂娜知道些什么吗？那家伙在这个殖民卫星做了些什么，有什么因缘，又是怎么离开这个殖民卫星的？」

  「このコロニーでの活動もそろそろ終わりかね……なぁ、聞きたいんだが、お前はティーナについて何か知ってるか？　あいつがこのコロニーでどんなことをしてきて、どんな因縁があって、どうやってこのコロニーを出ていったのか」

  「我只听过名字，详细情况就不清楚了。记得是跟德斯一家起了争执，但详细情况就不清楚了。」

  「名前だけは聞いたことがありますが、詳しくは知りませんね。確かドース一家と
    
     揉
    もめてたって話だったと思いますが、詳しくは」

  「那个德斯一家是？」

  「そのドース一家ってのは？」

  「是以矮人为中心的组织，以制造和私售违法武器和科技产品为生的家伙。因为这场骚动，干部们几乎都因病倒下，组织应该已经四分五裂了。」

  「ドワーフを中心とした組織で、違法な武器やテック製品の製造とか密売をシノギにしてた連中です。この騒動で幹部連中が
    
     殆
    ほとんど病気でやられて、組織はバラバラになったはずですが」

  「原来如此。谢谢你告诉我。」

  「なるほど。教えてくれてありがとうな」

  　光是这些情报，就能大致看出一些端倪。虽然不清楚蒂娜和德斯一家的非法勾当有多少关联，但不难想象她离开这个殖民卫星时发生了纠纷。不过，既然那帮人几乎都毁灭了，蒂娜有机会直接和艾莉亚见面吗……？不，很危险吧？不如把艾莉亚叫到船上或许更好。

  　この情報だけでなんとなく見えてくるものはあるな。ティーナがそのドース一家って連中のシノギにどの程度関わっていたのかは不明だが、このコロニーから出る際にトラブったのは予想に難くない。でも、その連中がほぼ壊滅してるってんならティーナが直接アイリアと顔を合わせる機会はあるか……？　いや、危ないか？　
    
     寧
    むしろアイリアを船に呼んだほうが良いかもしれないな。

  「等这件事告一段落，我再招待艾莉亚和你们到船上吧。」

  「この一件が落ち着いたら、アイリアとお前らを船に一回招待しようかね」

  「咦？」

  「えっ？」

  「不管怎么说，蒂娜下船似乎不太妙，我想让她至少见艾莉亚一面。不过，只让艾莉亚上我的船，各方面都不太妥当吧？」

  「何にせよティーナがコロニーに降りるのは不味そうだし、一目だけでもアイリアと会わせてやりたいんだよ。でも、アイリアだけを俺の船に乗せるのは色々と不味いだろ？」

  「啊……说得也是，嗯。确实如此。」

  「あー……それはそうですね、ええ。確かに」

  「所以你们也顺便来吧。我的船可是相当不得了的哦？大概会和你们的想象不同，让你们大吃一惊。」

  「だからついでにお前らもな。俺の船はなかなかのものだぞ？　多分イメージと違ってびっくりするんじゃないかね」

  「是这样吗？」

  「そうなんですか？」

  「目前几乎百分之百的人都会吓一跳。」

  「今のところほぼ１００％驚かれているな」

  　我一边和海因茨聊着这些，一边等待除污队处理尸体。

  　そんな話をハインツとしながら俺は除染チームが死体を片付けるのを待つのであった。

  ☆★☆

  ☆★☆

  　第二天，我邀请艾莉亚，海因茨和齐克来船上。因为不能把设施的孩子们放着不管，所以让梅伊和战斗机器人作为增援去了设施。

  　翌日、アイリアとハインツ、ジークを船に招待した。その間施設の子供達を放置するわけにはいかないので、メイと戦闘ボットの増援を代わりに施設に送っておいた。

  『我连看孩子都能完美地完成。因为我是女仆』

  『子守りも
    
     完
    かん
    
     璧
    ぺきにこなすことができます。メイドなので』

  　虽然本人这么说，但真的吗……不过之前孩子们围着她，似乎很仰慕她，应该没问题吧？大概没问题。毕竟梅伊可是完美女仆。

  　と本人は言っていたが、どうかな……でもこの前は子供達に取り囲まれて慕われていたようなので、大丈夫か？　多分大丈夫だな。なんてったってパーフェクトメイドだからな、メイは。

  「哇……」

  「わぁ……」

  「哦……」

  「おぉ……」

  「好厉害……」

  「はえぇ……」

  　艾莉亚他们登上黑莲花，到达休息区后发出了感叹的声音。从舷梯上船，做完除菌处理后进入船内通道时，他们就说了“比想象中要明亮”和“地板和墙壁都很干净”之类的话，但看到宽敞明亮的休息区后，终于发出了惊愕的声音。

  　ブラックロータスに乗船し、休憩スペースまで到達したアイリア達が感嘆の声を上げる。タラップから乗船し、除菌処置などを行って船の通路に入った段階で既に「思ったより明るい」とか「床とか壁とか
    
     綺
    き
    
     麗
    れいなんすね」とか言っていたのだが、広々として明るい休憩スペースを見て遂に
    
     驚
    きよう
    
     愕
    がくの声が口から漏れてきた。

  「说到佣兵的船，给人的印象就是又暗又脏，结构材料外露的金属地板和墙壁，还有天花板」

  「傭兵の船と言えば暗くて汚くて構造材
    
     剝
    むき出しの金属の床と壁、天井ってイメージらしいな」

  「至少不是这么宽敞又干净的印象」

  「少なくとも、こんなに広くて綺麗なイメージではないですね」

  「就像超高级的酒店一样……诶？那面墙是怎么回事？」

  「めっちゃ高級なホテルとかみたいっすね……えぇ？　あの壁どうなってんすか？」

  　海因茨只是单纯地感到佩服，齐克则敏锐地发现了墙面上的生态缸，表现出兴趣。而艾莉亚……

  　ハインツはただただ感心し、ジークは目ざとく壁面のテラリウムを見つけて興味を示していた。そしてアイリアは……。

  「蒂娜！」

  「ティーナ！」

  「艾莉亚，好久不见。」

  「アイリア、久しぶりやな」

  　她一看到蒂娜就跑了过去。嗯，她们应该有很多话要说，就让她们去吧。艾莉亚似乎也认识薇丝卡，琳达也加入其中，四个人开始聊了起来。

  　ティーナを見つけて駆け寄っていた。うん、あっちは積もる話もあるだろうしそっとしておこう。アイリアはウィスカとも顔見知りであるようで、リンダも交えて四人でじっくりと話をするようだ。

  「我们去食堂吧。」

  「俺らは食堂に行くか」

  「好的。」

  「はい」

  「好。」

  「うっす」

  　我带着两个男人前往食堂，除了蒂娜和薇丝卡以外的女性成员也跟了过来。啊，翔子医师好像窝在研究室里，没看到人。

  　野郎二人を引き連れて食堂に向かうと、ティーナとウィスカ以外の女性陣はこちらについてきた。ああいや、ショーコ先生は研究室にでも
    
     籠
    こもっているのか姿が見えないが。

  「主公，客人，请用。」

  「我が君、お客様、どうぞ」

  「谢谢你，库姬。」

  「ありがとう、クギ」

  　我向准备了饮料的库姬道谢。是温热的茶呢，帝国式的。像是红茶的某种东西。

  　飲み物を用意してくれたクギにお礼を言う。温かいお茶だな、帝国式の。紅茶っぽい何かだ。

  「谢谢。」

  「ありがとうございます」

  「……大哥，这些人是……」

  「ッス……兄貴、あの、この人達は……」

  「她们是我们的船员。端茶过来的是库姬，出身于神圣帝国。然后……」

  「うちのクルーだ。お茶を出してくれたのがクギ、神聖帝国の出身だな。で……」

  「我是蜜蜜。帝国臣民，负责操作员和物资管理。」

  「ミミです。帝国臣民で、オペレーターとか物資の管理をしてます」

  「我是艾尔玛。也是帝国臣民，是驾驶员。同时也是白银位阶的佣兵。」

  「エルマよ。私も帝国臣民で、パイロットね。シルバーランクの傭兵でもあるわ」

  「我是库姬，主公介绍的。本人是副驾驶员的见习生」

  「我が君よりご紹介頂きましたクギです。
    
     此
    この身はサブパイロットの見習いですね」

  　蜜蜜，艾尔玛和库姬各自做了自我介绍后，海因茨他们也开始自我介绍。

  　ミミとエルマ、そしてクギがそれぞれ自己紹介をすると、ハインツ達も自己紹介を始めた。

  「多谢介绍。我是海因茨。算是保镖吧」

  「これはご丁寧に。ハインツです。用心棒ってとこですかね」

  「我是齐克。和海因茨大哥一样……那个，大哥。大家都是又漂亮又可爱的人呢」

  「ジークっす。ハインツの兄貴と同じくっす……あの、兄貴。皆すげぇ綺麗で可愛い人ばっかりっすね」

  「羡慕吧？老实说我也觉得自己配不上」

  「
    
     羨
    うらやましかろう？　正直俺も身に過ぎていると思っている」

  　这是货真价实的感想。像我这样的人有资格拥有这么多女性吗？我经常这样自问自答。真的。

  　これは正真正銘正直な感想である。俺
    
     如
    ごときにこんな人数の女性を囲う資格があるのか？　と自問自答することは度々ある。本当にある。

  「意外地谦虚呢」

  「意外と謙虚な答えっすね」

  「当然，我觉得自己需要相应的本事，需要每天精进和钻研，让自己成为配得上她们的男人。不能骄傲自满，松懈怠慢」

  「当然それなりの
    
     甲
    か
    
     斐
    い
    
     性
    しようは必要だし、見合う男になるべく日々精進と
    
     研
    けん
    
     鑽
    さんが必要だと思っている。ふんぞり返って
    
     弛
    たるむわけにはいかないよな」

  「哈哈……后宫之主也不容易呢」

  「ははぁ……ハーレムの
    
     主
    あるじってのも大変なんすね」

  「是啊。不过，实际上我有很多地方都依赖大家，所以没办法自大」

  「それなりにな。まぁ、実際のところ俺は皆に頼り切りな部分が多いからな。尊大になんかなれないよな」

  　但是，我认为回应她们的爱慕之情，尽全力回应她们的期待是我的责任。当然，我一个人的努力能做的事，我一个人能支撑的重量都是有限的，实际上这个团队是大家互相支撑才得以成立。

  　けれども俺を慕ってくれる彼女達に応えるために力を尽くすのが俺の責任ってものだろうと思う。無論、俺一人の努力でできることも、俺一人で支えられる重さというものも限られているので、実際には皆と支え合ってこのチームは成り立っているわけだが。

  「说得好听。虽然你这么说，但没有工作的时候你可是很懒散的哦？」

  「殊勝なことを言ってるわねぇ。こう言ってるけど、仕事のない日は結構だらけてるわよ？」

  「即便如此，希罗大人每天的锻炼也从不缺席。而且，没有工作的时候懒散的不也包括我们吗？」

  「それでもヒロ様は日々の鍛錬は欠かしませんよ。それに、仕事のない日にだらけてるのは私達も同じじゃないですか」

  「主公付出了巨大的努力。无论多么坚韧的丝线，一直绷紧的话很容易就会断掉。本人认为现在的生活状态是很好的平衡」

  「我が君は大変な努力をしておいでです。どんな頑丈な糸も常に張り詰めていては容易に切れてしまいます。此の身は今の生活に良き調和を
    
     見
    み
    
     出
    いだしておりますよ」

  「你们两个总是这么宠希罗」

  「二人はすぐにヒロを甘やかすんだから」

  「怎么回事……我到底看到了什么。这种涌上心头的感情，到底是什么」

  「なんなんすかね……俺は何を見せられてるんすかね。なんだろう、この胸の内に湧き上がってくる感情は」

  　齐克目睹了女性阵营对我秀恩爱的场景，似乎快要堕入黑暗了。再这样下去，被嫉妒之火灼烧的齐克可能会变得很糟糕。

  　女性陣による俺に対する
    
     惚
    のろ
    
     気
    けめいた何かを目の当たりにしたジークが闇
    
     堕
    おちしそうになっている。このままでは
    
     嫉
    しつ
    
     妬
    との炎に焼かれたジークが大変なことになってしまいそうだ。

  　那么，该怎么转移他的注意力呢？　我这么想着，决定先带他去机库看克里希那。蜜蜜她们则去照顾艾莉亚和蒂娜她们，只有我们三个男人。

  　さて、どうやって気を
    
     逸
    そらしたものか？　と考えた俺はとりあえずハンガーのクリシュナを見せに行くことにした。ミミ達にはアイリアとティーナ達の様子を見てもらうことにして、俺達男三人だけでだ。

  「实际上到底怎么样，大哥？」

  「実際のとこどうなんすか、兄貴」

  「什么怎么样？」

  「どうとは？」

  　我带着齐克和库姬前往放置克里希那的机库，齐克问了一个没有主语的问题。我歪着头，不明白他在问什么。

  　クリシュナを置いているハンガーへと二人を案内していると、ジークが主語のない質問をしてきた。何のことだろうかと俺は首を
    
     傾
    かしげる。

  「你真的和那些女孩们缠绵在一起……？」

  「あの子達と本当にくんずほぐれつ……？」

  「是啊。」

  「そうだぞ」

  「我羡慕得不得了……」

  「羨ましくてどうにかなりそうっす……」

  「我可是真的费了不少苦心哦？」

  「マジでそれなりに苦労してるからな？」

  「话是这么说没错……但你到底是怎么做的？」

  「そりゃそうなんでしょうけど……どうやったんすか、一体」

  「啊……这个嘛。时机和财力，吧。」

  「あー……そうだな。タイミングと甲斐性、かな」

  　无论是蜜蜜、艾尔玛、蒂娜、薇丝卡，还是还没介绍过的翔子医师，到头来，我觉得关键还是在于我说的时机和财力。虽然我和她们之间并非只靠金钱联系，但契机是金钱。只有库姬是例外。

  　ミミにしてもエルマにしてもティーナとウィスカにしてもまだ紹介していないショーコ先生にしても、結局のところは俺の言った通りタイミングと金が大事だったように思う。まぁ彼女達とは金だけで
    
     繫
    つながっているわけじゃないが、切っ掛けとしては金だよな。クギだけは例外だけど。

  「需要在关键时刻舍弃自己的一切的觉悟。无论是金钱方面，还是单纯的生命方面。」

  「いざという時に自分の全てを
    
     擲
    なげうつ覚悟が要るよ。金銭的な意味でも、単純に命的な意味でも」

  「那……真是辛苦啊。」

  「それは……大変っすね」

  「在小巷子里被小混混缠上时出手相救，提供衣食住和自由移动权，还替我扛下数百万艾尼的帝国航宙军赔偿金，从宙贼、敌对企业刺客和活体兵器手中救了我，还买了价值数千万艾尼的船，甚至凑齐了价值差不多的船内设备。」

  「路地裏でチンピラに絡まれてるところを助けて、衣食住に自由移動権の面倒を見るとか、帝国航宙軍に対する数百万エネルの賠償を肩代わりするだとか、宙賊や敵対企業の刺客や生体兵器から助けるとか、ウン千万エネルの船を買うだとか、同じくらいの金額の船の設備を
    
     揃
    そろえるだとか」

  「不可能啦。就算我投胎转世好几次，也赚不到这么多钱啦。」

  「無理っす。そんな大金逆立ちしても人生何回やり直しても稼げるとは思えないっす」

  「其他还有被卷入贵族继承人骚动，反过来打倒被派来的航宙舰队等级的暗杀者，或是单枪匹马冲进贝雷贝雷姆联邦的侵略舰队，单枪匹马冲进数万结晶生命体的群体，或是和只凭一己之力就能轻松解决全副武装的帝国海军集团的生物兵器进行肉搏战……其他还有很多就是了。」

  「他には貴族の跡取り騒動に巻き込まれて送り込まれてきた航宙艦隊クラスの暗殺者を返り討ちにするとか、ベレベレム連邦の侵略艦隊に単艦突っ込むとか、数万の結晶生命体の群れに単艦突っ込むとか、フル武装の帝国海兵の集団を一体で
    
     鎧
    がい
    
     袖
    しゆう
    
     一
    いつ
    
     触
    しよくにするような生物兵器と生身で斬り合うとか……他にもまだあるけど」

  「我已经听不下去了……是说，你这些话是认真的吗？」

  「もうお
    
     腹
    なかいっぱいっすね……というかマジすか、それ」

  「是真的。不信的话，你可以去问蜜蜜或艾尔玛。」

  「本当だぞ。なんならミミかエルマに聞いてみるといい」

  「看来不只金钱，就连性命也是有多少都不够用呢。既然你经历过这么多生死关头，也难怪能以散步的心情去摧毁布拉迪兹的基地了。」

  「金だけでなく命もいくらあっても足りませんね。それだけの修羅場を
    
     潜
    くぐり抜けてるなら、散歩感覚でブラディーズのアジトを
    
     潰
    つぶしに行くのも納得です」

  　一直默默听着我和齐克对话的海因茨也露出了苦笑。不过雷射武器确实很可怕。忍者装甲的装甲很薄，如果在没有展开护盾的状态下被直接命中好几发的话，后果不堪设想。

  　今まで黙って俺とジークの話を聞いていたハインツも苦笑いを浮かべる。言うてレーザー兵器は怖いけどな。ニンジャアーマーは装甲が薄いから、シールドを張っていない状態で何発も直撃すると単純に危ないし。

  「我并不是因为杀人而感到愉悦。只是觉得对手是宙贼或者类似的存在的话，我不会有任何感觉。还有，对于积极想要杀我的人，我不会手下留情。」

  「殺すのが楽しくてたまらないってわけじゃないけどな。相手が宙賊だのそれに類する連中ってんならなんとも思わないってだけで。あと、積極的に殺しにくる連中にかける慈悲は無い」

  「真是冷酷无情啊。」

  「滅茶苦茶ドライっすね」

  「佣兵就是这样的生物。我们到了，这就是我的爱机。」

  「
    
     傭
    よう
    
     兵
    へいなんてそんなもんだ。そして着いたぞ、こいつが俺の愛機だ」

  「哦——好大啊！」

  「おー、デカいっすね！」

  「以战斗舰来说，这还只是被分类为小型舰的尺寸。」

  「戦闘艦としてはこれでも小型艦に分類されるんだけどな」

  　我带着发出感叹的齐克和一脸佩服的海因茨参观克里希那的内外，顺便也带他们参观了机库和我白兵战装备的保管库。

  　感嘆の声を上げるジークと感心した様子のハインツを連れてクリシュナの内外を案内し、ついでにハンガーや俺の白兵戦装備の保管庫なども案内していく。

  「像这样把随时都能使用的自己中意的武器陈列出来，感觉很浪漫吧。」

  「こう、いつでも使える状態の自分のお気に入りの武器を並べて飾っておくのってロマンだよな」

  「我懂。」

  「わかります」

  「超懂的。真好啊，我也想有一天拥有这样的武器库。」

  「超わかるっす。いいなぁ、俺もいつかこんな感じの武器庫を持ちたいっすね」

  　另外，充满个人兴趣的白兵战武器库也得到了两人的高度评价。让他们试穿动力装甲似乎也让他们非常满足。我还顺便带他们去改造了部分机库区域的射击场，让他们试射武器。

  　なお、趣味全開の白兵戦武器庫は二人にも大好評だった。パワーアーマーを試着させてやったのも大満足だったようだ。ついでに格納庫区画の一部を改造したシューティングレンジで武器の試射もさせた。

  「像这样实际使用过后，就能明白高质量的武器有多重要了。」

  「こうして使ってみると、質の良い武器ってのは大事なのがよくわかります」

  「对吧？果然要干大事的话，还是需要相应质量的武器。」

  「だろ？　やっぱりいい仕事をするにはそれなりの質の武器が要ると思うんだよ」

  「不过老哥的武器库等级的武器，对我们来说有点太奢侈了。」

  「兄貴の武器庫レベルのものだとちょっと俺たちが使うには過剰っすけどね」

  　在下层区域治安不好的地区，杀人和被杀似乎是家常便饭，但再怎么说也不会用我所准备的军用等级的武器大打出手。结果一旦出现死者，除污队出动后，警察也会介入，所以意外地经常用威力接近致死的雷射枪互射，但又控制在即使命中也只会受重伤的程度。

  　下層区画の治安の悪い地域では殺った殺られたって話は日常茶飯事であるようだが、流石に俺が揃えているような軍用レベルの武器でドンパチをやるようなことはまず無いらしい。結局のところ死人を出すと除染チームの出動から官憲の介入も免れないそうなので、意外と致死出力一歩手前のギリギリ当たっても重症で済むくらいの出力でレーザーガンを撃ち合うことが多いんだそうだ。

  　就在我们聊着非法分子的武器情况时，我的小型情报终端发出了来电铃声。怎么回事？我从怀里取出小型情报终端确认，发现来电者是哈特穆特。

  　と、アウトローの武器事情的な話をしていると俺の小型情報端末から着信音が鳴った。なんだろう？　と懐から小型情報端末を取り出して確認してみると、発信者はハルトムートであった。

  「抱歉，有人打给我。」

  「すまん、通話が入った」

  　我向两人道歉后，走出武器库接电话。

  　二人にそう断って武器庫から出ながら通話に出る。

  「我是希罗。有什么事吗？」

  「ヒロだ。何かあったのか？」

  『抱歉，我就开门见山地说了。现在立刻紧急出发』

  『単刀直入ですまない。今すぐ緊急発進してくれ』

  「了解。报酬可别小气啊」

  「了解。報酬は弾んでくれよ」

  　我也没问具体情况就立刻回答了。我已经相当了解哈特穆特的为人。无论何时都不会忘记敬意的他，会用这种言行立刻拜托我，想必是有什么情况吧。

  　俺は詳しい事情も聞かずに即答した。ハルトムートの人となりは既に結構わかってきている。どんな時でも敬意を忘れない彼がこのような言動で即座に頼み込んでくる辺り、何か事情があるのだろう。

  「克里希那和安特利翁会紧急出发。手续就交给你了，没问题吧？」

  「クリシュナとアントリオンで緊急発進する。手続きはそっち任せで良いな？」

  『小型和中型的战斗舰对吧？我立刻去办手续。我已经向我的麾下——马格涅利子爵家直辖的船下达了紧急出发的指示。详细情况就去那边——！』

  『小型と中型の戦闘艦だな？　すぐに手続きする。私の
    
     麾
    き
    
     下
    か──マグネリ子爵家直轄の船も緊急発進するように指示を出している。詳細はそちらに──ッ！』

  　突然，克里希那——准确来说是收纳着克里希那的黑莲花受到了轻微的摇晃，虽然只有一瞬间，但和哈特穆特的通讯出现了干扰。到底发生了什么事？

  　突如わかる程度の揺れがクリシュナ──というかクリシュナを格納しているブラックロータスを襲い、一瞬だがハルトムートとの通信が乱れる。一体何事だ？

  『抱歉，我没时间长篇大论了。殖民卫星那边我会想办法。虽然很抱歉，但宇宙那边就拜托你了』

  『すまないが長々と話している暇がない。コロニーの方は私がなんとかする。申し訳ないが、宇宙の方を頼む』

  「虽然不知道怎么回事，但了解」

  「なんだかわからんが了解」

  　我简短地回复哈特穆特后切断了通讯，然后去武器库露了个脸。

  　ハルトムートに短く返事をして通信を切り、武器庫に顔を出す。

  「地方官大人突然传唤我。我要紧急出发」

  「お代官様から急なお召しでな。緊急発進する」

  「连同这艘船一起吗？」

  「この船ごとですか？」

  「不，黑莲花就留在这里。因为梅伊还在孤儿院。你们就交给蒂娜和薇丝卡照顾了，不好意思，听从她们的指示吧」

  「いや、ブラックロータスは置いていく。メイがまだ孤児院にいるからな。お前達の世話はティーナとウィスカに任せるから、すまんが彼女達の指示に従ってくれ」

  「明白了」

  「わかりました」

  「了解」

  「了解っす」

  　我对点头的海因茨和齐克也点头回应，然后用小型情报终端联络蜜蜜她们紧急出发。啊，也得联络梅伊才行。

  　
    
     頷
    うなずくハインツとジークに俺も頷き返しながら、小型情報端末でミミ達に
    
     緊急発進
    スクランブルの連絡を入れる。ああ、メイにも連絡を入れておかないとな。

  　虽然不知道发生了什么，但从哈特穆特的样子来看，情况似乎相当紧急。必须尽快让克里希那出发。

  　事情はわからないが、ハルトムートの様子からするとかなり状況は切迫しているらしい。一秒でも早くクリシュナを発進させないといけないな。

 
  ＃6：盖伦级

  ＃６：ガレオン級

  「让您久等了！」

  「お待たせしました！」

  「让您久等了，主公。」

  「お待たせしました、我が君」

  「我只是正好在克里希那附近而已。艾尔玛那边怎么样了？」

  「俺が丁度クリシュナの近くにいただけだから。エルマはどうだ？」

  『现在！正在往安特利翁冲刺！』

  『今っ！　アントリオンにダッシュしてるっ！』

  　安特利翁在航行时会像只小鲨鱼一样与黑莲花对接，但要进入殖民卫星时总不能还维持对接状态，所以是各自入港。因此，艾尔玛要搭乘安特利翁的话，必须先离开黑莲花，再跑到安特利翁那边。

  　航行時にはコバンザメのようにブラックロータスにドッキングして航行しているアントリオンだが、
    
     流石
    さすがにコロニーに入港する時にはドッキングしたままではいられないので、個別に入港している。なので、エルマがアントリオンに搭乗するには
    
     一
    いつ
    
     旦
    たんブラックロータスから出てアントリオンまで走らなければならないのだ。

  「加油。」

  「頑張ってくれ」

  　我为语气听起来相当拼命的艾尔玛加油打气，同时确认先一步出发的克里希那的自我检测画面。残弹正常，装甲、船体无异常，正常。武器系统正常。生命维持装置、动力炉、感应器类也正常。推进器的可动范围也正常。现在要是进行测试喷射，整备士姐妹肯定会拿扳手和螺丝起子对我做很过分的事，所以还是别试了。因为身体会到处凹陷。

  　割と必死なエルマの声にエールを送りながら一足先に走らせていたクリシュナのセルフチェック画面を確認する。残弾ヨシ、装甲、船体に異常なし、ヨシ。ウェポンシステム、ヨシ。生命維持装置、ジェネレーター、センサー類もヨシ。スラスターの可動域もヨシ。流石に今試験噴射すると格納庫内がとんでもないことになって整備士姉妹にレンチやスパナで
    
     酷
    ひどいことをされるので、やらない。
    
     身体
    からだのあちこちが
    
     凹
    へこむことになるので。

  「总之先出港吧。哈特姆特应该已经跟港湾管理局打过招呼了。」

  「とにかく出港だ。港湾管理局にはハルトムートが手を回しているはず」

  「明白了！」

  「わかりました！」

  　蜜蜜在我的指示下迅速操作操作员席的控制台，开始办理出港手续。

  　俺の指示でミミが素早くオペレーターシートのコンソールを操作し、出港手続きを始める。

  「主公，您这次的出击判断得相当快呢」

  「我が君、今回の出撃は随分と判断が早かったようですが」

  「是啊，平时的话我会通过佣兵公会，等报酬之类的条件谈妥了再接受委托。但这次的情况有点不一样」

  「ああ、いつもなら傭兵ギルドを通して、しっかり報酬とかの条件も決めてから依頼を受けるんだけどな。今回みたいなケースはちょっと話が別だ」

  「您说的这次的情况是指？」

  「今回のような、というと？」

  「委托人的身份明确，而且明显有很高的紧急性，再加上就算放着不管也很有可能被卷入其中。刚才的震动，你们也感觉到了吧？」

  「依頼者の身元がはっきりしていて、緊急性が明らかに高そうで、
    
     尚
    なお
    
     且
    かつ放置しても巻き込まれる可能性が高いからだ。さっきの揺れ、感じたよな？」

  　我这么一问，库姬和蜜蜜都点了点头。没错，那震动很异常。正可谓是异常事态。存在于宇宙空间的殖民卫星居然会摇晃，这可不是小事。很有可能发生了什么大规模的事故。从哈特姆特的样子来看，那场『事故』很有可能是人为造成的。

  　俺がそう聞くと、クギもミミも頷いた。そうだよな、あの揺れは異常だ。まさに異常事態だ。宇宙空間に存在するコロニーが揺れるなんて、相当のことだ。何かしらの大規模な事故が起こった可能性が高い。ハルトムートの様子から、その『事故』が人為的なものである可能性もまた高い。

  「是的，震动相当剧烈」

  「はい、かなり揺れました」

  「哈特姆特来委托的时机正好是那个时候。反正都会被卷入其中，那也没有理由拒绝哈特姆特的委托。如果之后哈特姆特在支付报酬或其他方面不情不愿的话，再采取相应的措施就行了」

  「ハルトムートから話が来たタイミングでアレだ。どうせ巻き込まれるならハルトムートからの依頼を
    
     蹴
    ける理由もないだろう。もし後からハルトムートが報酬の支払いやら何やらを渋ったら、それなりの対応をすれば良い」

  　虽然我觉得哈特穆特不是会做那种事的人，但如果他真的那么做了，我也有我的对策。各种各样的对策。

  　ハルトムートはそういうことをする
    
     奴
    やつではないと思うが、もしそういったことされた場合にはこちらにも色々と考えがある。色々と。

  「希罗大人，克里希那可以出发了！」

  「ヒロ様、クリシュナ出せます！」

  「好，出发吧。舱门打开」

  「よし、出すぞ。ハッチオープンだ」

  「是！舱门打开，电磁弹射器以最低功率启动」

  「はい！　ハッチオープン、電磁カタパルト最低出力で稼働」

  　如果在机库内全开推进器的话，内部会变得一团糟，而以电磁弹射器的最大功率发射的话，克里希那会猛烈撞上殖民卫星的内壁，所以要以最低功率发射。克里希那以从未有过的缓慢加速度从黑莲花的机库射向外部，我立刻让克里希那飞向隔绝殖民卫星内外的气密护盾。由于入出港管制，交通流量很少，所以非常轻松。

  　格納庫内でスラスターを全開で噴かすと内部が大変なことになるし、電磁カタパルトの最大出力で射出されるとクリシュナがコロニーの内壁に激突するので、出力は最低だ。いつになく緩やかな加速度でもってクリシュナがブラックロータスの格納庫から外部へと射出され、すぐに俺はコロニーの内外を隔てている気密シールドに向かってクリシュナを飛ばす。入出港規制のおかげで交通量が少ないから、大変に楽ちんだな。

  「艾尔玛好像还要花点时间。蜜蜜，帮我联系梅伊」

  「エルマはまだ少しかかりそうだな。ミミ、メイに繫いでくれ」

  「好的！现在就联系」

  「はい！　今繫ぎますね」

  　我驾驶着克里希那前往哈特穆特指定的汇合地点——殖民卫星附近的集合地点——同时让蜜蜜帮我联系梅伊。

  　ハルトムートから指定された合流ポイント──コロニー近傍の集結地点──へとクリシュナを進ませつつ、ミミの操作によってメイとの音声通信を接続してもらう。

  『在，主人』

  『はい、ご主人様』

  「梅伊，黑莲花还停在港口。如果有必要的话，你就带着孩子们去黑莲花避难。视情况而定，你也可以强行脱离殖民卫星。包括战斗机器人在内，能用的东西都用上」

  「メイ、ブラックロータスは港に置いたままだ。必要があれば子供達を連れてブラックロータスに避難してくれ。場合によってはコロニーからの離脱を強行しろ。戦闘ボットを含め使えるものはなんでも使え」

  『明白了。祝您武运昌隆』

  『承知致しました。ご武運を』

  「嗯」

  「ああ」

  　和梅伊的对话到这里就足够了。只要说了这些，梅伊应该就会采取最合适的行动。如果不需要避难和增援的话，那当然是最好的，但事先做好准备总没有坏处。

  　メイとの会話はそれだけで事足りた。これだけ言っておけばメイならば最適な行動を取ってくれることだろう。避難や増援が必要なければそれが一番良いが、こうして手を打っておくに越したことはない。

  「希罗大人，达尔星系军发来了通讯」

  「ヒロ様、ダール星系軍から通信です」

  「达尔星系军？啊，是哈特穆特带来的马格涅利子爵的私人舰队吗。接过来」

  「ダール星系軍？　ああ、ハルトムートが連れてきたマグネリ子爵の私兵艦隊か。
    
     繫
    つないでくれ」

  　我这么说完，蜜蜜点了点头，操作操作员席的控制台，在主屏幕上投影出通讯画面。出现在画面上的是一位表情严肃的军人。帝国航宙军的军服基本上是白色系的，但他们穿的是橄榄色系的军服。制服的设计也大不相同。感觉是排除了装饰性，完全以实用为重的制服。

  　俺がそう言うとミミは頷いてオペレーターシートのコンソールを操作し、メインスクリーンに通信画面を投影した。映ったのはいかにもしかつめらしい顔をした軍人である。帝国航宙軍の軍服は基本的に白系なのだが、彼らはオリーブドラブ系の色をした軍服を着ていた。制服のデザインもかなり異なる。装飾性が排除され、実用一辺倒といった感じの制服だ。

  『我是达尔星系军第二舰队的舰队指挥官伊沃・涅察上校。请多关照，希罗卿』

  『ダール星系軍第二艦隊、艦隊指揮官のイーヴォ・ネッツァー大佐です。よろしくお願いします、ヒロ
    
     卿
    きよう』

  「我是佣兵公会的白金级，船长希罗。我才要请你多多关照，聂扎上校。我听哈特姆特阁下说，你愿意为我说明情况。还有，叫我船长希罗或者直接叫我船长就好。我可没有做出什么符合希罗卿这个称呼的贵族举止。也不需要对我使用敬语」

  「傭兵ギルドのプラチナランカー、キャプテン・ヒロだ。こちらこそ、よろしく頼む。ネッツァー大佐。状況について説明頂けるとハルトムート殿から聞いているんだが。あと、俺を呼ぶ時はキャプテン・ヒロか単純にキャプテンと呼んでくれ。ヒロ卿だなんて呼ばれるほど貴族らしい振る舞いはしてないんでな。敬語も不要だ」

  『这样啊，那我就这么称呼你了，船长。首先我来说明情况』

  『そうか、ならそのようにさせてもらう、キャプテン。まずは状況を説明する』

  　我一边把通讯内容转播给艾尔玛，一边听聂扎上校的说明。

  　エルマにも通信内容を中継しつつ、ネッツァー大佐の説明を聞く。

  　我带头冲进布拉迪兹的基地，收集了数据。分析的结果，似乎发现前任官雷迪亚斯准男爵通过布拉迪兹和宙贼有联系。

  　俺が先頭になってブラディーズのアジトにカチコミをかけ、収集したデータ。その分析を進めた結果、前代官であるレイディアス準男爵がブラディーズを通じて宙賊と繫がっていたことがわかったらしい。

  　哈特姆特在得知这个事实的时候，本想向领主马格涅利子爵报告，但是无法和星系外进行通讯。连接星系间的超空间通讯的中继卫星很有可能被破坏或者用其他方法使其失效了。

  　ハルトムートはその事実を知った時点で領主であるマグネリ子爵に報告を入れようとしたのだが、星系外への通信が繫がらない。星系間を繫ぐハイパースペース通信の中継衛星が破壊を含む何らかの方法で無効化されている可能性が高いそうだ。

  　进一步分析后，发现雷迪亚斯准男爵正在推进名为『B计划』的计划，布拉迪兹也参与其中。这个B计划的内容相当疯狂，超空间通讯的阻断也是B计划初期阶段的行动。

  　更に解析を進めると、レイディアス準男爵が『プランＢ』という計画を進めており、またブラディーズがその計画に関わっていることもわかってきた。このプランＢの内容がかなりぶっ飛んだもので、ハイパースペース通信の遮断はそのプランＢにおける初期段階の行動であることもわかった。

  　也就是说，B计划已经启动了。

  　つまり、プランＢは既に発動しているということだ。

  「他疯了吗？」

  「正気か？」

  　我这么说也是情有可原。简单来说，B计划就是销毁证据的计划。只是，其规模大到让人觉得他疯了。

  　俺がそう言ってしまうのも仕方がないことだと思う。極めて簡単に言えば、プランＢというのは証拠隠滅計画だ。ただ、その規模が正気とは思えない規模であった。

  　雷迪亚斯准男爵打算销毁一切。所谓的一切，就是利梅普莱姆殖民卫星本身。

  　レイディアス準男爵は丸ごと全てを隠滅するつもりだったのだ。丸ごととはつまり、リーメイプライムコロニーそのものをということである。

  『我也是这么想的，但计划已经开始执行了。殖民卫星的生命维持装置、防卫武器、星系军的机库和舰艇等，同时发生了多起破坏工作。』

  『私もそう思ったが、計画そのものは既に走り始めているようだ。コロニーの生命維持装置や防衛兵器、星系軍のハンガーや艦艇などを狙った破壊工作が同時多発的に起こっている』

  「怎么可能……就算雷迪亚斯准男爵是贵族，帝国臣民中真的有那么多人会参与这种行为吗？」

  「んなアホな……いくらレイディアス準男爵が貴族だからって、そんな行為に加担するような帝国臣民がそんなに居るものか？」

  　就算这个世界的科技再怎么发达，我也不认为雷迪亚斯准男爵的部下能完成如此大规模的破坏工作。如果像梅伊这样拥有高度情报处理能力的机械智慧，将大量的作业用、战斗机器人当作手脚来使用的话，或许有可能做到，但机械智慧不可能协助这种计划。

  　いくらこの世界の技術が進んでいるとは言っても、そんな大規模な工作をレイディアス準男爵の子飼いの人員だけで成し遂げられるとも思えない。メイのように高度な情報処理能力を持つ機械知性が、多数の作業用・戦闘ボットを手足として使えば可能かもしれないが、機械知性がこのような計画に手を貸すはずもない。

  『……似乎有宙贼混进去了』

  『……宙賊が入り込んでいるらしい』

  「哦哦……真是的」

  「おお……もう」

  　我不由得仰望驾驶舱的天花板。也就是说，是那个吗？雷迪亚斯准男爵为了销毁与宙贼勾结的证据，打算利用宙贼破坏整个利梅普莱姆殖民卫星，让事情变得不了了之？是这么回事吗？到底要给宙贼提供什么利益才能做到这么乱来的事——啊，有了。有能给宙贼的东西。

  　俺は思わずコックピットの天井を仰いだ。つまりアレか？　レイディアス準男爵は宙賊と関わった証拠を消すために、その宙賊を使ってリーメイプライムコロニーそのものを破壊してうやむやにしてしまおうと？　そういうわけか？　一体宙賊にどんな利益供与をしたらそんな無茶が──ああ、あったな。宙賊に差し出せるものが。

  「打算把整个利梅普莱姆殖民卫星交给宙贼吗？你觉得这种事能顺利进行吗？」

  「リーメイプライムコロニーそのものを宙賊に差し出してしまうつもりか？　そんなことが
    
     上
    う
    
     手
    まくいくと？」

  『谁知道呢。但是，计划毫无疑问已经开始执行了。那么，我们要做的只有一件事』

  『さぁな。だが、間違いなく計画は動き始めている。ならば、我々がやることは一つだ』

  「殖民卫星防卫战吗……」

  「コロニー防衛戦か……」

  　要持续阻断星系间的通讯，封锁船只的出入并不容易。因为宙贼的组织能力不足以维持这样的状态。不过，我对这样的发展有印象。宙贼对殖民卫星发起攻击，而殖民卫星则发起防卫战。这在SOL里也存在，也就是所谓的团战。

  　宙賊が星系間通信を遮断し続け、船の出入りを封鎖し続けるのは難しい。その態勢を維持し続けるだけの組織的体力が宙賊にはないからだ。ただ、この流れには覚えがある。宙賊によるコロニー攻撃と、その攻撃に対する防衛戦。これは
    
     ＳＯＬ
    ステラオンラインにも存在した、
    
     所謂
    いわゆるレイド戦というやつだ。

  「战力……就只有这些吗？」

  「戦力が……これだけか」

  　我一边确认达尔星系军的舰艇情报，一边不禁喃喃自语。虽然姑且是军用规格的舰艇，但护卫舰六艘、驱逐舰三艘、巡洋舰一艘。没有战舰吗？而且，如果假设这和SOL的团战一样，殖民卫星的防卫兵器应该都处于瘫痪状态。实际上，聂扎上校刚才也说过殖民卫星各处都遭到了破坏。

  　ダール星系軍の艦艇情報をチェックしながら思わず
    
     唸
    うなる。一応軍用規格の艦とはいえ、コルベットが六隻、駆逐艦が三隻、巡洋艦が一隻。戦艦はなしか。しかも、ＳＯＬと同じレイドイベントだと仮定すると、コロニーの防衛兵器は軒並みダウンしている。実際、ネッツァー大佐は先程コロニーの各所に破壊工作が行われていると言っていた。

  「聂扎上校。虽然不是确切的情报，但盖伦级出现的可能性很高……」

  「ネッツァー大佐。確かな情報とは言えないが、ガレオン級が来る可能性が高いぞ……」

  『盖伦级……？』

  『ガレオン級……？』

  　聂扎上校听到我的发言，露出讶异的表情。对哦，聂扎上校不知道盖伦级啊。这么说来，我来到这个世界之后，也没听说过盖伦级的事。

  　俺の発言にネッツァー大佐は
    
     怪
    け
    
     訝
    げんな表情を浮かべた。そうか、ネッツァー大佐はガレオン級を知らないか。そういえば、俺もこっちの世界に来てからガレオン級の話を耳にしたことがないな。

  「是宙贼的巨大战舰。而且不是那种用民用船改造而成的杂种船，而是从一开始就作为战舰建造的战斗舰。不过，因为其功能是专门用于掠夺，所以也不能说是纯粹的战斗舰……」

  「宙賊の巨大戦艦だよ。それも民間船を改造したようなキメラシップではなく、最初から戦艦として作られている戦闘艦だ。
    
     尤
    もつとも、略奪に特化した機能があるから、純粋な戦闘艦かというとそうじゃないんだが……」

  　这下可麻烦了。我应该尽快让黑莲花出航逃走吗？如果只有黑莲花、克里希那和安特利翁三艘船的话，或许有可能突破封锁星系的宙贼。比起用这些战力去对付盖伦级，说不定还有存活的机会。

  　これは困ったぞ。一刻も早くブラックロータスを出航させて逃がすべきか？　クリシュナとアントリオン、それにブラックロータスの三隻だけなら星系を封鎖している宙賊を突破できる可能性もある。この戦力でガレオン級を相手にするよりは生き延びる目があるかもしれん。

  『我从未听说过那种东西。』

  『そんなもの、聞いたことがない』

  「因为它们通常潜伏在深宇宙，不会使用普通的超空间航行。总之，那玩意儿非常大。大小相当于半个殖民卫星，上面还装载了大量迎击武器。虽然长距离炮击能力没什么大不了的，但近战能力非常强。如果贸然进入迎击武器的攻击范围，一瞬间就会被打成蜂窝。」

  「通常は深宇宙に潜伏していて、通常のハイパースペースを使っての航行をしたりしないらしいからな。とにかくデカいぞ。コロニーの半分くらいの大きさがあって、迎撃兵器も満載してる。長距離砲撃能力は大したことはないが、とにかく近接戦に強い。迎撃兵装の攻撃範囲に下手に身を
    
     晒
    さらすと、一瞬で蜂の巣にされる」

  『……如果那种船真的存在，我们该怎么办？』

  『……そのような船が実在するとして、どうする？』

  「如果用驱逐舰以上的主炮，应该能靠射程取胜。只能从射程外单方面进行攻击了。因为宙贼舰会成群结队地冲过来，所以护卫舰只能一边注意不要进入盖伦级的射程，一边进行迎击战斗。不过，因为装甲很厚，或者说重要部位位于船的深处，所以无法轻易击破。」

  「駆逐艦以上の主砲なら射程で勝てるはずだ。アウトレンジからひたすら
    
     叩
    たたくしかない。宙賊艦が群がってくるだろうから、コルベットはガレオン級の射程に入らないように気をつけながら迎撃戦闘をするしかないな。ただ、装甲が厚いというかバイタルパートが船の奥深くにあるから、簡単には撃破できない」

  　那艘船在设定上既是战舰，也是宙贼的据点，同时还是一种播种船。船的运行所不可或缺的设施位于接近船体中央的场所，其周围则有宙贼们的居住区和保管物资的区域形成厚厚的层，稍微被击中几发子弹也不会失去作为战舰的机能。以游戏来说，就是HP，或者该说是船体值非常高。是一艘耐打的船。

  　あの船は戦艦であると同時に、宙賊の拠点でもあり、また一種の
    
     播
    は
    
     種
    しゆ船でもあるという設定がある。船の運行に不可欠な施設は船体の中央に近い場所に存在していて、その周りには宙賊達の居住区画や物資を保管する区画が分厚く層をなしており、ちょっとやそっとの被弾では戦闘艦としての機能を失わない。ゲーム的に言うと、ＨＰというか船体値が非常に高い。タフな船なのだ。

  『如果要对付那种船，就不能让它靠近殖民卫星。』

  『そんな船を相手にするとなると、コロニーに近づかせるわけにはいかんな』

  「不，这可难说。只要殖民卫星的迎击装备上线，火力上就能占据优势。而且，那些家伙的目的就是殖民卫星本身。我认为它们将矛头指向殖民卫星的可能性很低。」

  「いや、どうかな。コロニーの迎撃兵装がオンラインになれば火力で優位になれる。それに、奴らの目的はコロニーそのものだ。コロニーに矛先を向ける可能性は低いと思うぞ」

  　在SOL里，殖民卫星防卫团战有几种取胜方法，其中最简单或者说最单纯的就是凑齐足够的战力，从正面击溃敌人取胜，其次就是一味地争取时间，直到殖民卫星的防卫兵器恢复运作。

  　ＳＯＬにおけるコロニー防衛レイド戦の勝ち筋はいくつかあるが、一番簡単というか単純なのが十分な戦力を
    
     揃
    そろえて真正面から殴り勝つことで、次点がひたすら時間稼ぎをしてコロニーの防衛兵器が復旧するまでの時間を稼ぐことだ。

  『你是说要拿殖民卫星当盾牌？』

  『コロニーを盾にしろと？』

  「我不会说要拿它当盾牌，但我觉得应该好好利用它。毕竟就现实问题来说，如果盖伦级出现的话，战力会不够吧。如果它没出现的话倒是无所谓……」

  「盾にしろとまでは言わないが、上手く利用するべきだとは考えている。現実問題として、もしガレオン級が現れた場合、戦力が足りないだろうからな。出てこなければそれで良いんだが……」

  　老实说，我不太能期待这种发展……毕竟我有恶运，或者说倒霉的运气。它绝对会出现。我有这种确信。

  　正直、その展開はあまり期待できそうにないんだよな……何せ俺の悪運というか、不運があるから。絶対に来るね。確信がある。

  　顺带一提，取胜方法还有其他几种，比如说准确地射穿盖伦级的要害使其爆炸四散，或者送入堆积如山的白兵战力压制内部等等。

  　ちなみに勝ち筋というのは他にもあって、例えば的確にガレオン級のバイタルパートを抜いて爆発四散させる、山程白兵戦力を送り込んで内部を制圧する、などといった方法もある。

  　只不过，要实现这些方法，需要拥有相应火力，以及能完美射穿盖伦级要害的炮击技术、知识和合作的舰队，或者需要堆积如山的白兵战力和用来送入的强袭登陆艇等等，所以现在的我们要以这些取胜方法为目标非常困难。

  　ただ、それを
    
     為
    なすにはそれなり以上の火力と、
    
     完
    かん
    
     璧
    ぺきにガレオンのバイタルパートを抜く砲撃の腕前、知識、連携といったものを有する艦隊が必要になったり、山程の白兵戦力とそれを送り込むための強襲揚陸艇などといったものが必要になったりするので、今の俺達がその勝ち筋を目指すのは非常に難しい。

  　哎？你说我和克里希那的话总会有办法的？虽然不是说做不到，但要从正面硬碰硬的话相当困难。只要犯一点错误就会化为焦炭。

  　え？　俺とクリシュナならなんとかなるんじゃないかって？　できないとは言わないが、真正面からとなるとかなり厳しい。ワンミスで消し炭になる。

  　说实话，如果要让克里希那单枪匹马从正面迎战盖伦级，还不如让它单枪匹马冲进结晶生命体群中要简单得多。因为弹幕的密度——特别是雷射炮的数量和密度是天壤之别。

  　正直、クリシュナ一隻でガレオン級に真正面から立ち向かうくらいなら、結晶生命体の群れに一隻で突っ込むほうが簡単だ。
    
     何
    な
    
     故
    ぜなら弾幕の濃さ──特にレーザー砲の数と密度が段違いだからな。

  『……很遗憾，现实是无情的。星系雷达网捕捉到了接近殖民卫星的船团。有至今为止从未见过的巨大反应。到达时间大约一个半小时。』

  『……残念だが、現実は非情なようだ。星系レーダー網がコロニーに接近してくる船団を
    
     捉
    とらえた。今まで見たことがない巨大な反応がある。到着まで
    
     凡
    およそ一時間半』

  「哦哦，已经……」

  「おお、もう……」

  　所谓的星系雷达网，是指星系军管理的军事侦察卫星组成的情报网，只要运用得当，即使是使用超光速驱动遁走中的对手也能毫不留情地捕捉到，是非常厉害的玩意儿。不过，关于使用超光速驱动移动的船，因为是在亚空间航行，所以无法直接浏览船的ID，但至少可以识别舰种。至今为止从未见过的巨大反应，毫无疑问就是盖伦级吧。

  　星系レーダー網というのは、星系軍が管理している軍事偵察衛星による情報網のことで、上手く使えば超光速ドライブを使って
    
     遁
    とん
    
     走
    そう中の相手だろうが容赦なく
    
     捕
    ほ
    
     捉
    そくすることができるすごいヤツである。まぁ、超光速ドライブを使って移動している船に関しては亜空間を航行しているから、直接船のＩＤを閲覧したりするのは不可能なんだが、艦種くらいは識別できる。今まで見たことがない巨大な反応っていうのは、間違いなくガレオン級だろう。

  「只能上了……哎，总会有办法的。」

  「やるしかねぇなぁ……まぁなんとかするか」

  　黑莲花停泊在利梅普莱姆殖民卫星。我不能丢下蒂娜、薇丝卡、翔子医师和梅伊她们逃跑，艾尔玛的安特利翁速度绝对算不上快，就算现在逃跑也不一定能逃掉。克里希那单舰的话，要逃走也不是不可能，但只有我们三人逃走也没意义。

  　リーメイプライムコロニーにはブラックロータスが停泊している。ティーナやウィスカ、ショーコ先生やメイ達を置いて逃げるわけにはいかないし、決して足が速いとは言えないエルマのアントリオンも今から逃げを打っても逃げ切れるか微妙だ。クリシュナ単艦なら逃げ回ることも不可能ではないと思うが、俺達三人だけで逃げてどうするって話だよな。

  「告诉哈特穆特，尽可能以最快的速度优先修复殖民卫星的防卫兵器。万一我们全灭，盖伦级抵达殖民卫星，地狱之门就会打开了。」

  「ハルトムートに可能な限り急いでコロニーの防衛兵器を最優先で復旧するよう言ってくれ。万が一俺達が全滅してガレオン級がコロニーに取り付くと、地獄の
    
     釜
    かまの
    
     蓋
    ふたが開くことになるぞ」

  『就这么办。虽然他们还要一段时间才会抵达，你有什么想法吗？』

  『そうしよう。奴らが着くまでにはまだ時間があるが、何か考えはあるか？』

  「有啊，而且是超棒的点子。虽然要花点经费。」

  「あるさ。とびっきりのがな。少々経費はかかるがな」

  　如果这是SOL这款游戏，就只能咬着手指等待盖伦级出现，但这不是游戏，是现实。既然无法正面打倒，那就只能下功夫了。

  　これがＳＯＬというゲームならガレオン級が出現するまで指を
    
     咥
    くわえて待っているしかないのだろうが、これはゲームじゃない。現実だ。真正面から倒せないなら、工夫をするまでだ。

  　经费就让哈特穆特出吧。别担心，比失去一个殖民卫星便宜多了。他一定会爽快地答应。

  　経費に関してはハルトムートに持ってもらおう。なに、コロニー一つ失うよりは安い安い。きっと快く了承してくれるさ。

  □■□

  □■□

  　好久没接到这么大的工作了，毕竟这次的工作地点在我们的地盘。似乎有个蠢货把整个殖民卫星都卖了，为了销毁和我们有联系的证据。

  　久々の大仕事だった。何せ俺らのホームまで駆り出しての仕事だ。コロニーを丸ごと一つ売り渡してきた間抜けがいたらしい。俺達と繫がって良い思いをしていたって証拠を消すためにな。

  　真是个蠢货。就算做了这种事，和我们有联系的证据也不会消失。毕竟我们手上握有再多证据。今后蠢货也会在我们的手掌心里。

  　本当に間抜けな奴だ。そんなことをしても俺達と繫がっていた証拠なんて消えやしないのによ。何せ俺達がその証拠をいくらでも握っているんだからな。今後も間抜けは俺達の手の平の上だ。

  『马上就要到工作地点了！』

  『もうじき仕事場に着くぞ！』

  「好耶！」

  「よっしゃあ！」

  　我的船正在整备，所以这次是来踢馆的。听说殖民卫星的防卫兵器和星系军的船都成了稻草人，所以我们要把船停在殖民卫星旁边，冲进去抢走一切。听说那里有个叫上层区的地方，我要把在那里耀武扬威的家伙们的生命和尊严全都夺走。嘿嘿，光是想象就快硬起来了。

  　俺の船は整備中だから、今回はカチコミ要員だ。コロニーの防衛兵器と星系軍の船はカカシになってるって話だから、ホームを横付けして俺達が突入して、何もかもを奪う。なんでも上層区画なんて気取った場所があるらしいからな。そこでふんぞり返っている連中の命も尊厳も何もかもを奪ってやるんだ。へへ、想像するだけでおっ
    
     勃
    たっちまいそうだ。

  　我准备好武器，前往突击舱所在的区域，发现同伴们已经聚集在那里了。想法都一样吗？算了，这些家伙当肉盾的话，我或许就不会被击中了。

  　得物を用意して突入ポッドがある区画へと向かうと、既に仲間がたむろしていた。考えることは同じかよ。まぁいい、こいつらが盾になってくれりゃあ俺が撃たれることもなくなるかもしれねぇ。

  『要进入通常空间了！做好防冲击姿势！』

  『通常空間に出るぞぉ！　対ショック体勢！』

  　砰！巨大的声音响起。应该是结束了超光速航行，回到了通常空间吧。好，接下来就轮到我们出场了——

  　ズドォン！　と大きな音が鳴った。超光速航行を終えて通常空間に戻ったんだろう。ようし、ここからは俺達の出番──。

  　声音消失了。

  　音が消えた。

  　不，不对。是冲击……这是怎么回事？为什么我会被扔到宇宙里……？

  　いや、違う。衝撃が……なんだ、これは。なんで俺は、宇宙に放り出されて……？

  □■□

  □■□

  　砰！伴随着轰鸣声，盖伦级的巨体和大量随行的宙贼舰在利梅普莱姆殖民卫星附近Warp Out了。出现地点完全符合计算。梅伊分析了星系雷达网逐一掌握的那些家伙的轨道，计算出了Warp Out的座标。

  　ズドォン！　と
    
     轟
    ごう
    
     音
    おんを発してガレオン級の巨体と多数の随伴宙賊艦がリーメイプライムコロニーの間近にワープアウトしてきた。出現地点はドンピシャリの計算通り。星系レーダー網が逐一
    
     摑
    つかんでいた奴らの軌道をメイが分析し、ワープアウト座標を算出していたのだ。

  　既然有时间，又知道敌人会从哪里出现，你觉得我会做什么？

  　時間があって、敵がどこに出てくるのかわかっている俺が一体何をすると思う？

  　没错，就是奇袭。

  　そうだね、
    
     奇襲
    アンブツシュだね。

  　在这个世界能做到在游戏中做不到的事。事先在盖伦级的出现地点配置好可以远程引爆的反舰反应鱼雷，或是设置好大量追踪导弹，只要按下一个按钮就能开始热探测引导，或是配置大量航宙水雷。

  　ゲームならできないことがこの世界ならできる。リモート起爆が可能なようにしておいた対艦反応魚雷をガレオン級の出現ポイントに
    
     予
    あらかじめ配置しておくことも、スイッチ一つで熱探知誘導を開始するように大量のシーカーミサイルを放っておくことも、大量の航宙機雷を配置しておくことも。

  　虽然利梅星系军的舰艇因为罢工而无法使用，但储备的武器弹药并没有全部失效。我们尽可能地使用了那些弹药，在盖伦级为首的宙贼舰队Warp Out的瞬间，将所有火力倾泻在他们身上。

  　リーメイ星系軍の艦艇はサボタージュで使用不能にされてしまったが、備蓄している武器弾薬が全て使えなくなってしまったわけではない。俺達はその弾薬をありったけ使い、ガレオン級をはじめとした宙賊艦隊がワープアウトしてきた瞬間にその全てを火力として叩きつけることにした。

  　结果就是现在这副惨状。

  　その結果がご覧の有様である。

  　盖伦级的附近闪烁着无数耀眼的闪光，反应弹头发挥其威力，制造出巨大的火球。看来因为爆炸的影响，装备着突击艇的舷侧受到了损伤。

  　ガレオン級の直近で
    
     眩
    まばゆい
    
     閃
    せん
    
     光
    こうがいくつも瞬き、反応弾頭がその威力を発揮して巨大な火球を作り出す。どうやら爆発の影響で突入ポッドが装備されている
    
     舷
    げん
    
     側
    そくが損傷したようだ。

  　反应弹头鱼雷爆炸后，启动的追踪导弹开始进行热探测。当然，目标是位于极近距离的盖伦级和随行的宙贼舰。此外，对追踪导弹产生反应，试图尽早采取回避行动的随行宙贼舰冲进了航宙水雷区，好几艘随行宙贼舰一起爆炸四散。

  　反応弾頭魚雷の爆発後、起動したシーカーミサイルが熱探知を開始する。当然、その目標は至近に存在するガレオン級や随伴宙賊艦ということになる。更に、そのシーカーミサイルに反応していち早く回避行動を取ろうとした随伴宙賊艦が航宙機雷原へと突っ込み、何隻もの随伴宙賊艦がまとめて爆発四散した。

  　为了让自己和猎物的通讯被对方听到，宙贼们使用几乎毫无防护的通讯线路进行通讯。这是为了威胁猎物，让猎物陷入恐惧。然而，当他们像这次一样成为被狩猎的一方时，通讯内容就会呈现出凄惨无比的景象。

  　宙賊は自分達の通信が獲物に聞こえるよう、プロテクトなどほぼ皆無の通信回線を使って交信を行う。獲物を脅し、恐怖に陥れるためだ。だが、今回のように奴らが狩られる側に回った時、その通信内容はまさに
    
     阿
    あ
    
     鼻
    び
    
     叫
    きよう
    
     喚
    かんの様相を呈することになる。

  『该死！是埋伏！』

  『クソがっ!?　待ち伏せだ！』

  『大破！大破了！气密……救、救命——！』

  『大破！　大破した！　気密が……た、たすけ──ッ！』

  『嘎啊啊啊啊！？眼睛！我的眼睛啊啊啊啊啊！？』

  『ぎゃあああぁっ!?　目がッ！　目がああぁぁぁっ!?』

  　叫骂声、惨叫声、临死前的哀嚎声。透过通讯，人类的死亡被赤裸裸地呈现在眼前。

  　
    
     罵
    ば
    
     声
    せい、悲鳴、断末魔の叫び。人の死が通信を介してまざまざと叩きつけられる。

  「好，要上了。」

  「よし、やるぞ」

  「「Aye Aye, Sir！」」

  「「アイアイサー！」」

  　然而，我们是佣兵。对宙贼没有慈悲可言。

  　だが、俺達は
    
     傭
    よう
    
     兵
    へいだ。宙賊にかける慈悲などない。

  　我将节流阀全开，朝着陷入混乱的宙贼们冲了过去。我事先就刻意在航宙机雷的布设范围中，留下了安全地带。虽然盖伦级是巨大且强大的船舰，但两舷的斜下方，靠近中央的部分存在着死角。趁着他们陷入混乱的现在，应该能安全地冲进那个死角，贴在巨大的船体上。

  　俺はスロットルを全開にして混乱状態にある宙賊どもへと向かって突っ込んだ。航宙機雷をあえて敷設していない安全地帯を予め作っておいたのだ。巨大かつ強大なガレオン級だが、両舷の斜め下、中央寄りの部分に死角が存在する。混乱している今なら安全にその死角を突き、巨大な船体へと張り付くことができるはずだ。

  『准备主炮齐射！开火！』

  『主砲斉射用意！　撃てぇ！』

  『Aye Aye, Sir！』

  『アイアイサー！』

  　克里希那冲锋的同时，后方的友军舰艇也开始了炮击。目标是宙贼的中型舰，以及盖伦级的迎击装备。虽然趁着奇袭让盖伦级的护盾处于饱和状态的现在正是给予伤害的机会，但盖伦级的正面装甲——或者说船体本身非常厚实。光靠达尔星系军的火力，就算从正面发起攻击，也只会烧毁厚实的居住区和仓库区，难以伤及舰艇的重要区域——指挥所、动力炉、生命维持装置和弹药库等。

  　突貫するクリシュナの後ろから味方艦が砲撃を開始する。目標は宙賊の中型艦や、ガレオン級の迎撃兵装だ。奇襲によってガレオン級のシールドが飽和している今こそがダメージを与えるチャンスではあるのだが、ガレオン級の正面は装甲というか船体が分厚い。ダール星系軍の火力だけでは真正面から攻撃を撃ち込んでも、分厚い居住区画や倉庫区画を焼くばかりで艦の
    
     重要区画
    バイタルパート──指揮所やジェネレーター、生命維持装置や弾薬庫等──を抜くことは難しい。

  　因此，我事先拜托友军舰艇优先击溃盖伦级的迎击装备和中型以上的宙贼舰。聂扎上校干得非常好。

  　なので、味方艦にはガレオン級の迎撃兵装や中型以上の宙賊艦を優先的に
    
     潰
    つぶしてもらうように頼んでおいたのだ。ネッツァー大佐は実に良い仕事をしてくれている。

  　此外，艾尔玛的安特利翁则作为达尔星系军的直接掩护，留在后方。毕竟凭安特利翁的机动性和体积，很难钻进盖伦级的死角。我将迎击打算直接攻击达尔星系军和殖民卫星的宙贼舰的任务交给了她。

  　なお、エルマのアントリオンはダール星系軍の
    
     直
    ちよく
    
     掩
    えんとしてお留守番だ。アントリオンの機動力と
    
     図
    ずう
    
     体
    たいではガレオン級の死角に入り込むのは難しいからな。ダール星系軍やコロニーに直接攻撃を仕掛けようとする宙賊艦の迎撃を任せている。

  『有一艘冲过来了！』

  『なんか一隻突っ込んできたぞ!?』

  『快迎击！』

  『迎撃しろ！』

  『好快！』

  『
    
     速
    はえェ!?』

  　我操纵着瞬间达到最高速度的克里希那，从因为奇袭而精神受挫的宙贼舰艇之间穿过——顺便用大型霰弹炮开火，当作是顺手牵羊。

  　瞬く間にトップスピードへと到達したクリシュナを操り、奇襲の精神的衝撃でまごついたままの宙賊艦の間をすり抜けていく──ついでに行き掛けの駄賃とばかりに大型散弾砲を撃ち込んでおく。

  『噫——！』

  『ぎっ──!?』

  『中弹！中弹了！逃生装置呢？呜哇啊啊啊啊！』

  『被弾！　被弾した！　脱出装置が!?　うわあぁぁぁっ!?』

  　好像有人陷入了大麻烦，但很遗憾，这可是战争啊。不对，对手是宙贼的话，应该算不上战争吧。驱除？是驱除没错。嗯。

  　なんか大変なことになってる奴もいるようだが、残念だけどこれ、戦争なのよね。いや、宙賊相手だと戦争にはならんか。駆除？　駆除だな。うん。

  『迎击！快迎击！』

  『迎撃！　迎撃しろ！』

  『不行！那家伙钻进死角了！』

  『駄目だ！　野郎、死角に潜り込みやがった！』

  『他为什么会知道盖伦级的死角啊！』

  『どうしてガレオンの死角を知ってんだよ!?』

  『谁知道啊！喂，谁来把苍蝇赶走！』

  『知るか！　おい、誰か
    
     小
    こ
    
     蝿
    ばえを
    
     引
    ひき
    
     剝
    はがせ！』

  　我钻进盖伦级的死角，彻底活用四门重型雷射炮和霰弹炮，打穿、削掉它的装甲和船体。虽然护盾差不多要恢复了，但克里希那已经钻进它的内侧了。只要不被赶走，攻击就不会被护盾阻挡。

  　ガレオン級の死角に潜り込み、四門の重レーザー砲と散弾砲をフルに活用してその装甲と船体を
    
     穿
    うがち、削り取っていく。シールドのリチャージはそろそろ完了するだろうが、クリシュナは既にその内側に潜り込んでいるからな。引き剝がされない限り攻撃がシールドに阻害されることもない。

  『不行！那家伙紧紧贴着盖伦级……！开火的话会打中盖伦级的！』

  『駄目だ！　あの野郎ピッタリとガレオンに張り付いて……！　撃ったらガレオンにも当たっちまうぞ!?』

  『稍微打中也无所谓！快开火！』

  『多少は構わん！　やれ！』

  　哎呀，决断得真快。虽然对手是宙贼，但能当上盖伦级的指挥官，决断力果然不容小觑。不过，一般的宙贼舰是不可能把我从盖伦级上赶走的。为了不伤到盖伦级的护盾，他们只能进入护盾的范围内，这样一来，克里希那和宙贼舰的距离就会变得极近。换句话说，就是霰弹炮的必杀距离。

  　おや、なかなか決断が早い。ガレオン級の指揮官ともなると宙賊といえども侮れない決断力をもっているものだな。だがしかし、そんじょそこらの宙賊艦では俺をガレオン級から引き剝がすことなど不可能だ。ガレオン級のシールドにダメージを与えないようにするためにはシールド圏内に入り込むしかないし、そうなるとクリシュナと宙賊艦との距離は極至近距離ということになる。つまり、散弾砲による必殺の間合いだ。

  『呜哇！？这家伙居然贴着盖伦级朝这边过来了——！？』

  『うわぁ!?　こいつガレオン級に張り付きながらこっち向きやがっ──!?』

  『不行！不能靠近！』

  『駄目だ！　近づけねぇ！』

  　我潜入盖伦级的护盾内部，将护盾当作盾牌，强迫宙贼舰进行近战，同时用重型雷射炮毫不间断地射击盖伦级的船体，试图破坏其要害。

  　ガレオン級のシールドの内部に潜り込み、そのシールドを文字通り盾にして宙賊艦に接近戦を強いつつ、重レーザー砲をガレオン級の船体に絶え間なく撃ち込んでバイタルパートを抜きにかかる。

  　哎？你问我是不是总是对大型舰做同样的事？那还用说！要是有小型舰能华丽地避开大型舰的迎击激光弹幕，从正面击溃对方的话，大型舰和中型舰就不存在了！

  　え？　いつも大型艦相手に同じことをしていないかって？　当たり前だろうが！　大型艦の迎撃レーザー弾幕を華麗に回避して真正面から
    
     叩
    たたき潰せる小型艦なんぞが存在したら、大型艦や中型艦なんぞ存在せんわ！

  『你们在磨蹭什么！把船撞上去！把他推出去！』

  『何ちんたらやってやがる！　船をぶつけろ！　押し出せ！』

  「哎呀？」

  「おおっと？」

  　大概是终于忍无可忍了，盖伦级的船长开始说出蛮横的话。

  　ついにしびれを切らしたのか、ガレオン級の船長が無体なことを言い始めた。

  　原来如此，用撞的啊。用这个方法的话，确实有可能把克里希那从盖伦级上赶走。前提是能撞到的话！

  　なるほど、ぶつけるね。確かにその方法ならクリシュナをガレオン級から引き剝がすことができるかもしれん。当てられればの話だがな！

  『混账！撞上盖伦级是要干什么！』

  『馬鹿野郎！　ガレオンにぶつけてどうする！』

  『这家伙，到处乱窜……！』

  『こいつ、ちょこまかと……！』

  　我轻巧地避开冲过来想用船体撞向克里希那的宙贼舰，让他们撞上盖伦级。在装甲被剥落的地方，宙贼舰这个巨大质量以相当快的速度，而且在展开护盾的情况下撞了上去。即使是巨大的盖伦级，也会受到无法忽视的损伤。

  　クリシュナに船体をぶつけようと突っ込んでくる宙賊艦をひらりひらりと
    
     避
    よけ、ガレオン級に激突させてやる。装甲を
    
     引
    ひっ
    
     剝
    ぺがされたところに宙賊艦という巨大質量が相当なスピードで、しかもシールドを展開したまま突っ込むのだ。巨大なガレオン級といえど、無視できないレベルのダメージになる。

  　顺便一提，如果通过敌我识别信号被识别为友方的话，就可以自由出入盖伦级这样的大型舰的护盾。如果不是这种情况，即使能出去也无法进来。

  　ちなみに、敵味方識別信号によって味方と識別されていればガレオン級のような大型艦のシールドは出入り自由だ。そうじゃない場合は出られても入ることができないが。

  「差不多该给它最后一击了。永别了。」

  「そろそろトドメだ。あばよ」

  　宙贼舰多次发生激烈碰撞，我朝着被克里希那的霰弹炮和重型雷射炮打穿的破洞发射了设置有延迟引信的反舰反应弹头鱼雷，然后像接近时一样通过迎击兵器的死角脱离了盖伦级。

  　宙賊艦が何度も激突し、クリシュナの散弾砲と重レーザー砲によって大きく広がった破孔に向かって遅延信管をセットした対艦反応弾頭魚雷を撃ち込んでから接近した時と同じように迎撃兵器の死角を通ってガレオン級から離脱する。

  　在拉开足够的距离的下一瞬间，盖伦级从内部发生大爆炸，停止了活动。我射进去的反舰反应弹头鱼雷爆炸了，从内部炸飞了重要区域。盖伦级的巨大船体果然没有四分五裂，还保留着原型，但那已经是完全死透了。

  　十分な距離を取った次の瞬間、ガレオン級が内部から大爆発を起こしてその活動を停止した。撃ち込んだ対艦反応弾頭魚雷が起爆し、内部から重要区画を吹き飛ばしたのだ。ガレオン級の巨大な船体は流石にバラバラにはならずに原形を残しているが、あれは完全に死に体だな。

  「这样就行了，接下来就是扫荡小喽啰了。」

  「これでよし、あとは雑魚どもの掃討だ」

  　虽然数量有点多，但盖伦级沉默了的话，接下来就是消化比赛了。就让我好好赚一笔吧。

  　数は少々多いが、ガレオン級が沈黙したなら後は消化試合だ。精々稼がせてもらうとしよう。

 
  ＃7：哈特穆特与艾莉亚

  ＃７：ハルトムートとアイリア

  「我说啊，你其实可以让我再乱来一点的哦？」

  「なんかさぁ、こう。私にももうちょっと無茶させても良いのよ？」

  「不，我并不是把你当成累赘……你懂的吧？」

  「いや、別に足手まとい扱いしているとかそういうことじゃないから……わかるだろ？」

  「我懂啦……但你明白我无法释怀的心情吧？」

  「わかってるけどさぁ……釈然としないのはわかるでしょ」

  「这是分工合作。艾尔玛应该很清楚吧？」

  「役割分担だよ。それこそエルマならよくわかるだろ？」

  「是没错啦……」

  「それはそうだけどさぁ……」

  　结束善后——也就是扫荡余党——后，我们与艾尔玛的安特利翁会合，一同返回利梅普莱姆殖民卫星稍作休息。这时，艾尔玛抱着我，开始抱怨刚才的战斗。

  　後始末──つまり残党退治──を終えた後にエルマのアントリオンと合流し、共にリーメイプライムコロニーに戻って一息ついていたのだが、そこでエルマが俺に抱きつきながら先程の戦闘についてぶちぶちと文句を吐き始めた。

  　她之所以会这样，与其说是真心不满我让她在后方待命，不如说是无法在那种状况下与我一同奔赴险境，让她感到郁闷吧。虽然她本人也认为这是妥当的判断。

  　これは実質的に後方待機させられたのが本気で不満、というよりはああいう状況で一緒に危地に飛び込むことができないのがやるせないんだろうな。本人としても妥当な判断だとは思っているんだろうが。

  「如果立场相反，我也会命令你待在后方……」

  「仮に立場が逆だったら私も同じようにヒロに後方待機を命じるだろうけど……」

  「我也明白你懊悔的心情。不过，最后艾尔玛的安特利翁不是大显身手了吗？」

  「無念な気持ちは俺もわかるよ。でも、最後はエルマのアントリオンが大活躍しただろ？」

  「是啊。那让我爽快多了。」

  「そうね。そこはスカッとしたわ」

  　艾尔玛的安特利翁装载的重力干扰器是能够妨碍超光速驱动的启动，将试图逃跑的宙贼舰留在原地的特殊装备。失去盖伦级这张王牌的宙贼余党虽然立刻想要逃跑，但安特利翁的重力干扰器漂亮地命中了他们。

  　エルマのアントリオンに積まれているグラビティジャマーは超光速ドライブの起動を阻害し、逃げようとする宙賊艦をその場に
    
     留
    とどめることができる特殊兵装だ。ガレオン級という切り札を失った宙賊の残党は即座に逃げようとしたのだが、そこにアントリオンのグラビティジャマーが
    
     綺
    き
    
     麗
    れいに刺さった。

  　突然无法启动超光速驱动的宙贼们陷入大混乱，被我们单方面地击破。而且殖民卫星的防御兵器也开始运作，那已经几乎是一面倒的蹂躏了。话虽如此，如果没有重力干扰器的话，应该会有相当数量的敌人逃走，所以艾尔玛和安特利翁可以说是消灭余党的幕后MVP。

  　突如超光速ドライブが起動できなくなった宙賊達は大混乱に陥り、俺達に一方的に撃破されることとなったのだ。更にコロニーの防御兵器も稼働を開始したので、あれはもう
    
     殆
    ほとんど一方的な
    
     蹂
    じゆう
    
     躙
    りんであった。とはいえグラビティジャマーが無かったら相当数に逃げられていただろうから、エルマとアントリオンは残党退治における陰のＭＶＰみたいなものだったな。
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  「算了，一直抱怨也没用……那么，你向委托人报告了吗？」

  「ま、あんまりぐちぐち言っても仕方ないわね……で、依頼主に報告はしたの？」

  「还没。我现在就联络。」

  「まだだ。今から通信を入れる」

  　因为艾莉亚她们还在休息区，我关上食堂的门避免声音传出去，然后和哈特穆特进行通讯。

  　休憩スペースの方にはまだアイリア達がいたので、食堂の扉を閉めて声が漏れないようにしてからハルトムートに通信を
    
     繫
    つなぐ。

  「哟，老大。总算是撑过去了。」

  「よう、ボス。なんとか
    
     凌
    しのいだぞ」

  『我这边也观测到了。不过，你们干得真夸张啊……』

  『こちらでも観測していた。しかし、派手にやったな……』

  　哈特穆特的脸颊抽搐着。毕竟我们可是把利梅普莱姆殖民卫星储备的弹药和航宙机雷用得一干二净了。这次消耗的弹药量应该和星系军全舰队全力出动时差不多。嗯，应该花了不少钱吧。

  　そう言うハルトムートの頰は
    
     引
    ひき
    
     攣
    つっていた。リーメイプライムコロニーに備蓄されていた弾薬や航宙機雷をそれはもう盛大に使ったからな。星系軍の全艦隊を全力出動させたのと同じくらいの弾薬を今回消費したはずだ。まぁ、かなりの出費だろうな。

  　他之所以会脸抽筋，或许不是因为这件事，而是单纯因为我正和艾尔玛粘在一起和他通讯。抱歉啊，这只能看公主的心情而定，你就原谅我吧。

  　もしかしたら顔を引き攣らせている原因はそんなことではなく、単純に俺がエルマと密接にくっついたまま彼に通信を
    
     寄
    よ
    
     越
    こしたからかもしれないが。すまんな、こればかりはお姫様のご機嫌次第なので許して欲しい。

  「但是，如果不这么做的话，盖伦级就会和殖民卫星对接，让数量惊人的宙贼闯进来。这么一想，这应该算是很便宜的代价吧？」

  「だが、そうしないとガレオン級にドッキングされてとんでもない数の宙賊に押し入られるところだったんだ。そう考えれば安いものだろ？」

  『或许是这样没错……唉，抱怨也没用。父亲大人平时应该也一直都在处理这种案件吧。』

  『それはそうかもしれないが……はぁ、文句を言っても仕方がないか。父上も常日頃からこのような案件を腹に抱えているのだろうか』

  　哈特穆特说着，用手揉了揉胃部。连内脏都经过强化的贵族居然会感到胃痛，但我是不会道歉的。

  　そう言ってハルトムートが胃の辺りを手で
    
     擦
    さする。臓器を含め、全身を強化されているであろう貴族が胃痛を覚える程とは。だが俺は謝らない。

  「那么，闯进殖民卫星的老鼠都驱逐干净了吗？」

  「それで、コロニーに入り込んでいたネズミどもは駆逐できたのか？」

  『还不能说是完全驱逐干净了。不过，因为破坏工作而出现的殖民卫星机能不全的问题已经大致上恢复了。』

  『まだ完全に、とは言い難いな。ともあれ、既に破壊工作によって発生したコロニーの機能不全は
    
     概
    おおむね回復している』

  「需要支援吗？」

  「助けは？」

  『不需要。』

  『必要ない』

  「是吗……啊，对了。在那个设施照顾孩子们的人正好在这艘船上，要不要见个面？」

  「そうか……ああそうだ。例の施設で子供達の面倒を見ている人が丁度この船に来ているんだが、顔を合わせておかないか？」

  『嗯……这个嘛，时间上还有余裕。关于她，应该说关于那个设施，我也做了不少调查，所以也有兴趣。如果对方方便的话就这么办吧。』

  『ふむ……そうだな、時間に余裕もある。彼女、というかあの施設についてはこちらでも色々調べたのでね、興味もある。先方が良ければそうしよう』

  「OK，我现在就去叫她。」

  「オーケー、今呼んでくる」

  　我将艾尔玛留在原地，打开餐厅的门去叫艾莉亚。

  　エルマをその場に残し、食堂の扉を開けてアイリアを呼びに行く。

  「艾莉亚，不好意思，可以过来一下吗？」

  「アイリア、ちょっとすまんがこっちに来てくれるか？」

  「嗯？怎么了吗？」

  「はい？　どうしました？」

  　我向和海因茨他们一起与蒂娜她们聊天的艾莉亚搭话，她便看向我这边，歪了歪头。

  　ハインツ達も交えてティーナ達と話していたアイリアに声を掛けると、彼女は俺の方に視線を向けて首を
    
     傾
    かしげてみせた。

  「我正在和代官大人通讯。这是个好机会，就先见个面吧。」

  「代官殿と通信中でな。良い機会だから顔合わせを済ませておこうぜ」

  「咦！？那、那个，我这身打扮耶！？」

  「えっ!?　あ、あの、私こんな格好ですけど!?」

  　艾莉亚的手以惊人的速度在她自己身体的各处移动。那是仪容检查之类的吗？

  　アイリアの手が
    
     物
    もの
    
     凄
    すごい速さで彼女自身の
    
     身体
    からだの各所を動き回る。
    
     身
    み
    
     嗜
    だしなみチェックか何かなのか？　それは。

  「没关系吧。又不是非得穿礼服不可……快点，代官大人在等你。快点快点。」

  「別に良いだろ。ドレスを着なきゃいけないってわけでもないし……ホラ代官殿が待ってるぞ。ハリーハリー」

  「不，不行！不行啦！」

  「いやっ、無理！　無理ですって！」

  　我绕到不停挥动双手的她身后，从后面推着她前往餐厅。

  　手をパタパタと振る彼女の背後に回り、後ろから押して食堂へと連行していく。

  「大姐，加油。」

  「
    
     姐
    ねえさん、ファイトっす」

  「……请小心。」

  「……気をつけて下さい」

  「慢走——」

  「いってらー」

  「没问题吧？」

  「大丈夫かなぁ？」

  「感觉不太行啊。」

  「駄目そうだぞ」

  　齐克和海因茨，蒂娜和薇丝卡，还有琳达似乎都不打算阻止我。大概谁都不想和代官见面吧。明明哈特穆特是个感觉不错的帅哥。

  　ジークにハインツ、ティーナにウィスカ、リンダも俺を止めるつもりはないらしい。代官と顔合わせなんてしたくないんだろうな、誰も。ハルトムートは感じの良いイケメンなのに。

  「久等了。」

  「待たせたな」

  『别在意，我刚才和艾尔玛小姐聊了一会儿。这位是……？』

  『気にしないでくれ、エルマ嬢と少し話をしていたのでね。そちらが……？』

  「在那个设施照顾孩子们的艾莉亚。艾莉亚？」

  「例の施設で子供達の面倒を見ているアイリアだ。アイリア？」

  「今、今天天气也很好……？」

  「ほ、ほんじつはおひがらもよく……？」

  　不行。她太紧张了，完全慌了手脚。用漫画来表现的话，就是眼睛完全在转圈圈的状态。看来是没办法正常对话了。

  　アカン。緊張しすぎて完全にテンパっている。漫画的な表現なら完全におめめぐるぐるしてるやつだ。まともな会話になりそうもないな。

  「她似乎在代官大人面前紧张起来了。」

  「お代官様を前にして緊張してしまったようだ」

  『我是子爵家的嫡子，但并没有正式继承地位，所以如果以贵族身份来说，名誉子爵希罗卿的地位更高……女士，希望你别那么紧张。』

  『私は子爵家の嫡男ではあるが、正式に地位を継いだわけではないから、貴族としての身分の話をすると名誉子爵であるヒロ
    
     卿
    きようの方が上なのだが……レディ、そんなに緊張しないで欲しい』

  「就、就就就、就算您这么说！？」

  「そ、そそそ、そう言われましても!?」

  　哈特穆特也在全息屏幕的另一头试图让艾莉亚冷静下来，但似乎不太顺利。这就是帝国臣民面对贵族时的一般应对方式，或者说是态度吗？这么一想，蜜蜜在克莉丝和达莱恩瓦尔德伯爵面前时，都没有这么慌张呢……蜜蜜果然是个大人物吧？

  　ハルトムートもホロスクリーンの向こうからアイリアを落ち着かせようとしているが、なかなかうまくいかないな。これが貴族に対する帝国臣民の一般的な対応というか、態度なのだろうか？　そう考えると、ミミはクリスやダレインワルド伯爵を前にしてもここまで動じなかったな……やはりミミは大物なのでは？

  
   [image: ]
  

  「冷静点，艾莉亚。呃——这位是哈特穆特・马格涅利阁下。如你所见，他长得非常帅气，外表一看就是个贵族，但其实是个重情重义的男人。今天又不是在公开场合，就算稍微失礼一点，他也不会责怪你的」

  「落ち着け、アイリア。えー、ハルトムート・マグネリ殿だ。見ての通り
    
     滅
    め
    
     茶
    ちや
    
     苦
    く
    
     茶
    ちやハンサムでいかにも貴族って見た目だが、義を知る男だよ。公式の場というわけでもあるまいし、少しばかりの無礼があってもそれを
    
     咎
    とがめたりする人じゃないから」

  『被希罗卿说重情重义，感觉有点难为情，不过正如他所说，这是一场私人聚会，我不会计较贵族的礼仪，所以请放心』

  『ヒロ卿に義を知る男などと言われるのは
    
     面
    おも
    
     映
    はゆいが、彼の言う通り私的な会合で貴族に対する礼儀
    
     云
    うん
    
     々
    ぬんなどと言うつもりはないので、安心して欲しい』

  「谢、谢谢您……」

  「あ、ありがとうございますぅ……」

  　哈特穆特似乎也为了让艾莉亚放心，用从未有过的温和声音对她说话。今天只是见面，所以聊了几句关于设施的话题后，就交换了联系方式，然后解散了。

  　ハルトムートもアイリアを安心させるためか、いつになく穏やかな声音で彼女に語りかけている。今日は顔合わせということで施設に関する話をいくつかした後、連絡先を交換して解散ということになった。

  「那、那我先告辞了……？」

  「そ、それでは失礼しますね……？」

  『嗯，艾莉亚小姐。改天再找时间聊聊吧』

  『ああ、アイリア嬢。また後日時間を取って話そう』

  「好、好的……」

  「は、はいぃ……」

  　艾莉亚像小动物一样缩着身子离开了食堂。嗯，前途多难啊。既然交换了联系方式，今后艾莉亚也会和哈特穆特见面。希望艾莉亚的胃别穿孔了。

  　小動物のように縮こまりながらアイリアが食堂から去っていく。うん、前途多難だな。連絡先の交換をしたということは、今後もアイリアはハルトムートと顔を合わせるようになるわけだ。アイリアの胃に穴が空かなければ良いが。

  『希罗卿』

  『ヒロ卿』

  「怎么了？」

  「何かな？」

  『她现在好像在你的船上……』

  『今、貴殿の船に彼女は乗っているそうだが……』

  　听到他严肃的声音，我猜到了他的疑虑，于是抢先回答道。

  　彼の深刻そうな声音にピンときた俺は彼の疑念について先回りをして答えることにした。

  「她和保镖在一起，而且一直在和我们的女性船员聊天。不会有那种事的」

  「用心棒の男も一緒だし、ずっとうちの女性クルーと話してたから。そういうのは無いから」

  『是吗……她是个可怜的人啊』

  『そうか……彼女は
    
     可
    か
    
     憐
    れんな人だな』

  「是吗……？也许吧……？」

  「そうかな……？　そうかも……？」

  　虽然她那接近粉色的头发颜色非常引人注目，但她的脸确实很可爱。我同意她与其说是美女，不如说是可爱。而且她还有点娃娃脸。话说回来，为什么你要问这个？

  　ピンク色に近いなかなかに凄い髪の毛の色が目立って仕方ない人だが、確かに
    
     愛
    あい
    
     嬌
    きようのある顔つきをしているな。美人というよりは
    
     可愛
    かわいい人だというのは同意する。童顔気味だしな。というか
    
     何
    な
    
     故
    ぜそんなことを？

  「喂，哈特穆特。你该不会」

  「おい、ハルトムート。まさかお前」

  『她有交往的男性吗……？身份差距……如果先让她成为其他贵族的养子或庶子，总会有办法的。我认识几个欠我人情的人……』

  『交際している男性はいるのだろうか……？　身分の差は……一度他の貴族の養子か、庶子ということにでもすればなんとでもなるか。貸しのある連中は何人か心当たりが……』

  「通讯，通讯还连着呢。我要挂了哦？我要挂了哦？」

  「通信、通信繫がったままだから。切るぞ？　切るからな？」

  『嗯，是啊。我也有事可做了。那么我先失陪了』

  『ああ、そうだな。私にもやることが出来た。それでは失礼する』

  　哈特穆特一脸认真地行了一礼，切断了通讯。

  　真面目な顔になったハルトムートが一礼して通信を切断した。

  「……能不能当作什么都没听到？」

  「……何も聞いてないことにできねぇかな？」

  「不可能吧……」

  「無理でしょう……」

  　也许是想象了今后的事情而感到头晕，艾尔玛点了点头，表情就像藏狐一样。我们什么都不知道。什么都不知道。贵族的嫡子对平民女性一见钟情这种麻烦到不行的地雷事件，我们什么都不知道。

  　この先のことを想像して気が遠くなったのか、チベットスナギツネみたいな顔をしたエルマが
    
     頷
    うなずいた。俺達は知らん。何も知らん。貴族の嫡男が平民女性に
    
     一
    ひと
    
     目
    め
    
     惚
    ぼれしたとかそういうクッソ面倒そうな地雷案件なんて何も知らん。

  ☆★☆

  ☆★☆

  「咦？变成这样了！？」

  「えっ？　そんなことになっとるん!?」

  「啊啊！？」

  「あぁーっ!?」

  　艾莉亚她们回到设施，大家聚在一起吃晚饭，分享今天发生的事情时，蒂娜突然发出了怪叫。嗯，也不算怪叫吧？听到自己的朋友被贵族一见钟情，当然会吓一跳。

  　アイリア達が施設へと戻り、皆で
    
     揃
    そろって晩飯を食いつつ今日あったことの情報共有をしていると、ティーナが
    
     素
    すっ
    
     頓
    とん
    
     狂
    きような声を上げた。うん、素っ頓狂でもないかな？　自分の友人が貴族に一目惚れされたとか聞いたらそりゃびっくりするよね。

  　话说，你把旁边那个被翻倒酒杯而泪眼汪汪的妹妹放着不管，真的好吗？

  　ところで君の隣でお酒の入ったジョッキをひっくり返されて涙目になっている妹さんのことは放置して良いのか？
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  「怎、怎么办，哥哥！？得联络艾莉亚才行吧！？」

  「ど、どうしよ兄さん!?　アイリアにはよ連絡入れなあかんよね!?」

  「不，别管他……他们彼此都不是小孩子了，会以某种形式妥善处理的」

  「いや、放っておけよ……互いに子供じゃないんだし、何らかの形で
    
     上
    う
    
     手
    まく折り合いはつけるだろ」

  「可是哥哥！被贵族大人追求，平民女性是很难拒绝的啊！」

  「せやかて兄さん！　お貴族様に迫られたら平民の女なんてそうそう断れへんやん！」

  「啊——！？」

  「あーっ!?」

  「啊啊！？」

  「あぁっ!?」

  　蒂娜把手拍在食堂的桌子上大吼。嗯，能不能稍微手下留情啊。食堂那张大得要命的桌子就像动画里过度的演出一样瞬间弯曲，桌上的东西都乱了。盘子都飞起来了。蜜蜜的晚饭里库姬的稻荷寿司都飞了进去，情况变得很糟糕。顺便一提，我的晚饭也溢出来，各种各样的东西都变得很糟糕。

  　ティーナが食堂のテーブルに手を
    
     叩
    たたきつけて
    
     吠
    ほえる。うん、もう少し手加減してくれんか。食堂のクソでかいテーブルがアニメの過剰演出みたいに一瞬たわんで卓上が凄いことになったから。皿が舞ったから。ミミの夕食にクギのおいなりさんもどきがダイブして大変なことになってるから。ついでに俺の食事もなんか
    
     溢
    あふれたりなんだりと色々
    
     酷
    ひどいことになってるから。

  「冷静点。也许是那样没错，但我们介入其中不太好吧？如果哈特穆特只是想把艾莉亚当作玩具而乱来的话，我也会毫不犹豫地介入。但是，那怎么看都不是那种感觉。他都说了要先让艾莉亚成为其他贵族的养女。还说艾莉亚欠他一份人情，哈特穆特不惜打出其他用途的牌……我有点难以插手啊」

  「落ち着け。そりゃそうかもしれんが、そこで俺達が介入するのはなんか違うだろ？　そりゃハルトムートが単にアイリアをオモチャにしてやろうって感じで無茶するなら、俺だって介入することは
    
     吝
    やぶさかじゃないぞ？　でも、あれはどう見てもそういう感じじゃなかったんだよ。一回他の貴族の養子にしてとか言ってたし。貸しがあるとも言ってたから、ハルトムートにとって他の用途にも切れる札を切ってまでってなると……俺はちょっと邪魔しにくいな」

  　我和哈特穆特已经是共事的伙伴了。那家伙是个诚实的家伙，又是贵族的嫡子，还是殖民卫星的代官，地位和金钱都有，长相也很好。虽然身份差距会很辛苦，但那家伙自己都这么决定了，我觉得随他喜欢就好。

  　ハルトムートとは既に一緒に仕事をしている仲だしな。あいつは誠実な
    
     奴
    やつだし、貴族の嫡子でコロニーの代官でもあるということで、地位も金も持ってるし、顔も良い。身分の差は大変だろうが、あいつ自身がそうと決めたなら好きにすれば良いと思うんだ。

  　就算先成为其他贵族的养女，强行解决身份差距的问题，但艾莉亚能作为贵族生活下去吗？我有很多担心的地方。

  　一度他の貴族の養子にして身分差の部分は無理矢理解決するとしても、そもそもアイリアが貴族としてやっていけるのか？　とか心配なことは多いけどな。

  　话说，哈特穆特没有未婚妻吗？子爵家的嫡子的话，感觉从小就有婚约者了，如果有，那他打算怎么对待艾莉亚？作为侧室吗？还是爱妾？当地妻子？那家伙对这方面是怎么想的，确实很不透明，但我觉得包括这些在内，都不是我们能插手的事情。

  　というか、ハルトムートは婚約者がいたりしないのかね？　子爵家の嫡男ともなれば子供の頃からの婚約者とかいそうだし、いるとすればアイリアをどうするつもりなのだろうか。側室みたいな感じにするのか？　それとも
    
     愛
    あい
    
     妾
    しようみたいな？　現地妻的な？　あいつがその辺どう考えているのかは確かに不透明だが、それを含めて俺達が関わるようなことではないと思うんだよな。

  「哥哥……」

  「兄さんは……」

  「嗯？」

  「うん？」

  「哥哥觉得艾莉亚被贵族的公子当作玩物也无所谓吗！？」

  「兄さんはアイリアが貴族のボンボンの慰み者にされてもええっちゅうんか!?」

  「你听不懂人话吗！？这家伙是不是喝醉了！」

  「話が通じねぇ!?　酔っ払ってんじゃないのかこいつ！」

  　今天蒂娜应该只喝了一两口酒，她是怎么了？

  　まだ今日は一口か二口くらいしか酒を飲んでいないはずなのに、どうしたんだティーナは。

  「怎么说呢，一扯上艾莉亚你就会变得很废柴。我从至今为止的事情中，已经很清楚艾莉亚对小蒂娜来说是很重要的人了。不过，我再重复一遍，艾莉亚已经是成熟的大人了吧？就算哈特穆特向她提出交往，决定接受还是拒绝的人也是艾莉亚，而不是担心得不得了的小蒂娜吧？」

  「なんというか、アイリアが絡むと途端にポンコツになるなお前は。アイリアがティーナにとって大切な人だってのは今までのことでよくわかったよ。でも、繰り返し言うがアイリアは十分に良い大人だろう？　ハルトムートにお付き合いを申し込まれたとして、それを受けるか断るかを決めるのはアイリアであって、アイリアが心配で心配でたまらないティーナちゃんじゃないだろうが？」

  「所以我说，要是被贵族提出交往，就算想拒绝也拒绝不了吧。搞不好还会因为让对方蒙羞，被对方一刀砍死！」

  「せやから貴族にそんなこと言われたら断りたくても断られへんやろってうちは言うてんのや。下手すると恥をかかさせたってことでバサッとやられるかもしれへんやん！」

  「在大庭广众下被拒绝确实很丢脸，但要是因此恼羞成怒，把对方一刀砍死，那才真的是丢脸丢到家……而且我觉得哈特穆特不是会做这种事的男人。」

  「そりゃ確かに公衆の面前でお断りされたら赤っ恥だろうが、それで逆上して相手をバサッとやったらそれ以上の赤っ恥だぞ……そもそもそんなことをする男じゃないと思うが」

  「唔唔唔……你很会顶嘴嘛！？」

  「ぐぬぬ……ああ言えばこう言うな!?」

  「彼此彼此吧……」

  「そりゃお互い様だろう……」

  　感觉蒂娜只要一扯上艾莉亚就会变得很奇怪。该说是精神上变得不稳定吗……而且她对帝国贵族的不信任感比平时更强烈。蒂娜还待在利梅普莱姆殖民卫星的时候，雷迪亚斯准男爵是殖民卫星的代官，当时发生了什么事吗？不过他好像跟宙贼勾结，做了什么坏事，应该没做什么好事吧。

  　どうにもティーナはアイリアが絡むとおかしくなるな。精神的に不安定になるというかなんというか……それにいつにも増して帝国貴族への不信感が凄い。ティーナがこのリーメイプライムコロニーに居た頃はレイディアス準男爵がコロニーの代官をしていたんだろうけど、その時に何かあったのかね？　まぁ宙賊と
    
     繫
    つながって何かしていたようだし、ろくなことはしていなかったんだろうが。

  「OKOK，那我让步吧。我去说服哈特穆特就行了吧？艾莉亚是谨言慎行的模范帝国臣民，如果子爵家嫡子哈特穆特要求交往或更进一步的关系，就算她不愿意，也很有可能会点头答应。所以，希望他能好好考虑一下。这样说就行了吧？」

  「オーケーオーケー、じゃあ俺が折れるよ。俺がハルトムートに言い聞かせれば良いんだろ？　アイリアは慎み深い模範的な帝国臣民だから、子爵家嫡男のハルトムートに交際やそれ以上のことを迫られた場合、彼女の意に沿わなくても頷いてしまう可能性が高いって。で、その辺りをよく考えてやってくれって。そう言えば良いよな？」

  「……这样的话，还是阻止不了贵族少爷纠缠艾莉亚啊。」

  「……それだと貴族のボンボンがアイリアにつきまとうのは止められへんやん」

  「这点小事就原谅他吧……虽然我也不太了解哈特穆特，但喜欢一个人的心情不是别人说了什么就能压抑的吧？我觉得局外人能做的，顶多就是像这样给点建议。要是硬要阻挠，我反而有预感会让他更热情。」

  「それくらいは許してやれよ……俺だってハルトムートのことをよく知ってるわけじゃないが、人を好きって気持ちなんて他人がどうこう言っても抑えられるものじゃないだろ？　外野にできることなんて、精々これくらいのアドバイスが限度ってもんだと俺は思うがね。むしろ、無理矢理邪魔なんてしようものなら、より一層燃え上がりそうな予感しかせんぞ」

  「……」

  「……」

  　也许是接受了我说的话，蒂娜低着头不再说话。回过神来，发现除了我们两个以外的船员都到其他桌子避难，看着我们这边。你们，别把我推出来自己逃走啊……虽然我站在相反的立场也会这么做，所以不会责备他们。

  　俺の言葉に納得してくれたのか。ティーナは
    
     俯
    うつむいて言葉を発しなくなってしまった。気がついたら俺達二人以外のクルーは他のテーブルに避難してこっちを眺めている。お前ら、俺を矢面に立たせて逃げるなよ……俺が逆の立場でもそうするから責めたりはしないけど。

  「呜……」

  「うぅ……」

  「嗯？」

  「うん？」

  「呜……呜……呜哇啊啊啊……」

  「ふぐ……うっ……うえぇぇぇ……」

  「为什么要哭啊……」

  「どうして泣くんだよ……」

  　看到突然哭出来的蒂娜，我不由得抱头。我向艾尔玛他们投以求救的视线，他们却摇头、比出叉叉手势，或是对我低头。意思是要我设法处理吗？这样啊……也是啦，毕竟是我弄哭她的……是我吗……？

  　突然泣き始めたティーナを前に思わず頭を抱える。助けてくれとエルマ達に視線を送ってみるが、首を振られたり手でバッテンを作られたり、ペコペコと頭を下げられたりした。俺がどうにかしろってことですか。そっかぁ……まぁ泣かしたの俺だもんね……俺なのか……？

  「蒂娜自从来到这个殖民卫星后情绪就不太稳定呢。你真的是哦——」

  「ティーナはこのコロニーに来てから情緒不安定だなぁ。おめーはほんとによー」

  　我一边挠头一边从座位上站起来，坐到蒂娜旁边，抚摸她的后背。

  　頭を
    
     搔
    かきながら席を立ってティーナの隣に座り、背中を
    
     撫
    なでてやる。

  「哥哥，对不起，我这么任性……呜哇……」

  「兄さんわがまま言ってごめぇぇぇん……うぇー……」

  「好啦好啦……没事的」

  「はいはい……ええんやで」

  　蒂娜紧紧抱住我，抽抽搭搭地哭着。因为外表是这副模样，看到蒂娜哭泣，罪恶感就……虽然外表是这样，但这孩子平时可是能像喝水一样，把那种点火就会轻易燃烧的酒一饮而尽的大酒鬼。

  　ティーナが俺にしがみついて泣きじゃくる。見た目が見た目だけにティーナに泣かれると罪悪感が……こんなナリですけど普段は火をつけたら簡単に燃え上がるような酒を、スポドリの
    
     如
    ごとくガバガバ飲む大酒飲みなんですよ。この子。

  「别哭了。我又没生气」

  「そう泣くなって。別に怒ってないから」

  　我这么一说，她哭得更厉害了。看来在她停止哭泣之前，还是保持沉默，继续抚摸她的后背比较好。

  　そう言うと余計泣かれた。こりゃもう泣き
    
     止
    やむまで黙って背中でも撫でてやるのが一番良さそうだな。

  ☆★☆

  ☆★☆

  「辛苦了」

  「お疲れ様」

  「嗯」

  「うっす」

  　哭累了睡着……倒也不是这样，但因为哭过，眼睛有点肿，蒂娜把自己关在房间里，我把她交给薇丝卡，回到食堂，艾尔玛她们出来迎接我。

  　泣き疲れて寝た……というわけではないが、泣いてちょっとおめめが
    
     腫
    はれぼったくなったりなんだりで自室にお
    
     籠
    こもりになられたティーナをウィスカに任せ、食堂に戻ってきた俺をエルマ達が出迎えてくれた。

  「帅哥也真辛苦啊」

  「色男も大変なんだな」

  「我哪里是帅哥了……啊，肚子饿了」

  「俺が色男なものかよ……あー、腹減った」

  　我耸耸肩回应琳达的话，把冷掉的晚饭送进嘴里。就算是铁人做的料理，冷掉后也很难吃。不过我还是会吃，因为太浪费了。

  　リンダの言葉に肩を
    
     竦
    すくめつつ、冷めた晩飯をモソモソと口に運ぶ。
    
     流石
    さすがにテツジンの料理でもこう冷めてしまうと今ひとつだな。それでも食うけど。
    
     勿
    もつ
    
     体
    たいないから。

  「实际上，艾莉亚姐姐有可能成为贵族少爷的夫人吗？」

  「実際のところ、アイリア姉が貴族のお坊ちゃんの奥さんになるとか可能なのかね？」

  「少爷的年纪比你大很多哦……我是觉得应该没什么问题，不过子爵家千金的艾尔玛小姐，你觉得呢？」

  「お坊ちゃんって、お前よりずっと
    
     歳
    とし
    
     上
    うえだぞ……俺は別になんとでもなると思ってるけど、その辺どうなんですかね、子爵家令嬢のエルマさん？」

  「这种时候要问我吗？我可是从子爵家独自跑出来当佣兵的野丫头哦。」

  「そこで私に聞くわけ？　私はその子爵家から単身飛び出して
    
     傭
    よう
    
     兵
    へいなんてやってる跳ねっ返りなんだけど」

  「咦……艾尔玛小姐是这样……咦？真的吗？」

  「えっ……エルマ
    
     姐
    ねえってそういう……え？　マジ？」

  「是真的哦。在帝都有这～么大的宅邸。」

  「本当ですよ。帝都にこーんなおっきいお屋敷があるんです」

  　蜜蜜张开双臂表现大小。嗯，看起来很大。

  　ミミがバーッと大きく腕を広げて大きさを表現する。そりゃ大きそうだな、うん。

  「没有那么大吧……黑莲花还大得多呢。所以，实际上会怎么样呢？嗯，没问题哦。当然会有人对血统说三道四，不过只要随便找个贵族的庶子当借口，当侧室应该没什么问题吧？虽然贵族家庭因为有庶子而陷入麻烦，不过如果能还哈特穆特人情，得到某些好处的话，应该也有贵族觉得这点污名不算什么吧。」

  「そんなにはデカくないでしょ……ブラックロータスのほうが
    
     遥
    はるかに大きいわよ。で、実際のところどうかって話よね。まぁ、問題ないわよ。当然血筋について何か言われることはあるだろうけど、適当な貴族の庶子ってことにでもしてしまえば側室に入るくらいはなんでもないんじゃない？　庶子をこさえていたことになった貴族のご家庭が大変なことになるかもしれないけど、それでハルトムートに借りが返せて、何らかの便宜が受けられるってことならそれくらいの不名誉はなんでもないと考える貴族もいるでしょうね」

  「庶子？」

  「しょし？」

  「庶子就是高贵身份的人和正式配偶以外的人生的小孩。」

  「庶子というのは、高貴な身分の方が正式な配偶者でない方との間に作った子供という意味の言葉ですね」

  「也就是说，要把艾莉亚姐姐当成某贵族的私生子？」

  「つまり、アイリア姉を実はどこか貴族の隠し子だったってことにするってこと？」

  「就是这样。或者单纯收为养子……」

  「そういうこった。
    
     或
    あるいは単に養子として引き取ってもらうか……」

  　如果艾莉亚到这个年纪才被认领，正如艾尔玛所说，无论在家庭内外，那位贵族的评价都会一落千丈。不过，这方面或许会有什么巧妙的安排。

  　アイリアがあの歳になるまで認知してなかったということになれば、エルマの言う通りご家庭内でもご家庭外でもその貴族の評判はズタボロだろう。まぁ、その辺りは何か上手くやるのかもしれないが。

  「哦……那侧室是什么？」

  「へー……じゃあそくしつって？」

  「就是贵族除了正妻之外拥有的第二、第三妻子，这个想法大致上没错。以我们的情况来说，蜜蜜是正室，我和库姬、蒂娜和薇丝卡、翔子医师，还有梅伊都是侧室。」

  「貴族なんかが正式な妻の他に持つ第二、第三の妻って考え方で大体合ってるわ。うちの場合、ミミが正室で私やクギ、ティーナとウィスカ、ショーコ先生、あとメイも側室ってことになるわね」

  「……」

  「……」

  　我决定保持沉默。关于这方面，我如果插嘴，感觉不会有什么好事。虽然就我的感觉来说，我自认为对所有人都一视同仁。大家都不一样，但大家都很好。

  　俺は沈黙を貫くことにする。その辺りに関しては俺が口を出すと
    
     碌
    ろくなことにならなそうなので。俺の感覚としては全員平等に扱っているつもりなのだけれども。みんなちがって、みんないい。

  「哦……」

  「ふーん……」

  　琳达的视线好刺人。是的，我是最差劲的人渣。但我不会道歉。既然事情变成这样，我打算和大家一起幸福地继续每天有趣又好玩的佣兵工作。

  　リンダの視線が痛い。はい、俺は最低のクズ野郎です。だが私は謝らない。こうなった以上は全員で幸せになるべく、日々面白おかしく傭兵稼業を続ける所存である。

  「本人对帝国贵族的规矩不太清楚，艾莉亚大人能适应吗？」

  「
    
     此
    この身は帝国貴族の作法などについては詳しくありませんが、アイリア様はちゃんと適応できるのでしょうか？」

  「这总会有办法的吧。真到紧要关头，直接把贵族的那些规矩灌进脑子里的方法要多少有多少」

  「それはなんとでもなるんじゃないか。いざとなれば貴族としてのあれこれを
    
     脳
    のう
    
     味
    み
    
     噌
    そに直接ぶち込む方法なんていくらでもあるんだろうし」

  　既然有从脑子里提取情报的技术，那肯定也有往脑子里塞情报的技术。古兰坎帝国甚至可以进行提高大脑处理能力的强化手术。

  　脳味噌から情報を引っこ抜く技術があるなら、詰め込む技術だってあるだろう。グラッカン帝国では脳の処理能力を向上させる強化手術さえ可能であるのだから。

  「虽然希罗的说法有点极端，不过确实。帝国在那方面技术上没有限制，只要花点时间总会有办法的。说得极端点，只要血统上没问题，那两人要在一起并不难。剩下的就看他们自己了？」

  「ヒロの言い方はちょっと極端だけど、まぁそうね。帝国はその手の技術に関しては不自由してないから、少し時間をかければなんとでもなるわ。極論、血筋の点さえクリアできればあの二人がくっつくのはさほど難しくないってことね。あとは本人達次第じゃない？」

  「看他们自己……艾莉亚姐会怎么做呢」

  「本人次第、かぁ……アイリア姉はどうするのかな」

  「会怎么做呢？不过，平民女性被贵族王子看上，这在全息小说和电视剧里很常见呢！」

  「どうするんでしょうね？　でも、平民の女性が貴族の王子様に見初められてっていうのはホロ小説とかドラマとかでよく見る展開ですよね！」

  「确实。还有，也有不正经的佣兵当对象的」

  「確かに。あと、ちょいワルの傭兵が相手ってのもあるよな」

  　琳达说着看向我。我可不不正经。我可是品行端正，清正廉洁的白骑士佣兵。哎？品行端正，清正廉洁的白骑士佣兵不会滥用歌唱水晶毁灭联邦舰队？我听不懂你在说什么。

  　そう言ってリンダが俺に視線を向けてくる。俺はちょいワルじゃないし。品行方正で清く正しいホワイト傭兵だし。え？　品行方正で清く正しいホワイト傭兵は歌う水晶を悪用して連邦軍艦隊を壊滅させたりしない？　何の話かわからんな。

  「就算哈特穆特再怎么得意忘形，也不会一两天就突然行动吧。」

  「いくらハルトムートがのぼせ上がってたとしても、今日明日いきなり動くってことは無いだろ」

  　不仅是布拉迪兹的残党，连宙贼的破坏特工都潜入了。不把那些家伙扫荡干净，他也没空沉迷于自己的恋爱关系。

  　ブラディーズの残党だけでなく、宙賊の破壊工作員まで潜り込んでいるって話なんだ。そいつらを掃討しないことには自分の色恋関係にうつつを抜かす暇もあるまいて。

  「希罗……你……」

  「ヒロ……あんた……」

  「诶？啊……没事没事，放心吧。绝对没事的！」

  「え？　あっ……いやいや、大丈夫だって。絶対大丈夫だって！」

  　我应该已经从担心的事情会成真的魔咒中解放出来了！

  　そろそろ心配して口に出したことが実際に起こってしまうジンクスからは解放された
    
     筈
    はずだから！

  ☆★☆

  ☆★☆

  「真不情愿啊……」

  「気が進まねぇなぁ……」

  「如果主人这么想的话，就由我来转达吧」

  「ご主人様がそのようにお考えなのであれば、私からお伝え致しますが」

  「不……虽然不情愿，但我也不会做出违背约定的事情」

  「いや……気は進まないけど約束を破るような
    
     真
    ま
    
     似
    ねはしないよ」

  　第二天，我带着梅伊去找哈特穆特。并不是去踢馆，只是按照约定，来和哈特穆特谈谈而已。

  　翌日、俺はメイを伴ってハルトムートの元へと向かっていた。別にカチコミをかけようというわけではない。約束通り、ハルトムートと話をつけに来ただけである。

  　通过分隔下层区和上层区的检查点，我和梅伊一起前往哈特穆特滞留的代官宅邸。上层区的街道和前几天来的时候没什么变化，但行人比前几天要少了一些。说不定是在警戒潜入的宙贼破坏特工。

  　下層区画と上層区画を隔てるチェックポイントを通り、メイと一緒にハルトムートが滞在している代官の屋敷へと向かう。上層区画の街並みは先日訪れた時とそう変わらない様子であったが、先日よりも若干だが人通りが少なく思えた。もしかしたら入り込んだという宙賊の破壊工作員を警戒しているのかもしれない。

  　不过，我真的提不起劲啊。

  　しかし、本当に気が進まんな。

  「像我这样的人居然要给那个超级大帅哥哈特穆特忠告，这算什么玩笑啊。我到底算老几啊……」

  「俺みたいなのがあの超絶イケメンのハルトムートに男女の仲について忠告するとかどんな冗談なんだよ。何様だって話だと思うんだが……」

  「主人实际上和多名女性建立了圆滑圆满的互惠关系，在这个领域上不是已经领先好几步了吗？」

  「ご主人様は実際に複数の女性と円滑で円満な互恵関係を築いているのですから、その分野では何歩も先を行く先達なのでは？」

  「那只是因为大家都很照顾梅伊而已吧？我也很清楚现在的状况是大家对我百般照顾……」

  「それはメイを中心として皆が俺に気を遣ってくれているだけの話だろう？　おんぶに抱っこで今の状況があるということは俺だってよく知っているから……」

  　当然，我的人品说不定也占了百分之几，但以此为根据高高在上地对哈特穆特说教，这到底是什么视角啊。

  　そりゃ俺の人徳的なものももしかしたらほんの数パーセントくらいはあるのかもしれないが、それを根拠に大上段からハルトムートに物申すとかどういう視点なんだよっていうね。

  「算了，再怎么烦恼也没用。这种事还是直截了当地说出来，然后赶紧结束吧」

  「まぁ、腐っても悩んでも仕方がないな。こういうのはズバッと言ってスパッと終わらせよう」

  　拖得越久，只会让我精神上越痛苦，没有任何好处。

  　長引かせても俺の精神が
    
     苛
    さいなまれるだけで、良いことが何も無いものな。

  　到达代官宅邸后，我们再次接受检查，除了我的剑以外，其他武器都交给了代官宅邸的守卫们，然后前往哈特穆特的办公室。

  　代官屋敷に着いた俺達は再びチェックを受け、俺の剣以外の武器を代官屋敷の守衛達に預けてハルトムートの執務室へと向かう。

  　带我们去哈特穆特办公室的也是武装守卫。因为宙贼的破坏特工有可能潜伏在宅邸内，所以加强了警备。毕竟宙贼的目的之一是暗杀哈特穆特，所以还是小心为上。哈特穆特做事真是滴水不漏。

  　俺達をハルトムートの執務室へと案内してくれたのもまた武装した守衛であった。宙賊の破壊工作員達が潜り込んでいる可能性があるということで、警備を強化しているらしい。奴らの目的の一つはハルトムートの暗殺でもあるからな。用心するに越したことはない。ハルトムートはやることなすことが手堅いな。

  「你好，希罗卿。报告差不多该来了，先坐吧。我马上叫人上茶」

  「ごきげんよう、ヒロ
    
     卿
    きよう。そろそろ報告が上がってくるはずだから、掛けてくれ。今、茶を持ってこさせる」

  「多谢」

  「そりゃどうも」

  　哈特穆特看起来干劲十足。怎么说呢，虽然我也不太会形容……但他的眼神很不一样。感觉士气MAX！

  　ハルトムートはなんというかこう、やる気に
    
     満
    みち
    
     溢
    あふれていた。なんだろう、上手く言えないがこう……目の輝きが違う。士気ＭＡＸ！　って感じだ。

  「所以，今天有什么事吗？如果要共享情报的话，用霍罗通信也可以……？」

  「それで、今日はどうしたのだろうか？　情報の共有であればホロ通信でも可能だが……？」

  「啊……我就开门见山地说了，是艾莉亚的事」

  「あー……まだるっこしいやり取りは抜きで単刀直入で言うが、アイリアの件だ」

  　听到我的话，哈特穆特的身体抖了一下。不要突然变得面无表情啊，很吓人的。

  　俺の言葉にハルトムートがピクリと反応する。急に無表情になるのやめてくれ。すげぇ怖いから。

  「别急着下结论哦？我完全没有要你别出手，或是艾莉亚是我的女人之类的打算。不如说，我支持哈特穆特你」

  「早とちりするなよ？　手を出すなとか俺の女だとか言うつもりは一切ないから。むしろ、俺はハルトムートを応援してるから」

  「……原来如此？那请你说详细点」

  「……なるほど？　詳細を聞かせてもらおう」

  　虽然他愿意听我说是件好事，但压力好大，压力。

  　聞く姿勢になってくれたようなのは何よりなんだが、圧が強いよ、圧が。

  「首先，为什么我要特地来插手这件事，是因为我们船员中的一人以前住过这个殖民卫星，而且那个船员和艾莉亚关系非常好。我先说清楚，是女性哦」

  「まずどうして俺がわざわざこの件に
    
     嘴
    くちばしを突っ込みに来たのかと言うとだな、うちのクルーの一人が以前このコロニーに住んでいたことがあって、そのクルーはアイリアと大変に仲が良いんだ。一応言っておくと、女性だぞ」

  「继续说」

  「続けてくれ」

  「OK。然后，那个船员很担心。哈特穆特是子爵家的嫡子，也是这个殖民卫星的代官。对身为平民的艾莉亚来说，哈特穆特的话非常有分量。毕竟今后也是哈特穆特在管理设施。所以，如果哈特穆特提出什么要求，就算内容违背她的意愿，她也有可能会点头」

  「オーケー。で、そのクルーが心配したわけだ。ハルトムートは子爵家の嫡男で、このコロニーの代官だ。その言葉は平民であるアイリアにとって、とても重いものだ。今後施設の面倒を見るのもハルトムートだからな。だから、ハルトムートから何かしらの申し出をされた場合、それが彼女の意に沿わない内容だとしても
    
     頷
    うなずいてしまうんじゃないかってな」

  「……」

  「……」

  　哈特穆特闭上眼睛，像是在咀嚼我的话，思考了一段时间。

  　俺の言葉を
    
     咀
    そ
    
     嚼
    しやくするかのようにハルトムートは
    
     瞑
    めい
    
     目
    もくし、しばしの間考え込んだ。

  「就算如此，只要我最终让艾莉亚小姐幸福，不就没问题了吗？」

  「だとしても、最終的に私がアイリア嬢を幸せにすれば問題ないのでは？」

  「是啊。我也这么想」

  「それはそう。ワイもそう思います」

  「我……？」

  「ワイ……？」

  「极端来说，就是这个意思。只要最终大家都能幸福，那不就好了吗？我是真的这么想」

  「極論そこなんだよなぁ。最終的に皆がハッピーになればそれで良いよな。本当にそう思うわ」

  　不管是什么故事，直到迎来大团圆结局之前，大致上都会经历高潮和低谷。更何况现在谈论的不是故事，而是现实中的男女关系。不可能从头到尾都一帆风顺。

  　どんな物語でもハッピーエンドに至るまで大体は山も谷もあるものだしな。ましてや今お話しているのは物語ではなく現実の男女関係についてである。最初から最後まで順風満帆に行くわけがない。

  「说到底，如果哈特穆特不向艾莉亚传达自己的好感，那一切就无法开始。要你别这么做，就等同于要你别对艾莉亚出手……话说，我单方面断定哈特穆特对艾莉亚有好感，这样没问题吗？」

  「そもそも、ハルトムートがアイリアに好意を伝えないことには話が始まらないよな。それをするなって言うのはアイリアに手を出すなと言うのと同じことだし……というか、割と一方的にハルトムートがアイリアに好意を持っていると断定して話をしているんだが、そういうことで良いんだよな？」

  「你当面这么说，我也有些害羞……不过，没错」

  「面と向かって言われると私も若干恥ずかしいのだが……まぁ、そうだ」

  　哈特穆特从我身上移开视线，耳朵有些发红地点头说道。哇！帅哥就连害羞的样子都这么帅气！我要是做出那种反应，就完全是喜剧了。

  　ハルトムートが俺から目を
    
     逸
    そらし、耳を若干赤くしながらそう言って頷く。かーっ！　イケメンは恥じらう姿も様になるなぁオイ！　俺があんな反応したら
    
     殆
    ほとんどコメディだぞ。

  「顺便问一下，你中意她什么地方？外表吗？」

  「ちなみにどういうところが良いと思ったんだ？　見た目か？」

  「我确实被艾莉亚小姐那楚楚可怜的容貌所吸引，但更重要的是，我被她的高洁，善良和坚强的意志所吸引。卿向我提起那个设施的事情后，我也独自调查了那个设施。我知道了她至今为止是以怎样的态度在经营那个设施」

  「アイリア嬢の
    
     可
    か
    
     憐
    れんな容姿に
    
     惹
    ひかれたのも確かだが、何より彼女の高潔さと善良さ、意志の強さに惹かれたんだ。卿に
    
     件
    くだんの施設の話を持ちかけられたあと、私も独自にあの施設について調べてな。彼女が今までどのような姿勢であの施設を運営してきたのかを知ったんだ」

  「原来如此。确实如此。如果我再晚一天去那个设施，艾莉亚他们现在可能已经死了。虽然孩子们的状态还算好」

  「なるほど。確かにそうだな。あと一日でも俺があの施設に行くのが遅かったら、今頃アイリア達は死んでいたかもしれない。子供達はマシな状態だったけど」

  　在场的大人们，包括艾莉亚在内，所有人都因为传染病和营养失调的影响，处于随时都可能死去的状态。相比之下，孩子们的状态还算好，考虑到这一点，他们肯定是优先将药品和食物分给了孩子们而不是自己。我认为哈特穆特对艾莉亚的高洁评价是正确的。

  　あの場に居た大人達はアイリアを含めて全員が伝染病と栄養失調の影響でいつ死んでもおかしくないような状況だった。それに対して子供達はまだマシな状態だったことを考えると、医薬品や食料を自分達でなく子供達に優先的に回していたのは間違いないだろう。アイリアが高潔な人間だというハルトムートの評価は妥当なものだと思う。

  「而且，那个」

  「それにな、その」

  「啊」

  「ああ」

  「艾莉亚小姐那种纯洁而含蓄的反应……对于拥有马格涅利子爵家嫡子这个头衔的我，接近我的女性都是……」

  「アイリア嬢のあの
    
     無
    む
    
     垢
    くで奥ゆかしい反応がな……マグネリ子爵家の嫡子、そういった肩書を持つ私に近づいてくるタイプの女性というのは……」

  　哈特穆特闭上眼睛，深深地叹了口气。啊啊，嗯，原来如此。我大概能想象得到。对于拥有多个星系的领主的嫡子，主动接近的女性虽然漂亮，但大多都给人一种食虫植物般的氛围……或者说是女杰类型。

  　そう言ってハルトムートは瞑目し、深い
    
     溜
    ため
    
     息
    いきを
    
     吐
    つく。ああうん、なるほどね。なんとなく想像はついた。複数の星系を抱える領主の嫡子ともなると、あちらから寄ってくるようなタイプの女性は
    
     綺
    き
    
     麗
    れいだけど食虫植物めいた雰囲気を感じさせるような人が多いんだろうな……或いは女傑タイプかもしれんが。

  「啊……总之，最终只要让艾莉亚幸福就没问题了，我也非常同意这个意见，但姑且还是把我说的话，还有我的船员担心的事情放在心里吧」

  「あー……まぁ、とにかくだ。最終的にアイリアを幸せにすれば問題ないという意見は俺も大いに同意するところだが、一応は俺の言ったこと、うちのクルーが心配したことも心の片隅に留めておいてくれ」

  「明白了。毕竟不是别人，而是卿说的话。我保证会放在心里的」

  「承知した。他ならぬ卿の言うことだからな。心に留めておくことを約束する」

  「谢谢。不好意思啊」

  「ありがとう。すまないな」

  　被别人说这种话应该会很不爽吧。光是认真听我说这种话，就能看出哈特穆特的为人。一般来说，听到这种话会生气的。

  　他人からこんな話をされるのは不快だろうに。こんな話を至極真面目に聞いてくれるという事実だけでもハルトムートの人となりがわかるというものだ。普通なら怒るぞ、こんなの。

  ☆★☆

  ☆★☆

  　之后，我和梅伊喝完女仆小姐端来的茶，回到了黑莲花。

  　その後、メイドさんが持ってきてくれたお茶を飲んで俺とメイはブラックロータスに戻ってきた。

  　虽然我姑且说了，如果要驱逐潜入殖民卫星的宙贼破坏特工和布拉迪兹的成员，我可以帮忙，但哈特穆特却明确地对我说「讨伐贼人是身为统治者的我的职责。感谢你的厚意，但借助卿的力量是不对的吧」。嗯，确实如此。如果他说这是殖民卫星的地方官的职责，那确实如此。

  　一応コロニーに入り込んだ宙賊の破壊工作員やブラディーズの連中を駆逐するなら手を貸すぞ、とは言ったのだが、ハルトムートに「賊の討滅は統治者たる私の職務だ。厚意は有り難いが、卿の力を借りるのは筋違いというものだろう」とはっきり言われてしまった。まぁ確かにそれはそうだ。コロニーの代官としての責務だと言われるとその通りである。

  　实际上，明明没有报酬，却让自己暴露在危险之中，真的只是危险而已，没有任何好处……硬要说的话，也许只有通过跨越生死线而磨练出的某种东西。又不是在提升游戏的等级，结果风险更大，所以我就按照哈特穆特说的那样离开了。如果他想借助我的力量，只要通过佣兵公会发出委托就行了。

  　実際のところ、報酬も出ないのに自分の身を危険に
    
     晒
    さらしても本当に危ないだけで何一つ得をしないし……強いて言うなら死線を越えることによって何か研ぎ澄まされるものはあるかもしれないくらいか。ゲームのレベル上げじゃあるまいし、結局リスクの方が勝つのでハルトムートの言う通り退散してきたわけだ。もし俺の手を借りたいということになったのなら、
    
     傭
    よう
    
     兵
    へいギルド経由で依頼を回してくれれば良いわけだしな。

  「啊，欢迎回来，希罗大人！你回来得真早啊？」

  「あ、おかえりなさいヒロ様！　早かったですね？」

  「我决定不参加讨伐贼人了。我和哈特穆特也谈过了，瘟疫之后也会逐渐平息，差不多该离开这个殖民卫星——」

  「賊討伐には不参加ってことになってな。ハルトムートとも話をしてきたし、パンデミックも後は収束に向かうばかりだろうし、そろそろこのコロニーとも──」

  「哥哥！怎么样了！？」

  「兄さん！　どやった!?」

  「——哦哦！？」

  「──おごぉ!?」

  　我坐在休息区的沙发上和蜜蜜说话，听到我的声音的蒂娜从食堂里冲出来，朝我的侧腹撞了过来。

  　休憩スペースのソファに座っていたミミと話をしていると、俺の声を聞きつけたティーナが食堂から飛び出してきて俺の横っ腹に突撃してきた。

  「冷静点……我已经和哈特穆特好好谈过了，他最后也说会好好考虑我的话再行动。不过，不管怎样他最后都会让艾莉亚幸福，而且我也听说哈特穆特喜欢的不只是艾莉亚的外表，还包括她的内心，所以我觉得你没必要那么担心。之后就看他们自己怎么做了」

  「落ち着け……ハルトムートにはちゃんと話をしてきたし、最終的にちゃんと俺の言葉を気に留めて行動するって言ってくれたから。ただ、どうあれ最終的にアイリアを幸せにしたいと言っていたし、ハルトムートはアイリアの容姿だけでなく心根を含めて彼女に好意を持ってるって話も聞いたから、そこまで心配する必要はないと思う。後は本人達がどうするかって話だ」

  「嗯……我知道了。谢谢你，哥哥」

  「ん……わかった。ありがとな、兄さん」

  「不客气」

  「ええんやで」

  　我摸了摸蒂娜的头。虽然被她折腾得够呛，但最后她能接受就好。差不多该告别这个殖民卫星了。也得让琳达回艾莉亚那里去。

  　ティーナの頭をなでなでしておく。相当に振り回されることになったが、最後にちゃんと納得してくれたようで何よりだ。そろそろこのコロニーともおさらばかね。リンダもアイリアのところに帰さないとな。

  「说起来翔子医师怎么了？感觉这两天都没看到她」

  「そういやショーコ先生はどうした？　ここ二日くらい見ていない気がするんだが」

  「她一直窝在研究室里。要我叫她吗？」

  「研究室に
    
     籠
    こもっていらっしゃいます。お呼び致しましょうか？」

  「不，她没事就好……到底在做什么呢？」

  「いや、無事なら良いんだが……一体何をしているんだろうか？」

  　我产生了兴趣，决定去翔子医师的实验室看看。她已经窝在实验室里两天了，到底在做什么呢？

  　興味が湧いた俺はショーコ先生のラボに足を向けることにした。二日もラボに籠もって一体何をしているのだろうか？

  「翔子医师？你在……呜哇」

  「ショーコ先生？　何を……うわ」

  「嗯？怎么了？」

  「んん？　どうしたんだい？」

  　翔子医师的实验室里到处都是蘑菇。不，不是到处都长着蘑菇，而是每个菌株都放在箱子里管理，只是箱子很多。不止十几二十个。

  　ショーコ先生のラボはキノコだらけになっていた。いや、あちこちに生えているんじゃなくて、ちゃんと株
    
     毎
    ごとにケースに管理されているんだが、そのケースが多い。十や二十ではきかない。

  「这是什么？」

  「どうしたんだ？　これ」

  「这个？我在想能不能对那个病原体蘑菇进行品种改良，使其无害化。我做了各种各样的尝试。虽然做出了对人类的特效药，但如果不能消灭感染源，疫情就永远不会结束吧？所以，我在尝试能不能做出杀死病原体蘑菇的蘑菇」

  「これかい？　件の病原体のキノコを品種改良して無害化できないかと思ってね。色々と試行錯誤していたんだよ。ヒトに対する特効薬はできたけど、感染源を全滅させないといつまで
    
     経
    たってもパンデミックが収束しないだろう？　だから、病原体のキノコを殺すキノコを作れないかといじくり回していたのさ」

  「原来如此……？有进展吗？」

  「なるほど……？　上手くいきそうなのか？」

  「嗯，有是有。但到头来还是得用新的菌株重新污染殖民卫星，所以应该不会得到批准吧」

  「うーん、そうだね。上手くいきそうだけど、結局のところコロニーを新たな菌で
    
     一
    いつ
    
     旦
    たん汚染し直すことになるからね。流石に認可が下りないんじゃないかなぁ」

  「不行啊」

  「だめじゃん」

  「不行呢」

  「だめだねぇ」

  　翔子医师一边说着一边哈哈大笑。

  　そう言いながらショーコ先生がアッハッハと笑っている。

  「不过，只针对那个病原菌的净化纳米机器已经设计好了，用那个就行了吧。嗯，生物果然很难控制啊」

  「まぁ、件の病原菌だけをターゲットにした浄化ナノマシンのデザインは終わったから、それを使えば良い話なんだけどねぇ。うーん、やっぱり生き物っていうのは制御が難しいねぇ」

  「原来如此……？嗯？那殖民卫星的流行病呢？」

  「なるほど……？　ん？　じゃあコロニーのパンデミックって」

  「只要同时使用特效药和净化纳米机器，应该很快就能控制住。对了，我把数据和样本整理好了，麻烦你了。我去冲个澡，睡一觉。呼啊……」

  「特効薬と浄化ナノマシンを併用すればすぐに収まると思うよ。ああ、データとサンプルをまとめておいたからよろしくねぇ。私はシャワーでも浴びて一眠りするから。ふあーぁ……」

  　说着，翔子医师把一个看起来很结实的箱子塞给我，打了个哈欠走出了实验室。

  　そう言ってショーコ先生は一抱えほどの頑丈そうなコンテナを俺に押し付け、あくびをしながら研究室を出ていった。

  「……其实这艘船上最危险的不是翔子医师吗？」

  「……実はこの船で一番ヤバいのはショーコ先生なのでは？」

  　我感受着箱子的重量，独自颤抖着。

  　俺は受け取ったコンテナの重さを感じながら一人ぶるりと身を震わせるのであった。

 
  尾声

  エピローグ

  　翔子医师准备的纳米机器净化剂效果显著。在试验性散布的区域，空气中检测出的病原菌孢子量急剧减少。哈特穆特阶段性地扩大纳米机器的散布范围，同时并用翔子医师准备的特效药，迅速地控制住了大流行。

  　ショーコ先生が用意した浄化ナノマシンの効果は
    
     覿
    てき
    
     面
    めんだった。試験散布された区画では空気中から検出される病原菌の胞子量が激減したのである。ハルトムートは段階的に浄化ナノマシンの散布範囲を広げ、ショーコ先生が用意した特効薬も併用して急速にパンデミックを収束させつつあった。

  　而我将翔子医师托付的集装箱交给哈特穆特后，又过了大约一周。

  　そして、俺がショーコ先生から預かったコンテナをハルトムートに届けてから一週間ほどが
    
     経
    たった。

  　在这期间，我们去正在复兴的殖民卫星看了艾莉亚她们的孤儿院，还为了纳米机器的事带翔子医师去见哈特穆特，以及为了纳米机器设计资料的报酬进行交涉，过得相当忙碌。

  　その間、俺達は復興しつつあるコロニーでアイリア達の孤児院の様子を見に行ったり、浄化ナノマシンの件についてショーコ先生を連れてハルトムートに会いに行ったり、浄化ナノマシンの設計データに関する報酬の件について交渉をしたりとそれなりに忙しくしていた。

  「话说回来，纳米机器的力量真厉害。光是一个科学家的活跃，就能让状况产生这么大的变化。」

  「それにしてもナノマシンのちからってすげー。たった一人の科学者の活躍でこんなに状況が変わるものなんだな」

  　我在休息区躺在翔子医师的大腿上喃喃说道。设置在休息区的全息显示器上，正在播放殖民卫星大流行逐渐平息的新闻。

  　休憩スペースでショーコ先生に
    
     膝
    ひざ
    
     枕
    まくらをしながら
    
     呟
    つぶやく。休憩スペースに設置されたホロディスプレイにはパンデミックが収束しつつあるというコロニーのニュースが流れていた。

  「这次的事态只是碰巧和我的专业领域有关而已。」

  「今回の件がたまたま私の専門分野に関連する事態だっただけだよ」

  　头枕在我膝盖上的翔子医师谦虚地说道，但她的侧脸却相当自豪，表情得意洋洋。实际上她也确实取得了值得自豪的成果，所以我也没什么好说的。

  　俺の膝に頭を乗せたショーコ先生は
    
     謙
    けん
    
     遜
    そんしてそう言っているが、その横顔はかなり誇らしげであった。迫真のドヤ顔である。実際にドヤるだけの成果を出しているので、思うところもないけれども。

  「就算是这样，我也觉得很厉害。我真心佩服你。不过，纳米机器技术如果被利用在兵器上，不会出大事吗？」

  「それにしたって
    
     凄
    すごいと思うよ。素直に感心した。でも、ナノマシン技術って兵器利用とかしたら大変なことにならないか？」

  「啊，这个嘛。我经常被问到这个问题，确实不是做不到。可以做哦？所谓的杀人纳米机器。不过，如果要作为兵器利用，和生物兵器或化学兵器相比，无效化更容易，各方面都不划算。」

  「あー、それはねぇ。結構聞かれるんだけど、確かにできなくはないんだよねぇ。作れるよ？　
    
     所謂
    いわゆる殺人ナノマシンってやつはね。ただ、兵器として利用するとなると生物兵器や化学兵器に比べると無効化が容易だし、色々と割に合わないんだよね」

  「是这样吗？」

  「そうなのか？」

  「就是这样。毕竟是精密机器，对EMP脉冲之类的很脆弱。当然，对护盾也是。而且，要杀死一个人需要相当的量，比如要杀死一个殖民卫星的居民，就需要高效地散布相当于一艘克里希那的纳米机器质量。老实说，我觉得性价比很低。」

  「そうなのさ。何せ精密機器だから、ＥＭＰパルスの類に弱いんだよ。当然、シールドにもね。それに、人一人を死に至らしめるにはそれなりの量が必要になるから、例えばコロニー一つ分の住人を殺人ナノマシンで殺し尽くそうって話になると、クリシュナ一隻分くらいの質量のナノマシンを効率よく散布する必要があるんだ。正直コストが見合わないと思うねぇ」

  「那还不如发射一枚反应弹头，这样更省事省成本」

  「それなら反応弾頭を一発打ち込んだほうが手間もコストもかからないな」

  「就是这么回事。虽然也可以用于个人的暗杀，但作为兵器使用还是有难度的」

  「そういうこと。まぁ個人レベルの暗殺とかには使えなくもないだろうけど、兵器として使うのは難しいんじゃないかねぇ」

  「原来如此」

  「なるほどなぁ」

  　也就是说，纳米机器——纳米机器的失控导致的灭亡——不会轻易发生。我感觉有点安心，又有点梦想破灭，心情难以言喻。

  　つまり簡単にグレイ・グー──ナノマシンの暴走による滅亡──は起こらないってわけか。安心したような、ちょっと夢を壊されたような、なんとも言えない気分だ。

  「嗯，我有点困了」

  「うーん、なんだか少し眠くなってきたよ」

  「枕在我膝盖上睡觉，脖子痛了我可不管」

  「俺の膝なんか枕にして寝て首を痛くしても知らんぞ」

  「我觉得硬度刚刚好。不过也是，还是在床上睡吧」

  「程よい硬さだと思うけどねぇ。でもそうだね、ちゃんとベッドで寝ようかな」

  「好……你这是什么意思？」

  「あいよ……その手は何かな？」

  「我想让希罗君抱我过去」

  「ヒロくんに運んで欲しいな」

  　翔子医师说着露出了得意的笑容。原来如此？好吧，我抱你过去。嗯，没想到你这么会撒娇啊，翔子医师。

  　そう言ってショーコ先生はニンマリと笑みを浮かべた。なるほど？　良いでしょう、お運びしますよ。ええ。意外と甘え上手だよな、先生は。

  ☆★☆

  ☆★☆

  　利梅普莱姆殖民卫星要做的事大致都完成了，但还有一件事没做。

  　リーメイプライムコロニーでやるべきことは
    
     概
    おおむね片付けたが、一つだけやり残したことがある。

  「好了……你们三个知道今天叫你们过来的理由吧？」

  「さて……今日お前達三人を呼び出した理由はわかってるな？」

  　在食堂角落的桌子旁并排坐着的三位少女——真正的少女只有一个——听到我的话，都露出了尴尬的表情。毕竟她们最近经常一起玩弄机器。

  　食堂の隅のテーブルで三人並んで座っている少女達──本物の少女は一人だけだが──は俺の言葉にそれぞればつが悪そうな顔をしてみせた。ここのところ三人仲良く機械いじりをしていることが多かったからな。

  「不过，虽说只是暂时，但琳达会搭上这艘船，有一半是我们自己的原因，做出这个判断的我也有责任。而且琳达也成了契机，让我们做出对这个殖民卫星的瘟疫有效的特效药，我们还从哈特穆特那里拿到不少报酬。当然，我也打算分一部分给琳达。」

  「まぁ、半ば俺達の都合で一時的とはいえリンダを船に乗せたわけだから、その判断をした俺にだって責任はある。リンダが切っ掛けとなってこのコロニーのパンデミックに有効な特効薬ができたということもあるし、俺達はそれでハルトムートから少なくない金額の報酬もせしめている。その一部は当然リンダにも配分するつもりだ」

  　说到这里，我停顿了一下，观察她们——蒂娜、薇丝卡和琳达三人的样子。嗯——三个人都沮丧到让人觉得可怜。总觉得做了坏事。

  　そこまで言って俺は言葉を一度切り、彼女達──ティーナとウィスカ、そしてリンダの三人の様子を
    
     窺
    うかがう。うーむ、三人とも気の毒なくらいにしょげかえってるな。なんだか悪いことをしている気分だ。

  「老实说，我不打算带琳达走。毕竟现在人手足够，而且这里除了我们之外，还有其他可靠的人。对吧？」

  「率直に言うが、リンダを連れて行く気は無い。今のところ人手は足りてるしな。それに、ここには俺達の他にも頼れる相手がいる。そうだろ？」

  「嗯……是啊，说得也是。」

  「まぁ……うん、それはそうやな」

  　琳达原本生活的孤儿院有艾莉雅在，还有海因茨和齐克。只要艾莉雅开口，哈特穆特也会帮忙吧。我，应该说我们给琳达的金额虽然不足以购买自由移动权，但足够琳达为了自己想做的事学习各种知识。老实说，这是琳达目前无法负担的金额。

  　元々リンダが暮らしていた孤児院にはアイリアがいるし、ハインツとジークもいる。アイリアが請えばハルトムートだって力を貸してくれるだろう。俺、というか俺達がリンダに渡す金額は自由移動権を買うには足りないが、リンダが自分のしたいことをするために様々な学習をするのには十分な額だ。正直に言えば、今のリンダの身の丈に合わない金額である。

  　把这么大一笔钱交给一个年纪还小的女孩子，结果她因此堕落——我也不希望看到这种结局，所以应该会交给海因茨管理。那家伙应该没问题吧。只要事先警告他，要是敢侵占琳达的钱，后果会如何，应该就不会出什么乱子。不过，毕竟把麻烦事推给他，所以还是得给他一些好处。

  　年端も行かない女の子にそんな大金を渡した結果、身を持ち崩すことになる──というような結末は俺も望んでいないので、管理はハインツ辺りに任せることになると思うが。多分あいつなら大丈夫だろう。もしリンダの金を使い込むような
    
     真
    ま
    
     似
    ねをした日にはわかってるよな？　とでも言っておけば滅多なことはあるまい。まぁ、面倒事を押し付けるわけだから、何かしらの便宜は図ってやる必要があるだろうが。

  「可是，我……想跟你们一起走。」

  「でも、オレは……あんた達についていきたい」

  　琳达这么说，直视着我的眼睛。嗯，我想也是。琳达应该想跟我们走吧。我明白。如果我站在琳达的立场，应该也会这么想。考虑到琳达成长的环境，这也是理所当然的。

  　リンダがそう言って俺の目を真正面から見据えてくる。うーん、まぁそうだよな。リンダとしては俺達について来たいのだろう。それはわかる。俺がリンダの立場でも同じように思うだろう。今までリンダが育ってきた環境を思えばそれは当然のことだ。

  　一个不知道父母是谁，背后有黑手党和黑帮撑腰的下层区孤儿院出身的女孩，能做的工作有限。一个没有教养也没有钱的孩子，想要靠自己往上爬，在这个殖民卫星的下层区，环境是绝望的。

  　親の顔も知らない、バックにマフィアやギャングがついている下層区画の孤児院出身の娘が就ける職業なんてのはたかが知れている。教養もなければ金もない子供が身一つでのし上がっていくのにはこのコロニーの下層区画というのは絶望的な環境だ。

  　既然如此，就算有生命危险和贞操危险——我发誓我不会对现在的琳达出手——以见习的身份上佣兵的船，学习佣兵和船员的技能，将来的发展也会更加广阔。只要稍微动动脑子，谁都能明白……就算是琳达这样的孩子也能明白吧。

  　それなら命の危険や貞操の危険があろうとも──誓って今のリンダに手を出す気はないが──見習いとして
    
     傭
    よう
    
     兵
    へいの船に乗り、傭兵や船員としてのスキルを身につけたほうが将来の展望も
    
     拓
    ひらける。少し頭を回せばそれくらいのことは誰にだって……リンダのような子供にだってわかるだろう。

  「实际上，要带琳达一起去是可能的。甚至可以说很容易。从我们的收入来看，琳达一个人的伙食费和维持生命的钱微不足道。但是，严格来说，带琳达一起去完全没有好处。完全没有。我反而觉得风险很高。」

  「実際のところ、リンダを連れて行くこと自体は可能だろうさ。
    
     容易
    たやすいと言っても良い。リンダ一人分の食費や生命維持費なんてのは微々たるもんだ。俺達の収入から考えればな。だが、厳しいことを言えばリンダを連れて行くメリットが全く無い。皆無だ。むしろリスクの方が高いと俺は思う」

  　这单纯是因为琳达还是个孩子。今后即将迎来青春期的琳达，正处于难以控制感情的年龄，而且身体尚未发育完全，所以身体能力方面也令人担心。虽然她对这次引发大流行的病原菌有抗性，这应该是一种稀有的才能，但是否对其他疾病也有效还是未知数。说到底，从应对疾病的角度来看，大多数疾病都有对应的疫苗，我们所有人都接种了疫苗。也就是说，她的特殊体质的价值相对较低。

  　これは単純にリンダがまだ子供だからだ。これから思春期を迎えるリンダは感情の制御が難しい年頃でもあるし、単純に
    
     身体
    からだが出来上がっていないから身体能力面でも心配がある。今回パンデミックを起こした病原菌への耐性に関しては
    
     稀
    け
    
     有
    うな才能であるのだろうが、他の疾病にも有効なのかどうかについては未知数だ。そもそもの話、疾病への対策という意味では大概のものに対応しているワクチンが存在しており、俺達は全員そういったものを接種済みである。つまり、相対的に彼女の特異体質の価値は下がるということだ。

  「我很能忍耐。动作敏捷，手也很灵巧。虽然自己说有点那个，但我觉得自己也有胆量。虽然头脑不好，但蒂娜姐和薇丝卡姐都说我理解得很快。虽然不能马上做到，但一定很快就能派上用场。」

  「オレは我慢強いよ。すばしっこいし、手先だって器用なつもりだ。自分で言うのもなんだけど、度胸だってあると思う。頭は良くないけど、ティーナ姉とウィスカ姉には飲み込みは早いって言われてる。すぐには無理だけど、きっとすぐに役に立つようになってみせる」

  「你很会说话嘛。但是不行。我的船上不需要血气方刚的新人。」

  「なかなか口も
    
     上
    う
    
     手
    まいじゃないか。だが、駄目だ。俺の船に血気盛んなニュービーは要らん」

  　话虽如此，一开始只是普通女孩的蜜蜜，现在也已经是个独当一面的操作员了。琳达说不定也是只要经过磨练就能发光的钻石原石。不如说，考虑到这次的事件，年纪比蜜蜜大的蒂娜精神上受到的打击反而更大，所以我也觉得因为是小孩子就不让她上船，这种说法有点像诡辩。

  　とはいえ、最初は普通の女の子だったミミも今は一端のオペレーターだからな。リンダも磨けばすぐに光るようになるかもしれん。
    
     寧
    むしろ、今回の件を考えるとミミより年齢の高いティーナの方がメンタルを大きく揺らしてしまっていたりするし、子供だからって乗船を認めないっていうのは
    
     詭
    き
    
     弁
    べんのように俺自身も少し思ってしまうけどな。

  　但是，琳达实在太年轻了。虽然我也没到可以说别人年轻的时候，但琳达实在太年轻了。可以说还是个小孩子。我自己的体质就已经很容易招惹麻烦了，我可不想再收一个可能成为麻烦制造者的船员。

  　だが、リンダはあまりにも若い。俺だってまだ他人を若いとか言えるような年じゃないが、
    
     流石
    さすがにリンダは若すぎる。幼いと言っても良い年頃だ。俺自身がただでさえトラブルが寄って来やすい体質なのに、その上でトラブルメーカーになりそうなクルーを抱えるのは御免である。

  「不过，要你接受这个理由也太强人所难了吧？要是你偷渡上船就麻烦了，所以我也让步一下吧。」

  「ただまぁ、これで納得しろってのも無理があるよな？　密航なんてされちゃたまらんから、一つ俺からも譲歩しよう」

  　听到我这么说，三人紧张地屏住呼吸。

  　俺の言葉に三人が
    
     固
    かた
    
     唾
    ずを
    
     吞
    のんで身構える。

  「我记得琳达现在十二岁吧？那么你就在这座殖民卫星努力到十五岁成年为止吧。如果能在那之前学会对船员有帮助的技能是最好，但就算只是健康地成长，让身心成熟到符合年龄也足够了。等三年后，如果你还想要上船，到时候我会来接你。」

  「確かリンダは今十二歳だったな？　なら成人する十五歳までこのコロニーで頑張れ。その時までに船員として役立つスキルを身に着けていればベストだが、とりあえず健やかに、年齢相応に心と身体を成熟させておくだけでも十分だ。三年経って、まだ船に乗りたいって気持ちがあるならその時は迎えに来てやるよ」

  「真、真的吗？」

  「ほ、本当か？」

  「我不会骗你。不过，你可别忘了。凭自己的意志登上我的船，就代表『是这么回事』哦？做好心理准备吧？对于明知如此还主动上船的人，我可不会客气哦？」

  「
    
     噓
    うそは言わん。ただ、忘れるなよ？　俺の船に自分の意志で乗り込んでくるってのは『そういうこと』だぞ？　覚悟しておけよ？　わかってて自分から来る相手には遠慮しないからな？」

  「什么……！？」

  「んなっ……!?」

  　琳达的脸颊泛红，身体一颤，往后退了一步。

  　リンダが顔を赤くし、身体をビクリと震わせて身を引く。

  「你就好好努力成为好女人吧，哈哈哈。」

  「せいぜい良い女になっておけよ、ハッハッハ」

  「你这个色鬼……！」

  「このエロ野郎……！」

  「我就是天下第一的色鬼，怎么了吗？哎，别想得那么严肃。我会尽可能帮你准备好能让你尽情做喜欢的事的环境。你就利用那个环境，尽全力成为自己理想中的模样吧。就算琳达选择了其他道路，我也不会说你是叛徒。只是把登上我的船当成选项之一而已。话先说在前头，佣兵虽然能赚钱，但随时都有生命危险哦？就连身为工程师的蒂娜和薇丝卡，也经历过一两次生命危险吧？」

  「天下御免のエロ野郎だが何か？　まぁそんなにシリアスに考えるな。お前ができるだけ好きなことをできるように環境を整えられるようにはしてやるよ。その環境を利用してなりたい自分になれるように全力で頑張れ。別にリンダが別の道を選んだって裏切り者とか言わないから。選択肢の一つとしてうちの船に乗るのもアリってだけの話だ。言っておくが、傭兵稼業は稼げるが命の危険だらけだぞ？　エンジニアをやってるティーナとウィスカだって命の危険を感じたことは一度や二度じゃないだろ？」

  　我对着红着脸瞪着我的琳达耸耸肩，然后把话题抛给姐妹俩。

  　顔を赤くしてこちらを
    
     睨
    にらみつけてくるリンダに肩を
    
     竦
    すくめてそう言ってから姉妹に話を振る。

  「是这样没错。」

  「それはそうやな」

  「我们经常和宙贼战斗，输了的话，就算运气好也会死。」

  「宙賊相手に戦闘なんてしょっちゅうだし、負けたら良くても死ぬもんね」

  「运气好也会死？那运气差会怎么样？」

  「良くても死ぬ？　悪いとどうなるんだ？」

  「要么被抓住后到死为止都被当成玩具，要么被加工成名为『商品』的无法死去的物体，然后被卖给喜欢这种东西的变态」

  「捕らえられて死ぬまでオモチャにされるか、最悪『商品』という名の死ぬこともできないオブジェに加工されてそういうのが好きな変態に引き渡されるかだな」

  「呜哇……」

  「うげぇ……」

  　琳达被吓得不轻。殖民卫星内的黑手党或者帮派之类的家伙们，虽然也经常做出一些残暴的事情，但宙贼们干的坏事比他们还要过分。

  　リンダがドン引きしている。コロニー内のマフィアだのギャングだのって連中もそういった残虐系エピソードには事欠かないだろうが、宙賊連中のやることはそういうのを軽く飛び越えるからな。

  　毕竟他们可是会把人头砍下来，然后接上生命维持装置，若无其事地说出『会唱歌的愉快物体完成了！』这种话的家伙们。

  　生首にした上で生命維持装置に
    
     繫
    つないで『歌う愉快なオブジェの完成！』とか平気でやる連中だし。

  「虽然我不觉得会输给宙贼，但佣兵就是有可能会迎来这种悲惨的结局。你好好考虑一下，然后努力三年吧」

  「まぁ宙賊なんぞに後れを取る気はないが、そういう悲惨な結末を迎えるかもしれないのが傭兵ってもんだ。その辺もよく考えながら三年頑張れ」

  「嗯……我知道了」

  「うん……わかった」

  　琳达老实地点了点头，我也点头回应。这样琳达的事情就解决了。接下来就是好好拜托海因茨他们，让哈特穆特也帮忙留意，然后和艾莉亚说一声……虽然很麻烦，但这是为了蒂娜。再加把劲吧。

  　そう言って神妙に
    
     頷
    うなずくリンダに俺も頷き返す。これでリンダの件はなんとかケリが付いたな。あとはハインツ達に丁寧に頼み込んで、ハルトムートにも気にかけてもらうよう言付けて、アイリアにも話を通して……面倒は面倒だけど、ティーナのためだ。もうひと頑張りだな。

  ☆★☆

  ☆★☆

  　从结论来说，关于调整琳达的教育环境这件事顺利完成了。

  　結論から言うと、リンダの教育環境を整える調整についてはスムーズに完了した。

  「虽然我管理这么大一笔钱可能会胃痛……但既然是大哥的请求，就请交给我吧。我会妥善处理的」

  「俺がこんな大金の管理をするのは胃が痛くなりそうなんですが……他ならぬ兄貴の頼みとあればお任せください。上手くやってみせます」

  　看来哈因茨对于我比起哈特穆特更依赖他处理琳达的事情感到很高兴，很爽快地答应了管理给琳达的报酬分配金。毕竟他在殖民卫星内有很多门路，所以会一边听取琳达的期望一边照顾她。

  　どうもハインツはリンダの件についてハルトムートよりもハインツを頼ったことが
    
     嬉
    うれしかったようで、リンダに渡す報酬分配金の管理について快く引き受けてくれた。なんだかんだでコロニー内には色々と
    
     伝
    つ
    
     手
    てがあるので、リンダの要望を聞きながら面倒を見てくれるという。

  　因为哈因茨和齐克要照顾琳达三年，所以先付了三年份的报酬。毕竟击破了加雷翁级，赚到了相当多的报酬。雇用他们两人三年的金额根本不算什么。这些钱他们可以三年间游手好闲，也可以拿这些钱作为本钱开始做生意。我将这笔钱交给他们两人，当然这和琳达的报酬分配金是两回事。

  　ハインツとジークには三年間リンダの面倒を見てもらうということで、三年分の報酬を先払いしておいた。ガレオン級の撃破でなかなかの額の報酬を稼げたからな。二人を三年雇うくらいの金額なんてなんでもない。この金でこいつらは三年間遊んで暮らしても良いし、この金を元手に何か商売を始めたって良いだろう。それくらいの金額を二人には預けた。リンダの報酬分配金とは別にな。

  「我也跟哈特穆特说了要他多加留意，你们可别因为意气用事而吵架啊」

  「ハルトムートにも気にかけてもらうように言ってあるから、変な意地の張り合いとかするんじゃないぞ」

  　哈因茨爽快地答应了琳达的请求，说会为她安排高等教育。根据骰子的点数，说不定三年后的琳达会成为一位惊人的淑女。

  　彼は彼でリンダが望むなら高等教育を受けられるよう手配をすると快く請け合ってくれた。サイコロの転がりようによっては、もしかしたら三年後のリンダはとんでもない淑女になっているかもしれんな。

  「我知道了，大哥。反正她迟早会成为大哥的女人，我会好好注意，不让奇怪的虫子接近她。」

  「わかってます、兄貴。いずれ兄貴の女になるってことですし、変な虫がつかないように気を配っておきます」

  「这还不一定……？这方面就让琳达自己决定吧。」

  「そうと決まったわけじゃないからな……？　その辺はリンダの好きにさせてやってくれ」

  　如果琳达在这三年内交到男朋友，不想再搭我的船，而想在这座殖民卫星生活的话，那也没关系。琳达的人生是属于她的，她没必要被我束缚。如果三年后她的心意没有改变，那我就带她走。现在的琳达还太小，但三年后的十五岁，和蜜蜜搭上克里希那时的年龄一样。在古兰坎帝国，十五岁就算成人了，她应该可以自己决定自己的道路。

  　これからの三年間でリンダに恋人ができて、俺の船に乗るのをやめてこのコロニーで暮らしていくっていうならそれはそれで構わない。リンダの人生はリンダのものなんだから、俺に縛られる必要なんてこれっぽっちもない。三年経っても気持ちが変わらないなら連れて行くってだけの話だからな。今のリンダは幼すぎるが、三年後の十五歳ならミミがクリシュナに乗ったのと同じ年齢だ。グラッカン帝国では十五歳で成人って扱いになるし、自分の道を自分で決めても良いだろう。

  　话说回来，三年后的我也不知道会变成什么样。只要没死，应该会继续当佣兵吧。

  　というか、三年後の俺がどうなっているかなんてわかったもんじゃないがな。死んでいなければ傭兵稼業は続けていると思うけど。

  「这样啊……我明白了。话说回来，差不多要到了吧？」

  「そうですか……わかりました。ところで、そろそろですか？」

  「嗯，明天就出发。我比较喜欢自由自在的无根草生活。」

  「ああ、明日には出る。自由気ままな根無し草生活が性に合ってるんでな」

  　这次并没有什么特别的目的地。毕竟目前也没有什么需要优先解决的问题。我的克里希那、艾尔玛的安特利翁，以及梅伊的黑莲花。我们三艘船在狩猎宙贼的时候还没有完全配合好。当前的目标应该是边赚钱边提升配合度吧。

  　今回は特にこれといった目的地もない。現状、喫緊の課題もないからな。俺のクリシュナとエルマのアントリオン、それにメイのブラックロータス。この三隻での宙賊狩りに関してはまだ完全に連携が取れているわけでもない。
    
     暫
    しばらくは金を稼ぎつつ練度を向上させるのが当面の目標となるだろう。

  　不过，也不能真的漫无目的地随便乱晃，所以今晚大家应该会聚在一起开会，决定接下来的目的地。

  　まぁ、本当の意味で無目的かつ適当にほっつき歩くわけにもいかないから、今晩は皆で集まって行き先を決めるミーティングを行うことになるだろうな。

  ☆★☆

  ☆★☆

  　我说过大家会聚在一起开会吧？那是骗人的。不，也不能说是骗人的。

  　皆でミーティングをすることになるだろうと言ったな？　あれは噓だ。いや、噓ではないか。

  「呃……就是这样，虽然我完全提不起劲，但我们的下一个目的地已经决定是克利翁星系了。来，大家鼓掌——」

  「えー……ということで、全く気は進まないが俺達の次の目的地はクリーオン星系ということに決まりました。はい、拍手ー」

  　只有不太理解状况的库姬为我鼓掌。库姬真可爱啊，哈哈哈。

  　あまり状況を理解できていないクギだけがパチパチと拍手をしてくれる。クギは
    
     可愛
    かわいいなぁ、ハハハ。

  「既然希罗决定了，那我就遵从……应该不会被送到最前线去吧？」

  「ヒロが決めたなら従うけどね……まさか最前線送りじゃないでしょうね？」

  「怎么可能。委托内容是讨伐盯上后方后勤的『宙贼』。」

  「それこそまさかだ。後方の
    
     兵
    へい
    
     站
    たんを狙う『宙賊』の討伐が依頼内容だよ」

  「真是会说话……上头呢？」

  「ものは言いようよねぇ……上は？」

  「好像还是老样子，是那个人。」

  「いつものあの人になるそうだ」

  「瑟琳娜上校也真是倒霉……啊哈哈。」

  「セレナ大佐も大概貧乏くじを引かされますよね……あはは」

  　蜜蜜罕见地露出缺乏感情的表情，干笑了两声。蒂娜一脸为难，薇丝卡面露不安，翔子医师则是一副饶有兴致的笑容。梅伊还是老样子面无表情。

  　ミミが彼女には珍しく感情の薄い表情で乾いた笑いを漏らす。ティーナは難しげな表情をしており、ウィスカは不安げな表情を見せ、ショーコ先生はニヤニヤと面白そうに笑っていた。メイはいつもの無表情だ。

  　要解释我们为何会进行这样的对话，需要稍微回溯一下时间。

  　俺達がこのようなやり取りをしている理由を語るには少々時間を
    
     遡
    さかのぼる必要がある。

  　没错，事情发生在把琳达托付给海因茨之后，我刚前往黑莲花的时候。我的小型情报终端响起了来电铃声。

  　そう、あれはハインツにリンダのことを頼んでブラックロータスへと足を向けた直後のことだった。俺の小型情報端末が着信音を鳴らしたのだ。

  　现在回想起来，那个时候……不，想这些也没用。反正不管怎样，我们都会被逼入绝境。毕竟我们身为佣兵，不可能完全不和佣兵公会联系。

  　今思えばあの時……いや、無駄か。どっちにしろ詰んでたな。今後一切傭兵ギルドと連絡を取らずに生きていくことなんて傭兵の俺達にはできないわけだし。

  ☆★☆

  ☆★☆

  「我是希罗。」

  「ヒロだ」

  『我是佣兵公会利梅星系支部的大卫。请问您是希罗船长阁下吗？』

  『こちらは傭兵ギルド、リーメイ星系支部のデイビットと申します。そちらはキャプテン・ヒロ殿で間違いありませんね？』

  「嗯，没错。」

  「ああ、間違いない」

  　佣兵公会直接打语音通话过来，这可真是稀奇。他们有事要通知我们这种佣兵的时候，几乎都是用专用APP传信息。

  　傭兵ギルドから直接音声通話を飛ばしてくるのは珍しい。あちらから俺達のような傭兵に通達事項がある場合は専用のアプリでメッセージを介してってことが
    
     殆
    ほとんどだからな。

  「真难得打语音通话过来。有什么事？」

  「音声通話とは珍しいな。用件は？」

  『希罗船长阁下，您收到了最高优先度的指名委托。为了尽快让您确认委托内容，我们特地致电联络』

  『キャプテン・ヒロ殿あてに最高優先度の指名依頼が入っております。早急に確認していただけるようご連絡をさせていただきました』

  「最高优先度的指名委托……？委托人真的值得信任吗？」

  「最高優先度の指名依頼……？　本当に信用できるクライアントなんだろうな？」

  　我可不想傻乎乎地跑去指定地点，结果对方却说“抱歉骗了你”。我主要的目标是宙贼，所以应该不太可能得罪了那种有钱到能向佣兵公会提出指名委托的人。

  　高額報酬の指名依頼でのこのこと待ち合わせ場所に行ったら『
    
     騙
    だまして悪いが』みたいなのは御免だぞ。俺は基本的に宙賊をメインターゲットにしているから、
    
     傭
    よう
    
     兵
    へいギルドに俺あての指名依頼を出せるような大金持ちから恨みを買っている可能性はあまり無いとは思うが。

  『那当然……委托人在帝国内是值得信赖的』

  『それはもう……帝国内ではこれ以上なく信用できるクライアントですとも』

  　委托人想要提出指名委托，需要有一定的信用。

  　依頼人が指名依頼を出すにはそれなりの信用というものが必要となる。

  　信用是什么？比如说和佣兵公会的交易记录——也就是委托完成时的支付是否及时——，委托内容的妥当性——委托内容是否过于勉强，导致佣兵被压榨——，委托人的社会认知度等等，佣兵公会会根据这些多方面的判断材料来做出判断。

  　信用とは何か？　というとそれは傭兵ギルドとの取引実績──つまり依頼完了時の確実な支払い──だとか、依頼内容の妥当性──無茶な依頼で傭兵を
    
     磨
    すり
    
     潰
    つぶしていないか──だとか、依頼人の社会的認知度だとか、そういった多岐にわたる判断材料を基に傭兵ギルドが判断する。

  　也就是说，佣兵公会已经认定委托人“值得信任”，如果委托人提出指名委托，却设下了“抱歉骗了你”之类的陷阱，那么委托人就会失去佣兵公会的信任。不仅会停止交易，根据情况甚至会直接采取报复措施。

  　つまり、傭兵ギルドが『信用できる』と断じていると言っても良いわけで、もしそんな指名依頼で『騙して悪いが』みたいな
    
     罠
    わなに
    
     嵌
    はめるような依頼を出した場合、依頼人に対する傭兵ギルドからの信用は失墜する。取引の停止はもちろんのこと、場合によっては直接的な報復措置すら取りかねない。

  「是帝国航宙军吗？」

  「帝国航宙軍か？」

  　说到佣兵公会在帝国内最信任的客户，那肯定是帝国航宙军。说到底，向宙贼提供悬赏金的也是帝国航宙军，压制宙贼基地的时候也会提出大额委托。他们之间的关系已经亲密到让人怀疑是不是已经勾结在一起了。

  　傭兵ギルドが帝国内でこれ以上ない信用を置くクライアントとなると、真っ先に挙がるのは帝国航宙軍だろう。そもそも宙賊への懸賞金を払ってくれるのも帝国航宙軍だし、宙賊のアジトを制圧する時などは大口の依頼を出してくれる。半ば癒着しているのでは？　と思ってしまうほどツーカーというかズブズブの関係であるはずだ。

  『答对了一半』

  『半分正解です』

  「喂，我可不是在跟你玩猜谜——」

  「おい、俺は謎掛けをしているわけじゃ──」

  『是更上层』

  『その上です』

  「F○ck」

  「Ｆ○ｃｋ」

  『我会当作没听到的』

  『聞かなかったことにしておきます』

  　更上层？更上层？更上层的话，那不就只有皇帝陛下了吗！那个混蛋，到底想把我扔到什么有趣的地方去啊！？

  　その上？　その上だって？　その上って言ったらファッキンエンペラーしかいねぇじゃん！　あの野郎、俺をどんな面白おかしい場所に放り込むつもりだ!?

  『汇合地点在克利翁星系。该星系距离贝雷贝雷姆联邦的最前线很近，委托内容是前往帝国航宙军设置在那里的补给物资集聚所，与对方安排的帝国航宙军舰队汇合，共同排除威胁帝国后勤的“宙贼”。』

  『合流地点はクリーオン星系です。ベレベレム連邦との最前線にほど近い星系で、そこに設置されている帝国航宙軍の補給物資集積所で先方が手配した帝国航宙軍の艦隊と合流し、協働で帝国の兵站を脅かす「宙賊」を排除するのが依頼内容となります』

  　我扫了一眼小型情报终端投影出来的全息影像，内心不禁叹了口气。该说是不出所料吗，汇合的舰队正是瑟琳娜上校的对宙贼独立舰队。虽然在对方提到“宙贼”的时候我就猜到了，但这也太巧了吧。我们俩的孽缘还真是深啊。

  　小型情報端末から投影されるホログラムに目を走らせて内心
    
     溜
    ため
    
     息
    いきを
    
     吐
    つく。案の定というかなんというか、合流する艦隊というのはセレナ大佐の対宙賊独立艦隊であった。相手が『宙賊』という時点で予想はついていたが、なんともはや。もはや腐れ縁だな。

  「我还没说要接受吧？？？」

  「まだ受けるって言ってないが？？？」

  『如果您有什么无法立刻行动的特殊情况，我会考虑一下，但如果没有的话，就请您接受吧。这是个条件优厚的高报酬委托。对希罗船长来说应该也不是坏事吧？』

  『何か今すぐに動けない特別な事情があるのであれば考慮しますが、そうでないなら受けて頂きますよ。破格の条件の高報酬依頼です。キャプテン・ヒロ殿にとっても悪い話では無いと思いますが？』

  「话是这么说没错……」

  「それはそうなんだけどなぁ……」

  　看到对方提出的条件，我有些心动。弹药费和补给全部由对方承担。在此基础上，除了1000万艾尼的固定报酬外，还有击破敌舰的额外报酬。战利品和打捞品基本上可以自由处置，虽然对方想要的东西必须交给对方，但会用艾尼来弥补这部分的损失。如果拘束日数超过三十天，每天还会追加30万艾尼的报酬。任务内容基本上是应对瞄准后勤的“宙贼”，并不是要冲到最前线的战场。虽然根据情况可能会被卷入最前线的战场，但这是在冲突空域活动时理所当然的风险。

  　提示されている条件を見て心が揺らぐ。弾薬費や補給は全部向こう持ち。その上で１０００万エネルの固定報酬に敵艦の撃破報酬付き、
    
     鹵
    ろ
    
     獲
    かくやサルベージも基本自由で、向こうが欲しいものは向こうに渡す必要があるけどその分はエネルで埋め合わせをしてくれる。拘束日数が三十日を超えた場合には一日当たり30万エネルの報酬が上乗せされる。任務内容も基本的には兵站を狙う『宙賊』への対処となるから、最前線で鉄火場に飛び込めってわけではない。状況次第では最前線の鉄火場に巻き込まれる可能性はあるが、これは紛争宙域で活動するなら当然のリスクだ。

  「唉……总之，就当作我接受委托吧。不管怎么说，我明天也打算离开这里。不过，你给我记住了。我最爱的就是自由自在的佣兵生活。虽然这次我让步了，但如果你滥用权力，我可能会讨厌你，然后逃走。」

  「はぁ……とりあえず、受ける方向で話を進めてくれ。どちらにしても明日にはここを出る予定だったんだ。でも、覚えておけよ。俺は何よりも自由気ままな傭兵生活ってものを愛しているんだ。今回は折れるが、あまりに強権を振るわれると嫌になって逃げ出すかもしれないからな」

  『非常感谢。我会尽可能地向对方传达您的意思。』

  『ありがとうございます。先方にも可能な限りお伝えしておきます』

  　公会职员大卫说完后，切断了通讯。

  　そう言ってギルド職員のデイビットは通信を切断した。

  　既然要在帝国内活动，拒绝帝国最高权力者皇帝陛下的委托风险实在太高了。虽然应该不至于因此与佣兵公会为敌，但肯定会欠下一笔天大的人情债。这同样也是风险极高。换句话说，从那个混账皇帝亲自出马的那一刻起，我就已经无路可逃了。

  　帝国内で活動する以上、文字通り帝国の最高権力者である皇帝陛下からの依頼を
    
     蹴
    けるのはリスクが高い。これで傭兵ギルドが敵に回るというようなことは無いだろうが、クソでかい借りを作ることになるのは確実だ。それもまたあまりにリスクが高い。つまり、あのファッキンエンペラーが出張ってきている時点でほぼ詰んでいるのである。

  　虽然我并非对权力没有反抗心的无政府主义者，但我的原则是明哲保身。反正就算拒绝这次的委托逃走，也肯定会卷入其他麻烦事。既然如此，还不如选择风险较低，还能卖人情的委托。

  　まぁ、思うところがないわけでは無いが、別に俺は反権力の無政府主義者ってわけでもない。むしろ、長いものには巻かれる主義である。どうせ今回の依頼を蹴って逃げ出したところで別の厄介事に巻き込まれるに違いないのだ。それならば少しでも得があってリスクが低く、貸しを作れる方が良いだろう。

  「接下来要去最前线狩猎自称『宙贼』的家伙吗……真想哭。」

  「次は最前線の自称『宙賊』狩りか……泣けるぜ」

  　我仰望着利梅普莱姆殖民卫星的天花板，忍不住叹了口气。那些宙贼肯定驾驶着贝雷贝雷姆联邦或其友好国的战斗舰，船上满载着军用装备，训练程度也异常地高。要是能缴获的话，应该能卖个好价钱吧，哈哈哈……唉。

  　リーメイプライムコロニーの天井を見上げて思わず嘆く。きっとその宙賊はベレベレム連邦かその友好国の戦闘艦を使っていて、軍用装備満載で、練度も異常に高いんだろうな。鹵獲すれば良い金になりそうだなぁ、はっはっはっ……はぁ。

 
  后　记

  あとがき

  非常感谢您购买《醒来发现成为小说主角，因此决定自由自在地生活》第十四集！

  『目覚めたら最強装備と宇宙船持ちだったので、一戸建て目指して
    
     傭
    よう
    
     兵
    へいとして自由に生きたい』十四巻を手に取って頂きありがとうございます！

  　终于来到第十四集了。能持续到现在，真的不知道该说是感激还是什么。今后我也会继续努力！

  　
    
     遂
    ついに十四巻。ここまで続けられて実にありがたいというかなんというか。今後も頑張ります！

  　那么，我写这篇后记的时候，完全就是冬天，或者说是年底的时期。我在写完原稿的时候，罹患了流感，因为高烧而痛苦。虽然我经常在季节交替的时候发烧，但超过39℃实在很难受。请各位也要注意身体状况。

  　さて、このあとがきを書いているのは完全に冬というか年末くらいの時期です。私は原稿を仕上げた辺りでインフルエンザに
    
     罹
    かかって高熱に苦しみました。季節の変わり目頃に熱を出したりすることが結構あるのですが、39℃超えは
    
     流石
    さすがに
    
     辛
    つらかった。皆様も体調にはお気をつけください。

  　季节问候就到此为止，接下来是每次都会写的，最近玩过的游戏单元。

  　時候の
    
     挨
    あい
    
     拶
    さつはこのくらいにしまして、毎回書いている最近やったゲームのコーナーです。

  　这次也玩了很多游戏呢……国产游戏的话，有在奇幻世界和妖精搭档一起召集伙伴，同时进行选举战的游戏，还有超有名国产RPG第三作的重制版。各处都追加了头目，追加的新职业也强得有点犯规，玩起来很有趣。名作不管玩几次都很好呢！

  　今回もまた色々とやってますね……国産ゲームだとファンタジー世界で
    
     妖
    よう
    
     精
    せいの相棒と一緒に仲間を集めながら選挙戦をするゲームだとか、超有名国産ＲＰＧ第三作のリメイクだとかもやりましたね。各所でボスの追加があったり、追加された新規職が割と無法に強かったりと色々と楽しめました。名作は何度やっても良いですね！

  　我也玩了很多海外的游戏。在被拥有强大力量的龙毁灭的世界中，消灭烧毁故乡的龙的游戏特别有趣。其他还有在身体和精神被侵蚀的雾和孢子毁灭的世界中，以火之战士的身份以复兴世界为目标进行冒险的游戏，以及在被巨形章鱼包围的绝海孤岛上，一边解开毁灭的文明之谜一边应付每晚的僵尸大量袭击，同时进行生存游戏……怎么都是世界毁灭或是快要毁灭的游戏啊！

  　海外産のゲームもまた色々と遊びました。絶大な力を持つ竜に滅ぼされかけている世界で、故郷を焼いた竜を滅ぼすゲームが特に面白かったですね。他には
    
     身体
    からだと精神を侵食する霧と胞子に滅ぼされた世界で、火の戦士として世界の復興を目指して冒険するゲームだとか、クラーケンに囲まれた絶海の孤島で、滅んだ文明の謎を解き明かしながら毎晩のゾンビの大量襲撃に対処しつつサバイバルするゲームだとか……何か世界が滅んでいたり滅びかかっていたりするゲームばかりだな！

  　另外我也玩了在幽灵跋扈的日本，以暴力除灵的方式解决灵障的国家公务员（穿着水手服的成年女性）的游戏。主角毫不留情的手段，以及嘴巴有点坏的巫女们开枪的有趣游戏。

  　あとは幽霊が
    
     跋
    ばつ
    
     扈
    こしている日本で霊障対策をする国家公務員（セーラー服を来た成人女性）が暴力で除霊をするゲームとかもやりました。主人公の容赦のないやり口とか、微妙に口の悪い
    
     巫
    み
    
     女
    こさん達が銃をぶっ放す面白いゲームでした。

  　虽然还玩了很多游戏，但写不完……！因为没完没了，所以虽然很可惜，但就写到这里吧。真的很可惜。

  　他にも色々やったけど書ききれない……！　きりが無いので名残惜しいですがこのあたりにしておきます。名残惜しいですが。

  　这次的封面是紧身套装。不知为何，说起ＳＦ就让人想到紧身套装。这种印象究竟是从哪里来的……？是这个吗？是这个吗？我试着调查了一下浮现在脑海中的作品，发现并没有特别穿着紧身套装。谜团越来越深了。

  　今回の表紙はぴっちりスーツ。
    
     何
    な
    
     故
    ぜかＳＦといえばぴっちりスーツのイメージがあります。一体このイメージはどこから来ているのか……？　これか？　これだろうか？　と思い浮かぶ作品を調べてみても、特にぴっちりスーツを着ているというわけでもなく。謎は深まるばかり。

  　关于内容，这次的剧情进展比网络版快，结果就是弄清了网络版中没有弄清的事实，被逼入绝境的家伙们也采取了大胆的行动。也就是说，细微的差异会意外地改变事态。

  　内容に関して言うと、今回はＷｅｂ版よりもタイムスケジュールが早く推移しており、その結果としてあちらでは判明しなかった事実が判明したり、それによって追い詰められた連中が大胆な手を打ったりしています。
    
     些
    さ
    
     細
    さいな違いが殊の外大きく事態を変えてしまうというわけですね。

  　这次的设定公开，我想写的是关于作品世界中的医药品和医疗设备，特别是希罗等人主要使用的急救纳米机器单元和简易医疗舱。

  　今回の設定開示は作中世界における医薬品や医療設備、特にヒロ達が主に利用することになる救急ナノマシンユニットや簡易医療ポッドなどについて書こうと思います。

  　希罗在作品中使用的急救纳米机器单元是皮下注射型的医疗用纳米机器单元，主要用于治疗和修复外伤。它可以在极短的时间内恢复肉体因外部因素造成的损伤，从单纯的负伤到修复受损的内脏器官，甚至骨折等都能治疗。

  　ヒロが作中で使用している救急ナノマシンユニットというのは皮下注射型の医療用ナノマシンユニットで、主に外傷の治療や修復を行うものです。これは外的要因による肉体の損傷を極短時間で回復できるもので、単純な負傷から損傷した内臓器官の修復、骨折なども治療することができます。

  　但是，它没有让断肢重生的性能。如果被希罗使用的那种剑干净利落地砍断，注射纳米机器后或许能接上。

  　ただ、吹き飛んだ手足を生やすほどの性能はありません。ヒロが使っているような剣ですっぱりと
    
     綺
    き
    
     麗
    れいに斬られたものであれば、投与してピッタリとくっつければくっつく可能性がありますが。

  　接下来是简易医疗舱，它除了治疗外伤以外，还能治疗广泛的疾病和中毒等导致的身体不适——包括酒精中毒。虽然也能治疗内脏疾病和癌症，但还是不能让被炸得粉碎的手脚重生。

  　次に簡易医療ポッドですが、こちらは外傷の治療に加えて広範な疾患の治療や毒物などによる体調不良──アルコールも含む──の治療も可能です。内臓疾患や
    
     癌
    がんの治療などもできてしまいますが、やはり跡形もなく吹き飛んだ手足の再生などは不能です。

  　最后是翔子加入时引进的医疗舱，只要对象还活着，它就能进行几乎任何状态下的治疗。不仅能再生手脚，如果拥有翔子的专业知识和相应的材料，甚至可以进行身体强化等高级治疗。

  　最後にショーコが加入した際に導入した医療ポッドですが、こちらであれば対象が生きてさえいればほぼどんな状態からでも治療が可能、というレベルでの医療措置が可能です。手足の再生などもできますし、ショーコの専門知識と相応の資材があれば身体強化処置なども可能なほど高度な処置が可能となっています。

  　就算只是简易医疗舱也好，我也想要啊！科学，快点发展起来吧。

  　簡易医療ポッドで良いから欲しいなぁ！　早く発展してくれ、科学。

  　那么，这次就到此为止。

  　こんなところで、今回は失礼させていただきます。

  　K责编、负责插画的锅岛テツヒロ老師、参与本书发行的各位，以及拿起本书的各位读者，我向大家致以最诚挚的感谢。

  　担当のＫさん、イラストを担当してくださった
    
     鍋
    なべ
    
     島
    しまテツヒロさん、本巻の発行に関わってくださった皆様、そして何より本巻を手に取ってくださった読者の皆様に厚く御礼申し上げます。

  　那么，我们第十五卷再见！

  　では、十五巻でまたお会いしましょう！

  リュート

  リュート

 
  　我转生成反派骑士团长。　电子特别试阅版　（作者：酒本　梓　插画：kodamazon）

  　俺、悪役騎士団長に転生する。　電子特別お試し版　（著：酒本　アズサ　イラスト：kodamazon）
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傍若無人で傲岸不遜と悪名高い騎士団長ジュスタンは、自分が七人の弟を世話する大学生だったことを思い出す。このまま悪行を重ねていたら処刑ルートまっしぐらだと気づいたジュスタンは自らの行いを正し、騎士団の悪ガキたちを良い子に躾け直すことに。前世でやんちゃな弟を育てあげてきた持ち前の「お兄ちゃん力」は、部下だけでなくお偉い様など様々な方面に作用し、イメージ改善どころか正義のヒーロー扱いされはじめ……!?
  第一话　过去的我与现在的我

  第一話　これまでの俺と今の俺

  　真是令人不快！

  　まったく
    
     忌
    いま
    
     々
    いましい！

  　明明受到我们保护，却只会露出胆怯表情的边境居民们，实在令人厌烦！

  　俺達に守られているくせに、
    
     怯
    おびえた顔しか見せないこの辺境の住人達にはうんざりだ！

  　刚才也有个居民正要走出家门，一看到我便慌张地躲回家里。

  　今も家から出ようとした住人が俺を見た途端に、慌てて家に引っ込んだのが見えた。

  「凡迪耶尔骑士团长！前往东边森林的罗修队请求救援！据说出现了三只魔物化的熊！」

  「ヴァンディエール騎士団長！　東の森に行ったロッシュ隊から救援要請です！　
    
     魔物化した熊
    魔熊が三体出たそうです！」

  　当我正在领都内巡逻时，边境伯爵领的骑士慌张地前来报告。

  　領都内の見回りをしていると、辺境伯領の騎士が慌てて報告に来た。

  「啧！那些家伙连这点程度都处理不了吗？走吧。」

  「チッ！　あいつらはその程度も処理できないのか。行くぞ」

  　我咂嘴并转身。

  　舌打ちしながら
    
     踵
    きびすを返す。

  　如果是在战斗中，就没有时间装备铠甲。虽然现在是巡逻用的轻装备，但对我来说应该没问题。

  　戦闘中というのなら
    
     鎧
    よろいを装備している暇はない。今は見回り用の軽装備ではあるが俺なら問題ないだろう。

  　回到边境伯爵准备的宿舍后，马匹已经准备好了。我与平时一起行动的四名部下一同跳上马，前往东边森林。

  　辺境伯が用意した宿舎に戻ると、すでに馬が準備されており、普段一緒に行動している俺の隊の部下四人と共に馬に飛び乗り、東の森へと向かった。

  　虽然还是秋天，但位于北方的这片土地，即使穿着附有温度调整魔法的铠甲，骑马奔驰时，冷风还是会夺走体温。

  　まだ秋とはいえ、北に位置するこの地では馬に乗って疾走すると、温度調整魔法が付与された鎧を装備したとしても冷たい風が体温を奪う。

  　到达现场后，发现一只魔熊已经倒下，剩下的两只正在与罗修队的两人对峙。树荫下还有个像是领都居民的男人，他颤抖着窥视战斗的样子，让我有种麻烦的预感。

  　到着すると、魔熊が一体倒れており、残りの二体がロッシュ隊の二人と
    
     睨
    にらみ合っている状態だった。そして木の陰に領都の住人らしき男。震えながらも戦闘の様子を
    
     窺
    うかがっている姿に面倒な予感がする。

  「罗修！现在情况如何！？」

  「ロッシュ！　現状は!?」

  「裘斯坦团长！我们已经打倒了一只，但有三人重伤！那边的树荫下有个孩子！」

  「ジュスタン団長！　一体は討伐しましたが、三名重傷！　向こうの木の陰に子供がいます！」

  「罗修队退下！散开！」

  「ロッシュ隊は下がれ！　散開！」

  　既然有孩子在，就必须在孩子因为恐惧而冲出来前解决掉魔熊。

  　子供がいるならば恐怖で飛び出す前に片付けなければ。

  　幸好，即使只是简短的信号，我与熟练的精锐部下们也能借此沟通。

  　幸い、短い合図でも慣れた精鋭の部下達はこれで意思疎通ができる。

  　我们下马包围两只魔熊，其中两人吸引魔熊的注意力，趁魔熊露出破绽的瞬间，包含我在内的三人冲上前去。

  　下馬して魔熊二体を取り囲むと、二人が気を引き、隙ができた瞬間俺を含む残る三人が斬りこむ。

  　虽然魔熊的毛皮因为魔物化而变得坚韧，但我的剑缠绕着魔力，因此能轻易斩杀魔熊。

  　魔物化して丈夫になった毛皮だが、魔力を
    
     纏
    まとわせた俺の剣で難なく斬り伏せた。

  　看来另一只魔熊也被部下们讨伐了。

  　どうやらもう一体も部下達で討伐できたようだ。

  「爸爸！！」

  「パパぁ!!」

  「汤姆！」

  「トム！」

  　看到三只魔熊都倒下后，孩子从后面冲了出来。

  　魔熊達が三体共倒れたのを見て、子供が奥から飛び出して来た。

  　与此同时，从我们到达时就浑身是血倒在地上的魔熊站了起来，朝孩子扑去。

  　同時に、到着した時から血塗れで倒れていた魔熊が立ち上がり、子供に飛びかかる。

  　如果是平时，我会率先斩杀魔熊。

  　いつもなら、真っ先に魔熊を斬り捨てた。

  　如果是平时，比起孩子的性命，我会优先讨伐魔熊。

  　いつもなら、子供の命より討伐を優先した。

  　如果是平时，我不会以自己的身体为盾保护别人。

  　いつもなら、我が身を盾に誰かを
    
     庇
    かばったりしない。

  　但是，那个孩子的身影与某人重叠了。

  　だが、その子供の姿が誰かに重なった。

  　回过神来，身体已经擅自行动了。

  　気付くと身体が勝手に動いていた。

  　魔熊粗壮如圆木的手臂，将抱着孩子的我打飞了。

  　熊の丸太のように太い腕が、子供を抱き締めた状態の俺を吹っ飛ばした。

  　与那时被车撞到时同等的冲击。

  　あの時と、車に
    
     轢
    ひかれた時と同等の衝撃。

  　车？车是什么……？

  　車？　車ってなんだ……？

  　我的意识随着这个想法中断了。

  　そんな考えと共に、俺の意識は途絶えた。

  　　　　◇　◇　◇

  　　　　◇　◇　◇

  「这里是……？」

  「ここは……？」

  「裘斯坦团长！您醒了吗！」

  「ジュスタン団長！　お目覚めになりましたか！」

  　一个穿着骑士般服装的外国人对我说话。裘斯坦团长……是我？

  　騎士みたいな格好の外国人が俺に何か言ってる。ジュスタン団長って……、俺？

  　不管怎么看，我都不像欧美人，应该不会被认错才对。

  　どう見ても俺は欧米人には見えないから、間違われるなんて事ないと思うんだけど。

  　我记得弟弟冲到马路上，我为了保护他……咦？

  　確か弟が道路に飛び出した時に庇って……あれ？

  「啊……头好痛……！！」

  「あぁ……っ、頭が……!!」

  「团长！？喂，叫治愈师过来！！」

  「団長!?　おいっ、治癒師を呼べ!!」

  　突然袭来的头痛让我叫出声，周围的人开始骚动起来。

  　急激な頭痛に襲われ声を上げると、周りが騒がしくなる。

  　为了抑制疼痛，我将意识集中在疼痛的地方，记忆就像脑中的雾气散去般复苏。

  　痛みを抑えるために痛い場所を意識した途端、頭の中の霧が晴れるように記憶が
    
     甦
    よみがえった。

  　我是八个兄弟中的长男，父亲在最小的双胞胎还小的时候因事故去世，我是个大学生，负责支撑着母亲。

  　八人兄弟の長男で、末の双子が幼い時に父親が事故で亡くなり、母親を支えていた大学生、それが俺だった。

  　六男的弟弟在马路对面看到我，冲到马路上，我为了保护他……恐怕就这样死了。

  　六男の弟が俺を道路の向かいで見つけて飛び出したのを庇って……、恐らくそのまま死んだ。

  　然后，我也想起了在这个世界出生后的记忆。

  　そしてこの世界に生まれてからの記憶も思い出した。

  　虽然我想把这当成是错觉，但这里和我高中时沉迷的小说，通称『灭救』的内容一模一样啊！？

  　気のせいだと思いたいが、
    
     高校の時にハマってた小説
    『滅びの邪神と救国の聖女』、通称『滅救』の内容にそっくりなんだけど!?

  　如果这里真的是小说的世界，那我似乎转生成了被主角杀死的反派，也就是穷凶极恶的骑士团长。

  　もしもここが本当に
    
     小説
    『滅救』の世界だとしたら、俺は主人公に殺される敵役の極悪騎士団長に転生したらしい。

  「梵、梵迪尔骑士团长，您、您醒了吗……可、可以为您诊察吗……？」

  「ヴァ、ヴァンディエール騎士団長、お、お目覚めになりましたか……。し、診察をしても……？」

  　战战兢兢地向我搭话的，是常驻在这间宿舍的治愈师。

  　びくびくと怯えながらも声をかけてきたのは、この宿舎に常駐している治癒師だった。

  　因为我总是严厉地对待她，所以她非常害怕我。

  　散々きつく対応してきたから、めちゃくちゃ怯えている。

  「嗯，麻烦你了。在诊察前我想问一下，那个孩子和部下们没事吧？」

  「ああ、世話をかける。診察の前に聞きたいんだが、あの子供と部下達は無事だったか？」

  「「「「…………！？」」」」

  「「「「…………!?」」」」

  　包括部下们在内，房间里的所有人都惊讶地停下了动作。

  　部下達も含め、部屋にいた全員が驚きで動きを止めた。

  　为了不让人起疑，我姑且改变了用词遣字，但先不说部下，我原本并不是会确认孩子安危和慰劳他们的人。

  　一応怪しまれないように言葉遣いとかは変えないようにしたけど、それ以前に部下はともかく、子供の安否確認や
    
     労
    ねぎらいなんてする人間じゃなかったからなぁ。

  「是、是的，多亏了梵迪尔骑士团长，孩子只有擦伤，部下们也不会留下后遗症，请您放心。那、那么……我要开始诊察了。您似乎撞到了头，感觉怎么样？」

  「は、はい、ヴァンディエール騎士団長のおかげで子供は擦り傷程度で済みましたし、部下の方々も後遺症は残りませんのでご安心ください。で、では……診察を始めますね。頭を打たれたそうですが、ご気分はいかがですか？」

  「嗯，感觉记忆有些混乱。说不定会说出什么奇怪的话」

  「ああ、少々記憶が混濁しているように感じる。もしかしたら妙な事を言うかもしれん」

  「那个……您还记得自己的事情吗？名字和立场之类的」

  「えっと……、ご自分の事はちゃんと覚えておられますか？　名前やお立場など」

  「…………名字是朱斯坦・德・梵迪尔，二十二岁，王立第三骑士团的团长」

  「…………名前はジュスタン・ド・ヴァンディエール、二十二歳、王立第三騎士団の団長」

  　前世是前野直辉，同样二十二岁，刚拿到内定，从求职活动中解放出来的大学四年级学生。

  　前世は
    
     前
    まえ
    
     野
    の
    
     直
    なお
    
     輝
    き、同じく二十二歳、内定をもらって就職活動から解放されたばかりの大学四年生。

  「梵迪尔侯爵家的三男，现在奉王命前来救援魔物急剧增加的塔列兰边境伯领……一个月吗？」

  「ヴァンディエール侯爵家の三男で、現在は王命により魔物が急増したタレーラン辺境伯領に救援に来て……ひと月か？」

  　我一边照顾着七个弟弟，一边为了减轻母亲的负担，和弟弟们一起承担了大部分家务。

  　七人の弟達の世話をしつつ、母親の負担を減らすために弟達と協力して家事のほとんどを担って生活していた。

  　虽然我不后悔为了帮助弟弟而冲出来，但不知道家人们怎么样了。

  　弟を助けるために飛び出した事は後悔していないが、家族達はどうしているだろうか。

  　继父亲之后，连身为长子的我都因为交通事故而死，希望他们不要因此而受伤。

  　父親に次いで長男の俺まで交通事故で死んでしまって、心に傷を負ってないといいんだが。

  「总之看起来没什么问题。不过我刚刚才施加了治愈魔法，今天请不要下床，之后也请静养三天。毕竟您本来受了一个月都无法动弹的伤。」

  「とりあえずは問題なさそうですね。ですが治癒魔法をかけたばかりですので、今日はベッドから出ず、その後も三日は安静にしてください。本来ならひと月は動けないほどのケガをなさっていたので」

  　看到我老实点头，治愈师和部下们都放心地松了口气。

  　素直に
    
     頷
    うなずく俺を見て、治癒師と部下達が
    
     安
    あん
    
     堵
    どしたように息を吐いた。

  　即使性格恶劣，我恐怕也是这个国家最强的。

  　極悪な性格をしていたとしても、恐らく国で一番強いのは俺だ。

  　如果我这个可以说是主战力的人无法出战，这个领地就会面临崩溃的危机。

  　そんな主戦力とも言える俺が討伐に出られなくなったら、この領地崩壊の危機だからな。

  　话说回来，至今为止，我以魔物讨伐的战力和地位为筹码，对部下和领民，甚至对边境伯都做了相当蛮横的事。

  　それにしても、これまで部下や領民、はては辺境伯にまで魔物討伐の戦力や地位という
    
     切り札
    カードをネタに、かなり横暴な事をしてきている。

  　部下们大多原本品行就不好，再加上我的态度，他们更加得意忘形，给周围的人添了很多麻烦。

  　部下達の多くも、元々素行がよくなかった上に、俺がそういう態度だからか余計に調子に乗って周りに迷惑をかけまくりだった。

  　虽说没有前世的记忆，但真的～是个令人讨厌的人。

  　前世の記憶がなかったとはいえ、本っっ当～に鼻つまみ者だったと思う。

  　想到这里，由于前世的良知和道德心的背离，眼泪不停地落在床单上。

  　そんな事を考えていたら、前世の良識と道徳心との
    
     乖
    かい
    
     離
    りでシーツの上にホトホトと涙が落ちて止まらなくなっていた。

  「团长！？」

  「団長!?」

  　看到我突然哭了起来，病房里的人全都僵住了。

  　いきなり泣き始めた俺に、病室内が凍りつく。

  「对不起，我对自己至今为止的所作所为感到羞愧……」

  「すまない、これまでの己の所業が情けなくて……」

  　部下和治愈师的眼睛睁得大到让人怀疑会不会痛，一动也不动。

  　部下と治癒師は目が痛くならないのだろうかと思うほど、目を最大に開いたまま動かない。

  　我用口袋里的手帕擦干眼泪，但就在气氛尴尬到不行的时候，有人敲了门。

  　ポケットに入っていたハンカチで涙を
    
     拭
    ぬぐったはいいが、気まずくて仕方ないというタイミングでドアがノックされた。

  「朱斯坦团长～听说你醒了，我带食物来了。」

  「ジュスタン団長～、目が覚めたって聞いたから食事を持って来たよ」

  　我的队员阿尔诺似乎把食物带到了病房。

  　病室にいなかった俺の隊のアルノーが食事を持って来てくれたらしい。

  「谢谢」

  「ありがとう」

  「诶！？啊……哎呀」

  「えっ!?　あ……っ、ととっ」

  　我道谢的瞬间，阿尔诺差点把装着食物的托盘掉到地上。

  　お礼を言った瞬間、食事の載ったトレイを取り落としそうになるアルノー。

  　而且他看到我哭过的眼睛后，僵住了。

  　しかも泣いた事がわかる俺の目を見て固まった。

  「那个，意识和魔力循环都没有异常，我就先告辞了……」

  「あの、意識も魔力循環も異常がないので、私はこれで失礼します……」

  　室内陷入沉默的瞬间，治愈师逃也似的匆忙离开了。

  　室内が無言になった瞬間、治癒師が逃げるようにそそくさと出て行ってしまった。

  　与此同时，阿尔诺重新启动，把装着食物的托盘放在我的膝盖上。

  　それと同時にアルノーが再起動して、食事のトレイを俺の
    
     膝
    ひざの上に置く。

  「你们也去吃饭吧。抱歉让你们担心了」

  「お前達も食事をしてくるといい。心配かけてすまなかったな」

  「不！那我们就先告辞了！请您慢慢享用！」

  「いえっ！　それでは我々は失礼します！　ごゆっくりお召し上がりください！」

  　最先开口的副团长奥雷尔弹起来似的说完后，所有人都离开了。

  　最初に声をかけてきた副団長のオレールが弾かれたようにそう言うと、全員が出て行った。

  　在安静下来的病房里，我叹了口气。

  　静かになった病室で、はぁとため息を
    
     吐
    つく。

  「真糟糕。我的名字和立场，还有这个国家的名字，都和那部小说完全一致……」

  「まいったなぁ。俺の名前と立場といい、この国の名前といい、完全にあの小説と一致してるんだよなぁ……」

  　在我读的小说中，我因为对部下提出无理要求，结果对部下见死不救，以此为契机变得更加自暴自弃，被逼入绝境，然后笔直地走向毁灭之路。

  　俺が読んでいた小説では、
    
     俺
    ジユスタンが部下に無茶ぶりをした結果、その部下を見殺しにした状態になり、それをきっかけに余計にやさぐれて追い込まれ、破滅の道へとまっしぐらだったよな。

  　我并不打算像常见的反派转生那样夺取主角的宝座，也不打算成为英雄，只是想让世人对我更加友好，最终像前任团长那样在退休后过上平静的生活。

  　よくある悪役転生みたいに主人公の座を乗っ取るようなマネをする気もないし、英雄になるつもりもないが、もっと世間に好意を持たれるようになって、最終的には先代の団長みたいに引退後は平穏に暮らしたい。

  　为此，我必须从重新教育部下开始努力。

  　そのためには部下の教育をし直すところから頑張らないとダメだろう。

  　我再次叹了口气，舀起汤送入口中。

  　再びため息を吐きながら、スープを
    
     掬
    すくって口へと運ぶ。

  「……虽然不难吃，但也不好吃。」

  「……まずくはないけど、美味くもない」

  　因为香料是昂贵的进口品，所以味道不够吗？

  　香辛料が高価な輸入品で品薄だから味付けが物足りないのか。

  　治愈师说从明天开始要静养三天，这段期间就去城里看看香料吧。

  　明日から三日は安静にって言われたから、その間に街へ香辛料でも見に行くか。

  　只是散散步的话应该没问题吧。

  　散歩くらいなら大丈夫だろ。

  　虽然全部吃完了，但该怎么说呢，这道菜的调味非常活用了食材的味道。

  　全部食べたが、何と言うか、とても素材の味を活かした味付けだった。

  　我以前一直以为这是正常的，但对现在的我来说，这可是个生死攸关的问题。

  　これまでの俺はこれが普通だと思って食べていたが、今の俺からしたらなかなかの死活問題だ。

  　吃完饭后，我打算把餐具拿到食堂，但治愈师说今天不要下床。

  　食事が済んだので食器を食堂へと持って行こうとしたが、治癒師が今日はベッドから出るなって言ってたよな。

  　部下应该会来拿吧。我把托盘放在床头柜上，钻进被窝里。

  　その内部下が取りに来るだろう。サイドテーブルにトレイを置いて、布団の中にもぐり込んだ。

  　身体姑且不论，头好冷……这个世界是日本的小说，所以时间、季节和数量的计算方式都和日本一样。

  　身体はともかく頭が寒い……。この世界は日本の小説なだけあって時間や季節、数の数え方なんかも日本と同じだ。

  　但是建筑物的构造却像中世纪的欧洲……也就是说，风会从缝隙中吹进来！

  　しかし建物は中世のヨーロッパみたいな造りで……、つまりは隙間風が入って来る！

  　在这种建筑物里生活居然不会感冒，这具身体也太结实了吧！？

  　こんな建物で生活して風邪を引かないなんて、この身体丈夫だな!?

  　明明刚才还在睡觉，但吃完饭后又渐渐困了起来。

  　さっきまで眠っていたというのに、食事をしたら段々眠くなってきた。

  　在逐渐下沉的意识中，我听到了敲门的声音，但连回答都嫌麻烦。

  　沈みかけた意識の向こうでドアをノックする音が聞こえたが、返事をするのも
    
     億
    おつ
    
     劫
    くうだ。

  　我听到门打开的声音，感觉有两个人走了进来。

  　ドアが開く音がして、二人が中に入って来た気配がした。

  　为了在野外露营时也能应对，我平时就训练自己即使在睡觉时也能保持清醒和听力，所以能隐约听到对话。

  　野営時のために、普段から眠っていても意識と耳は起きている状態になるよう訓練をしているので、なんとなく会話は聞こえる。

  「睡着了吗？」

  「寝てるかな？」

  「嗯，他好像有好好吃饭。不过团长居然会保护小孩子，真是没想到啊。」

  「ああ、飯はちゃんと食ったようだな。だけどまさか団長が子供を庇うなんてなぁ」

  　这个声音是我的队员亚尔诺和西蒙吗？

  　この声は俺の隊のアルノーとシモンか。

  「如果是平时的团长，根本不会在意小孩子，而是以讨伐为优先。而且他醒来后居然会立刻询问情况，这太离谱了。」

  「いつもの団長なら子供なんて気にせず討伐を優先してたよね。しかも目覚めてからすぐに様子を聞くなんてありえないよ」

  「就是说啊。而且……他居然哭了？在我们面前。这是天地异变的前兆吗？太可怕了吧。」

  「だよなぁ。しかも……泣いたんだぜ？　オレ達の前で。天変地異の前触れかよ。怖すぎるだろ」

  　我听到「咔嗒」的微弱声音，知道他拿起了托盘。

  　カタ、と小さな音がして、トレイを手に取ったのがわかった。

  「总之，明天开始和欧雷尔副团长商量一下吧。这三天团长不在，必须由我们来处理吧？我们也不能休息吗？」

  「とりあえずオレール副団長に明日からの相談しようぜ。三日間は団長不在で回さなきゃならねぇんだろ？　オレ達も休んじゃダメかな？」

  「当然不行啊！当然也禁止以巡逻为名在妓院里玩乐！那时候连我们都被连带惩罚了！」

  「ダメに決まってるでしょ！　もちろん見回りと称して娼館で遊ぶのも禁止！　あの時は僕達まで連帯でペナルティ受けたんだからね！」

  「对不起啦。我们的团长性格明明恶劣到极点，但对任务却很认真呢。」

  「悪かったって。性格は極悪なくせに、任務に関しては真面目なんだよなぁ、ウチの団長」

  「不然的话，再怎么强也不会在二十岁就被任命为王立骑士团的团长吧。」

  「そうじゃなきゃ二十歳で王立騎士団の団長になんて任命されないでしょ。いくら強くてもさ」

  「啊～我也想在第一骑士团里只负责保护王族和重要人物。如果不行的话，就在第二骑士团里待在王都里不动。」

  「あ～あ、オレも第一騎士団で王族や要人の警護だけしていたいぜ。それがダメなら第二騎士団で王都から動かねぇ」

  「你在说什么啊，只有贵族才能加入第一骑士团，第二骑士团也一样，如果不是贵族或骑士的家族，很难加入吧。而且第二骑士团如果当了门卫，就得一整天都站在门前不动哦？西蒙你办不到吧。」

  「何言ってるの、第一騎士団なんて貴族しかなれないし、第二騎士団だって貴族か騎士の家系じゃないと難しいじゃないか。それに第二騎士団なんて、門番になったら一日中門の前でジッとしてなきゃならないんだよ？　シモンには無理だね」

  「的确，比起一直站着不动，像这样讨伐魔物比较符合我的个性……」

  「確かにずっとジッとしているより、こうして魔物討伐してる方がオレの性には合ってるかぁ……」

  　随着「叽」的一声开门声，两人离开了房间。

  　キィ、とドアが開かれる音がして二人が部屋から出て行く。

  　和第一、第二骑士团不同，我担任团长的第三骑士团会前往有请求的地方出动，所以无关家族或出身，只要有实力就能加入。

  　第一、第二と違って、俺が団長をしている第三騎士団は要請があった場所に出動するため、家系や出自に関係なく実力さえあれば入れる。

  　不过，团长还是得由贵族担任，当时在老家侯爵领的骑士团崭露头角的我，就被选为团长候选人。

  　ただ、団長にはやはり貴族をという事で、当時実家の侯爵領の騎士団で頭角を現していた俺に団長候補として白羽の矢が立った。

  　对我来说，能对因为得天独厚的立场而被周围的人奉承，让我看不顺眼的王太子找麻烦，我对此很感兴趣，家人也觉得这是把没人能管的粗暴的我赶出去的好机会吧。

  　俺としても、恵まれた立場で周りからチヤホヤされていて気に入らない
    
     王太子
    主人公に嫌がらせができると乗り気だったし、家族も手の付けられない乱暴者の俺を追い出すいいチャンスだと思ったのだろう。

  　事情进展得很顺利，我现在已经是王立骑士团的团长了。

  　話はサクサクと進んで今や王立騎士団の団長だ。

  　看到我蛮横的样子，部下们也一样，因为过于调皮的态度而被周围的人讨厌。

  　横暴な俺の姿を見てきた部下達も同じように、ヤンチャがすぎる態度で周りから嫌われている。

  　但是，讨伐魔物需要我们第三骑士团的力量，所以谁也无法强烈地抱怨。

  　だが、魔物討伐には俺達第三騎士団の力が必要だから、誰も強く文句を言えない状態なのだ。

  　即使无法马上做到，也必须一点一点地改善我们的印象。

  　すぐには無理でも、少しずつ
    
     俺達
    第三の印象をよくしていかないとな。

  　第二天早上，我先回自己房间换衣服，然后前往食堂吃早餐。

  　翌朝、
    
     一
    いつ
    
     旦
    たん自室に戻って着替え、朝食のために食堂へ向かう。

  　一开始看到镜子时，我对长长的银发和冰蓝色的眼睛这种与前世相差甚远的容貌感到惊讶，但下一瞬间就认为这是理所当然地接受了。

  　最初鏡を見た時は長い銀髪にアイスブルーの
    
     瞳
    ひとみという前世とかけ離れた容姿に驚いたが、次の瞬間にはそれが当然だとすんなり受け入れられた。

  　不过视线好高。前世的身高也有一百八十公分，但这个身体恐怕有一百九十公分吧。关于这点，我有点……不，是非常高兴。

  　それにしても目線が高い。前世でも一応身長は百八十センチあったが、恐らくこの身体は百九十センチはあるだろう。それに関してはちょっと……いや、かなり
    
     嬉
    うれしい。

  　到达食堂后，看到部下们一如既往地对厨师们采取蛮横的态度。

  　食堂に到着すると、そこにはいつものように料理人達に対して横暴な態度を取る部下達の姿が。

  　当然我也是，骑士们的体格比厨师们要壮实得多。

  　当然俺もだが、騎士達の体格は料理人と比べてはるかに厚みがある。

  　面对体格差距这么大的对手，厨师们明显很害怕。

  　そんな体格差がある相手に、料理人達は明らかに
    
     怯
    おびえていた。

  「喂！快点！不然的话，我可能会把你错当成魔物，把你的头砍下来！」

  「おい！　さっさとしろ！　じゃないと魔物と間違えてお前の首を斬っちまうかもな！」

  「噫！我，我马上拿过来！」

  「ひぃっ！　す、すぐにお持ちします！」

  　我叹了口气，就这样走进食堂。

  　ため息をひとつ吐き、そのまま食堂へと入って行く。

  　一个人注意到我后，所有人都一起向我打招呼。

  　一人が俺に気付くと、全員が一斉に
    
     挨
    あい
    
     拶
    さつする。

  　一开始反抗的人，也在训练中被我的实力镇住了，所以对我很顺从。

  　最初は反発した者も、訓練中に実力で黙らせているので俺には従順だ。

  「大家早上好。不要给厨师们添太多麻烦了」

  「皆、おはよう。あまり料理人達を困らすんじゃないぞ」

  　听到这句话，现场所有人都张着嘴僵住了。

  　そのひと言でその場の全員がポカンと口を開けたまま固まった。

  　确实，至今为止我都是视而不见，或者说是不感兴趣而放任不管。

  　確かにこれまでは見て見ぬふりというか、興味がなくて放置してたもんな。

  　但是，我想在之后检查一下厨房里有什么调味料和香辛料，所以得稍微赚点分数才行！

  　だけど後で調理場にどんな調味料や香辛料があるかチェックさせてもらいたいし、少しは点数を稼いでおかないと！

  　然后，吃完饭后，部下们去训练和巡逻，不在食堂，我便去厨房参观，这种平时不可能发生的行为让厨师们吓得直哆嗦，这就不多说了。

  　そして食後、部下達が訓練と見回りでいなくなってから
    
     厨
    ちゆう
    
     房
    ぼうを見せてもらい、普段ではありえない行動で料理人達を震え上がらせたのはご愛敬である。

  　我大致检查了一下厨房里的调味料和香辛料，然后只带着剑，穿着便服上街。

  　厨房に置かれている調味料と香辛料をひと通りチェックし、帯剣だけして私服で街へと出かけた。

  　看到我的样子，所有人都露出害怕的表情，远远地绕过我走过去。

  　俺の姿を見ると、皆一様に怯えた顔をして遠巻きに通りすぎて行く。

  　为了让他们逐渐改变对我的看法，我只能用行动来表示。

  　これから少しずつ認識を変えてもらえるように、行動で示すしかないな。

  　幸运的是，我平时也会在领都内巡逻，所以不用问路也知道要去的店在哪里。

  　幸い、日頃から領都の中も見回りをしているから、誰かに道を聞かなくても目的の店の場所はわかる。

  　我沐浴在和风一样冰冷的居民的视线中，走向商店街。

  　風と同じく冷たい住人の視線を浴びながら、商店街へと向かう。

  　和市场卖的食材不同，调味料和香辛料是高级品，所以我踏进了商店街店铺林立的街道。

  　市場で売っている食材と違い、調味料や香辛料は高級品なため、商店街の店舗が並ぶ通りへ足を踏み入れた。

  　我一进店，店主明显吓了一跳，但不愧是商人，立刻露出了讨好的笑容。

  　俺が店に入ると、店主はあからさまにギョッとしていたが、さすが商人なだけあってすぐに愛想笑いを浮かべた。

  「这不是……梵迪尔骑士团长吗，有什么事吗？」

  「これは……ヴァンディエール騎士団長、何かございましたか？」

  「……我只是来买东西的」

  「……買い物に来ただけだ」

  「咦？那个，这里没有卖武器哦？如您所见，这是一家主要经营香辛料的店」

  「え？　あの、ここには武器などは置いてませんよ？　この通り、主に香辛料などを取り扱っている店ですので」

  　店主会困惑也是没办法的事。宿舍里有厨师，野营时使用的食材也全部由厨师准备。

  　店主が戸惑うのも仕方ない。宿舎には料理人もいるし、野営で使う食料関係は全て料理人が準備するからな。

  　更何况是贵族，直到昨天为止的我，连哪种调味料是什么味道都不知道。

  　ましてや貴族の、昨日までの俺が見たとしても、どれがどんな味がするのかすらわからなかっただろう。

  「我知道。让我看看店里有什么吧」

  「わかっている。少々店内を見せてもらうぞ」

  「好的，请随意看。有什么需要的话请告诉我，我会为您说明的」

  「はい、どうぞご覧ください。何かありましたらお声をかけていただければご説明しますので」

  　店里的香辛料可能是进口的，所以数量很少。

  　店内にある香辛料は輸入品なせいか、置いてある量もかなり少ない。

  　因为不靠海，所以盐也很贵……说起来，黑胡椒的价值和同等重量的黄金相当……好贵啊！！

  　海に面してないから塩も高いな……。そういや
    
     黒
    くろ
    
     胡
    こ
    
     椒
    しようって同じ重さの金と同等の価値……って、高ぁ!!

  　幸好我没什么兴趣爱好，俸禄还有剩，所以没问题，但如果是普通骑士的话，看到这些价格就会垂头丧气地回家了。

  　幸い俺にあまり趣味がなくて
    
     俸
    ほう
    
     禄
    ろくがあり余っていたから大丈夫だったが、平騎士だったら項垂れて帰るレベルの値段がズラリだ。

  　多带点钱来是正确的。

  　多めにお金を持って来て正解だったな。

  　盐和胡椒，肉豆蔻和肉桂……也买点吧。

  　塩と
    
     胡
    こ
    
     椒
    しよう、ナツメグとシナモン……も買っておくか。

  　遗憾的是，我没有从香辛料开始做咖喱的经验，所以还是放弃吧。虽然知道需要什么材料，但没有时间研究。

  　残念ながらカレーは香辛料から作った事がないから
    
     諦
    あきらめよう。なんとなく必要な物の名前は知ってるが、研究している暇はない。

  　我告诉店主今天要买的量，请他帮我称重。这个世界基本上都是论斤卖的。

  　店主に声をかけて今日買う分を量ってもらう。この世界は基本的に量り売りなのだ。

  　在日本的话，这个量大概在一千日元左右，但我拿出了相当于团长月收入的金币。

  　日本だと千円以内に収まりそうな量に対し、団長職の月収ほどの金貨を出した。

  「店主，香草和迷迭香在哪里可以买到？这里好像没有」

  「店主、タイムやローズマリーといった物はどこで手に入る？　ここにはないようだが」

  「是，是的，这两种是药店里卖的……」

  「は、はい、その二つは薬屋に置いてある物ですので……」

  　药店……对了，我好像在哪里看到过，香草有镇静效果，所以被当作药物使用。

  　薬屋……、そうか、ハーブって鎮静効果あったりするから、薬みたいに使われてたって何かで見た気がする。

  「这样啊，我知道了……我会再来。」

  「そうか、わかった。……また来る」

  「好的！恭候您的光临！」

  「はい！　お待ちしております！」

  　店主似乎把我认定为上等客户，笑容满面地目送我离开。

  　俺を上客と認定したらしい店主は、満面の笑みで俺を見送った。

  　我把商品装进了挂在剑带上的腰包型魔法包里。这个魔法包的容量相当于一辆马车，价格足以在王都买下一栋房子。

  　商品は剣帯に付けてあるウエストポーチタイプの
    
     魔法鞄
    マジツクバツグに入れた。馬車一台分の容量の魔法鞄で、王都に屋敷が買える値段だ。

  　虽然没有时间停止功能，但有时间延迟效果，即使经过一年，魔法包里的时间也只经过半天左右。

  　時間停止機能の物は存在しないが、時間遅延効果があり、一年経っても半日ほどしか魔法鞄の中の時間は進まない。

  　因为是高级品，所以有魔力登录，只有我才能使用，所以被人看到会困扰的东西都放在里面。

  　高級品だけに付与されている魔力登録で俺にしか使えないから、人に見られて困る物は全てこの中だ。

  　因此，不管买什么，都不用担心被别人看到。

  　というわけで、何を買っても人に見られる心配はしなくていい。

  　我接着走向药店。

  　今度は薬屋に向かって歩き出した。

  　虽然偶尔会看到这个领地的骑士在巡逻，但一看到我，他们就会走进岔路，避免与我擦肩而过。

  　時々見回りをしているこの領地の騎士を見かけるが、俺に気付くとすれ違わない脇道へと入って行く。

  　因为我对他们说了不少挖苦的话，所以他们以为我又会挖苦他们，所以才避开的吧。

  　彼らに対しても散々嫌味な事を言ったからな。また嫌味を言われると思って避けたのだろう。

  　果然在回王都之前，必须改变他们对第三骑士团的认知才行。

  　やはり王都に帰るまでに第三騎士団への認識を変えないとダメだな。

  　特别是边境伯爵，我有理由必须改善他对我的印象。

  　特に辺境伯への印象をよくしておかないといけない理由がある。

  　如果按照小说的剧情，我从这个边境伯爵领地回到王都时，边境伯爵的抗议信会送到王城，以此为契机，王太子的未婚妻兼王妃教育的王城里的边境伯爵千金蒂亚努，会在谒见大厅责备我。

  　
    
     小説
    『滅救』のストーリー通りだと確かこの辺境伯領から王都に戻った時に、辺境伯からの抗議文が王城に届いたのがきっかけで、王妃教育で王城にいた
    
     王太子
    主人公の婚約者であり辺境伯の娘のディアーヌ嬢が謁見の間で俺を責め立てるんだよな。

  　然后来自周围的非难会变得更加强烈，发生各种事情之后，我堕入黑暗，袭击了蒂亚努，让她失去了纯洁。

  　それで余計に周囲からの風当たりも強くなって、色々あった後に闇堕ちした俺に襲われて純潔を散らしたはず。

  　袭击的时候因为很暗所以没有证据，但王太子会确信犯人就是我，将我逼入绝境。

  　襲った時は暗くて証拠がなかったが、王太子は犯人が俺だと確信を持って追い詰めるようになるんだ。

  　毕竟在来到边境伯爵领地之前，我就一直对蒂亚努小姐纠缠不休。

  　
    
     辺境伯領
    ここに来る前もディアーヌ嬢に散々言い寄っていたしな。

  　但那与其说是喜欢蒂亚努小姐，不如说是嫉妒从出生开始就注定将来前途无量的王太子，才做出的行动。

  　だがそれはディアーヌ嬢が好きというより、生まれた時から将来を約束された王太子を
    
     妬
    ねたんでの行動だったらしい。

  　对蒂亚努小姐来说，完全是被牵连了。

  　ディアーヌ嬢からしたら完全なとばっちりである。

  　现在的我，就算被蒂亚努小姐责备，也不会袭击她！

  　今の俺はディアーヌ嬢から責め立てられたとしても、襲ったりしないけどな！

  　即使如此，我还是想排除任何可能演变成处刑的要素。在这个时间点，尽可能提升我最低限度的好感度，是为了我将来平稳的隐居生活所做的布局。

  　それでも万が一にでも処刑に
    
     繫
    つながる要素は排除しておきたい。現時点では底辺の俺の好感度を少しでも上げる事が、俺の平穏な隠居生活という将来への布石なのだ。

  　在骚扰王太子之前的荒唐行为，是对于明明有实力却不认同我的家人的反抗。

  　王太子に嫌がらせをする以前の荒れっぷりは、実力があるのに認めてくれない家族への反抗だな。

  　…………我是小孩子吗？

  　…………子供か。

  　从某种意义上来说，这都是因为我只在狭小的世界中成长。

  　ある意味、狭い世界しか知らない状態で育ったせいなんだろう。

  　不知道如何发泄愤怒，不知道该如何是好，结果失控被主角杀死，这也太可悲了吧。

  　怒りのぶつけ方も知らず、どうしたらいいのかわからないせいで暴走した結果が、主人公に殺されるっていうのは悲しすぎるだろ。

  　如果我没有战斗能力的话，应该只会被当成一个叛逆的三儿子。

  　これで戦闘能力がなければ、ただのやさぐれた三男坊で終わってたはずなのに。

  　虽然我做过的事是不可原谅的，但我还是觉得过去的自己有点可怜。

  　やってきた事は許されないだろうけど、ちょっとだけこれまでの俺が可哀想に思える。

  「我记得……拐过那个转角就是药店了。」

  「確か……あの角を曲がれば薬屋だったな」

  　从香料店到药店的路上，居民们一和我对上眼，就立刻移开视线，仿佛在说会被我找麻烦似的，等我走过之后，他们明显地松了一口气。其中甚至有人试图关上店门。

  　香辛料店からの道中も、住人達は目が合うと因縁をつけられると言わんばかりに目を逸らし、俺が通りすぎるとあからさまにホッとしていた。中には店のドアを閉めようとする者もいる。

  　药店也是其中之一，虽然入口处似乎有人在争执，但一看到我的银发，看似店主的男人就静静地关上了门。

  　薬屋もそのひとつで、何やら入り口で
    
     揉
    もめているようだったが、俺の銀髪を見た瞬間に店主らしき男が静かにドアを閉めた。

  　我一打开药店的门，里面就传来小孩子急迫的声音。

  　薬屋に到着してドアを開けると、中から切羽詰まった子供の声がした。

  「拜托了！我现在只有这些，但我一定会付钱的！」

  「お願いです！　今はこれしかないけど、必ず払いますから！」

  「所以我说不行啊！没钱就回去回去！……！！梵迪尔骑士团长！？您、您来这种店有什么事吗！？」

  「だからダメだと言ってるだろう！　金がないなら帰った帰った！　……っ!!　ヴァンディエール騎士団長!?　こ、このような店に何か御用でしょうか!?」

  　药店店主正挥手驱赶着少年，一看到我便慌忙从柜台后面走了出来。

  　シッシッと手を振って少年を追い払っていた薬屋の店主が俺に気付き、慌ててカウンターの向こうから出てきた。

  「我有些东西想买。话说，那个少年是？」

  「少々探している物があってな。ところでその少年は？」

  　我将视线转向少年，他明显地吓了一跳，身体僵硬起来。

  　俺が視線を向けると、少年はあからさまにビクッと身体をこわばらせた。

  「我会让他回去的，请不要在意。好了，快回去吧！」

  「この子はもう帰らせるので気にしないでください。ほら、早く帰るんだ！」

  「等等，这孩子不是需要药吗？」

  「待て、その子は薬を必要としているんじゃないのか？」

  　我阻止了试图将少年推出店外的店主。

  　店から少年を押し出そうとする店主を止める。

  　少年看上去只有八岁左右，如果不是有什么特殊情况，他不会一个人来这种店。

  　見たところまだ八歳くらいで、よほどの事じゃないと一人でこんな店には来ないだろう。

  「是的，但他钱不够，所以我正准备让他回去。」

  「ええ、ですがお金が足りないので帰らせるところです」

  「那我来出钱，把药给他吧。还有……你们有香芹、迷迭香、香叶和罗勒吗？」

  「それなら俺が出そう、薬を出してやってくれ。あと……タイム、ローズマリー、ローリエ、バジルはあるか？」

  「有、有的！呃，那些在这里。需要调合吗？」

  「は、はい！　えーと、それらはこちらにあります。調合しますか？」

  　店主所指的地方放着各种装在木箱里的香草。

  　店主が示した場所には、木箱に入ったハーブ類が色々あった。

  　基本上叶子类的香草都被当作药，我从中随意抓了一些熟悉的香草。

  　基本的に葉っぱのハーブは薬扱いのようで、その中から見覚えのある物を適当に
    
     摑
    つかみ取る。

  「不，不用调合。哦，还有辣椒啊。那么，这孩子的药和这个……还有这个也拿去吧。」

  「いや、調合はいい。お、唐辛子もあるじゃないか。それじゃあ、その子の薬とこれと……こっちも」

  　因为店里也有治愈药水和解毒药水，所以我也各买了一瓶。

  　治癒ポーションと解毒ポーションも置いてあったので、それもひとつずつ買う。

  「好、好的！马上来！……那个，您是凡迪耶尔骑士团长……对吧？」

  「は、はい！　ただいま！　……その、ヴァンディエール騎士団長……ですよね？」

  　店主在准备商品的途中，战战兢兢地回头询问。

  　商品を準備している途中、恐る恐る振り返って聞いてくる店主。

  「是啊，怎么了？」

  「そうだが？」

  「说、说的也是，哈哈哈……我马上准备，请稍等一下。」

  「で、ですよね、ははは……。すぐに準備しますので少々お待ちください」

  　店主笑着蒙混过去，但似乎还在怀疑，他一边偷瞄我，一边急忙准备商品。

  　店主は笑って誤魔化すと、まだ疑っているのかチラチラとこちらを見つつ商品の準備を急ぐ。

  　我斜眼看着惊慌失措的孩子，用钱换回买下的东西。

  　オロオロしている子供を横目に、代金と引き換えに買った物を受け取った。

  　明明我买的量比较多，价格却不到香料店的十分之一。

  　量はこちらの方が多いくらいなのに、値段は香辛料屋の十分の一以下だ。

  　不过，香草只要种一次，有些品种每年都会增加，而且在附近的村庄也有栽培。

  　まぁ、ハーブって一回植えると毎年増えるのもあるし、その辺の村で栽培していたりするからな。

  　我收下商品，准备离开药房，但少年没有跟上来。

  　商品を受け取り薬屋を出ようとしたが、少年がついて来ない。

  　他大概没想到恶名昭彰的骑士团长会买药给他吧。

  　まさか極悪と評判の騎士団長に薬を買ってもらえるなんて思ってなかったのだろう。

  「你家在哪里？你需要药吧？」

  「お前の家はどこだ？　薬が必要なんだろう？」

  「啊，是、是的！谢谢您！」

  「あっ、は、はい！　ありがとうございます！」

  　他用快哭出来的表情向我道谢，然后小跑步带路，似乎想早点回家。

  　泣きそうな顔でお礼を言うと、早く家に帰りたいのか小走りで先導し出した。

  　少年小跑步的速度，以我的步伐来说是正常走路的速度。

  　少年が小走りでも、俺の歩幅だと普通に歩くスピードだ。

  　药房店主在背后送行，我跟在少年身后，走向肮脏的小巷。

  　背中に薬屋の店主の見送りの言葉を受けながら、薄汚れた路地へと向かう少年の後をついて行く。

  　少年的家位于贫民街的一角。

  　いわゆる
    
     貧民街
    スラムの一角に、少年の家はあった。

  　那是一栋破旧的木造房屋，感觉我只要踢一脚就会倒塌。

  　俺の
    
     蹴
    けりひとつで倒壊しそうなボロボロの木造だ。

  「啊，大哥哥！」

  「あっ、おにいちゃん！」

  　一进到家里，就看到一个四岁左右的小女孩。

  　家に入ると、四歳くらいの女の子がいた。

  　在里面的床上躺着一位脸色苍白的女性，应该是少年的母亲。

  　その奥のベッドには母親らしき青白い顔の女性。

  「克罗艾，你有乖乖的吗？凡迪耶尔骑士团长买了妈妈的药哦！可以放心了。」

  「クロエ、いい子にしてたか？　ヴァンディエール騎士団長が母さんの薬を買ってくれたんだ！　もう安心していいぞ」

  「哇！凡、凡迪……呃……凡……？」

  「わぁ！　バ、バンデ……、えーと……ヴァン……？」

  　可能是家名对小孩子来说太难念了，名叫克罗艾的小女孩陷入苦战。

  　小さい子には言いにくい家名なせいか、クロエと呼ばれた女の子が苦戦している。

  「呵呵，如果念不出来的话，叫我大哥哥也可以哦。」

  「ククッ、言いにくければお兄ちゃんでもいいぞ」

  「嗯！谢谢大哥哥！」

  「うん！　おにいちゃんありがとう！」

  「不客气。」

  「どういたしまして」

  　可能是因为这个小孩子不知道我的传闻，她笑容满面地向我道谢。

  　俺の噂を知らない幼い子なせいか、満面の笑みでお礼を言ってくれた。

  　我蹲下来摸摸她的头，发现头发油腻得不得了。

  　しゃがんで頭を
    
     撫
    なでると、脂でもの
    
     凄
    すごくベタついている。

  　恐怕是因为母亲生病，连洗澡都没办法吧。

  　恐らく母親が病気で水浴びすらままならないのだろう。

  「『清净』，怎么样？清爽多了吧？」

  「『
    
     清浄
    クリーン』、どうだ？　さっぱりしただろう？」

  「好厉害！变清爽了！大哥哥是贵族吗！？」

  「すごーい！　さっぱりしたよ！　おにいちゃんきぞくなの!?」

  　这个世界的魔力拥有者多半是贵族。应该说，有很多人是因为拥有魔力才立下功绩成为贵族。

  　この世界の魔力持ちの大半が貴族だ。というか、魔力があるからこそ功績を上げて貴族になった者が多い。

  　因此，会使用魔法就等于贵族，这是连小孩子都知道的常识。

  　必然的に、魔法が使えるイコール貴族というのが子供でも知っている常識だ。

  「是啊。来，让克罗艾的妈妈吃药吧。」

  「そうだぞ。さ、クロエのお母さんに薬を飲ませような」

  「嗯！过来这边！」

  「うん！　こっちきて！」

  　克罗艾用小小的手拉着我的手。

  　クロエが小さな手で俺の手を引っ張った。

  　弟弟妹妹们也很可爱，但要是有妹妹的话应该也很可爱吧，我一边想着这些事一边露出微笑。

  　弟達も可愛かったけど、妹がいても可愛かっただろうなぁなどと考えてほっこりする。

  　虽然少年在背后因为妹妹的行动而僵住了，但还是先给母亲吃药吧。

  　背後で少年が妹の行動に固まっているが、まずは母親に薬を与えるのが先だ。

  　虽然这么说有点那个，但母亲也脏到臭了。

  　言っちゃあ何だが、母親も臭うほどに薄汚れている。

  　药房给我的药，应该是即效性的综合中药般的魔法药。对这个母亲会有效吗？

  　薬屋から渡された薬は、即効性のある総合漢方薬のような魔法薬だったはず。この母親にちゃんと効くんだろうか。

  「总之……『清净』。喂，是药。你能坐起来吗？」

  「とりあえず……『
    
     清浄
    クリーン』。おい、薬だ。身体を起こせるか？」

  　我一出声，母亲就微微睁开眼睛，可能是没有对焦，她发呆了几秒后才睁开眼睛。

  　声をかけると母親がうっすらと目を開き、焦点が合わないのか数秒ぼんやりしてから目を見開いた。

  「凡、凡迪耶尔骑士团长！？那、那个，您为什么会在这里……！？」

  「ヴァ、ヴァンディエール騎士団長!?　あ、あの、ここにはどうして……!?」

  　惊讶的母亲想要起身，但因为使不上力而倒在床上。

  　驚いた母親は身体を起こそうとしたが、力が入らずベッドに倒れ込む。

  「我只是偶然在药房遇到这个少年。我扶着你，把药吃了。」

  「この少年と薬屋で偶然会っただけだ。身体を支えるから薬を飲め」

  「怎么会……我根本没有买药的钱……」

  「そんな……薬を買うお金なんて……」

  　竟然先提到钱的事，看来她真的很穷困。

  　真っ先にお金の事を言うなんて、よほど困窮しているのだろう。

  「这是我买东西时顺便买的。对我来说只是小钱，所以不用在意。比起这个，快点把药吃了，让孩子们安心吧。」

  「俺の買い物ついでに買った。俺からしたらはした金だから気にしなくていい。それより早く薬を飲んで子供達を安心させてやってくれ」

  　我把手绕到母亲背后，扶她坐起来，她用颤抖的手接过药，喝光了。

  　背中に手を回し、身体を起こしてやると、母親は震える手で薬を受け取り飲み干した。

  　看来那家店的魔法药质量不错。母亲的脸色逐渐好转。

  　どうやらあの店の魔法薬の品質はいいらしい。見る見る母親の顔色がよくなっていく。

  「感觉怎么样？」

  「気分はどうだ？」

  「托您的福，感觉轻松多了。我该怎么感谢您才好……也谢谢马尔克。」

  「おかげさまでとても楽になりました。何とお礼を言ったらいいか……。マルクもありがとう」

  　看来少年的名字叫马尔克。这么说来，我还没问过他的名字。

  　どうやら少年の名前はマルクというらしい。そういえば名前も聞いていなかったな。

  　孩子们看到母亲脸色好转，似乎也放心了。

  　子供達は顔色のよくなった母親を見て安心したようだった。

  「凡迪耶尔骑士团长，谢谢您！！」

  「ヴァンディエール騎士団長、ありがとう!!」

  「谢谢大哥哥！」

  「おにいちゃんありがとう！」

  「克罗艾！怎么可以对凡迪耶尔骑士团长叫大哥哥……！」

  「クロエ！　ヴァンディエール騎士団長に向かってお兄ちゃんだなんて……！」

  　母亲慌忙责备克罗艾，但我举起手制止了她。

  　慌てた母親がクロエを
    
     窘
    たしなめたが、俺は手を上げて制した。

  「没关系，因为叫起来很拗口，所以我说过可以这样叫我。」

  「いい、呼びづらそうだったからそう呼んでいいと言ったのは俺だ」

  「哎呀，凡迪耶尔骑士团长……真是温柔呢。」

  「まぁ、ヴァンディエール騎士団長は……お優しいんですね」

  　她之所以停顿了一下，恐怕是想说「和传闻不一样」吧。

  　一瞬間が空いたのは、おそらく「噂と違って」と言いたかったんだろうな。

  「虽然不久前确实很调皮。对了，我也对马尔克施加净化魔法吧。不整理仪容的话，店家会很嫌弃的。『净化』」

  「ほんの少し前までヤンチャだったのは間違いないがな。それよりマルクも清浄魔法をかけておいてやろう。身だしなみを整えていないと店から嫌がられるぞ。『
    
     清浄
    クリーン』」

  「哇，好厉害！谢谢凡迪耶尔骑士团长！哈哈，今天说了多少次谢谢了呢」

  「わぁ、すごいや！　ありがとうヴァンディエール騎士団長！　ははっ、今日は何回お礼言ってるんだろう」

  　马尔克一边说着一边擦了擦眼角。

  　そう言いながらマルクは目元を
    
     拭
    ぬぐった。

  　抱着几乎失去意识的母亲和年幼的妹妹，想必很不安吧。

  　ほとんど意識のない母親と幼い妹を抱えて、さぞかし不安だったのだろう。

  　就在这时，门以几乎要破坏玄关的气势被打开，一个浑身酒气的男人走了进来。

  　その時、家の玄関を壊さんばかりの勢いでドアが開き、酒臭い一人の男が入って来た。

  「喂！听说你带男人回家了！？刚才约瑟夫说他看到了！」

  「おい！　男を連れ込んだって本当か!?　さっきジョセフが見たって言ってたぞ！」

  「亲爱的……！凡迪耶尔骑士团长给了我们药！」

  「あなた……！　ヴァンディエール騎士団長は薬をくださったのよ！」

  「什么～！？那个混蛋骑士团长居然……呃，凡迪耶尔骑士团长！？」

  「なんだと～!?　あのクソ騎士団長がそんな……って、ヴァンディエール騎士団長!?」

  　看来这个家的害虫回来了。

  　どうやらこの家の害虫が帰って来たようだ。

  　大概喝了不少酒，刚进来就摇摇晃晃地失去平衡，一边反驳妻子的话一边看着我发出惊讶的声音。

  　かなり飲んでいるのか、入って来たかと思うとヨタヨタとバランスを崩しながら歩き、妻の言葉に反論しながら男はこちらを見て驚きの声を上げた。

  「把病床上的妻子和幼子放着不管，自己跑去喝酒，真是好大的胆子。你有钱喝酒却没有妻子的药钱，不觉得奇怪吗？」

  「病床の妻と幼子を放置して酒を飲むとはいいご身分だな。お前が酒を飲む金はあるのに、妻の薬代がないというのはおかしな話だと思わないか？」

  「不，这是我们家的问题，凡迪耶尔骑士团长没必要在意～。请不要在意我们家的事，回去吧」

  「いやぁ、これはウチの問題ですから、ヴァンディエール騎士団長のような方が気にする事じゃありませんよ～。ウチの事はお気になさらず、お帰りください」

  　我用轻蔑的眼神看着他，男人却嘿嘿笑着想让我回去。

  　
    
     侮
    ぶ
    
     蔑
    べつの目を向けたが、男はヘラヘラと笑って俺を帰そうとしている。

  　但是，如果现在回去的话，我有预感孩子们和母亲会受到残酷的对待。

  　だが、今ここで帰ったら子供達や母親が酷い目にあう予感しかしない。

  「啊，我知道了。在那之前，我们稍微聊一下吧」

  「ああ、わかった。その前に少し話をしようじゃないか」

  　我本来是想微笑的，但似乎因为反派加成变成了可怕的微笑，男人的脸抽搐了一下。

  　ニコリと微笑んだつもりだったが、どうやら悪役補正で恐ろしい笑みになっていたらしく、男の顔が引き攣った。

  　真奇怪。虽然这张脸是反派，但应该相当美形才对。

  　おかしいな。この顔って悪役だけど、かなり美形なはずなのに。

  「大哥哥……你要把爸爸带走吗？」

  「おにいちゃん……、おとうさんをつれていくの？」

  「我只是去和他谈谈。对了……为了把爸爸体内的坏虫赶出去，可能会稍微打他一下，但不会受重伤的，放心吧」

  「ちょっとお話ししてくるだけだ。そうだな……、お父さんの中にいる悪い虫を追い出すために少し
    
     叩
    たたくかもしれないが、大きな怪我はしないから安心するといい」

  「嗯，我知道了！」

  「うん、わかった！」

  　我摸了摸她的头，克罗耶放心地点了点头。

  　頭を撫でてやると、クロエは安心したように
    
     頷
    うなずいた。

  　我直接大步走向父亲，抓住他的胳膊把他带出去。

  　そのまま
    
     大
    おお
    
     股
    またで父親に近付き、二の腕を摑んで外へと連れ出す。

  「你打算做什么？你不重视家人吗？」

  「お前はどういうつもりなんだ？　家族が大切じゃないのか？」

  「哼，反正像我这样的麻烦人物，不在家里比较好！」

  「へっ、どうせ俺みたいな厄介者は家にいない方がいいってもんだ！」

  「麻烦人物？」

  「厄介者？」

  「没错，我以前是工匠，但因为被征召去讨伐魔物时受了伤，现在没办法好好工作。看到那家伙因为工作过度而病倒的模样，我更觉得没出息，不喝酒就撑不下去！」

  「そうさ、前は職人だったが、兵役で魔物討伐に駆り出された時に負った怪我が原因でまともに働けねぇ。あいつが働きすぎで病気になった姿を見たら、余計に情けなくて酒でも飲まねぇとやってられなかったんだよ！」

  　看来他只是自暴自弃，似乎不是那么坏的人。

  　どうやらやさぐれているだけで、そんなに悪い人間でもないらしい。

  　问题在于，他因为兵役而受了伤，却没有得到任何补偿。

  　問題は兵役で負った怪我に対する補償が何もない事だな。

  「嗯……虽然不能马上做到，但我会向领主建议，对因兵役而留下后遗症的伤患采取救济措施。就算手不能用，脚还能用吧？如果有地方能帮忙介绍即使受伤也能做的工作就好了……总之，药钱就看在孩子们的份上，不用还了。但如果你不好好珍惜妻子和孩子们，可是会后悔的哦。我以后会再来探望你们。」

  「ふむ……、すぐにとは言えないが、領主に兵役での後遺症が残る怪我に対する救済措置を進言しておこう。手が使えなくても足は使えるだろう？　怪我があってもできる仕事を
    
     斡
    あつ
    
     旋
    せんする場があるといいな。……とりあえず薬代は子供達に免じて返さなくていい。だが奥方と子供達を大切にしないのであれば後悔する事になるぞ。いつか様子を見に来るからな」

  「好、好的。」

  「は、はいっ」

  　听到救济措施的事，男人的眼中燃起了希望的光芒。

  　救済措置の話をしたら、男の目に希望の光が灯ったのが見えた。

  　果然，为了活下去，还是需要成就感。回去之后，向领主申请会面吧。

  　やっぱり生きていく上でやりがいって必要だよな。戻ったら領主に面会申請でもしておくか。

  　可能是因为我抓着他的手瞪着他，男人的醉意似乎完全清醒了。

  　腕を摑んだまま
    
     睨
    にらみつけたせいか、男の酔いはすっかり
    
     醒
    さめたようだ。

  　我放开手，丢下瘫坐在地的男人，回到宿舍。

  　手を離すとへたり込んだ男を放置し、宿舎へと戻った。

  　我前往骑士团的办公室，向事务官打招呼，他明显地跳了起来。

  　騎士団の執務室へ向かい、事務官に声をかけるとわかりやすく飛び上がった。

  　以前我就是看不惯他这种过度胆怯的态度，所以才会对他更加严厉吧。

  　前はこの必要以上に
    
     怯
    おびえる態度が気に入らなくて、余計にきつく当たっていたからだろう。

  「帮我转告边境伯爵，说我想见他一面。告诉他我到街上时发现了问题。」

  「辺境伯に面会したいと伝えてくれ。街に行った時に問題を見つけたとな」

  「好、好的。」

  「は、はいっ」

  　事务官回答后，慌张地站了起来。

  　事務官は返事をすると、慌てて立ち上がった。

  「啊，等等，我打算先提出申请书，等他回复后再去。」

  「ああ、待て、申請書を出して返事を待ってから行くつもりだ」

  　以前我只要有什么事，就会突然闯进边境伯爵的办公室。因为边境伯爵会抱怨事务官没有事先通知，所以一察觉我要去见他，事务官就会立刻冲去通知他。

  　以前は用事があればいきなり辺境伯の執務室に押しかけていたからな。辺境伯が先触れがないと事務官に文句を言うせいで、俺が会いに行くのを察するとダッシュで報せに走ってたっけ。

  　听到我说要等申请书的回复，事务官露出难以置信的困惑表情，开始制作申请书。

  　申請書の返事を待つという俺の言葉に、事務官は信じられないと言わんばかりに戸惑いながら申請書を作成している。

  　像这样提出会面申请书，不只事务官，或许连边境伯爵都会感到惊讶。

  　こうして面会申請書を出したら、事務官だけじゃなく辺境伯にも驚かれるかもしれない。

  　…………我被边境伯爵讨厌得很彻底呢。

  　…………俺って辺境伯に相当嫌われてるよなぁ。

  　就算他把我当成纠缠女儿的害虫也不奇怪。而且我还以边境伯爵领地的防御为盾，对他施加压力。

  　嫌がる娘に言い寄る害虫くらいに思われていても不思議じゃない。しかも辺境伯領の守りを盾に圧力かけてたし。

  　重新打起精神，去看看部下们的训练吧。

  　気を取り直して部下達の訓練でも見に行くか。

  　即使还不能挥剑，至少可以指导他们。

  　まだ剣を振る事はダメでも、指導くらいはできるしな。

  　我记得今天刚从随从骑士升为骑士的卡西亚斯应该在训练场。

  　確か今日は
    
     従騎士
    スクワイアから騎士になったばかりのカシアスが訓練場にいるはずだ。

  　卡西亚斯是前世的我最小的弟弟，性格真的很像。比如夸奖他时，虽然嘴上会反驳，但明显能看出他心里很高兴。说起来，年龄也一样是十八岁。

  　カシアスは前世の俺のすぐ下の弟、
    
     真
    まことに性格が似てるんだよな。褒めると口では反発しながらも内心喜んでいるのがバレバレなところとか。そういや年齢も十八歳で同じか。

  　虽然我有教过年长的弟弟们做家务，但我担心我突然消失后，他们能不能好好做。

  　大きい弟達にはひと通り家事は仕込んであるけど、俺が急にいなくなってちゃんとできてるか心配だ。

  　我消失后，真应该会作为长男努力吧。

  　俺がいなくなった事で真が繰り上がり長男として頑張ってくれているんだろうか。

  　最小的双胞胎虽然会听我的话，但不太听真的，他可能会很辛苦。

  　末の双子は俺の言う事は聞いても、真の言う事はあまり聞かなかったから苦労しているかもしれない。

  　明明对我采取反抗的态度，但对年龄差距大的双胞胎却很宠。

  　俺には反抗的な態度を取ってたくせに、なんだかんだ年が離れている双子には甘かったもんなぁ。

  　双胞胎会看穿谁对自己好，然后改变态度，所以我觉得他们比我更会处世。

  　
    
     双子
    あいつらは誰が自分に甘いかしっかり見抜いて態度を変えていたから、俺なんかよりずっと世渡り上手だと思う。

  　我一边想着这些事，一边到达训练场，听到了骑士们用磨钝的剑发出的金属声，以及随从骑士用木剑发出的碰撞声。

  　そんな事を考えながら訓練場に到着すると、騎士達の刃を
    
     潰
    つぶした剣の金属音と、従騎士が使う木剣の衝突音が聞こえてきた。

  　来到这个边境伯爵领后，可能是因为连日讨伐魔物，感觉整体实力都提高了。

  　この辺境伯領に来てからというもの、連日魔物討伐をしているせいか、全体的に腕が上がってきた気がする。

  　进步时经常会发生的事，就是超过界限，进入下一个阶段的人增加了。

  　上達する時によくある、次の段階へ進んだというラインを超えた者が増えた。

  　这种时候，因为身体的使用方法会改变，所以容易受伤。

  　こういう時は身体の使い方が変わったりするから怪我をしやすい。

  「哇」

  「うわっ」

  「没事吧！？」

  「大丈夫か!?」

  　我朝声音传来的方向看去，发现卡西亚斯的手臂在流血。

  　そんな言葉が聞こえた方を見ると、カシアスが腕から血を流していた。

  　看来即使剑刃磨钝了，还是能砍伤人。他的手臂从上臂到手肘被砍出了一道深深的伤口。

  　どうやら刃を潰してあっても斬れてしまったようだ。二の腕から
    
     肘
    ひじをまたいでザックリと斬れている。

  　他按着无力垂下的手臂上的伤口，血却依然滴滴答答地流着。

  　ダラリと下がった腕の傷を押さえているが、ポタポタと血が流れ続けていた。

  　周围的人只是停下了动作看着，我则不由自主地冲了过去。

  　周りは動きを止めて見ているだけで、俺は思わず駆け寄る。

  「喂！马上叫治愈师过来！卡西亚斯，把手臂抬起来！」

  「おい！　すぐに治癒師を呼べ！　カシアス、腕を上げていろ！」

  「好痛，这种小伤没什么大不了的，没事的」

  「いててっ、こんな傷、大した事ないから大丈夫だって」

  　我先让患部抬高到心脏以上，然后用手帕绑住上臂以止血，但卡西亚斯却在抵抗。

  　とりあえず患部を心臓より高くして、ハンカチで止血のために二の腕を縛ろうとしたら、カシアスが抵抗した。

  「好了，听哥哥的话！」

  「いいからお兄ちゃんの言う事を聞け！」

  　直到训练场像冻结了一样安静下来，我才意识到自己因为把弟弟和他重叠在一起而失言了。

  　弟とイメージを被らせたせいで失言したと気付いたのは、凍り付いたように訓練場が静まり返ってからだった。

  　我太着急了……！

  　焦ってやらかした……！

  　我以前绝对不会说自己是哥哥的！

  　これまでの
    
     俺
    ジユスタンが自分の事をお兄ちゃんと言うなんて、絶対ありえないのに！

  　要是前世的记忆暴露了怎么办！应该不会吧！？

  　前世の記憶の事とかバレたらどうしよう！　さすがにそれはないか!?

  「总，总之把伤口抬高到心脏以上！因为就算施加普通的治愈魔法，流失的血也不会回来！」

  「と、とにかく傷口を心臓より上にしておけ！　普通の治癒魔法をかけても失った血は戻らないんだからな！」

  「啊，啊啊……」

  「あ、ああ……」

  　如果是小说后半出现的圣女的神圣治愈魔法，连缺损部位都能治好，但一般治愈师只能止血。

  　
    
     小説
    『滅救』の後半に出てくる部位欠損すら治せる
    
     聖女
    ヒロインの神聖治癒魔法ならともかく、一般の治癒師だと傷を
    
     塞
    ふさぐ事しかできない。

  　平时态度嚣张的卡西亚斯动摇着正常回答，而我则感到羞耻感逐渐袭来，感觉脸和耳朵都红了！

  　普段生意気な態度のカシアスが動揺して普通に返事をしているが、こっちはジワジワと
    
     羞
    しゆう
    
     恥
    ちが襲ってきて、顔や耳が赤くなってる気がする！

  　是我的错觉吗，不，不是错觉，部下们的视线刺了过来。

  　気のせいか、いや、気のせいじゃないからか部下達の視線が突き刺さっている。

  「其他人继续训练！」

  「他の者は訓練を続けろ！」

  　我一喝，现场的部下们回过神来，重新开始训练。

  　一喝すると、その場にいた部下達はハッとして訓練を再開した。

  「卡西亚斯，能走的话就去医务室。尽量不要流血，恢复会比较快。」

  「カシアス、歩けるならこちらから救護室へ行くぞ。少しでも血を流さない方が回復が早いからな」

  「我……知道了……！」

  「わかっ……たぁぁ……っ！」

  　趁他老实的时候，我紧紧绑住他的手臂。

  　おとなしくなった隙にギュッと腕を縛った。

  　我扶着他的手臂，避免碰到伤口，迈开脚步，但卡西亚斯非常动摇。

  　傷に触れないように腕を支えて歩き出すが、カシアスはもの
    
     凄
    すごく動揺している。
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  　希望他别从刚才开始就一直盯着我的脸看。

  　さっきから俺の顔をマジマジと見てくるのをやめてほしいんだが。

  　可恶，耳朵还很热，肯定红了。

  　クソッ、まだ耳が熱いからきっと赤くなっているんだろう。

  「你在看什么？」

  「何を見ている」

  「啊，不，那个，团长……刚才……咕噗！好痛！」

  「あっ、いやっ、その、団長が……さっきお……グフゥッ！　いたたた！」

  　卡西亚斯话说到一半就喷了出来，伤口似乎因为反作用力而疼痛。

  　話している途中でカシアスが噴き出し、その反動で傷が痛んだらしい。

  　这家伙，绝对是要说我的「哥哥」发言。

  　こいつ、絶対俺の「お兄ちゃん」発言の事を言おうとしたな。

  　没办法啊。你以为我当了几年「哥哥」啊！

  　仕方ないだろう。これまで何年俺が「お兄ちゃん」してきたと思ってるんだ！

  　卡西亚斯的弟弟比他小一岁，十八岁，所以我的哥哥经历有十八年了哦！？

  　カシアスと同い年のすぐ下の
    
     弟
    真が十八歳だから、お兄ちゃん歴十八年だぞ!?

  　最小的双胞胎是五岁，所以无论如何都会把自己称为「哥哥」吧！

  　一番下の双子が五歳だったから、どうしても自分の事を「お兄ちゃん」って言っちゃうだろ！

  　如果他再笑下去，我可能得让他笑不出来。

  　これ以上笑うようなら、笑えないようにしてやらなきゃいけないかもしれない。

  　我会想这种事，难道是被我一直以来的想法影响了吗？

  　こんな事を考えるのは、もしかしてこれまでの
    
     俺
    ジユスタンの考えに引っ張られているんだろうか。

  　如果是这样，我得小心点，不然可能会直奔被处死的未来……

  　そうだとしたら、気を付けないと処刑される未来にまっしぐら……なんて事になりかねないぞ。

  「受伤的时候说话也会消耗体力，所以别再开口了。」

  「怪我をしている時は話すのも体力を消耗するから、もう口を開くな」

  「是团长先跟我说话的吧……」

  「団長が話しかけてきたんじゃないか……」

  「你说什么？」

  「何か言ったか？」

  「不，没什么。」

  「いいや、何も」

  　我瞪了嘟囔的卡西亚斯一眼，他立刻闭嘴。

  　ブツブツ言うカシアスを睨むと、すぐに黙った。

  　同时，我看到从救护室那边，治愈师被骑士带了过来。

  　同時に救護室の方から、従騎士に連れられた治癒師が走って来るのが見えた。

  「哇，这可真严重！我马上施加治愈魔法。呃——」

  「うわわっ、これは酷いですね！　すぐに治癒魔法をかけます。えーと」

  　治愈师东张西望地环顾四周。

  　治癒師はキョロキョロと辺りを見回した。

  　因为治愈魔法会消耗接受者体力，所以想让他坐下吧。

  　治癒魔法はかけられた側の体力を消耗するものでもあるから、座らせたいのだろう。

  　宿舍的走廊上没有长椅或椅子，只能让他坐在地上。

  　宿舎の廊下にはベンチも椅子もないので、地べたに座らせるしかない。

  「卡西亚斯，你坐那里。现在接受治愈魔法的话，可能会头晕」

  「カシアス、そこに座れ。今治癒魔法をかけられたらフラつくかもしれないからな」

  「诶～？我可没那么弱」

  「え～？　オレそんなにヤワじゃないのに」

  「卡西亚斯」

  「カシアス」

  「是……」

  「はい……」

  　我故意压低声音叫他的名字，他便老老实实地坐下了。

  　わざと低い声で名前を呼ぶと、おとなしく従った。

  　这种时候，比起怒吼，低沉缓慢的语气更有效果。

  　こういう場合は怒鳴るより、低く、ゆっくり言う方が効果があるからな。

  　虽然骑士团员比弟弟们更调皮，但至今为止作为哥哥的经验似乎能派上用场。

  　騎士団員は弟達よりヤンチャだが、これまでのお兄ちゃんとしての経験が活かされそうだ。

  「那么……『治愈』」

  「では……、『
    
     治癒
    ヒール』」

  　就像在看快进的视频一样，伤口转眼间就愈合了。

  　まるで早送りの映像を見ているように、見る見る傷が塞がっていく。

  　我虽然也能治疗擦伤，但这么严重的伤口就治不了了。

  　俺もかすり傷程度なら治せるが、こんなにザックリ斬れた傷は治せない。

  　每次看到，我都会想，有无适应性，威力居然会差这么多。

  　適性があるとないとでは、威力がこうも違うんだと見るたびに思う。

  　不过，治愈师的魔力量似乎不多，伤口愈合时，他汗流浃背，看起来很难受。

  　しかし治癒師の魔力量はそう多くないらしく、傷が塞がる頃には汗をかいて辛そうにしていた。

  「呼……这样就没事了」

  「ふぅ……、これでもう大丈夫です」

  「啊～接受治愈魔法果然很累啊。好了，回去训练吧！」

  「あ～、やっぱ治癒魔法受けるとダルいな。さぁて、訓練に戻るか！」

  　卡西亚斯没有向治愈师道谢就站了起来。

  　カシアスは治癒師にお礼も言わずに立ち上がった。

  「喂，至少道个谢吧」

  「こら、礼くらいちゃんと言え」

  「「「啊？」」」

  「「「は？」」」

  　在场的除了我以外，三个人的声音重叠在一起。

  　その場にいた俺以外の三人の声が重なった。

  　以前的我，也不是会轻易道谢的人。

  　以前の俺もお礼なんて簡単に言う人間じゃなかったからな。

  　但是，为了教育部下们，我必须率先做出正确的行动！

  　だけどこれからは部下達の教育のためにも、率先して正しい行動をしないと！

 
  幕间　训练场SIDE

  幕間　訓練場ＳＩＤＥ

  　朱斯坦和卡西阿斯前往医务室，从训练场消失后不久，之前还在对打的骑士们停下了动作。

  　ジュスタンとカシアスが救護室へ向かい、訓練場から姿を消してしばらくすると、それまで打ち合っていた騎士達の動きが止まった。

  　然后不知是谁开口说道。

  　そして誰からともなく口を開く。

  「喂，刚才那不是听错了吧？大家也听到了吧？」

  「おい、さっきのは聞き間違いじゃないよな？　皆も聞いたよな？」

  「是啊，我也怀疑自己的耳朵。光是对卡西阿斯那么体贴就已经很奇怪了。」

  「ああ、俺も耳を疑ったぜ。カシアスに対してあんな気遣いしただけでもおかしいのによ」

  「那刚才那不是听错吧。团长叫自己……」

  「じゃあさっきのは聞き間違いじゃないんだな。団長が自分の事……」

  　骑士们面面相觑，咽了口口水。

  　騎士達は顔を見合わせてゴクリと
    
     唾
    つばを飲み込んだ。

  「「「「「「「哥哥」」」」」」」

  「「「「「「「お兄ちゃん」」」」」」」

  　同时说道，然后各自瘫坐在地，抱着肚子笑了出来。

  　同時に言い、そして各々へたり込んだり、腹を抱えて笑い出した。

  「唔哈哈哈哈哈！不、不可能！」

  「うははははは！　あ、ありえねぇ！」

  「而且看到了吗！？脸超红的耶！？呵呵。」

  「しかも見たか!?　すんげぇ赤くなってたよな!?　ククッ」

  「我第一次看到那样的团长！哈哈哈哈哈。」

  「あんな団長初めて見たぜ！　ははははは」

  「嘻～嘻～，就算告诉其他人，他们也绝对不会相信吧。」

  「ひーひー、他のヤツらに言っても絶対信じないだろうなぁ」

  「如果平时就是那样的话，就可爱多了。好痛、好痛痛痛痛！干嘛啦！啊，你明明是随从骑士，竟然敢打我！」

  「普段からああいうのだったら可愛げがあるのになぁ。いてっ、いたたたた！　何すんだよ！　あっ、お前
    
     従騎士
    スクワイアのくせに
    
     叩
    たたいたな！」

  「还不都是因为亚梅迪奥说了奇怪的话！」

  「アメデオが変な事言うからじゃないか！」

  　在场几乎所有人都对说出与朱斯坦最不相称的话的骑士又打又踢。

  　ジュスタンから最も程遠い言葉を発した騎士を、その場にいたほとんどの者が叩いたり
    
     蹴
    けったりした。

  　没有出手的人也因为起鸡皮疙瘩而摩擦着上臂。

  　手を出していない者も、鳥肌が立ったとばかりに二の腕をさすっている。

  　同伴意识强烈的他们总是像这样互相嬉闹，但对其他人却很严厉。

  　仲間意識の強い彼らはいつもこのようにジャレ合っているが、自分達以外への当たりは強い。

  　对于以出身为理由而难以得到周围正当评价的他们来说，某种意义上这也是自卫的手段。

  　それは生まれを理由に周りから正当な評価をされにくい彼らにとって、ある意味自衛の手段でもある。

  　性格粗暴的他们之所以能勉强得到认可，是因为作为看门狗的能力很高，但是否有一天能得到好意，可以说取决于朱斯坦的教育。

  　気性の荒い狼の群れのような彼らが辛うじて認められているのは、番犬としての能力の高さゆえではあるが、好意的に思われる日が来るのかどうかはジュスタンの
    
     躾
    しつけにかかっていると言えるだろう。

  　接下来的内容请阅读正在发售中的『我转生成了恶役骑士团长』。

  　この続きは現在配信中の『俺、悪役騎士団長に転生する。』にてお楽しみください

  Azusa Sakamoto, kodamazon 2024
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